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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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…──さあ、終わりを始めよう。







　プロローグ　長い夜の始まり







　　　　１




　空が闇やみ色いろを濃こくする深夜。

　冬の高地の凍いてつくような風が吹ふき込む場所がある。

　勇者の一族の《里》──その長老の屋や敷しきの敷地内に設けられていた『儀ぎ式しきの間』だ。

　普ふ段だんは強固な結界で覆おおわれ、他国を含ふくめた勇者の一族の間でも有数の聖域とされているこの場所は、しかし現在その力や面おも影かげを完全に失った状態にあった。

　この空間を聖域たらしめていた神器──『四し神じん』を斯し波ば恭きよう一いちが奪うばい去ったからだ。

　斯波の暴挙を止めようとした刃バ更サラ達との戦せん闘とうで、『儀式の間』の壁かべや天てん井じようの一部が激しく損傷してしまっており、鋭えい利りさすら感じられる程ほどに澄すみ渡わたった夜気の向こうには無数の星々が美しく瞬またたく黒色の空が広がっている。

　──初めてこの場所を訪おとずれた者なら、思わず眼めを奪われてしまう程の圧巻の光景。

　しかし今、聖域の成れの果てと化した『儀式の間』にいる者達の中に、夜空を見上げたりその美しさを想おもっていられるような者はいない。

　あの斯波恭一が、《里》の最さい奥おう部に設けられた特とく殊しゆな座ざ敷しき牢ろうから脱だつ走そう。『四神』の内、霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を除く『朱雀すざく』『青せい龍りゆう』『玄げん武ぶ』の三つと、《バチカン》の審しん問もん官にして聖せい騎き士しであるセリス・レイドハートの神しん剣けん『ゲオルギウス』を奪って姿を消したからだ。

　日本の勇者の一族の《里》と《バチカン》との政治的な問題を抱かかえている最さ中なかに起きたこの状じよう況きようは、およそ考え得うる限り──否いな、想定の範はん囲い外がいにある最悪の事態だった。

　現在、儀式の間にいるのは斯波と実際に相対した東とう城じよう刃更と滝たき川がわ八や尋ひろ。刃更達と斯波の小こ競ぜり合いで生じた衝しよう撃げきや轟ごう音おんによって事態を察知して駆かけ付けた成なる瀬せ澪みお・野の中なか柚ゆ希き・野中胡桃くるみの三人。さらに富ふ士じ・熱あつ田た・熊くま野のの三長老と、柚希と胡桃の父親である修しゆう哉やのほか、《里》の主立った重じゆう鎮ちんなども集結しており、日本の《里》の面々はこの事態への対応について協議を行なっている。

　そして──斯波達との戦闘で負傷した高たか志しとセリスは既すでに移送され、治ち療りようが慌あわただしく行なわれていた。そんな中、

「──取り敢あえず、以上が現在の状況だ」

　東城刃更は少し離はなれた場所で、後から駆け付けてきた澪達に現状を伝えていた。

　さらに刃更が右手で持っている携けい帯たい電でん話わは通話中になっていて、現在、少し離れた場所で待機している万ま理り亜あとゼストの二人も同様の説明を聞いている。

　そして話を一区切りさせた刃更に、

「話は解わかったわ……でも刃更、だったらあたし達はこの後どう動くの？」

　と、これからの行動を問うてきたのは澪だ。己おのれの意見を口にする事なく刃更に判断を尋たずねたのは、別に依い存そんや思考の放ほう棄きからではない。現状が、この『儀式の間』で行なわれた長老達や《バチカン》の審問官であるセリスとの話し合いなどと同じく、高度に政治的な状況にある事を、澪はきちんと理解しているのだ。そして、

「………………」「………………」

　柚希と胡桃も、澪と同種の瞳ひとみでこちらを見てくる。

　電話の向こうで黙もくして刃更の言葉を待っている万理亜とゼストもきっと同じだろう。

　──彼女達は解っているのだ。

　下手へたに感情で動けば、後々こちらが不利な状況へと追い込まれてしまいかねないと。

　政治では、熱い感情は時に都合良く利用されてしまうものだ。それを相手に許さないためには、どれだけ冷静でいられるかが肝かん要ようとなる。心はどこまでも熱く、しかし思考はどこまでも冷静に──刃更達の中に、その事を理解していない者はいない。

　今回、刃更達がこの《里》へやって来た目的は、『政治』を行なう事だったのだから。

　よって問われた刃更は、静かに──しかしはっきりとした声こわ音ねで澪達へと告げる。

「斯波さんの本当の狙ねらいがどこにあるのか、何なのかまでは解らない……でも、姿を消す前の口ぶりから察するに、余程の事を企たくらんでいるのは間ま違ちがいないと思う」

　何故なぜならば。

「ただでさえ、一族の中でも驚きよう異い的てきな力と危険な思想でその存在を封ふう印いんすべきと判断されていたのに、俺の《無次元のバニシング執行シフト》と同系統の力を手に入れて姿を消したんだ」

　だから、と刃更は結論する。

「──決して、この状況を見過ごす訳にはいかない」

　それは自分達の立場や、置かれている状況。複雑に絡からみ合った《里》や《バチカン》の思おも惑わくや、果ては魔ま族ぞくにまで波は及きゆうする影えい響きようまで考こう慮りよした上で、それでも導き出した答え。

「勿もち論ろん、俺がしているのはただの杞き憂ゆうで、斯波さんは自由を手に入れただけで満足して、このまま行方ゆくえを晦くらますって可能性もゼロじゃない。だけど、もし何かを企んでいたとしたら……このまま放ほうっておいたら、どんな事態に陥おちいるか解らない」

　と、刃更は事態の深刻度を改めて口にする。

「あの人は『四神』とセリスの『ゲオルギウス』を奪っていったんだ……最悪の場合、こちらに打つ手がないような状況を作らせてしまったり、それこそ俺達が力を合わせても歯が立たないような、さらに強大な力を手に入れてしまう可能性だってある」

　そうなってからでは手て遅おくれなのだ。

「だから、何としても斯波さんを止める──俺達の手で」

　と、断固とも言うべき口調で刃更が告げると、

「だとしたら……」「斯波さんの居場所をどうやって見つけるか……だね」

　柚希と胡桃が放った言葉に、澪や電話の向こうの万理亜とゼストは沈ちん黙もくした。

　姿を晦ました斯波の行方は杳ようとして知れない。しかし、

「……方法はある」

　刃更はポツリと言った。そう呟つぶやいた事で自分に注目が集まったのを感じながら、

「ただし、そのためには──」

　と、そこまでを言ったところで、

「──刃更君」

　不意に背後から呼び掛かけがきた。その声は、長老達と善後策を話し合っていた柚希と胡桃の父──野中修哉だ。背後を振ふり返った刃更は、自分達の方へとやって来る修哉の姿を認めると、彼がこちらの眼の前に来るのを待って、

「おじさん、長老達の……《里》の判断はどうなりました？」

　放ったこちらの問い掛けに、修哉は厳しい表情で首を横に振って、

「……残念ながらまだ結論は出ていない。恭一の暴走は、彼の管理を任されている我々の責任だが、恭一を座敷牢から逃にがしたり、『四神』を奪う手助けをした魔族は《バチカン》の補ほ佐さ官に化けていたからね」

　それに。

「セリス君が神剣『ゲオルギウス』を奪われてしまった事もある……先程から通話魔法で《里》と《バチカン》との間で今後の対応策の話し合いが行なわれているが、まだこの状況を作り出してしまった事への互たがいの責任の落とし所を探さぐり合っている段階だ」

　という修哉の言葉に、

「──そいつはまた、何とも気の長そうな話だな」

　フンと鼻を鳴らしながら言ったのは、これまで『儀式の間』の壁に背を凭もたせかけて佇たたずみ、事の成り行きを黙だまって見守っていた滝川だ。

「保身だの利権だのは、お偉えらいさんのやる政治の常だ。他ほかの担当地区の勇者の一族から《里》と《バチカン》が責めや誹そしりを避さけるために、最終的にはこの状況を招いた者同士、共犯関係として手を結ぶってところに落ち着くんだろうが……」

　しかし、と滝川。

「そもそも《バチカン》はあのセリスとかいう金きん髪ぱつ女を派は遣けんして、自分達に有利となるように審問官として政治交こう渉しようを行なわせたくらいだ。ご丁てい寧ねいに神剣まで持たせて、武力行使も辞さないと言わんばかりの強きよう硬こうな態度でな」

　そして。

「反対に《里》は《バチカン》に対たい抗こうするために、あの斯波とかいうイカれ野や郎ろうを切り札として出しちまってる……お互い、そう簡単には引けないだろうよ」

『しかし……刃更様の話では、《バチカン》側は《里》が行なう刃更様や我々への管理についての追つい及きゆうを取り下げたとの事でした』

　と言葉を挟はさんだのは、電話の向こうのゼスト。

『刃更様とセリスという方が戦う前ならばいざ知らず、現在はもう協力関係を築きやすくなっているのではありませんか？』

「……残念ながら、事はそう単純ではなくてね」

　修哉は苦い顔で言う。

「これはあくまで私見だが……《バチカン》側が一いつ旦たん引いたのは、君達や我々を認めたからじゃない。《バチカン》は恐おそらく、我々《里》には刃更君達の管理監かん督とくを行なえないという当初の判断を変えてはいない。セリス君が刃更君との戦いに敗れたから、当初の判断はそのままに、強硬に自分達の主張を押し通すという方針だけを転換したんだ」

　だから。

「一旦は、君達の管理監督について問題ないとする我々《里》の主張を吞のんで引くという形を取ってはいる……だが折を見て、君達の周囲で何らかのトラブルが起きるなどして、巻き込まれた無関係の一いつ般ぱん人に被ひ害がいが出れば、《里》の管理能力は否定され、君達を危険対象にする事ができる。むしろ、そうなるように仕組んでくるかもしれない」

「そんな……それじゃあ」

　澪が愕がく然ぜんの言葉を呻うめくように口にした。あの『儀式の間』で行なわれた政治的な会談や、刃更とセリスとの死し闘とうを経てもなお、事態は何も好転していなかった──そんな状況に立ち尽つくした澪に対し、

「大だい丈じよう夫ぶだ……たとえどんな真似まねをされても、こっちには備えがある」

　刃更は彼女の肩かたに手を置いて、抱いだいた不安を払はらう言葉を告げる。

　刃更は養護教きよう諭ゆの長谷はせ川がわ千ち里さと──アフレイアと神族側の母親であるラファエリーネ、ふたりの十じゆつ神しんの加護を得ている。そんなこちらに対し、正当性を欠いた卑ひ怯きような真似を行なえば『穢けがれ』が生じる。恐らく《バチカン》上層部は、実際に手を汚よごした者を切り捨てて自分達に追及の手が及およぶのを避けようとするだろうが、上層部に命じられた行こう為いによる『穢れ』なら、命令を下した連中に対して指向性が生まれる筈はずだ。

　……そして。

　今の刃更なら、それを辿たどるくらいの真似はできる筈。その上で追及を行ない、もし《バチカン》上層部が関かん与よを否定するような偽いつわりの言葉を刃更に対して述べれば、さらに新たな『穢れ』が生じる事になる。それは幾いく千せんの言葉よりも雄ゆう弁べんに真実を証明するものだ。

「とはいえ、俺達の本来の目的は《里》や《バチカン》から危険視される事を避け、不要な干かん渉しようや制限、束そく縛ばくをされないようにする事だ。斯波さんの企みは阻そ止ししなくちゃいけないが、それで今まで以上に俺達が危険視されるような事態に陥る訳にもいかない」

「《里》や《バチカン》に対して、斯波さんを止める代わりに、今後のあたし達の安全や自由を保障しろって交渉を持ち掛けるって事？」

　と眉まゆを顰ひそめた胡桃に、

「いや、それだと逆効果になる恐れがある……形の上での保障や言げん質ちは得られても、実際の感情や本音では向こうに脅きよう威いを感じさせてしまう可能性があるからな」

　それに、と刃更。

「《里》や《バチカン》には、これ以上余計な思案や判断の材料を増やしたくない。俺達に行かせる事を許可して、それでもし失敗したり事態がさらに悪化するような事になったら……立場的に責任を負うのは許可を出した彼らになるだろう。そういったリスクのある手段を提案したら、正式な許可が得られるまでにどれだけ時間が掛かるか解らない」

　そして。

「そんな下らない理由でする時間のロスが、斯波さんが目的を達するために行なおうとしている『四神』の調整に必要な時間的猶ゆう予よを与あたえる事になる。あの人が完全に『四神』をコントロールできるようになったら、こっちは打つ手を失ってしまいかねない」

　だから、と刃更。

「俺達は《里》や《バチカン》の承しよう諾だくは得ずに、あくまで俺達の判断で行動を起こす。少しでも早く動いた方が、俺達が斯波さんと戦う上ではプラスになる筈だし」

　一息。

「それなら、何かあっても責任は俺達が背負う事になる。《里》や《バチカン》にとってもその方が都合が良い。逆に俺達はリスクを負う事になるが」

「……斯波さんを無事に倒たおせたら、《里》や《バチカン》には恩を売れる形になる」

　とこちらの思惑を理解したように言った柚希に、

「そうだ。俺達は既すでに、『儀ぎ式しきの間』での話し合いの場で、こちらの要望について告げている。それを認めさせるには、恐らくこの方法が最善なんだ。下手へたに念押しをする事で脅おどしや交渉のように取られるくらいなら、何も言わずに役に立って恩を売った方が良い」

『はぁ～全く、とんだ貧びん乏ぼうクジですねえ……』

　電話の向こうでやれやれとばかりに言った万理亜の表情を思い浮うかべて、刃更は苦く笑しよう。

「ああ全くだ……でも、どのみち斯波さんをどうにかしないと俺達だってヤバイんだ。あの人と戦う事が避けられないなら、その後の事も見み据すえなくちゃな」

　そう刃更が告げると、澪達も同じ笑えみを浮かべた。それは刃更に同意するもので、

「……刃更君、君達は本当にそれで良いのかい？」

　若じやつ干かんの困こん惑わくを孕はらんだ声で尋たずねてくる修哉に、

「はい……多分、これが皆みなにとって一番良い選せん択たくの筈ですから」

　と刃更は肯こう定ていの頷うなずきを返すと、

「ただ、二つ程ほどお願いがあるんです」

「何だい？　私にできる事なら協力させて貰もらうが……」

「一つは柚希と胡桃が戦えるように……『咲さく耶や』と『霊れい操そう術の籠こ手て』を使わせて欲しいんです。他の武器を用意している時間的ロスや、使い慣れていないハンデがある状態では、斯波さん達とロクに戦う事ができないでしょうから」

「解わかった……二人の武器については私の方で何とかしよう」

　と修哉。

「もう一つは？」

「『白びやつ虎こ』です。斯波さんは他の三つの『四神』とセリスの『ゲオルギウス』を奪うばっていきました。なら同じ『四神』の一柱である『白虎』なら、他の『四神』の波動を追つい跡せきできる筈……反対に言えば、斯波さんを見つけるために『白虎』は必要不可欠です。だから、俺達が『白虎』を使用する事を──《里》の外へ持ち出す事を認めて貰いたいんです」

　これが刃更の考えていた策だった。そんな刃更の案を耳にして、

『確かに方法はそれしかないと思われます……しかし長老を始め、《里》の方達がそれを認めてくれるでしょうか？』

　と電話の向こうでゼスト。

『刃更様がさっき仰おつしやっていたように、そのような許可を出してもし何かあったら、《里》が管理責任を問われる事になるでしょう』

「ああ……だから公おおやけに認めて貰う事はしない。許可は内々に貰って、形の上ではあくまで俺達が勝手に持ち出した事にする」

「長老達が許してくれるかな？」

　と、可能性の低さを心配するように言った胡桃に、

「さあな……ただ、お前達の武器は返して貰わないと話にならないし、それ以前に『白虎』がなければ始まらない。けど、こちらの要望は伝えないにしても、何も言わずに斯波さんを止めに行ったら、やっぱり俺達は《里》にとってリスクと見なされるだろう」

　と刃更。

「だから行動を起こす前に、少なくとも俺達が何をするつもりで、そのために必要なものが何なのかを誰だれかに話して、長老達に伝えて貰わないとな」

　そこまでを言うと、刃更は修哉に視線を移して言う。正面から見据えるようにして、

「その役割はおじさんにお願いしたいんです。また迷めい惑わくを掛ける事になってしまって申し訳ないんですが」

「なに、構わないさ……それに言っただろう？　私にできる事ならば協力すると。刃更君の頼たのみは、どちらも私の立場でどうにかできるものだ。任せてくれ」

　そう修哉は言うなり、早い方が良いだろうとばかりにこちらへ背を向け離はなれていった。

　恐らく柚希と胡桃の武器を戻もどすために行ってくれたのだろう。

　そして修哉との距きよ離りが充じゆう分ぶんに開いたのを見計らって、

「しかしバサっちよ……あの『白虎』って霊れい槍そうは、あの斯波って野郎を拒きよ絶ぜつしていた。恐らく、バサっちの幼おさな馴な染じみの目付きの悪わりィ金きん髪ぱつ野や郎ろうを使い手として選んだからだろう」

　と滝川。

「そんな状態で、果たしてバサっち達に使われる事を許してくれるかね……実際のとこ、見込みはどうなんだよ？」

「……さあな。こればっかりは解らない」

　と刃更が正直に告白すると、滝川は眉を顰めて、

「おいおい、頼たよりねえな……」

「事実なんだ。仕方ないだろ」

　肩を竦すくめてそう言いながら、

　……とはいえ、難しい事は間ま違ちがいないだろうな。

　東城刃更は、己おのれと『白虎』の相対の可能性を見積もった。

　──『白虎』は既に高志を使い手として選んでいる。

　現在も、治ち療りよう中の高志の傍そばに在あり続けているそうだ。そして刃更は、白虎を持った高志とかつて戦い、その際に高志が暴走させてしまった『白虎』を打ち破っている。

『白虎』にしてみれば、刃更を敵と判断しこそすれ、味方とは思ってくれないだろう。

　だが、

「他ほかに方法はないんだ……だったら、どうにかしてやるしかないさ」

　刃更が己に言い聞かせるようにしながら告げると、

『刃更さん、私とゼストさんはどうします？　私達も一旦そちらへ合流しましょうか？』

　と万理亜が判断を仰あおいでくる。心情的には別々にいるよりもその方が安心できるが、

「いや、《里》に純じゆん粋すいな魔ま族ぞくであるお前達が来ちまうと、余計に警けい戒かいされて事態がややこしくなってしまう可能性がある。特に今は長老達がピリピリしてるらしいからな、下手に刺し激げきするような事は避さけたい」

　だから。

「柚希達の武器と、『白虎』の準備が整ったらまた連れん絡らくする。斯波さんの居場所を特定し次し第だい、途と中ちゆうのどこかで落ち合おう」

『──解りました。こちらもいつでも動けるよう準備を整えておきます』

　ゼストの了りよう承しようの言葉を受けて刃更は携けい帯たいの通話を終えると、改めて澪達へと顔を向け、

「そろそろ高志とセリスの治療は一段落して落ち着いた筈だ。俺は、まずは二人の様子を見に行ってくるよ……そして『白虎』と向かい合ってみる」

　斯波の居場所を摑つかむため、どうか『四神』の一柱としての力を貸して欲しいと。

「柚希と胡桃は、おじさんが戻るのを待って自分の武器を返して貰ったら、いつでも動けるように準備しておいてくれ」

「うん」「解った」

　こちらの指示に頷いた野中姉妹に、刃更もまた頷きを返すと澪へと視線を移し、

「そして澪──お前も、二人と一いつ緒しよに行動してくれ」

「うん……安心して、一人になるような事だけはしないから」

　状じよう況きようは姿を消した斯波によって緊きん迫ぱくし、《里》の意識もまた彼の方へと向いているが、それでもここは勇者の《里》であり、そして澪は先代魔王の娘むすめなのだ。

　滝川の親書で聖域として扱あつかうように魔族側から求められ、全面衝しよう突とつを避けるために手を出しにくくはなっているものの、

　……逆を言えば。

　澪は、人ひと質じちにすれば最大の切り札にできる存在なのだ。

　魔族達に対しても──そして、刃更達に対しても。

　その危険性については、澪自身も理解している。だからこそ、刃更が言葉にしなかった意図までをも汲くみ取り、迂う闊かつに一人になるような真似まねはしないと言ったのだろう。

　……だとしたら、残るは。

　そう刃更は思いながら、視線を『彼』へと向けた。

「滝川……お前はこれからどうするんだ？」

「…………………」

　こちらの問いに、滝川が返した沈ちん黙もくで。

　だからこそ、自然にその場の注目が滝川へと集まった。

　──状況がどれだけ緊迫しているかは、魔族の滝川でも理解はできている筈はずだ。

　すると刃更達全員の視線を受けた滝川は、ひょいと肩かたを竦めると、

「さて、どうしたもんかね……今回の俺の任務は、あくまで勇者の一族に対するメッセンジャーだ。お前さんらが切せつ羽ぱ詰つまっている事は理解できるが、既に状況は俺ひとりでこの先をどうこう判断できるようなレベルじゃなくなっちまっている」

　何せ、と滝川。

「面めん倒どう臭くさくて嫌いやな事この上ないが……今の俺はレオハルトとラムサス閣下殿どの、現魔王派と穏おん健けん派の両代表の名代みたいなもんだからな。軽々に動けば、あの斯波って野郎に付け入られかねない」

　だから。

「俺はここらで一いつ旦たんおさらばして、報告のために魔界へ戻らせて貰うとするかね……つーか、むしろ一刻も早くこの状況を報告しないと、俺が立場的にピンチになっちまうしよ」

「レオハルトのお姉さんか？」

「ああ。下手すりゃ、俺のドタマがうっかり宙を舞まいかねないからな」

　それに。

「忘れるなよ。枢すう機き院が死んでも、魔界は……魔族はまだ、完全に一枚岩になった訳じゃない。何かの拍ひよう子しに、お前達の扱いが一気に裏返っちまう可能性は充分にあるんだぜ」

「……だな。解った」

　現状、魔族サイドの相手までしている余よ裕ゆうは刃更達にはない。確かに滝川や……それこそラムサスやレオハルトらに、味方として戦って貰えれば心強いかもしれない。

　ラムサスなど、魔族の中にも澪を助けようとしてくれている勢力があり、だからこそ今回の勇者の一族に対する親書の中で『聖域』とする持ち掛かけもあった。彼らからしてみれば、澪に深刻な危険が及およべば介かい入にゆうしてくる可能性もあるが、

　……もしそうなれば。

　勇者の一族の眼めには、刃更達の立ち位置は魔族寄りに映ってしまう事だろう。そうなれば斯波の問題が解決しても、これまで以上に勇者の一族からは警戒されてしまいかねない。

　それに、レオハルトやラムサスを快く思っていない者達からしてみれば、刃更達に力を貸す事は穏健派・現魔王派連合の求心力を削そぐ格好の機会となるだろう。そうなれば、勇者の一族だけでなく、魔族との関係性まで悪化してしまいかねない。

　ならば、滝川には魔界へ戻って貰い、連合を上手うまく抑おさえて貰うなど、魔族サイドのケアを頼んだ方が、刃更達にとっても助かる。

　──今の刃更達にとって、大切なのはバランスと距きよ離り感かんだ。

　勇者の一族と魔族という相反する二つの勢力と、どっち付かずや平等などではなく、それぞれと適した距離や関係性を築いていかなければならない。

　個人レベル、家族レベルの視点で見れば、澪に纏まつわる魔族・魔界のゴタゴタは、現魔王派との決戦や枢機院の死亡によって片付いたように思えるが、刃更達・魔族・勇者の一族の勢力間での政治として見れば、状況は今まで以上に複雑で難しいものになっている。

　だがそれは仕方ない──抱かかえるものが、大切なものが増えるというのは、きっとそういう事なのだ。もしも失いたくないのなら、全すべてを上手くやるしかない。

　最善や最上は無理でも、最低限のラインを死守する。

　決して譲ゆずれないものを守る為ために──そう刃更が己の心を決めていると、

「……じゃあ、俺は一足先に行くぜ」

　そう言って、こちらへ背を向けた滝川に、

「ありがとな滝川。今回、長老達やセリスとの交こう渉しようが上手くいったのはお前のお陰かげだ。状況が一段落したら、ゆっくりメシでも行こう。その時は前みたいに奢おごるからさ」

「ははっ、また焼き肉か？」

「ああ。今度はそれに、しゃぶしゃぶとすき焼きも付ける」

　そう言って刃更と滝川は互たがいにふっと笑い合うと、

「じゃあな」

　こちらへ背を向けた滝川は、片手を上げながら闇やみの中へと姿を消し、

「ああ」

　刃更もまた頷うなずきの言葉を返しながら、滝川に背を向けて歩き出した。

　滝川は自分の仕事をしに行ってくれた。ならば刃更も同じ事をするだけだ。




　　　　２




　それから刃更は澪達とも一旦別れて、《里》の診しん療りよう施し設せつへと向かった。

　訪おとずれたのはつい先さき程ほどまで、運び込まれた者達の治療が行なわれていた部屋。
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　斯波とバルフレアとの戦せん闘とうで負傷した、高志とセリスの二人が休んでいる部屋だ。

　二人の治療を行なっていたのは、柚希と胡桃の母親である薫かおるだった。

　そして刃更が薫に状況を問うと、

「セリスちゃんの治療は上手くいったわ。今は薬が効いて眠ねむっているけれど、それは自然治ち癒ゆを促そく進しんして回復効果を高めるためのものだから。問題ないレベルにまで回復したら、自然と眼を覚ます筈よ」

「そうですか……」

　と、刃更はまず一つ目の安あん堵どを得る。しかし手放しで喜びきれないのは、元げん凶きようの斯波が行方ゆくえ知れずになっているからだけではない。薫は言った──セリスの治療は上手くいった、と。ならば、

「……薫さん、高志は？」

　こちらの問い掛けに、薫は厳しい表情での沈黙を返してくる。そして、

「色々と手を施ほどこしてはみたのだけれど……上手く回復してくれないの」

「……何らかの毒か呪のろいの類たぐいですか？」

「いいえ、そういった外的な要因は見当たらない。刃更君の方では、何かそういったものが高志君に見えたり感じたりはしない？」

「俺……ですか？」

「ええ。《無次元のバニシング執行シフト》の完全消去は、天元を断たつ事で発動するもの。そんな技わざを使う事ができる貴方あなたは元来、特別な眼を持っていたわ。その力は、成瀬澪さん達と共に戦う中で磨みがき上げられてきた筈よ？　違う？」

　と推察され、東城刃更は幼おさな馴な染じみの母親の慧けい眼がんに流石さすがを思う。

　確かに澪達との主従契けい約やくや、これまでにブリュンヒルドで斬きってきた存在の力……さらには十神である長谷川との契約によって、今の刃更はかつて《里》にいた頃ころとは別人の──否いな、別次元の力を有している。恐おそらく薫は、それらの事実は知らないままに、ただこちらと相対しただけで今の刃更の状態を察したのだろう。しかし、

「………………」

　薫の問い掛けに対する肯こう定ていを、刃更は言葉ではなく沈黙で返した。

　言葉にして認めてしまえば、その事実を薫が明確な形で知ってしまうからだ。

　──事実や真実を教える事は、時にその情報についての責任も負わせる羽目になる。

　たとえどれだけ明白であろうと、言葉にして認める事が相手の立場を悪くする事もある。

「──────」

　刃更は黙だまったまま、ベッドで眠っている高志を『視み』た。

　すると高志を構成する要素の中ちゆう枢すう──彼の存在の天元の揺ゆらぎと共に、刃更は高志の状態の異様さを目まの当たりにして、

「これは……」

「やっぱり……刃更君の眼にも今の高志君は異様に見えるのね」

　困こん惑わくを得て眉まゆを顰ひそめた刃更に、薫は深刻なトーンの声で言った。

　──刃更と薫では、実際に見えているものは恐らく異なってはいるだろう。

　それは刃更と薫がそれぞれ異なる能力をもって、高志を視ているためだ。

　しかし、二人がそれぞれ別の方法で視た上で、それでも二人共が異常と感じる──それが今の高志の状態だった。

　天元が揺らいでいる事自体は問題ではない。時の流れがある以上、ありとあらゆる存在は常にその状態を変動させているため、天元の位置は常に微かすかに揺らめくものだ。

　問題なのは、高志の体内が酷ひどく澱よどんでしまっている事だ。それも非常に不自然に。

　……薫さんの言う通りだ。これは毒とか呪いじゃない。

　そういった外的に付加された異常ならば、刃更の眼にも何かしらのものが見える筈はずだ。

　しかし高志の肉体に、外的な要因による異常は存在していなかった。

　……確か。

　刃更は、斯波にやられた直後の高志と交かわした会話を思い出す。

　高志は言っていた──斯波の攻こう撃げきを防いだ筈なのに深刻なダメージを受けた、と。

　だからこそ、刃更は毒や呪いの類を疑ったのだが、

　……問題が生じている原因は、高志の身体からだそのもの……なのか？

　何だろう。刃更の眼には、高志の体内が酷く不安定になっているように見えた。

　まるで高志の身体の状態そのものが著いちじるしく乱れ、回復や自己治癒といった機能を果たせなくなってしまっているかのように。何が原因で、高志の肉体がそのような状態になっているのかは解わからない。だが恐らくは──否、間ま違ちがいなくその辺りにあるのだろう。

　斯波の持つ、正体不明の能力の特性の秘密が。そう思いながら、

　……待てよ、もしかしたら。

　ふと刃更の頭に一つの可能性が浮うかんだ。だから、

「……すみません、薫さん。少し外して貰もらっても良いですか？」

「それは構わないけれど……でも」

　こちらの言葉に薫は言い淀んだ。回復役の彼女が、まだ状態の安定していない高志の傍そばを離はなれるのは普ふ通つうに考えればリスクしかない。しかし、

「お願いします……少しだけで良いんで」

　それでも刃更は薫へと頼たのんだ。明確な言葉を発する事なく、瞳ひとみだけで告げる──試ためしてみたい事があると。すると、こちらの意図を理解してくれたのか、

「……解ったわ。隣となりにいるから、何かあったらすぐに呼んで」

　そう薫はこちらへ告げると、部屋から出て行った。







　そして刃更は、改めてベッドの高志と相対した。

　高志の体内にある『澱み』を瞳に映して、

　……恐らくこれが、高志の身体の状態をおかしくしている原因だ。

　だから刃更は、それを取り払はらうため己おのれの右手を一いつ閃せんした。

　ブリュンヒルドを具現化したのだ。

　──方法は以前、ウィルベルトの力を暴走させてしまった澪を助けた時に近い。

　高志を傷付ける事なく、《無次元のバニシング執行シフト》で高志の中にある澱みだけをどうにかする。

　すると、ふと刃更の眼めの前に変化が生じた。

　高志ではない──彼の傍に、ふっと虚こ空くうから姿を現したものがあった。

「……白びやつ虎こ」

　まるで刃更から高志を庇かばうかのように、白の霊れい槍そうがこちらの前に立ちはだかる。

　そんな『白虎』に対し、

「安心してくれ……俺に高志を傷付けるつもりはない。お前なら解るだろ？」

　そう言って、その証しよう拠ことばかりに刃更は一つの動きを取った。

　右手に出したばかりのブリュンヒルドの具現化を解いたのだ。

　そして、空いた手をそっと差し出しながら告げる。

「これから高志を助ける──だから少しだけで良い。俺にお前の力を貸してくれ、白虎」

　東城刃更がブリュンヒルドの使い手となったのは、例の悲劇の後からだ。

　だが──《無次元のバニシング執行シフト》については、その前から使う事ができていた。

　無論、今ではブリュンヒルドは完全に刃更の愛あい剣けんとなっている。

　最も使いやすい武器である事は間違いないし、ブリュンヒルド以外の武器で戦おうと思う事はない。現に澪の時も、これまでの戦いも、刃更はブリュンヒルドを使う事でどうにか切り抜ぬけてこられている。よって、単に《無次元の執行》を繰くり出すだけなら、慣れているブリュンヒルドを使った方がやりやすいのは間違いない。

　……でも。

　東城刃更は思う。高志を救うためには、『白虎』でなくてはならないと。

《無次元のバニシング執行シフト》は極限の集中力を必要とする技だ。しかも生きている存在の内部──その一部分だけを対象とした場合には、細心の注意と壮そう絶ぜつな緊きん張ちようを強しいられる。だとしたら高志を助けたいという刃更の想おもいに応こたえ、力を貸してくれるブリュンヒルドよりも、自らも高志を助けたいと想う白虎が、刃更に呼応してくれた場合の方が、成功率は高い筈だ。

　ただ使い手に扱あつかわれるだけの道具ではない──魔ま剣けんであるブリュンヒルドと同じく、霊槍であるこの白虎もまた、使い手と認めた相手と共に戦ってくれる武器なのだから。

　或あるいはその差は、刃更がブリュンヒルドを使用するのと紙かみ一ひと重えなのかもしれない。

　だがその紙一重の差が、成否を分かつ事もある。そしてその成否こそが全すべてなのだ。

「白虎……」

　改めてその名を呼んだ刃更に対し、白の霊槍はそれまでと変わる事なく刃更と高志の間の宙に浮かび続ける。だが、

『──────』

　その槍身の輝かがやきが、それまでの鈍にぶいものから僅わずかに穏おだやかなものへと変わったのを刃更は見た。まるでこちらへと応えるように。

　だからゆっくりと手を伸のばし、そして刃更は己の両の手でその柄えを握にぎり締しめる。

　西方を守護する霊槍を──『白虎』を。すると白の霊槍はこちらの手を拒こばむ事はなくて、

「ありがとな……」

　東城刃更は己の手の中にある霊槍へ礼を告げると、

　……この場合は恐らく。

　高志の体内の澱みは完全消去ではなく、打ち消しに止とどめた方が良いと判断する。

　──高志の澱みは、外から加えられたものではない。

　あくまで元は高志の身体で、その一部が悪い作用を及およぼす状態へと変容させられてしまっている状態なのだ。それを完全に消し去ってしまえば、その部分の高志の肉体をも消してしまう事になる。だから高志の肉体そのものに対する影えい響きようを最小限に止めるため、澱みだけを打ち消す。打ち消しと完全消去ならば、打ち消しの方が難易度は低いが、

　……とはいえ。

　澪の時よりも簡単かといえば、それは全く違う。

　──澪の時は、澪の体内から溢あふれ出ようとした瞬しゆん間かんにウィルベルトの力を消したのだ。

　澪を消す訳には断じていかなかったものの、暴走した力は全て消して構わなかった。

　だが今回は違う。高志の身体の澱んでいる箇か所しよを、正常に戻もどさなくてはならない。

　それも何一つ消す事なく。

　そう──消すのではなく戻す。それを《無次元のバニシング執行シフト》で行なわなければならない。

　──そんな真似まねが果たして本当にできるのか。

　刃更にも確信や自信がある訳ではない。

　……だが。

　他ほかに方法がない以上、やるしかない。

「───────」

　東城刃更は白虎を構えると、己の精神を研とぎ澄すましていった。

　……高志。

　刃更は思う。自分と高志はもう、昔のような関係に戻れる事はないのだろうと。

　だが──これから、また新しい関係を築いていく事はできる。

　そして、たとえ何があろうとも、自分達が幼おさな馴な染じみである事実が変わる事はない。

　……やってやる。

　もう幼馴染みを……大切な友達を失うのは絶対に嫌いやだった。だから、

「待ってろ高志……今、楽にしてやる」

　そう呟つぶやくと同時──東城刃更は白虎での《無次元のバニシング執行シフト》を放った。







　刃更が狙ねらったのは高志の左の脇わき腹ばらだった。

　──使用したのは先せん端たんの刃ではなく、柄の根元だ。

　よって刺し突とつというよりも、打突と言った方が正しいだろう。

　全ては高志の肉体を可能な限り傷付けないようにするため──衝しよう撃げきを高志の体内の奥で生じさせ、澱みだけを打ち消すためだ。

　それは空手や中国拳けん法ぽうなどでは、極ごく意いの領域に属する『通し』と同種の行ない。

　刃更はそれを慣れない長槍で、さらには《無次元のバニシング執行シフト》と掛かけ合わせて繰り出した。

　それでも──それは確かに《無次元の執行》で。

　少しでも加減を間違えば、当たった箇所が消し飛ぶ。だから位置・力加減・タイミング、それら全てを極限の集中力の下もと、細心の注意を払いながら行なう。

　……もしも。

　それでも足りない部分があるならば、『白虎』がカバーしてくれる筈。

　四神の一柱にして守護神しん獣じゆうでもある『白虎』が、己の使い手と認めた存在を守る為ために。

　頼たよるのでも甘えるのでもない──信じる。そして、

「──────」

　変則の《無次元の執行》を使用した刃更は、ゆっくりと白虎を持つ手を引いていった。

　高志の肉体に外見的な変化はない。だが、それでも変わったものがあった。

　彼の表情と──そして呼吸だ。

「………………」

　高志の表情と呼吸が、苦しげなものから少しずつ穏やかなものになっていっている。

　そして──先さき程ほどまで高志の体内にあった澱みのようなものは視みえなくなっていた。

　それでも上手うまくいったかどうかの判断を下すのは早計だ。だから刃更は隣の部屋で待機している薫を呼び、彼女に高志の状態を確かく認にんして貰った。

　すると高志を診みた薫が、ふうと嘆たん息そくと共に肩かたの力を抜いて、

「……大だい丈じよう夫ぶよ。これなら薬や回復魔法も効いてくれる筈はずだわ」

「そうですか……良かった」

　その言葉に、ようやく刃更も胸を撫なで下ろした。

　高志を助けられた──その結果を得られたのなら、まずは自分としても安心だ。

「高志……」

　刃更は幼馴染みの名を呼びながら、ベッドで眠ねむる彼の顔を見た。

　起こすつもりはない。今の高志には回復のための休養が何よりも大切なのだから。

　それでも伝えたい多くの事があって──だから彼の名を呼ぶ一言にその全てを込めた。

　それをきちんとした言葉にして伝えるのは戻ってからだ。自分達には行かなくてはならない場所がある。だから視線を己の右手に落とし、

「白虎……頼む、もう少しだけ俺に力を貸してくれ」

　高志を救う手助けをしてくれた霊槍に語り掛けると、刃更の言葉に呼応するように刃更の手の中で白虎の柄が静かにトクンと脈動した。

　だから柄を握る手にギュッと力を込め、顔を上げた刃更が見み据すえるのは、こうしている今もどこかであの笑えみを浮かべながら、底知れぬ野望を果たそうとしている青年。

　斯波恭一だ。すると、

「あの人から聞いているわ──行くのね、刃更君」

　薫がこちらへ放った確認の問い掛けに、刃更は「はい」と頷うなずいて、

「斯波さんが何をしようとしているのかまでは解わかりませんが、それがどれだけ恐おそろしい脅きよう威いになるかは明らかです。あの人をこのまま放ほうっておく訳にはいかない」

「……ええ、そうね」

「柚希と胡桃にも一いつ緒しよに戦って貰もらう事になります……薫さん達には、また心配やご迷めい惑わくを掛けてしまう事になって申し訳ないんですが」

「謝る必要はないわ。あの娘こ達が自分の生き方を決めて、私達もそれを認めたんだもの」

　でもね、と薫。

「それはあの娘らにとって、その方が幸せだと思ったからよ。別にあの娘らや刃更君達が危険に晒さらされる事を良しとした訳でもなければ、無む謀ぼうな真似を許した訳でもない……その事だけは覚えておいてね」

「…………はい」

　親が愛する子に望んでいるものを、刃更はもう知っている。

　──同じなのだ。全てではなくとも、望まれている未来の方向だけは。

　ウィルベルトが、自らの存在を殺してまで澪に対して抱いだき続けた想いも。

　シェーラが、万理亜に対して父親や自分の肉体の変化の真実を隠かくし通した理由も。

　そして。柚希と胡桃の生き方を認め、許した修哉と薫の想いも。

　だから──東城刃更は彼らの想いを裏切らない。

　……そのためなら。

　刃更は、自分にできる事ならどんな事だろうと厭いとわずに行なうと決めている。

　──迅じんや、彼が二人の妻サフィアとラファエリーネから託たくされた、刃更に対する想い。

　その話を、刃更は長谷川から聞かされて知っている。

　或いは今の刃更の考え方や行動は、三人が歓かん迎げいしてくれるものではないかもしれない。

　だが──それは刃更が両親達の想いを蔑ないがしろにしたり、軽かろんじたりしている訳ではない。

　──全ては譲ゆずれないもののために。

　だから、そのためにも何としてでも斯波を止めなくては。すると、

「少しでも早く動きたいところでしょうけれど、あの人が長老達に話を付けるには、多分もう少しだけ時間が掛かる筈よ」

「……でしょうね」

　刃更達がやろうとしている行動は、勇者の一族として公おおやけに認める事はできないものだ。

　とはいえ黙もく認にんするにしても、最低限の納なつ得とくを得なければならない。

　しかし、これは《里》だけでなく《バチカン》や魔族も絡からんでいる問題なのだ。いくら発言力を持っている修哉でも、一ひと筋すじ縄なわでは取り付けられないだろう。

　刃更が承知の頷きを返すと、「だから」と薫は前置きを一つして言った。

「その間に、私の方から貴方あなたに伝えておこうと思うの」

　一息。

「彼と戦う前に──貴方たちの世代には知らされていない、恭一の秘密について」
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　刃更がどうにか高志を助ける事に成功した頃ころ。

《里》から姿を消した斯波恭一は、既すでに遠く離はなれた別の地で己おのれの目的へと動いていた。

「さあ、始めるとしようか……」

　かつてこの辺りで最も天に近い高さを誇ほこっていた電波塔とう。そのデジタル放送アンテナ部分の縁ふちに佇たたずむ斯波は、美しい夜景を見下ろしながら右手の指をパチンと鳴らした。

　すると斯波の真上に浮うかんでいた、《里》から強ごう奪だつした『四神』が、まるで流星のように燐りん光こうの尾おを引きながら東西南北のポイントへと散らばった。

　東方へは『青せい龍りゆう』が、北方へは『玄げん武ぶ』が、南方へは『朱雀すざく』が──そして西方へは、『白びやつ虎こ』へと姿を変えた聖せい剣けん『ゲオルギウス』が。

　そして、一いつ般ぱん人の目には見える事のない四つの神器が、全く同時に地面へと突つき刺ささると同時──それらの四方を頂点として展開されたのは特とく殊しゆな空間だ。

　長老達が四神を利用して聖域を作り出していたのに対し、斯波が構築したのは通常空間を複製した上で、僅わずかに次元を上位へとずらした高位相差領域だった。

　それは、外に広がる通常の三次元からの干かん渉しようを受ける事なく、しかし内側からは外の三次元空間に対して干渉と不干渉の両方を行なえる上位次元空間だ。

　一見すると、その完成度は完かん璧ぺきのように見えるが、しかし斯波はやれやれと呟く。

「うーん……やっぱり急きゆう拵ごしらえの『白虎』だと、少しバランスに歪ゆがみが生じちゃうなあ」

　本物ではなく『ゲオルギウス』を転用した影えい響きようだ。西側の力が弱く、空間が僅かに不安定になっている。とはいえ『四神』という一つの概がい念ねんとして、四つの神器の力を使用しているのだ。時間が経たてば、他の三つと同調して歪みは矯きよう正せいされるだろう。しかし、

「やっぱりその前に来ちゃうんだろうね……刃更は」

　あちらには本物の『白虎』がある。そして、こちらの『白虎』は、ゲオルギウスを転用した複製品なのだ。そのため、本物の『白虎』を破壊してしまうと他ほかの三つに影響が生じてしまう可能性があった。刃更が想像以上に早くあの場へ来た事の影響も少なからずあるが、それ以上に問題なのは、『白虎』がこちらを拒こばむ事になった原因の方だ。

「やれやれ……まさかあの高志のせいで、こっちにリスクが残る羽目になるとはね」

　そう言って斯波が苦く笑しようしていると、

「…──私が行きましょう」

　斯波の隣となりに佇むようにして宙に浮かんでいる青年魔ま族ぞくが言った。

　若き高位魔族のバルフレアだ。

「あの歪みは、聖剣ゲオルギウスが持っている聖属性の影響でしょう……魔族である私が調整した方が、他の三つとの同調による矯正よりも時間を短縮できるかもしれません」

「ふむ……じゃあ、悪いけど頼たのめるかな？」

「勿もち論ろん。これでもうすぐ我々の悲願への道が開けるのですから」

　静かな笑みを浮かべるバルフレアの言葉を、斯波は「そうだね」と肯こう定ていし、

「けれど、あまり完璧に仕上げようとしなくても良いよ。『第二段階』へと移行させれば、バランスなんてものを考こう慮りよする必要はないんだからさ」

「……恭一殿どのの読みでは、現状のまま強制的に移行させる可能性があると？」

　バルフレアの問いに、「うん」と斯波。

「向こうには刃更がいるからね」

「確かにあの無次元シフトの技わざは、この空間を展開している力場を消し飛ばせる可能性を持ってはいますが……」

　と眉まゆを顰ひそめながらバルフレア。

「僅かに安定性を欠いているとはいえ、ここはほぼ完全に近い上位次元空間です。外側からこの中心地点まであの技を届かせる事はできない上に、コピー『白虎』による不安定さも加わっている以上、完全消去は間ま違ちがいなく不可能でしょう」
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　かといって。

「強ごう引いんに打ち消そうと一点を破壊すれば、この内部空間のエネルギーがそこから一気に外へと噴ふん出しゆつする。その力は彼らを吞のみ込み、さらには周囲の一帯を消し飛ばす事になる……彼らもそのような無謀な真似まねをするほど愚おろかではないと思いますが」

「まあね。でも空間が完全ではない以上、僕らが万が一の可能性を考えておかなくちゃ」

　そうでしょ？

「刃更達は確かに障害だけれども──敵は彼らだけじゃないんだしさ」

「……解わかりました。我々のいる場所はまだ始まりでしかない以上、足を掬すくわれるような事がないようにしなければいけないのは間違いないでしょうからね」

　では、と言うなりバルフレアの姿が虚こ空くうへと溶とけるようにして搔かき消えた。

　コピー白虎の調整へと赴おもむいたのだ。

「さて、次はと……」

　と斯波が口を開いた時だった。アンテナ部分に立つ斯波から数ｍの距きよ離りの場所へ、一羽わの鳥が舞まい降りた。それは非常に珍めずらしい存在──白色の鴉からすだ。

　──黒が基本の鴉だが、ごく稀まれに白の個体が生まれる事はある。

　だが群れの中で目立つ白の個体が、自然の中で生き残る事は難しい。だからこそ、その存在は非常に稀き少しようといえる。だから──そこまで珍しい存在の白の鴉が、この上位次元空間に偶ぐう然ぜん紛まぎれ込む可能性など、最も早はやゼロに等しい。すると必然の白鴉が斯波を見上げて、

『──随ずい分ぶんと愚かな真似をしたものだな』

　嘴くちばしを開くと、嗄しわがれた男性の冷れい徹てつな声が吐はき出された。

『よもや我々に弓を引くような真似をしでかすとは。囚とらわれの生を続けたせいで気を違えて、己の命を捨てたくなった……そのような解かい釈しやくで相そう違いはないか？』

　そんな白鴉に、

「やあ、アルバレオス……貴方の声を聞くのは何年ぶりだろうね」

　斯波は薄うっすらとした笑えみを口元に浮かべて、

「自分達で生み出しておいて、僕を持て余して抱かかえ切れなくなった挙げ句に、共犯関係にした日本の《里》へ押し付けて、自分達にとって都合の悪い真実に蓋ふたをして以来だから……もうすぐ二十年になるのかな？」

『ほう……気は狂くるっても、時の流れの感覚までは狂っていないという事か』

　と、遠く離れた地から白鴉を操あやつっている男に笑みを含ふくんだ声で言われて、

「やれやれ、失礼な言い草だなあ。昔から偉えらそうだったけど、それが二十年近くも経つとここまで傲ごう岸がんさに磨みがきが掛かかるものなんだね」

『口の利きき方に気を付けるんだな……座ざ敷しき牢ろうの中にいても、聞き及およんでいる筈はずだ。あれから私がどうなったかを』

「もちろん。かつては一いつ介かいの大司教だった貴方が、今では『聖王』様とは驚おどろきだよ」

　それは《バチカン》において、表向きのトップである教皇よりもさらに上。

　一般人にとっては奇き跡せきの御み業わざともいうべき異能を使える聖人──勇者の一族を束ねる頂点の役職の名だ。その役職は飾かざりではなく、その力は勇者の一族の頂点に君臨するに相応ふさわしいものとなっている。

　恐おそらくこの白い鴉もアルバレオスの能力によるもの。不安定な西側から入り込んだのだろうが、それでも全すべてを遮しや断だんしている筈のこの上位次元空間に送り込むとは──その能力の高さは疑いようのないレベルだ。バルフレアと入れ違いのタイミングで来たのも偶然ではなく、こちらの様子を完全に把は握あくしていたのだろう。だから斯波はその目的を問う。

「それで、《バチカン》のトップが直々に何のご用かな？　まあ大方の予想はつくけど」

『忠告だ……最初で最後のな』

　と、白鴉を通じて放たれるアルバレオスの声が一段と低いものになり、

『忘れた訳ではあるまい。日本の《里》へ管理を任せているとはいえ、お前の命を縛しばる鎖くさりは今も私の手の中にある。これ以上の勝手を続けるというのなら──』

「──僕を殺す、かい？」

　呟つぶやくように言った斯波は、しかし口元に浮かべる笑みを深くして、

「アルバレオス、果たして貴方あなたにそんな真似ができるのかい？　僕を殺せばどうなるのかは……僕を生み出した貴方が誰よりも理解している筈だよ」

『………………』

　と沈ちん黙もくした白鴉の向こうにいるアルバレオスに、斯波は告げる。

「都合の悪い真実を好き放題に詰つめ込んだ挙げ句、手に負えなくなったら封ふう印いんをしておいて……その器うつわを破壊すれば、『中身』がどこへ向かうかは考えるまでもない事だよ」

　そうでしょ？

「僕を殺せば貴方も死ぬ。貴方だけじゃない、貴方もろとも《バチカン》そのものが負の深しん淵えんに吞み込まれる事になるんだ……貴方が築き上げ、後生大事にしている今の地位や、貴方自身の命を失うような真似ができるとは思えないけどね」

　そう──勇者の一族にとって深刻な危険因子でありながら、それでもなお斯波が処分を免まぬかれていたのは、斯波の中に封じ込められているモノを彼らが恐れたからだ。

「お偉い立場がそうさせているのかもしれないけれど……僕を相手に意味のない脅おどしを言うのは滑こつ稽けいだよ？　そんな威い勢せいの良い前置きなんかしてないで、さっさと本当の目的を言ったらどうだい？」

　と、せせら笑う斯波に、

『……目的は既に伝えた。忠告だと』

　そして、とアルバレオスが言った途と端たん──斯波の首に浮かび上がったものがあった。

　それは主従契けい約やくの呪のろいによる首輪のような痣あざにも似た、魔力を帯びた紋もん章しようで、

『こうも言った筈だ……これが最初で最後だとな』

　そう言い放つと同時、生じた眩まばゆい白光が、斯波の全身を吞み込むように包み込んで。

　次の瞬しゆん間かん──辺りの大気を揺ゆるがすような轟ごう音おんと共に弾はじけ飛んだ。
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　日本から遠く離はなれたヨーロッパの地に、勇者の一族の中ちゆう枢すうが存在している。

　それが《バチカン》だ。歴史と伝統を積み重ねる事で増していく信しん頼らいが、人々の信しん仰こうの源となる。そんな《バチカン》において、勇者の一族の頂点に君臨するのは、表おもて舞ぶ台たいのトップに立つ教皇ですら及ばぬ、正しく聖域ともいうべき存在。

　それが──聖王アルバレオスである。

　勇者の一族しかその存在を知らない、地下に造られた秘密の大聖堂。その大広間に、全てを見下ろせる場所がある。高い位置に設けられたその椅い子すは、聖王のみが座る事を許される玉座だ。そんな己おのれの象しよう徴ちようともいうべき頂に、アルバレオスは座りながら、

「愚かな……」

　発したのは淡たん々たんの声。それは静かな冷れい酷こくさを孕はらんでいた。その右手の人差し指に嵌はめられた、大きな宝玉をあしらった指輪は、先さき程ほどから淡あわい緑色の輝かがやきを放っている。

　その光は、斯波に刻んでいた呪じゆ殺さつ魔ま法ほうが起動した事を意味していた。

　──斯波恭一が言っていた話は、事実であり真実だ。

　斯波の存在は勇者の一族──中でも一族の中枢ともいうべき、この《バチカン》にとってアキレス腱けんともいうべきものである。

　光がある所に影かげが生まれるのは、決して避さける事のできない必定だ。

　──全ては、この世界を悪あしき魔族の手から守る為ために。

　綺き麗れい事ごとの正義を掲かかげているだけでは、自分達の理想を実現する事などできはしない。

　よって──勇者の一族には正義を現実のものとし、一族を存続させていくためのシステムが必要だった。一族のあらゆる行動を正当化するためのシステムが。

　そこに綺麗事が介かい在ざいできる余地はない。あるのはただ、自分達の使命を正義と認めさせる現実だけ。その仕事は、汚よごれ役などという言葉では生なま温ぬるい……底なしの闇やみだ。

　その凄せい惨さんさは、中世の魔女狩がりなど過去の虐ぎやく殺さつの歴史としても刻まれている。

　だが、それも仕方のない事だ。魔族は勇者の一族を滅ほろぼすために手段を選ばない。

　そして、彼らはかつて神族だった存在だ。対する勇者の一族は、神族の加護によって力を得ているだけでしかない。よって力で劣おとる自分達が強大な魔族と渡わたり合うためには、それこそこちらは手段を選んではいられない。

　その結果、どのような「穢けがれ」を生む事になろうとも──生じた「穢れ」の問題さえ解決できれば、それは問題ではなくなり、むしろ新たな力となる。

　そうした《バチカン》の闇を背負って外げ法ほうを行なってきたのが現在、セリス・レイドハートなど聖せい騎き士しや審しん問もん官らが所属している『特務部』の前身である。

　とはいえセリス達のような現場の者達の中に、特務部の裏の顔を知っている者はいない。彼らは自分達の正義を信じ、使命のために己を捧ささげているのだ。余計な事を知って、その心を揺らがせる必要はない。

　だが存在しているものを、存在していないように見せかける事は難しい以上、隠かくれ蓑みのは必要である──だからこそ特務部は、聖王直ちよつ轄かつの部署として在るのだ。

「あれから二十年、か……」

　そう呟いたアルバレオスは、改めて時の流れを想おもった。

　──今からおよそ二十年前。

　勇者の一族の暗部と称しようされたセクションで、アルバレオスは現場の責任者を務めていた。

　あの仕事に就ついた者が、まず最初にやらなくてはいけない事が己の正気と倫りん理りを捨てる事だ。常識は人の心を正常に保つ役割を担になっているが、同時に行動や思考を縛るものでもある。そして暗部の仕事は、正気を保ったままでは踏ふみ込めない領域の中にあったし──何よりも、そのままではとてもじゃないが心が保もたない。

　だから自分は正気ではないという免めん罪ざい符ふを盾たてにして──勇者の一族の使命という名の下に、アルバレオス達は数え切れない程の禁きん忌きを犯おかしていった。

　そして己の正気を殺したアルバレオスが取り組んだ計画の一つ……その生き残りが、あの斯波恭一だった。

　──斯波の肉体には、勇者の一族の暗部の歴史が呪いのように詰め込まれている。

　そのため、その存在を危険と判じながらも手は出せずにいた。だが、

「この私が、いつまでも貴様のような存在を放置しているとでも思ったか……」

　時は流れ続けているのだ。かつては手出しのできなかった物事であろうと、取り組み続ければ事象は解明され、解決策は生まれていく。己が殺されない事を知っていた斯波にとっては、座敷牢の中は安全な鳥とり籠かご──否いな、揺り籠のような安心感があった事だろう。

　だが、その小さな世界の心地ここち良さに浸ひたり続けていた斯波に対し、アルバレオスは二十年もの間、この世界を魔族の手から守りながら、斯波という脅きよう威いを排はい除じよするための策をずっと練り続けてきたのだ。よって、

「これで──」

　と、アルバレオスが万ばん感かんの笑みを浮うかべた時だった。

『…──もう私を縛るものは何もない、かい？』

　大聖堂に響ひびいた斯波の声が、アルバレオスの笑みを奪うばい去ったのは。







「馬ば鹿かな……」

　呪殺魔法の起動は確実に成功した筈はずだ。

　信じられないとばかりに、アルバレオスは己の右手に視線を落とした。

　すると──人差し指の指輪の宝玉が、甲かん高だかい破は砕さい音と共に粉々に割れ爆はぜる。

　目まの当たりにしたアルバレオスが、信じられないとばかりに眼めを見開くと、

『……時の流れは誰にとっても平等だよ、アルバレオス』

　と、大聖堂に斯波の声が響く。

『勇者の一族を背負い、世界と共に生きてきた貴方の二十年を否定するつもりはないけれど……僕だってこの二十年、何もせずに過ごしていた訳じゃない。貴方達が僕の存在を疎うとましく思っている事くらいは理解していたからね。とはいえ確かに僕が過ごしたのは貴方達のように広い世界ではなかったし、新たに得られる知識や技術は限られていたよ』

　でもね、と斯波。

『代わりに僕は、二十年もの間ずっと自分自身と向き合い続けてきたんだ……その深さは、世界を俯ふ瞰かんで見ていた貴方達では到とう達たつできない深層領域だ。僕を日本の《里》へ任せる時、貴方は僕に呪殺魔法という「保険」を仕込んだ。それを僕に解わかるように施ほどこしたのは、牽けん制せいや制約の狙ねらいがあったんだろうけれど』

　残念だったね。

『それをどうにかするための解決策は、とっくに準備できていたよ。貴方の言葉を借りるなら、これでもう僕を縛しばるものは何もない。他ほかならぬ貴方のお陰かげでね、アルバレオス』

「っ……貴様ぁ……」

　まるで嘲あざ笑わらうかのように言われ、アルバレオスはギリッと歯は嚙がみをしながら、

「お前の力は認めよう……だがそれでも我ら勇者の一族全すべてを敵に回して勝てるとでも？」

　それでも己の力を誇こ示じすると、斯波の声は薄うっすらと笑えみを含ふくんだものになり、

『どうかな。切り札を持っているのは何も貴方あなた達だけじゃないんだよ』

「奪った『四神』の事か……たかが神器を四つ得た程度で変わる状じよう況きようだとでも？」

『さあね。生憎あいにく、その問いに答えてあげるつもりはないよ……答えは程なく出るさ』

　そこまでを言うと、斯波は口調を冷たいものに改める。

『かつて、人は天上にある楽園を追われた。それは神の怒いかりに触ふれる禁忌を犯したからだ。だから今度は貴方達の番だ。勇者の一族が──自分達が犯した禁忌がどれほどのものか、身を以もつて知ると良いよアルバレオス。審しん判ぱんが下るのはもうすぐだ』

　楽しみに待っていてね、という斯波の声の不気味さに、

「何だと……何をするつもりだ、貴様っ!?」

　アルバレオスが問うものの、向こうからはもう応じる言葉が返る事はなかった。

　魔力で生み出した白しろ鴉がらすを消されたか、それとも西の空間を不安定にしていた原因のコピー白びやつ虎この調整を済ませたのか、あちらとのリンクが完全に途と切ぎれたらしい。

　たった今、聖王アルバレオスが斯波に対して打てる手が失われたのである。

　──それは一つの事を意味していた。

　勇者の一族は、魔族からこの世界をずっと守り続けてきた。

　だが彼らにはもう止められないのだ。自分達が生み出した禁忌の存在を。

　斯波恭一を。







　…──それは、この世界で静かに始まった絶望へのカウントダウン。

　もはや勇者に事態を止める術すべはない。ただの人間は事態を知る由よしすらない。

　それを可能とするのは、或あるいはもう神々くらいのものかもしれない。

　だが。この状況下で、なお動き出そうとしている者達がいた。

　それは勇者の一族には守りきれないものを、それでも守りたいと願った少年。

　そして、そんな少年を慕したう少女達。

　幼おさな馴な染じみの容態を安定させ、さらに斯波恭一の過去を聞いたその少年は、霊れい槍そう『白虎』を手に診しん療りよう施し設せつを後にした。そして斯波によって破は壊かいされた『儀ぎ式しきの間』へと戻もどると、澪・柚希・胡桃の三人が彼の事を待っていて、

「悪い──遅おそくなった」

　そう言った彼は──東城刃更は、柚希の腰こしに霊刀『咲さく耶や』が、胡桃の手に霊操術の籠こ手てがあるのを見て安あん堵どを得る。

「良かった……おじさんが長老達に上手うまく話を通してくれたんだな」

「うん。そっちも上手くいったみたいだね」

　頷うなずきと共に、こちらに対して言葉を返してきた胡桃に、刃更は「ああ」と応こたえながら白の霊槍『白虎』を軽く掲かかげてみせた。そして表情を真しん剣けんなものへと改めると、

「これで必要なものは揃そろった。行こう」

　東城刃更は静かに告げる。




「あの人を──斯波さんを止めに」







　第１章　その瞳が見据えるもの
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　…──それは正しく禁忌という言葉が相応ふさわしい行ないだった。

　魔ま族ぞくからこの世界を守る為ために存在する勇者の一族。

　その長きに亘わたる歴史において、東とう城じよう迅じんという存在が最強である事を否定する者はいない。そして、そうした彼の評価は先の大戦での活かつ躍やくの前から不動のものとなっていた。

　そんな迅の並外れた能力に眼を付けたのは、《バチカン》の特務部だ。

　近付く魔族との決戦や殲せん滅めつ掃そう討とう作戦を睨にらんだ特務部は、迅が一時的に所属していた際に、迅に無断で極ごく秘ひ裏りに彼の毛もう髪はつを入手。そして倫理的な観点から禁きん呪じゆ指定をされていた魔法を使い、細さい胞ぼう培ばい養ようを行なって迅のクローンを量産する計画を始めた。

　クローンの外見年ねん齢れいは、当時の迅と同じ十四歳に設定された。これは複製の完成度を可能な限り高める狙いがあったからだ。

　しかし──禁呪魔法を使用しても百％の複製は難しく、能力的にも本物の迅に遠く及およばなかった初期ロットの十体は全て廃はい棄きされた。そして第二期以降はプロジェクトの方針を変へん更こう。迅の完全なクローンに拘こだわるのではなく、捕ほ獲かくや使し役えきをしている神しん獣じゆうや魔獣、精霊などの霊子や細胞を掛かけ合わせて、新たな最強を作り出そうとした。

　無論──そのような真似まねは禁きん忌きを犯おかす行こう為いだ。当然ながら「穢けがれ」が生じる。

　そして倫りん理りを大きく逸いつ脱だつしたその行ないによって生じる穢れは、それこそ勇者の一族にとって致ち命めい的てきとなるようなレベルのものだった。

　──だが、予あらかじめ認にん識しきしている問題については対策を講じる事はできる。

　それは当時の特務部も同様で──アルバレオスを始めとする研究者達は、発生した穢れへの解決策を用意していた。

　迅のクローンの失敗作を、生じた穢れを封ふうじ込める器うつわとして利用したのだ。

　クローンを生み出すという禁忌によって生じた穢れを、他のクローンを受け皿にする事で封印し処理する。それは禁忌の循じゆん環かんによって成り立つ、人道から外れたシステムだ。

　それでも魔族の手からこの世界を守るために──彼らの研究は続けられていった。

　とはいえ、システムそのものが「穢れ」を生む事は避さけられないようなその手法は、魔族へ対たい抗こうする存在として選ばれた者達に特別な力を与あたえて勇者の一族を生み出した神族から問題視されてしまってもおかしくない程ほどの所業だ。

　しかし──当時の特務部には心強い味方がいた。ひとりの高位神族が、神界には知られないように密ひそかに特務部の研究を支し援えんしてくれていたのだ。

　その高位神族は十じゆつ神しんの一いち翼よくを担になう程の存在で──そんな彼の力を借りられた事もあり、生じる穢れの量がシステムが破は綻たんしない程度に抑おさえられると、研究はどんどん加速し、その規模も拡大しながら重ねられていった。

　そして。

　第十三期に量産された無数の個体──その一つとして誕生したのが、斯し波ば恭きよう一いちだった。

　当初は他と同じく失敗作と位置付けられていた斯波だったが、捕獲していた高位魔族の細胞片との組み合わせが他の個体とは異なった結果をもたらしたのか、彼は穢れの受け皿となる「器」としてのキャパシティが無む尽じん蔵ぞうともいうべき容量を持っていた。

　さらに斯波は自らの内側に取り込んだ「穢れ」を己おのれの力へと変へん換かんすることができ、これまでのクローンにはない、それこそあの迅に迫せまれるようなポテンシャルが見込まれた。

　そんな斯波の存在は、当時のアルバレオス達にとっては希望だった。成功例が生まれてようやく、禁忌に手を染めた自分達の行ないに意義が出てくる。

　何よりも──魅みせられていたのかもしれない。

　このまま行けば、自分達が最強の勇者を作り出せるかもしれないという夢に。

　そしてアルバレオス達のプロジェクトは、斯波を強化していく方向へと一本化された。

　──だが、そうした彼らの夢は最悪の形を迎むかえる事になる。

　斯波の強化の過程で、あってはならない事態が生じた。

　それはある日、まるで突とつ然ぜん変へん異いのように──斯波の力が異次元の上じよう昇しようを見せたのだ。

　斯波が手にした力は、生み出したアルバレオス達ですら制せい御ぎよできない程の強大なもので、彼らは慌あわてて研究に協力してくれていた高位神族に助力を求めようとした。

　しかし──事が露ろ見けんして神界にまで事態が伝わってしまう事を恐おそれたのか、計画に力を貸してくれていた高位神族は姿を消していて、それは手て詰づまりを意味していた。

　斯波を始末しようにも、もし殺せば彼の体内にある穢れは、特務部はおろか《バチカン》全てを吞のみ込んでしまう程のものになっていたからだ。

　よって──《バチカン》に残された道は、斯波の存在を秘ひ匿とくする事だけだった。

　そして斯波の存在を手元に置いておきたくない《バチカン》と、日本の《里》との間で極秘裏に裏取り引きが行なわれ、斯波の身み柄がらは日本の《里》が引き受ける事になった。

《里》が斯波というリスクを抱かかえる事を決めたのは、当時の彼らにとってリスク以上のメリットがあったからだった。迅という不世出の存在がいたものの、当時の日本の《里》は《バチカン》に対してだけでなく、他の地区に対してもまだ発言力を持ってはいなかった。しかし斯波という問題を引き受ければ、《バチカン》に対して恩を売る事ができる。

　だから斯波を引き受ける代わりに、日本の《里》は《バチカン》に対して政治的な後押しを要求。そうした条件を突つき付けられて、それでも《バチカン》が日本の《里》へ斯波を任せたのは、禁忌を犯した共犯が欲しかったからに他ほかならない。

　斯波の秘密は、《バチカン》にとって致ち命めい傷しようとなりかねないため、ともすれば交こう渉しようにおいて脅おどしの材料にもなり得うる。だが斯波の秘密を知った上で、自分達の政治的なメリットのために斯波の身柄を引き受けたなら、その時点で日本の《里》も同罪となり、斯波恭一という穢れの対象となる。《バチカン》は一いち蓮れん托たく生しようの共犯を得たかった。

　そうした互たがいの目もく論ろみを理解した上で、《バチカン》と日本の《里》の間で取り引きが行なわれ──そして秘密の共生関係が生まれた。大戦で迅が巨きよ大だいな戦功を挙げた事もあり、日本の《里》は大戦後には《バチカン》に次ぐ発言力を有するようになった。

　そんな日本の《里》を、《バチカン》は本心では疎うとましく思っているし、日本の《里》もまた《バチカン》の上に立ちたいと考えている。

　勇者の一族は力を合わせて、魔族からこの世界を守る為に戦っている──だがその裏では、一部の上層部同士による、政治的な思おも惑わくが常に渦うず巻まき続けていた。

　それが現実であり──そして現在の状じよう況きようだった。
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「──これが、俺が薫かおるさんから聞かされた斯波さんの過去に纏まつわる話だ」

　そう言って、東城刃バ更サラは己が聞いた話を澪みお達に語り終えた。

《里》を出発した刃更達は、既すでに途と中ちゆうの駅付近で待機していた万ま理り亜あとゼストの二人との合流を果たし、本格的に斯波の後を追い始めている。

　その移動の手段は、胡桃くるみが風の精霊達に頼たのんで生み出した巨大な風竜だ。冬の上空の冷たい空気の中、高速飛行をしても寒さを感じずに済んでいるのは、精霊達が風除よけの防ぼう護ご壁へきを展開してくれているからだ。また風竜はそれ自体が魔法による産物な上、飛行も魔法によるものなので、背中に乗っている刃更達は言わば、風の飛行魔法に包まれているような状態にある。よって刃更達は、一いつ般ぱん人に気付かれる事なく大空を翔かける事ができていた。

　向かうのは、修しゆう哉やの協力を得て里の外へと持ち出す事に成功した霊れい槍そう『白びやつ虎こ』が示している他の『四し神じん』の反応がある方角──東だ。

　そんな追走の中、語られた真実はすぐには信じ難がたい──否いな、理解し難いもので、

『………………』

　眼めの前の澪達が言葉を失ったのを見て、東城刃更は思う。

　……無理もないよな。

　診しん療りよう施し設せつで薫からその話を聞かされた刃更も、俄にわかには言葉を発する事ができなかった。

　だが、それでも事態は待ってはくれない。一刻も早く斯波を捕つかまえないと、どのような事態が引き起こされるか解わからないからだ。

　──斯波の秘密を、澪達には知らせないという選せん択たく肢しもあった。

　真実を伝えれば、優やさしい彼女達は少なからず心に迷いを得てしまうだろう。

　そして──その迷いは、斯波と戦う上で致命的な隙すきとなりかねない。

　……それに。

　もし何も知らせずに斯波との戦いへ突とつ入にゆうして、その最さ中なかに斯波から真実を明かされたら──その方が澪達を危険に晒さらしてしまう可能性が高い。そして斯波という男は、必要になったらそうした心理戦を容よう赦しやなく仕し掛かけてくる。

　薫が刃更に真実を伝えたのも、その危険性を考えての事だろう。

　だから刃更はすぐに気持ちを引き締しめ、思考を切り替かえたが、

　……皆みなはそうはいかない。

　一いつ緒しよに暮らしている澪達は、刃更が父親の迅をどれほど誇ほこりに思っているかを知っている。恐らく澪達は、刃更と──そして迅の心を慮おもんぱかってくれているのだろう。

　特に《里》での滞たい在ざい中、実際に斯波との再会と相対を果たしていた澪・柚ゆ希き・胡桃の三人の表情には、より強い驚おどろきと困こん惑わくが見て取れた。それは自らを刃更のメイドと定義しているゼストも同じようで、彼女もまた沈ちん痛つうな面おも持もちでいる。そんな中、

「まさかあの男が迅さんのクローンとは……《バチカン》も面めん倒どうな事をしでかしてくれたものですねえ」

　重い沈ちん黙もくを破ってやれやれと嘆たん息そくしたのは、ゼストと共に後から合流した万理亜だ。

　──だが、万理亜は別にこの場の空気を読めていない訳ではない。澪達と比べて刃更の事を想おもっていない訳でも。万理亜は───澪達がこれ以上、刃更と斯波の因いん縁ねんを重く考えすぎないように、空気を変える役目を自ら買って出てくれているのだ。

　そんな万理亜の気き遣づかいをありがたいと思いながら、

「全くだよ……後で《バチカン》とはきちんと話をしないとな」

　と刃更は苦く笑しようすると、そこで表情を改めて、

「でも今は──斯波さんをどうにかする事を考えよう」

　真しん剣けんな口調でそう告げると、澪達はこちらの意図を理解してくれて──全員でコクンと頷うなずいた時にはもう彼女達の眼から迷いが消えていた。

　だから、ここからが本格的な作戦会議だ。すると、

「──それにしても、どうして斯波さんは東へ向かったんだろうね？」

　と、胡桃が言った。それは最初の議題としては必然に近いものだ。

「『四神』を奪うばったんだ。てっきり西へ向かうと思っていたのに」

「西に何かあるのですか……？」

　と疑問を口にするゼストに、刃更は彼女を見ながら、

「そうか……ゼストには『四神』の由来や元となった存在の伝承について、詳くわしく説明した事はなかったな」

「いえ……私の不勉強です。あれらが『神器』である事は理解しているのですが」

「『四神』は、元は中国の神話に登場する四体の霊れい獣じゆうの総そう称しよう……」

　と柚希は言うと、そのまま簡単に『四神』の説明へと繫つなげる。

「『朱雀すざく』『玄げん武ぶ』『青せい龍りゆう』『白虎』、四体の霊獣は天の四方をそれぞれ司つかさどり、守護する存在だった」

「その思想が大昔にこの日本にも伝わって、遷せん都との際に──平城京や平安京なんかに取り入れられたのよね」

　と言葉を続けたのは澪だ。以前、『白虎』を使う高たか志しと戦う事になった際──刃更達は対策を練るため『白虎』を始めとする『四神』について一通り知識を共有している。

　対するゼストは、当時はまだ刃更達と直接出会いを果たしていなかった。あの時の市街戦については、ゼストは滝たき川がわと共に見ていたらしいが、二人が主に監かん視ししていたのはあくまで澪であって、『白虎』は勇者の一族の追っ手である高志が操あやつる神器としてしか捉とらえられておらず、ゼストが詳しい事を知らないのも無理のない話である。それでも理解の早いゼストは、柚希と澪が口にした簡単な説明だけでおおよその状況を察して、

「成る程……奪った『四神』の力を最大限に発揮するとしたら、日本国内なら奈良か京都、もしくは海を越こえた中国など、いずれにせよ《里》よりも西方にある地で行なうのがより相応ふさわしいのですね」

「ああ……だが、斯波さんは東へ向かった」

　そう言って、刃更は右手に持った『白虎』へと視線を落とした。

　こちらへ一時的に力を貸してくれている霊槍の先せん端たんは、《里》を出てからずっと東を指し続けている。斯波が敢あえてそちらへ向かったという事は、何らかの狙ねらいがある筈はずだ。

　……考えられるとしたら。

　刃更が心の中で一つの可能性を思った時──富士山を右手に、その頂上よりも高い空を飛んでいた所で、不意に『白虎』の槍身の鋼はがねが輝かがやきを放った。

「何だ……？」

「刃更さん、あれをっ！」

　白虎の変化に刃更が眉まゆを顰ひそめたのと、万理亜が声を上げたのは同時だ。

　その声に視線を前へ向ければ、そこに「答え」があった。

　刃更達の視線の先──遠くに見える深夜の東京を、巨大な結界が覆おおい尽つくしている。
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　その結界は半円球状に広がっていた。

　直径は目測でおよそ四十キロ──結界としては超ちようの付く大規模と言って良いサイズだ。

　それを見て、

「やっぱりか……」

　先ほど思った可能性が正しかった事に、刃更は確信を深めたものにした。

「……どういう事なの、刃更？」

　と澪が説明を求めてくる。だから刃更は「ああ」と頷いて、

「平安京や平城京ほど有力な説じゃないんだが……この東京も、かつて江え戸ど時代の頃ころは四神相応の思想から街作りがされた風水都市だったとする考え方があるんだ」

　それは江戸幕ばく府ふを開いた徳とく川がわ家いえ康やすの命によるもので、現在の皇居に当たる江戸城が、江戸の街において四神相応の地形の中心に当て嵌はまる場所に建てられているという説だ。

「四神相応は『山さん川せん道どう澤たく』という地形の考えにも基もとづくとされていて、北方は『山』の丘きゆう陵りよう、東方は『川』の流水、河か川せん、西方は『道』の主しゆ街かい道どうが延び、そして南方は『澤』の湖こ沼しようが存在し、それらに四方を囲まれている場所が良いとされている」

　と刃更が告げると、柚希がそれを補足するように、

「京都だと、北方は船ふな岡おか山やま、東方は鴨かも川がわ、西方は山さん陰いん道どう、南方は巨椋おぐら池いけがこれに当たる」

　と説明する。

「東京も……江戸の街も、同じように作られていたと？」

「まあ、一説には……だけどな」

　ゼストの問いに、刃更はそう注ちゆう釈しやくを付けた上で、

「北方は神かん田だ山やま、東方は隅すみ田だ川がわ、西方は甲こう州しゆう街道、南方は東京湾わんという山川道澤で、その中央に江戸城が建てられていた……っていう考えだよ」

「成る程ほど……でも、あの結界のサイズの大きさを見るに、刃更さんの言う江戸の街に使用されたという山川道澤は、今回は使われていないんじゃありませんか？」

「ああ……それは間ま違ちがいない」

　万理亜の指し摘てきに、刃更は頷きを返しながら眼下に展開されている巨きよ大だい結界を見た。

　東は千葉県市いち川かわ、南は神奈川県川かわ崎さき辺りまでが覆われている。少なくとも、徳川家康が江戸の街作りに利用した山川道澤をそのまま流用した訳ではない事は明白だ。

　……それでも。

　恐おそらく──否、間違いなくあの中に斯波がいる。だから結界の外周を飛びながら、

「──刃更兄ちゃん、どうするの？」

　と、胡桃が尋たずねてきた。皆の前であるにも拘かかわらず胡桃のこちらへの呼び方が変わっているのは、柚希と共に三人でより関係を深めたからだろう。

　そんな彼女に、刃更は手の中にある『白虎』に視線を落としながら、

「……結界の西側で、特に力の反応の強い所に降りてくれ。間違いなくあの結界は『四神』を利用している」

　だから。

「こっちが結界の中に入り込もうと思ったら、本物の『白びやつ虎こ』の西方を司る力を使って、西側からアプローチを行なうしかない」

「──了りよう解かい」

　こちらの指示に胡桃は頷くと、風竜が降下を始めてぐんぐんと高度を落としていった。

　そして刃更達が降り立ったのは、都内の世せ田たが谷や区く──砧きぬた公園だ。

　結界と通常空間の境目のすぐ手前に立った刃更は、眼の前の巨大な結界を見上げるようにしながら『白虎』を構えた。すると、

「刃更さん……『白虎』は切り札です。何かあった時の事を考えて、先に他ほかの方法を試ためしてみなくても構わないんですか？」

　こちらから一歩下がった位置で待機している少女達の中から尋ねてくる者がいた。

　万理亜だ。

「先に私の拳こぶしや澪様達の魔ま法ほうなどで、どういう仕組みの結界なのか調べてみる価値はあると思いますが」

　と言う彼女に、

「ああ。もちろん、試す価値はある。調べられるのなら、少しでも調べて解わかっている事を増やしたい……だけど」

　と首を振ふりながら刃更。表情を厳しいものにしながら、

「この結界を張ったのはあの斯波さんなんだ。単に強度的な問題だけじゃない……どんな罠わなが仕し掛かけられていたって不思議じゃないんだ。下手へたに手出しをすれば、致ち命めい的てきなしっぺ返しを喰くらう可能性がある。そういうリスクは少しでも避さけたい」

　それに。

「恐らく、『白虎』が破は壊かいされるような仕掛けだけはないと思う……この向こうにあるのは『白虎』に変化しているセリスの神しん剣けん『ゲオルギウス』だろうからな。だから上手うまく同調させられれば──結界の方から俺達を中へ取り込む筈だ」

　そして。

「『ゲオルギウス』が『白虎』に変化しているのは、欠けている『四神』の力を補うためだ。現状、他の三つからの強制同調が行なわれているかもしれないが」

「本物の『白虎』と相対させれば、『ゲオルギウス』に自分が『四神』のコピーではなく、『神剣』である事を再さい認にん識しきさせて本来の状態に戻もどせるかもしれない……」

　と、言葉を繫いでくれた柚希に、刃更は「そうだ」と頷いて、

「『ゲオルギウス』を元の状態に戻せば、この結界を構築している『四神』の一角を無効化できるだろう。そうすればこの結界を保つ事はできなくなる」

　それは、斯波恭一の目もく論ろみを崩くずす事へと繫がる。

　だから刃更は白の霊れい槍そうを両手で握にぎり締しめて、

「行くぞ『白虎』──お前の仲間達を取り戻しに」

　そう静かに語り掛かけると、

『──────』

　西方を司る霊槍がこちらへ応こたえるように淡あわい白光を発して──そして刃更と、背後にいる澪達をその輝きの中に包み込んだ。

　対する刃更は、『白虎』の穂ほ先さきを結界へと近付けていき、そして先端が結界の表面に触ふれた瞬しゆん間かん──眼めの前の結界が、ぶわっと膨ふくれ上がるようにして一気に拡張。

　眩まばゆい光と共に、そのまま刃更達を吞のみ込んだ。
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　視界がホワイトアウトしていたのは、時間にしてほんの数秒の事だった。

　だが光に包まれている間に、刃更達は僅わずかな感覚の変化を得る。それは通常空間から結界の内側への侵しん入にゆうに成功した事を伝えるものだ。

　そして霧きりが晴れるように眩い白の輝きが収まっていき、視界を取り戻した刃更は、

「ここは──…」

　そこにあった景色を見て、眉を顰ひそめたものにした。

　──異空間や異次元のような場所に飛ばされた訳ではない。

　眼の前に広がっているのは、間違いなく日本と思おぼしき風景で、それは斯波の結界が実際の空間を複製したタイプの物である事を教えてくる。しかし、

「……やっぱり、普ふ通つうの結界じゃなかったみたいね」

　周囲を警けい戒かいするように見回しながら言った澪に、刃更は「ああ」と頷うなずいた。

　──通常の空間複製の結界なら、外から中へと入った場合、風景は繫つながっている。

　それは場所自体が、結界の内と外とであっても変わる事がないからだ。

　だが刃更達は現在、川の土手にいた。先程までいた砧公園から少し南へ行った所に、川かわ幅はばの近い一級河川が流れてはいるものの、そことは風景が異なっている。

　刃更達はどこかに飛ばされていた。念のため、携けい帯たいのＧＰＳ機能を試してみるが、

「……やっぱり駄だ目めか」

　結界内の空間は独立しているからだろう。液えき晶しよう画面に表示されているのは、通信不可能を示す圏けん外がいだった。すると、

「……この場所、前に見た覚えがあるんだけど」

「本当か？」

　思い出したように口を開いた胡桃に、刃更が振り返ると、

「うん……多分、東京だよ。確か──…」

　と、そこまでを胡桃が言った瞬間、

「っ──みんな、避よけろっ！」

　刃更は緊きん急きゆう回かい避ひを指示。警戒を保っていた澪達は、こちらの叫さけびに即そく座ざに散開した。

　そして、叫んだ刃更自身は最後に地面を蹴けって背後へと跳とんだ。反応が遅おくれて逃にげそびれた者がいた場合、フォローできるように備えての動きだ。

　その直後──轟ごう音おんと共に地面が大きく割れ爆はぜた。散り散りになって跳んだ刃更達が直前までいた土手の一角に、真上からの衝しよう撃げき波はが叩たたき込まれたのだ。

　盛大に土ど砂しやが巻き上げられる中、自分達へと向けられた攻こう撃げきの性質に、

「風属性の攻撃……『ゲオルギウス』の『コピー白虎』か！」

　恐らく前に高志が『白虎』を暴走させた時と同じく、聖せい獣じゆうが顕けん現げんした状態にあるのだろう。斯波の結界内に侵入したこちらを敵と判断して攻撃してきたに違いない。

　一瞬で状じよう況きよう判断を行なった刃更は、土手の上の舗ほ装そう路に着地すると背後の宙を振り仰あおぐように見上げて、

「────っ!?」

　しかし、視線の先にいたのは予想外の存在。

　それは『四神』の一角ではあった──だが『白虎』ではない。

　夜空に巨大な身を顕現させているのは、東方を守護する存在。

『青せい龍りゆう』だ。すると散開していた澪達が、刃更の下もとへと集結するようにやって来て、

「──刃更、大だい丈じよう夫ぶっ!?」

「平気だ……皆みなも無事か？」

　というこちらの問い掛けに、澪達が頷きを返してきて──そして刃更達は改めて全員で『青龍』を見上げながら構えを取った。だが、

【──────】

　青き守護聖獣は、空に浮うかんだままこちらを見下ろしているものの、それ以上をしてくる事はなかった。だから万理亜が眉まゆを顰めて、

「……何もしてきませんね」

「『四神』は守護聖獣だからな……前に高志が『白虎』を暴走させた時と同じで、こちらが敵対行動を取らない限り、向こうからは攻撃してこない」

「じゃあ、先刻のは？」

「こっちが『青龍』のテリトリーを侵おかしていたか……もしくはコイツのせいだろうな」

　澪の問い掛けに、刃更は己おのれが持っている霊槍を見た。

「『白虎』は『青龍』と対極の存在だ。同じ『四神』の一角だが、この結界内における『白虎』はコイツじゃない。斯波さんが『ゲオルギウス』を変化させた『コピー白虎』だ」

　偽にせ物ものと判断されたか、別の理由があるのかまでは解らない──だが『青龍』にしてみれば、自分のテリトリーに、己と対極の属性の力を持った侵入者が突とつ然ぜん現れたのだ。さらに刃更達は、結界の外にいた時とは全く別の場所に出た事で周囲に対して警戒していた。そんなこちらが発する気配を、敵や脅きよう威いと判断されて攻撃をされたとしてもおかしくはない。

「ですが、あの青龍……以前、刃更様の幼おさな馴な染じみの青年が『白虎』を暴走させた時に顕現した聖獣とは比べものにならない巨大さと圧力です。今の攻撃の威力といい、聖獣としての『四神』の強さには差があるのですか？」

「いや……強さの順序には諸説あるが、そこまでの差はない筈はずだ。各方位を守護する聖獣として、それぞれのバランスを取る必要があるからな」

「では、あの青龍の強さは……」

「──使い手の差によるもの、だろうな」

　ゼストの疑問に刃更は確信と共に答えた。

　──武器とは、使い手によって発揮される力が大きく左右されるものである。

　それは『神器』である『四神』であっても例外ではない。

　そして、現在の『四神』の使い手は高志ではなく、あの斯波なのだ。

　かつての高志と今の斯波──その彼ひ我がの差が、かつて暴走によって顕現した白虎と、今そこに存在している青龍の差となって現れているのだろう。

「それについては納なつ得とくいきますが……しかし西側から入った筈なのに、どうして『青龍』がいるんです？　おまけに風属性の攻撃をしてくるなんて」

　と万理亜。刃更の手にある霊槍を見ながら、

「風属性は、その『白虎』が操あやつるものじゃなかったんですか？」

　二つの予想外に、万理亜は戸と惑まどいを口にする。澪とゼストも同じ困こん惑わくを得ているようだった。それは彼女達が、かつて高志が『白虎』を使用した時の事を知っているからだ。

　そんな三人に対し、




「……いいや、『青龍』が風属性を操れる事自体は、有り得ない話じゃない」




　刃更は、この状況におおよその見当を付ける事ができていた。

　眼の前にいるのが『青龍』である事と、先さき程ほどの攻撃が風属性だった事──その両方が成立する可能性が存在する事を知っていたからだ。

　それは柚希と胡桃も知っているもの。勇者の一族であれば理解できる可能性。

「確かに、俺らの《里》が『四神』に対して風属性を割り振ふっていたのは『白びやつ虎こ』だ。だけど、それは勇者の一族の都合によるものなんだ」

「勇者の一族の都合……？」

　とオウム返しに尋たずねてくる澪に、答えたのは柚希。

「通常、『火』『水』『土』『風』の『四大元素』に、聖属性の『光』を加えたものを、神族から力を授さずかっている私たち勇者の一族が。『四大元素』に魔ま属性の『闇やみ』を加えたものを魔族が使用している」

　だから。

「勇者の一族である私達の《里》は、『四神』に対してそれぞれ『四大元素』を割り振っている。でも本来の……伝承上の『四神』に割り振られている属性は、『四大元素』じゃない」

「『四神』はそもそも、古代中国に由来する守護聖獣なんだよ」

　と、柚希の後を継つぐように胡桃。

「向こうの考えでは、万ばん物ぶつは『土』『金』『木』『火』『水』の『五行思想』によって考えられているの……それは『四神』も例外じゃない」

　そして。

「『五行』だと、『青龍』が守護する東の属性は『木』なんだけど……『木』の五行の中には『風』も含ふくまれているんだ。アイツが風属性の攻撃をしてきたのは、多分そのせい」

「『四大元素』ベースのままだと、《里》の……勇者の一族の使命を果たすための力しか発揮できないからな。それだと《里》を裏切って一族を離り反はんした斯波さんは力を借りられない。だからあの人は、『四神』の属性をリセットする事でその問題を解決したんだろう」

　説明しながら刃更は思う──言うのは簡単だが、斯波が行なった真似まねは驚きよう異い的てきな事だと。

　──『四神』はただの武器ではない。自らの意志を持った最強の『神器』だ。

　そんな『四神』の属性を、自分に都合の良いように変化させるような真似は、使い手として認められるだけでなく──支配しない限り不可能だ。

　……急がないと。

《里》を出てから数時間足らず……にも拘かかわらず、斯波はもう『四神』を完全に己のものにしようとしている。これ以上時間を与あたえれば、何をしでかすか解わからない。

　特に『五行』には、『四大元素』にはないある特性があるのだ。

　想像以上の速さで事態が進行している事に、刃更が危機感を募つのらせていると、

「『五行』ですか……確か魔力ではなく、この世界に存在する気を操る風水に繫がる思想でしたね。しかし『青龍』が東を守護する事は変わらないというなら──結界内に入った時に、東側に出るように細工がしてあったという事でしょうか？」

「可能性はありますね……本物の『白虎』で、『ゲオルギウス』を元に戻もどして結界を解こうとしている私達の作戦を読んで、時間稼かせぎのために一番遠くへ飛ばしたというのは考えられます」

「そうだな……って事は、ここは」

　ゼストと万理亜が交かわした言葉に、改めて周囲を見み渡わたした刃更は、

「っ────…！」

　ギョッとなって息を吞のんだ──ある事に気が付いたからだ。
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「まさか……クソっ、やられたっ！」

　東城刃更は吐はき捨てるように言った。

「どうしたの刃更……？」

「……ここは江え戸ど川がわだ」

「江戸川って……じゃあ、やっぱり東側に飛ばされたって事？」

　と澪。そんな彼女に刃更は告げる。

「というより、この結界空間が方位を反転して構築されているんだ──鏡みたいに」

　だから西側から入ったのに、東を守護する青龍と鉢はち合あわせたのだろう。

「そっか……見た事ある風景だとは思っていたけど」

　と、ようやく解ったとばかりに胡桃。

「前に高志と斯波さんと任務で来た時、刃更達と戦うのに適した場所を探してこの辺りに来た事があったんだけど……道理で思い出せなかった筈だよ。方位が反転した事で川の左右の向きも変わっていたんだね」

「でも刃更さん、方位が逆転していたら何かマズイ事でもあるんですか……？」

「ああ、大ありだ」

　万理亜の問い掛かけに、刃更は表情を苦いものにして断言する。

「恐おそらくこの結界内の東西南北に『四神』が配置されている。そして、ここは方位が逆転しているこの結界の中では東側だが……外の実際の空間では西側だ」

　よって。

「もし結界を解くような真似をしたら、実際の空間では四神は全て逆位置に配置された形になる。守護すべき本来の方位じゃなく、対たい称しようの方位──つまり敵の方位に」

「……成る程」

　こちらの言葉に、納得の呟つぶやきを漏もらしたのはゼストだ。

「『四神』が守護聖せい獣じゆうとしての役割を果たすのはこの結界内だけ……もし結界が解けて元の空間に戻れば、本来とは逆の方位に置かれた『四神』は、自分達の存在意義まで一いつ緒しよに反転させてしまう事になるのですね」

　一息。

「即すなわち──守護から、破は壊かいへと」

「そんな……」

　澪が愕がく然ぜんの声を漏らした。ゼストが口にした事態が実際に起これば、四体の守護聖獣達が暴走し、東京という都市は壊かい滅めつするだろう。そうなれば、大災害をも上回るような犠ぎ牲せい者しやが出る事は避さけられない。そんな最悪の事態が起きてしまう可能性に、

「…………っ」

　刃更は思わず表情を苦にがいものにした。

　──これでこちらは、迂う闊かつに結界に手出しができない。

　それどころか、東京という街を人ひと質じちに取られてしまっている状態にある。これでは、たとえ斯波を追い詰つめたところで──結界を解くと脅おどされたらそこでお終しまいだ。

　……だから、あの人は。

　刃更は、斯波が自らの野望を果たすための場所に東京を選んだ理由を理解した。

　──都道府県という考え方が根強くあるため、東京は「東京─都」と思われがちだ。

　だが、実際は政治の中ちゆう枢すうだった京の都を東へと移した事に由来しており、「東の京都」という捉とらえ方が正しい。そして西の京都が存在しない以上、東京は京都と対ついをなしている唯ゆい一いつの存在に当たる。『四神』を逆位置に配置するのに、これほど都合の良い場所はない。斯波に先手を取られ、完全に地の利を握にぎられた。

　……状じよう況きようは、圧あつ倒とう的てきにこちらが不利……。

　それは覆くつがえしようのない現実だ。だが、だからといって諦あきらめる訳にはいかない。

　よって刃更は一つの答えを導き出し、それを伝えた。

「方位を定めるには中心が必要だ……恐らく斯波さんは、この結界の中央にいる。一刻も早く向かいたいところだが」

　しかし。

「時間と体力は惜おしいけど……斯波さんにおかしな真似ができないように、あの青せい龍りゆうと恐らく他ほかの方位でも顕けん現げんしているだろう四神たちを全て抑おさえるしかない」

　前に高志が『白虎』を暴走させた際、聖獣としての白虎が顕現した事があった。そして刃更がその白虎を斬きると、本体が壊こわれるような事にはならず、霊れい槍そうの力だけが収まった。

　あの時と同じ状態へ持ち込む事ができれば、暴走する力は残らない──それなら、たとえ結界が解けたところで問題はない筈だ。すると、

「っていうより……それしか方法がないみたいだよ」

　と厳しい表情で胡桃が言った。霊操術の籠こ手てに嵌はめられたエレメントに触ふれながら、

「精霊に頼たのんで、この結界の中がどうなっているか調べて貰もらったんだけど……どうやらこれ、単純に方位を逆転させた代しろ物ものじゃないみたい」

「──どういう事？」

　と静かに問う柚希に、胡桃は「うん」と頷うなずいて、

「『五行』で空間が構築されているのは間ま違ちがいないんだって。『土』属性の中央を円状にして、東西南北が扇おうぎ状じように四分ぶん割かつされているんだけど……この東西南北の空間は、それぞれ遮しや断だんされていて、開いているのは中央側の境界しかないみたいだよ。見た目には解らないんだけどね」

「え？　でも、それだと逆にこちらは他の『四神』とぶつからずに、いきなり相手の本丸に攻せめ込めちゃうんじゃありませんか？」

　と疑問を挟はさんだ万理亜に、

「言ったでしょ。単純な代物じゃないって」

　と教える口調で胡桃。

「精霊が言うには、その中央との境界で空間が捻ねじれているみたいで……どうやら『金』属性の西側に繫つながっているみたい。その先の空間も『火』『水』の順番らしいから、南側、北側の順に一本道で続いていて……中央は一番奥だって」

　そうした空間の順番を聞いた刃更は、即そく座ざに斯波の目もく論ろみを理解した。

　各方位の属性を当て嵌める事で、『五行』のある流れが生じている事に気が付いたのだ。

「そういう事か……」

「……何か解ったんですか、刃更さん？」

　と万理亜が問い掛けを放ったと同時、動いた者がいた。

　柚希だ。霊刀『咲さく耶や』を具現化した彼女は、刃更よりも前に出て──空に浮うかぶ青龍に最も近い場所に立って空を見上げながら、

「あの青龍は私が引き受ける──刃更は皆みなと先に行って」

　その突とつ然ぜんの宣言に、

「なっ、なに無む茶ちや言ってんのよ！　前に早はや瀬せが暴走させた時に顕現したのとは訳が違うのよ!?」

　澪が制止の声を張り上げた。

「アンタ一人であの化け物と戦うだなんて……！」

　澪の心配は尤もつともなものだった。あの青龍は、かつて高志が暴走させた時に顕現した白びやつ虎ことは比べものにならない力を有している。

　しかし──それでも柚希は首を横に振ふって、

「この状況ではこれが最善……ここで全員が足止めされていたら、それこそ斯波さんの思う壺つぼ」

　何故なぜならば。

「刃更と胡桃はもう気が付いている筈はず。『四神』の属性を『五行』に変えたという事は──『相生』と『相そう克こく』が発生する」

　それは『五行』における力の流れに纏まつわるもの。

『四大元素』と『五行思想』。

　どちらも各エレメントは循じゆん環かんするものだが、『四大元素』は『プラトンの輪』という変へん換かんが可能であり、『火』は凝ぎよう結けつして『風』に、『風』は液化して『水』に、『水』は固化して『土』に、『土』は昇しよう華かして『火』になると考えられている。

　そして──対する『五行』には、『プラトンの輪』に相当するものとして『相生』と『相克』という正と負の流れがある。

『木』が燃えて『火』を生み、その『火』の中から生まれた灰が『土』となり、その『土』の中から『金』……即ち金属が生まれ、その『金』の表面に凝結した『水』が生じ、その『水』によって『木』が養われて──そしてそれが繰くり返されていく事で力が増ぞう幅ふくするという正の循環の『相生』。

　反対に、『木』が養分を吸って『土』を瘦やせさせ、『土』が『水』を吸い取り流れを押し止め、『水』が『火』を吞み込んで消し去り、『火』が高熱で『金』を溶とかし、研とがれた『金』が『木』を切り倒たおして殺すという、負の連れん鎖さが『相克』である。

　この正と負を『五行』では『陽』と『陰いん』──光と闇やみとしている。

　だが『プラトンの輪』が、力の変動を生まない質量保存にも似た等価変換なのに対し、『相生』は正の力が増幅し、『相克』は負の力が増幅する。

「斯波さんは、この『相生』と『相克』のどちらか──或あるいは両方を狙ねらっている」

　という柚希の言葉に、ゼストが眉まゆを顰ひそめて、

「狙いは『相克』ではないのですか？　先ほど胡桃さんが仰おつしやっていた空間の順番は、中央の『土』から、我々のいる東の『木』へと『相克』の流れができています。それをこちらへの攻こう撃げきに利用するつもりでは？」

「……空間だけを見れば確かにそうだ」

　と刃更。

「だが、斯波さんはわざわざ『四神』を持って行っている。その力を最大限に増幅させて自分のものにするなら、間違いなく『相生』の効果についても利用する筈だ。現にあの青龍は、江戸川に顕現している。それは山さん川せん道どう澤たくの思想だけでなく、東方の『木』属性が、『水』属性から生じる五行の相生の特性も利用しているからだろう」

　恐らく。

「胡桃が言っていたように中央以外の各方位は障しよう壁へきによって遮断されていても、地続きに隣りん接せつはしているんだ。俺達のような侵しん入にゆう者に対しては『相克』で迎げい撃げきを行ないつつ、中央にいる斯波さんの力は『相生』で増幅が可能なように、何かしらの仕し掛かけが施ほどこされていると考えるべきだろう」

　そして。

「その力で斯波さんは、《バチカン》や《里》に……いや、勇者の一族そのものに復ふく讐しゆうするつもりなんだ」

『相生』は循環させる事で力が増幅していくため、時間を与あたえればそれだけ斯波にとって状況は有利なものへと傾かたむいていく。ただでさえ化け物じみた強さを持つ斯波が、これ以上その力を増大させるような事になれば、いよいよ手が付けられなくなってしまう。

「だから、今は一刻も早く斯波さんの下もとへ……青龍の『木』属性に有効となる『相克』は『金』。なら私の『咲耶』が効いてくれる筈」

　そう霊刀の柄つかを握り締しめる柚希の口調は、誰だれよりも冷静で──そして正しかった。

　よって東城刃更は決断する。

「解わかった……頼む、柚希」

　野中柚希を信じ──彼女にこの場を任せる。

「お姉ねえ……」

　心配そうに見み詰つめる胡桃に、柚希はふっと笑えみを浮かべて、

「大だい丈じよう夫ぶ……あれを倒したら、私もすぐに追い付くから」

　そう言い放つと、『咲耶』を手に前へと──青龍へと駆かけ出した。前ぜん傾けい姿勢で土手を一気に駆け下り、己おのれの身をトップスピードへと至らせた柚希が繰り出したのは、疾しつ走そうを行ないながら『咲耶』を振り上げる斬り上げだ。それを連ならせる事で斬ざん撃げきの一つ一つが無数の半月状の鎌かま鼬いたちとなり、空に浮かぶ青龍へと虚こ空くうを斬り裂さきながら向かい、

【──────】

　しかし青龍に激げき突とつする直前──その全すべてが、青龍が生み出した風の防護障壁によって弾はじかれた。反射した無数の空気の刃の一部が土手や江戸川に落下。

　すると連続する轟ごう音おんと共に、土ど砂しやや河の水が次々に巻き上げられ、青龍に対する土の煙えん幕まくと水のブラインドを作り出されると同時、

「──行って！」

　放たれた柚希の叫さけびを合図に、刃更達は一いつ斉せいに駆けだした。胡桃や澪の飛行魔ま法ほうを使用せずに地面を駆けるのは、空を舞まう青龍に見つからないようにするため。せっかく柚希が青龍の意識を彼女一人へ向けてくれているというのに、魔力を放ちながら遮しや蔽へい物のない空中を飛ぶような真似まねをすれば、青龍に攻撃してくれと言っているようなものだ。背後で生まれる柚希と青龍の戦せん闘とう音を一気に遠ざけていく速度で走りながら、

「…──胡桃、結界が『五行』に即そくした形で分割されて、さらに東西南北は互たがいに遮断されているんだよな？」

[image: ]

「うん。開いているのは斯波さんのいる中央側だけ。でもさっき言ったように、空間が捻れて繫がっているからすぐには中央には辿たどり着けないよ」

　改めて尋たずねたこちらへ、頷きを返してきた胡桃の言葉に、

「それで……確か、次は西側に繫がっているって話でしたっけ？」

「ならば、次に待っているのは白虎という事になりますね」

　万理亜とゼストがこの先の状況を確かく認にんし合う。

「『五行』における『白虎』の属性は、何なのですか刃更様？」

「『金』だ。相克となる『五行』は『火』」

　というこちらの言葉に、

「……って事は、一番有効なのはあたしの魔法ね」

　そう言いながら、強い意志を込めた瞳ひとみで前方を見み据すえた少女がいた。

　澪だ。
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　結界内で無人となった深夜の国道14号を走りながら、成なる瀬せ澪は思い出す。

　かつて『白虎』を操あやつる高志と戦った時──自分にできたのは時間稼かせぎだけだった。

　無論、万理亜と共にその役割はきちんと果たせはした。

　……だけど。

『白虎』を操っていた高志を追い詰つめたのは刃更で、顕けん現げんした聖せい獣じゆうの白虎を倒したのも刃更。そして──白虎を倒すためのチャンスを作り出したのは柚希で。

　澪はただ、見ている事しかできなかった。

　……でも。

　澪は思う──今の自分はもうあの頃ころとは違うと。

　人ひと質じちにされている東京の街と、斯波が『相生』を利用して得ようとしている『四神』の力。その両方の狙いを潰つぶすためにも、顕現している四神の撃破は必ひつ須すだ。

　──本音を言えば、刃更と一いつ緒しよに斯波と戦いたいとは思う。

　だが、そんな澪と間ま違ちがいなく想おもいを同じにしているであろう柚希が、誰よりも先に残る事を決めて、青せい龍りゆうと戦っている。それは、自分の力を一番活いかせる戦場だからだ。

　そして、それが斯波を倒す刃更の力になる。

　……だったら！

　この先の西地区では、恐おそらく『金』属性の白虎が顕現して待ち受けている。

　そんな白虎に『火』属性が有効だというなら、この中で相対すべきは澪だろう。

「胡桃ちゃん。空間が捻ねじれて繫つながっていて、西側に出るっていう中央との境界線は？」

「もうすぐ──隅田川を渡わたった所」

　こちらの問い掛かけに胡桃がそう言うと、視線の先には既すでに隅田川と橋が見えてきていて、

「空間が捻れているのは良いですけど、西側のどこに繫がっているんですかね？」

　という万理亜の言葉に、

「多分……最初、俺達が結界の中へ入る時にいた砧公園だ」

　と刃更。

「どうして解るんですか、刃更さん？」

「『金』を生み出す相生を行なえるのは『土』だ。公園だけでなく野球場もあるあそこなら、大量の土が存在している。『金』の五行の白びやつ虎こを顕現させるにはもってこいの場所だ。もちろん、単に『土』属性だけを考えれば他ほかにも候補はある」

　だけど、と刃更。

「『五行』は万ばん物ぶつに当て嵌はまる考えで、『四神』もその中に含ふくまれてはいるが……『四神』そのものは、あくまで東西南北の各方位を守護する聖獣だ。その力を最大に発揮するには、方位を優先する必要がある」

　恐らく。

「斯波さんは、四神の力を得るために最も相応ふさわしい中心を定めた筈だ。都心の考えには諸説あるが、代表的なのは千ち代よ田だ区く・中ちゆう央おう区く・港みなと区く。恐らくこの三区を中央に定めて、東西南北を割り振ふったんだろう。あそこには、江戸の四神相応の中心に建てられたかつての江戸城──皇居もあるしな」

　しかし、と刃更。

「かつて江戸の街の四神相応で、隅田川に当て嵌められていた青龍が、今回は江戸川に設定されている。これは五行の力を増大させる狙いからだろう。江戸川は、流水面積が日本最大の利と根ね川がわに繫がっていて、流れる『水』の力は隅田川よりもずっと上だ」

　そして。

「同じように考えた時、結界の西せい端たんで『金』属性を生じさせられる『土』が多くあり、さらに聖獣としての白虎を顕現させられる西へと延びる大道があるのは」

「最初に降りた砧公園って訳ね……」

「そうだ。あそこは南に、西日本へと繫がる物流の要かなめの東名高速が走っている。さらに逆方面は首都高三号線で……斯波さんの設定した中央地区にも繫がっているからな」

　納なつ得とくの言葉を漏もらした澪に、そう告げた刃更は、

「でもあくまで可能性が高いってだけだ。決めつけて、いざ全く違う場所に出ちまった時にとっさの反応ができないような事はないようにしてくれ」

　と全員に忠告するように言ってきて、だから澪達はしっかりと頷うなずきを返した。

　その時にはもう、澪達は間もなく橋を渡り終える所まで来ていて──それでも先頭を走る刃更も、後に続いている澪達も、誰一人として走る速度は緩ゆるめない。そして、

「──行くぞ！」

　刃更がこちらへそう呼び掛けの言葉を放ったのは、橋の終わりが眼めの前に迫せまった時で。

　そして中央との境界線を駆け抜ぬけると同時──眼の前の視界がホワイトアウトした。
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　西側地区へと出た瞬しゆん間かん──眼の前に広がっていた景色に、

　……やっぱり砧公園か。

　東城刃更は、己の予測の一つが正しかった事を想った。刃更達が出たのは、砧公園にある野球グラウンドの外野部分だ。

　そして──肝かん心じんのゲオルギウスが変化した『コピー白虎』はすぐに見つける事ができた。

　刃更が持つ本物の『白虎』と酷こく似じした神気が、すぐ近くにあったからだ。見ればピッチャーマウンドに、こちらが持っているのと同じ形の白の霊れい槍そうが突つき立てられていて、

「……妙みようだな」

　マウンドに突き刺ささっている『コピー白虎』は神気を放ち、確かに結界を展開している。

　という事は、この空間内にいて──しかもこれだけ近くにいる刃更達の事は間違いなく認識している筈はず。だが先さき程ほどの青龍のように、聖獣の白虎が顕現してこちらへ襲おそい掛かってくるような事はなくて、

「──刃更、どうするの？」

　澪が低い声で尋ねてきた。警けい戒かいを解かずにいるのは、いつでも顕現した白虎の相手をするつもりでいるからだ。しかし、

「………………」

　刃更は即そく座ざに答えを出す事ができず、思案の沈ちん黙もくを放った。

　当初の作戦では、こちらの本物の『白虎』と相対させる事で、元の『ゲオルギウス』へと戻もどして結界を解くつもりだった──だが、今はもうその手は使えない。

　結界を解けば、方位反転の問題があるため、『四神』が暴走してしまうからだ。

　無論──『コピー白虎』が元の『ゲオルギウス』に戻れば、暴走する事はない。

　だが残る三つの『青龍』『朱雀すざく』『玄げん武ぶ』のある三方位の街は間違いなく壊かい滅めつする。

　そして東側へと残してきた柚希も、青龍と戦っているのだ。

　……だったら。

　むしろ『ゲオルギウス』は、このまま『コピー白虎』の状態にしておいた方が良いのかもしれない。聖獣が顕現しないのも、コピーであるが故ゆえの弊へい害がいという事も考えられるし、

　……それに。

　本物の『白虎』を持って中央へと行く事で、『五行』のバランスを崩くずして斯波が目もく論ろんでいる『相生』を阻そ害がいできる可能性もある。だから、

「よし……ここは良い。このまま先を急ごう」

　そう言って、『コピー白虎』を刺し激げきしないように距きよ離りを保ったまま、遠回りをして中央を目指そうとした時だった。




『──そうはさせられませんね』




　不意に制止の言葉がこちらへと放たれた。

　即座の動きで刃更達が声のした方を見ると、ピッチャーマウンドに突き刺さった『コピー白虎』のすぐ脇わきに魔ま族ぞくの青年が立っている。それは、かつてはレオハルトの副官であり、今は斯波に力を貸して、彼と共に儀ぎ式しきの間から『四神』を奪うばっていった高位魔族。

　バルフレアだ。その姿を見るなり、

『────っ！』

　刃更達は即座に戦闘態勢を取った。近接戦闘を得意とする刃更と万理亜が前衛を、魔法に秀ひいでた澪・胡桃・ゼストで後衛を固める。そして、

「バルフレアっていったな……俺達を足止めに来たのか？」

　そう問い掛けたこちらに、

「いいえ、別に来た訳ではありませんよ……貴方あなた達が私のいるこの場所へ来たんです」

　とバルフレア。

「御ご存ぞんじのように、こちらの『白虎』は複製品という事もあり調整が必要でして……私がその役を担になっていたのです。流石さすがに恭一殿どのが動く訳にはいきませんからね」

　そうこちらへ告げられた言葉は薄うすい笑えみを含んでいて、

「やっぱり……斯波さんの狙ねらいは『四神』を利用した五行の『相生』か」

「やはり、お気付きでしたか。でしたら話が早い。申し訳ありませんが、その本物の『白虎』はここへ置いていっていただきますよ」

　と言うバルフレアに、

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうを見せた態度ですね……」

　と万理亜。

「貴方ひとりで私達に勝てるとでも？」

　確かに、バルフレアが強大な力を持っている事については疑いようがない──だが、こちらは五人いるのだ。バルフレアの能力については、現魔王派との決戦の途と中ちゆうで姿を消していた事もあり、刃更達は実際に見てはいないものの、《里》で別れる前に滝川からは情報を得ている。

　無論、滝川がバルフレアの能力の全すべてを知っているという訳ではないだろう。だが、それでもこちらには主従契けい約やくがあり、自分達はあの決戦からさらに力を付けている。

　数的優位である事に油断さえしなければ、後おくれを取るような事はない筈だ。すると、

「別にひとりで貴方達に勝てるなどと言うつもりはありませんよ……」

　と肩かたを軽く竦すくめて、

「ただ──貴方達の手から『白虎』を奪う事なら可能というだけです」

　そう言ったバルフレアは、直後一つの動きを見せた。

　笑みと共に──マウンドに刺さっていた『コピー白虎』を抜き放ったのだ。
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「なっ──…!?」

　不意打ちのタイミングで行なわれた予想外の行こう為いは、刃更達からとっさの反応を奪うには充じゆう分ぶんすぎるものだった。だが、そんな二重の驚きよう愕がくを得た刃更らを置き去りにして、バルフレアの行ないのせいである事態が起こり始める。

　空間が振しん動どうと共に歪ゆがみ出すと、刃更達の背後──結界の西端の風景に罅ひびが走り、音を立てて剝はがれ落ち始めたのだ。

　そして──剝がれた景色の向こうには、先程までいた東側の江戸川が見えていた。

　やはりこの結界は、方位を反転して構築されていたのだ。だがそうした事実よりも、

　……クソっ、もう仕し掛かけて来るなんて！

　この『四神』を利用して五行空間を作り出した結界は、斯波とバルフレアにとっての生命線のようなものだ。よって結界を解き、逆転配置した『四神』の暴走の誘ゆう発はつを盾たてにしてくる可能性は考えてはいたが、それはこちらが斯波を追い詰つめる事ができた時──最終局面を迎むかえて初めて使ってくる手だと思っていた。それをまさかこんなに早いタイミングで、しかも斯波ではなくバルフレアが使ってくるとは。

　完全に裏を搔かかれたこちらを、バルフレアは楽しそうに眺ながめながら、

「ご覧の通り、結界内の五行のバランスを崩しました。結界が保てなくなるまで、恐おそらく二十秒から三十秒といったところでしょうか」

　それは同時に『四神』の暴走で東京が壊滅する事を意味する。さらにバルフレアが右手の指をパチンと鳴らすと、宙に浮ういていた『コピー白びやつ虎こ』がふっと消失し、

「そして──これで貴方達がこの結界の崩ほう壊かいを止める術すべは一つしかない」

　そう言って笑うバルフレアに、

「──刃更っ！」

　隣となりの澪が悲痛な声でこちらを呼んできて。

「くっ……そおぉぉぉおぉぉおぉっ！」

　逡しゆん巡じゆんしている暇ひまはなかった。弾はじかれたように前へと駆かけ出した刃更は、一瞬でバルフレアとの距離を詰めると、

「おおおおおおおおぉぉぉぉおおおぉぉぉっ！」

　両手で握にぎり締しめた霊槍『白虎』を、横よこ薙なぎに一いつ閃せんした。

　──だが手て応ごたえはない。こちらの攻こう撃げきよりも、バルフレアの姿がふっと搔き消える方が早かったからだ。結果、振ふり抜かれた『白虎』の刃が斬きり裂さいたのは虚こ空くうだけだった。

　逃にげられた──だがそうなる事は刃更も織り込み済み。

　だから、刃更は続けざまに次の動きへと入る。先程まで『ゲオルギウス』が変化していた『コピー白虎』が刺さっていたピッチャーマウンドへ、己おのれが持つ本物の『白虎』を突き立てた。

　だがそれは、この空間を保つための苦肉の策。バルフレアの言っていた、刃更達にできる結界の崩壊を止めるための唯ゆい一いつの方法──それを実行したのだ。と同時、

「っ────」

　東城刃更は、即座に背後へと跳とび退すさる事を余よ儀ぎなくされた。みすみす『白虎』を手放してしまうような真似まねをしたのは、その必要に迫せまられていたからだ。

　──『白虎』は、『四大元素』をベースに『風』の属性が割り振られている。

　しかし、他の『四神』は既すでに斯波により『五行』の属性へと切り替かえられた状態にある。

　斯波が《里》で解き放った段階で、既に『ゲオルギウス』を『コピー白虎』へと変化させる同調力があったのだ──それが、この結界内で、『相生』によって《里》にあった時よりも力を増せばどうなるか。別々ではなく、この結界を構築する一個の『四神』として同調しているその力は、一度は斯波よりも高志を選んだ『白虎』を、強ごう引いんに変えさせるのに充分な力を有していて──その結果、マウンドに突き刺さっている白の霊槍は、一瞬で属性を『五行』ベースの『金』へと強制的に変えられる。

　その結果、西方を守護する白き聖せい獣じゆうが顕けん現げんするのは必然だ。

　──そこにいたのは、先程まで刃更達に力を貸してくれていた存在ではない。高志が暴走させた時とは異なる大きさと姿の白虎は、完全に斯波の支配下に置かれていて、

【──────】

　グッと身を縮めた次の瞬しゆん間かん、白の巨きよ体たいから無数の鉄てつ槍やりが一いつ斉せいに刃更達へと向かって解き放たれた。鋭するどい先せん端たんで虚空を貫つらぬきながら飛来する鉄槍群に対し、刃更はブリュンヒルドを即座に具現化。その柄つかを両手でぐっと握ると、不完全な《無次元のバニシング執行シフト》で弾き散らそうとした。

　──だが、それより先に白虎が放った槍群から刃更を守ったものがあった。

　刃更を守るようにして地面から噴ふき上がった紅あかい炎ほのおの壁かべだ。生み出された超ちよう高熱の炎は、かつて魔界で行なわれた現魔王派との戦いで上位英えい霊れいを蒸発させた時を上回る威い力りよくを有するもの。そして白虎が放った無数の鉄槍の悉ことごとくを溶とかしながら、

「……任せて刃更。コピーだろうと本物だろうと、敵ならその虎とらの相手はあたしよ」

　そう言って──澪がスッとこちらの前に躍おどり出た。確かに相手が司つかさどっているのが『金』属性なら、その相手をするのは元素系魔法の中で炎系を最も得意としている澪だ。だから、

「……頼たのむ。でも、気を付けるんだぞ」

　そう言うと、刃更は先を急ぐため澪に白虎を任せて駆け出して、

「──行かせると思いますか？」

　だが次の瞬間──中空から笑みを含ふくんだ声が降ってきた。
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　刃更が放った『白虎』の横薙ぎが当たる直前──バルフレアは姿を消した。

　──だがそれは、その場を離はなれて逃とう走そうした訳ではない。

　使し役えきしている存在の能力で実体を消していたのだ。

　高度魔法使いに属するが、己の魔力を変へん換かんさせて元素系魔法を使用する澪のような上位ハイ・魔法士ウイザードとは系けい譜ふが異なり、バルフレアは儀式や契けい約やくによって使役した存在を呼び出し、その力を利用する契約魔法使いである。その特とく徴ちようは、使い手として認められた事で霊刀『咲さく耶や』の力を発揮できる柚希や、心を通わせる事で精霊の力を借りられる胡桃とは異なり、対象を完全に支配して一種の主従契約ともいうべき関係を結ぶもの。これにより、バルフレアは契約対象の力を強制的に行使する事ができる。

　そして──実体を消すのは、契約している上級悪魔レイスが持つ能力だ。この力を利用して、バルフレアはレオハルトの副官として多くの諜ちよう報ほう活動を行なっただけでなく、穏おん健けん派と現魔王派との決戦の途中で誰だれにも気付かれる事なく姿を消し、そのまま魔界を去る事ができたのである。その能力の高さは折り紙付きで、枢すう機き院達から魔神ケイオスの生け贄にえとして設定された時も、バルフレアだけはケイオスから認にん識しきされずに済んでいる。

　とはいえ、実体を消しながら攻撃を行なう事まではできない。だから実体を現し、範はん囲い攻撃で一気にまとめて攻撃しようと宙から刃更達を見下ろしたバルフレアは、

「──────」

　そこで、ある事に気が付きスッと両眼を細めた。

　澪を残して先へと向かっているのは刃更・胡桃・ゼストの三人で……一人足りない。

　その理由を教えるように、バルフレアの背後にふっと気配が生じ、

「──貴方あなたの相手は私です」

　そう告げられると同時──ズドン！　という重い衝しよう撃げき音が生じた。

　それはこちらの背後を取ったサキュバス……姿が見えなくなっていた万理亜が繰くり出した右の回し蹴げりによるもの。しかし、

「ええ──そうだと思っていましたよ」

　バルフレアはそう言いながら背後を振り返り、余よ裕ゆうの笑えみを返す事ができていた。

　万理亜の蹴りが背中へ叩たたき込まれるより先に、防護障しよう壁へきを展開してその攻撃を防ぐ事に成功していたからだ。こちらに不意打ちを防がれた万理亜は、舌打ちを一つしながら体勢を整えて地面へと降り立つ。そんな彼女に、

「何を残念がっているんです……貴方達が我々の狙ねらいにある程度の推測を立て、五行の対策を行なってくる事くらい、こちらも理解していますよ」

　そう──だからバルフレアは、万理亜が自分の相手となる事を予あらかじめ予測できたのだ。

　──斯波とバルフレアに『四神』を足したこちらに対し、刃更達もまた六名のパーティ。

　そして刃更達は、こちらが『五行』で配置した『四神』に対して、優位な『相そう克こく』を行なえる属性を得意とする者をぶつける事で、顕現した聖獣たちを倒たおそうとしている。

　よって──両陣じん営えいで特定の得意属性を持たない者同士の激げき突とつはもはや必至。

　だから、とバルフレア。

「それを見み越こして考えれば、こちらで残るのは私と斯波殿どの。そちらは東城刃更と貴女あなた……ならば私の相手は貴女しかいない。斯波殿の相手が、東城刃更でしか有り得ない以上は」

　先ほど姿を現したこちらに対し、万理亜が挑ちよう発はつめいた発言をしてきたのも、自分が戦うべき相手として見み据すえていたからだろう。

　そうして刃更達の狙いを見み透すかしていたこちらに対し、

「…──そうですか。全部読まれていたんですね」

　と万理亜は言って──しかし次の瞬間、彼女が浮かべた表情をバルフレアは見た。

　笑顔だ。




　　　　10




　自分達の考えがバルフレアに読まれていた事に、成瀬万理亜は思う──作戦通りだと。

　……これで。

　斯波とバルフレアを引き離す事ができる。こちらにとって、最も避さけなければいけない状じよう況きようの一つ──それが斯波とバルフレアの二人と同時に戦うというものだった。

　バルフレアの言うように、顕現している四神の相手にこちら側が四人を割さいた結果、残るのは刃更と万理亜である。共に前衛という事もあり、二人での連係に問題はない。

　だが斯波とバルフレアの能力を考えると、万理亜と刃更のコンビで挑いどめばこちらが圧あつ倒とう的てきに不利となってしまう事は目に見えていた。

　……何せ。

　滝川の話では、バルフレアは実体を消す能力を持っていて、隠おん密みつによる諜報を得意としているだけでなく、戦場においても気配を完全に消す事ができるという話だった。

　現にバルフレアは、勇者の一族の《里》という最も敵に気取られやすい場所で、完全に己の正体を隠かくし通し──さらには『四神』を手に入れた後も、斯波を連れて易やす々やすとその場から姿を消している。

　……そして。

　未いまだ謎なぞに包まれている斯波の能力は、攻撃を防いだにも拘かかわらず一撃で高志に致ち命めい傷しようを与あたえ、戦せん闘とう不能に追い込んでしまう程ほどのものなのだ。そんな向こうに連係を許し、完全に気配を消された状態で斯波に能力を使われれば、こちらの勝ち目は否いや応おうなく薄うすくなってしまう。だから、『コピー白虎』の調整役としてバルフレアがこの西側地区にいたのは、こちらにとっては都合が良かった。

　……恐おそらく。

　バルフレアがこの場に留とどまったのは、先程までと同じ調整役となるため──『四大元素』ベースから『五行』へと切り替わった『白虎』を、他の『四神』とバランスが取れた状態にする役を任されているからだ。こちらは本物の『白虎』を手放してしまい──結果として今、少し離れた場所で澪が顕現した白びやつ虎ことの戦闘を強しいられている。先程からあちらの戦闘の凄すさまじさを物語るかのように、激しい爆ばく音おんや衝撃音が立て続けに生じている。さらに、本物の白虎によって結界が再構成された事で、時間が経たてばこの空間の五行の精度がさらに増し、斯波がより強い『相生』と『相克』を行なえるようになるだろう。だが──そうした二つのデメリットを差し引いても、バルフレアを斯波から引き離せた事には大きな意味がある。

　一撃必殺の能力を持っているのは斯波だけではない──刃更にもあるのだから。よって、

「残念でしたね……貴方としては、なるべく刃更さんを足止めしたかったんでしょうが」

　と万理亜。瞳ひとみを宙のバルフレアから己おのれの横へ──刃更達が駆かけていった方へと視線を送りながら、

「貴方達の狙いを読んで、私達はどう戦うかを決めました……それを貴方達に見透かされる事も承知の上でね。だから自分の相手が誰だか解わかっていた事で、さっき貴方の意識はとっさに刃更さんではなく私に向いた」

「……成る程。先程、私が姿を現した時に挑発的な事を言ってきたのは」

「ええ……貴方の注意がより私の方へと向くようにするためです」

　結果として、こちらの不意打ちは失敗に終わったが、万理亜は構わない。自分は今、こうしてバルフレアと対たい峙じしていて──そして刃更達は先へと進んだのだから。すると、

「大したものですね……てっきり貴女はもっと単純だと思っていたのですが。意外と頭が回るのですね」

　しかし、と薄く笑いながらバルフレアが言った瞬間。

「────っ？」

　万理亜は、とっさに息を吞のんで身構えた。己の周囲を覆おおい尽つくすようにして、地面に無数の灰色の魔ま法ほう陣じんが一斉に展開されたからだ。

　──それが召しよう喚かん魔法の魔法陣だった事を、万理亜は否応なく理解する羽目になった。

　まるで魔法陣から生えるように、異形の魔物が姿を現したからだ。

「これは……？」

　見た事のない魔物だった。四し肢しを持った肉体は不安定なヘドロのようなもので構成されていて、その頭部には巨きよ大だいな一つ目が不気味に輝かがやいている。

　発するオーラから察するに、一体一体にそこまで驚きよう異い的てきな力はなさそうではある。

　だが──問題は数だ。それは最も早はや、十体や二十体とかいう次元ではない。展開されている魔法陣からは、次々に魔物が溢あふれてきていて、

　……百……二百……いいえ、もっと……。

　まるで無限増ぞう殖しよくのような眼めの前の状況に、

「人間界の力である『五行』の空間内に、これだけの数の魔物をどうやって……」

　苦い表情になりながら万理亜が呻うめくように言うと、

「簡単な話です。魔物ではないからですよ。その見た目や、個体の力から勘かん違ちがいしているようですが、彼らは『レギオン』──私と契けい約やくを交かわした魔神です」

「魔神って……まさか」

　その存在を、成瀬万理亜は知っている。魔界で行なわれた現魔王派との決戦の最さ中なか、混こん沌とんを司つかさどる古代の魔神『ケイオス』が枢機院によって呼び出され、猛もう威いを振ふるったのは記き憶おくに新しい。

「上位世界の存在である魔神は、下位世界に自由に顕けん現げんできる精神体のようなもので、呼び出された世界に応じて肉体を手に入れます。『ケイオス』はその強大な力を発揮するために多くの生け贄を必要としましたが、私は『レギオン』と完全な支配契約を結んでいるため、無条件で彼らを召喚できるんです」

　だから、とバルフレア。

「随ずい分ぶんと威勢の良い事を言っていましたが……貴女ひとりで私を倒せるとでも？」

　と先程の己の言葉をそのまま返されて、

「……………………」

　成瀬万理亜は沈ちん黙もくした。

　相手は魔神を操あやつる高位魔族。『ケイオス』の時は、刃更と澪が、敵のレオハルトや、それこそラムサスの力まで借りてようやく撃退する事ができた。しかし、あの四人が力を合わせても倒しきるまでは至らず、次元の狭はざ間まへと送り込む事でどうにか危機を脱だつした。

　それが魔神という存在だ。

　……でも。

　刃更は斯波と戦いに行った──決して譲ゆずる事のできない大切なものを守るために。

　その中に、自分達が含ふくまれている事を万理亜達は知っている。

　今までも刃更はそうやって、ずっと万理亜達の事を守ってきてくれた。

　だから今なのだ──今こそ自分達は、彼の力にならなくては。

　澪と柚希は既すでに顕現した四神と戦い始めているし、間もなく胡桃とゼストもそれぞれの戦場で戦い始めるだろう。ならば自分も戦わなくてはならない。

　成瀬万理亜の戦場は、今この場所なのだから。よって、

「…──別に、勝てるなんて自うぬ惚ぼれるつもりはありませんよ」

　万理亜は、先程バルフレアが放ったものに近い言葉を返す。

　譲れぬ思いを胸に抱いだき、ひたすらに前だけを見据えて。

「ただ、負ける訳にはいかないんです……ならそうしますよ、私は」

　そう告げると同時──成瀬万理亜は『レギオン』の大軍へと向かって一気に駆け出した。
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　風のような疾しつ走そうで、砧公園の敷しき地ち内を抜ぬけた刃更達が駆ける道がある。

　公園の南から北西へ──都心方面へと繫つながっている首都高速三号線だ。

　都心と逆方面は東名高速へと繫がり、西へと続いているこの道は、恐らく斯波が山さん川せん道どう澤たくの際に白虎を顕現させる大道として設定しているものだ。

　そのため周囲に対する警けい戒かいは怠おこたらないものの、胡桃とゼストの二人を伴ともなった刃更は先を急ぐという一点に集中する事ができていた。もしこの道が戦闘で破は壊かいされるような事になれば、白虎へと巡めぐる力も途と切ぎれてしまう──斯波達にしてみれば、それは避けたい事態だろう。そうした状じよう況きよう分ぶん析せきを行ないながら、

「………………」

　胡桃とゼストを両りよう翼よくのように、左右の斜ななめ後ろに従えながら、東城刃更は無言で夜の高速道路をひた走る。その表情が自分でも解るくらいに硬かたいものになっているのは、遠く背後の方角から聞こえてくる戦闘音のせいだ。するとこちらを気き遣づかうように、

「…──大だい丈じよう夫ぶだよ、刃更兄ちゃん」

　と、左斜め後ろにぴったりと付いてこちらと同じ速度で駆けながら胡桃が言った。

「澪達も……それにお姉も」

「ああ……」

　戦場に残してきた三人を思いながら刃更が頷うなずくと、

「刃更様──我々の手で、この道路を破壊するという訳にはいかないのですか？」

　今度は胡桃とは逆、右斜め後ろのゼストが尋たずねてくる。

「先ほど仰おつしやっていた山川道澤の観点で考えれば、この道を壊こわす事で、或あるいは白虎へと流れる力を断たつ事ができるかもしれません。澪様への有効な援えん護ごになると思うのですが」

　という彼女の提案に、

「ああ……その可能性は充じゆう分ぶんにある」

　と刃更はゼストの言葉の有効性を認めた。

　──澪が白虎と戦っている砧公園では、万理亜もバルフレアと戦っている。

　よって澪と万理亜のどちらかが敗北するような事があれば、必然的にもう一人は２対１という劣れつ勢せいへと追い込まれる事になる。逆に澪達二人のどちらかが勝てば、こちらが２対１へと相手を追い込めるのだ。この首都高速三号線を破壊する事で白虎を弱体化させられれば、澪と万理亜の勝利の可能性を上げ、二人を助ける事にもなる。

「でも……そこまでやるのは止やめておいた方が賢けん明めいな可能性が高い。四神は担当の方位地区を守護する存在だ。俺達がこの地区を攻こう撃げきするような真似まねをすれば、白虎がこちらを最優先に排はい除じよすべき障害に設定して、後を追ってきかねない。それじゃあ、俺らが先へ行くために白虎の相手をしてくれている澪の頑がん張ばりが無む駄だになっちまう」

　それに、と刃更。

「顕現した聖せい獣じゆうとしての四神を倒たおす事については恐らく問題ない……『五行』の力を利用したい斯波さんにとって、神器である『四神』は替かえが利きかないものだからな。でもこの東京の街は、斯波さんにとって替えが利いてしまうんだ。五行や風水を利用した土地は、ここ以外にもあるからな」

　よって。

「山川道澤を崩くずすような真似をしたら、斯波さんにとってこの東京は価値を失う……そうなれば、斯波さんはこの結界を解き、逆転配置した『四神』を暴走させて街を破壊させるだろう。そうして都市の大規模破壊という前例を作った上で別の土地に結界を構築すれば、こちらは同じ展開になる事を恐おそれて手が出しにくくなる事まで見み越こして」

　だから、と刃更。

「俺達は、斯波さんにこの結界と東京の街へ利用価値を持たせたまま、あの人を倒す必要がある……そのためには」

「この東京を、斯波さんが目的を果たすのに有効な場所に保つ必要があるんだね」

　という胡桃の言葉に、刃更が「ああ」と頷くと、

「……解りました。私達は急ぐしかないという事ですね」

　とゼストが納なつ得とくの頷きを放ち──考えを統一した刃更達は疾走の速度をさらに上げる。

　すると程ほどなく、首都高速が三号線から環かん状じよう線へと入った。それは間もなく、空間が切り替わる中央地区との境界線がある事を意味する。

　刃更達が進む先──今いるこの西地区と繫がっているのは『火』属性の南地区だ。

　対応する四神は『朱雀すざく』。その事を刃更が改めて思った時、

「……刃更兄ちゃん、次はどこに出ると思う？」

　顕現した朱雀の相手を務める事になっている胡桃が尋ねてきた。

「これまでは山川道澤が、それぞれ対応してる『四神』に対して相生関係にあったよね」

　たとえば東方の青せい龍りゆうは『木』属性で、対応する山川道澤は『川』……よって『水』属性のため、『木』を生む相生の関係にある。そして西方の白びやつ虎こは『金』属性で、山川道澤は道……これは『土』属性であり、やはり『金』を生める相生の関係だ。しかし、

「南方の朱雀に対応する山川道澤は、眼の前に『澤さわ』がある事だ……中央地区の位置から察するに、『澤』として設定されているのは間違いなく東京湾わんだろう」

　それは、かつて江戸時代にも『澤』として設定されていたものだ。だが、

「東京湾は、朱雀の『火』属性に対して相そう克こくの関係にある『水』の属性……そうなると、青龍と白虎のある東西よりも弱い力になり、四方のバランスが崩れる事になる」

「だとしたら、私が戦う『玄げん武ぶ』も同じ問題を孕はらんでいますね。北方を司る玄武の属性は『水』……しかし対応する山川道澤は『山』であり、玄武の『水』属性を堰せき止める事で相克する『土』属性です」

「ああ──でも、だからこそ逆に油断はできない」

　と前方を見み据すえながら刃更。

「この結界は、東西南北のバランスが保たれた状態で展開されていた。それは斯波さんが、山川道澤による『朱雀』と『玄武』への相克を解決しているって事だ」

「つまり……何かしらの仕し掛かけがあるって訳だね」

　そう警戒したように言った胡桃に、

「そうだ──頼たのめるか胡桃？」

　と刃更が告げると、胡桃は「了りよう解かい」と言って……次の瞬しゆん間かん、刃更達は宙を舞まっていた。

　胡桃が飛行魔ま法ほうを発動したのだ。それは空間を渡わたった先が東京湾で──さらに海上だった時のリスクに備えてのもの。しかし、高度を上げすぎないのは鳥である朱雀といきなり宙で接敵してしまう事を避さけるためだ。そして、

「念のために風の魔法障しよう壁へきであたし達の周囲を覆おおっておくよ。最悪、出た先が東京湾の海中だったなんて事になったら困るからね──行くよ」

　と胡桃が言った直後、刃更達の視界が白く染まった。

　空間を渡った際に起こるホワイトアウト現象だ。

　──視界が眩まばゆい輝かがやきに覆われる中、東城刃更は確かに転移が行なわれた事を悟さとった。

　視界はまだ晴れていない──それでもこちらに転移を教えたのは潮の匂においだった。

　それは出現場所が東京湾と想定していた刃更達の推測が正しかった事を意味する。

　しかし視界が晴れた時、刃更達が浮ういていたのは東京湾の上ではなかった。

　地面の上だ。しかも周囲には、朱雀の『火』属性に相生を行なえる『木』属性まで無数に存在していた──樹木だ。そして胡桃が飛行魔法を解き、三人で地面へと降り立った刃更は、辺りを見回しながら、

「やっぱり臨海公園か……」

　これなら『相生』によって『火』属性の朱雀を生み出せる──だが、そこまでは刃更も読めていた。しかし、それでも付近に海が──大量の『水』属性が存在している事に変わりはない。にも拘かかわらず、

「…──刃更様」

「ああ……」

　ゼストの呼び掛かけに、刃更は頷きながら宙を見上げた。

　──すると、こちらの視線の先に夜空を明るく照らすものがあった。

　それは揺ゆらめく炎ほのおを纏まとった紅の巨きよ鳥ちよう──朱雀だ。

　やはり、斯波は『朱雀』に対する相克の問題をクリアしていた。

　だが一体どうやって──そう疑問を抱いた刃更とは裏腹に、

「そっか……そういう事だったんだね」

　霊れい操そう術の籠こ手てに嵌はめられたエレメントを輝かせながら、胡桃が納得の呟つぶやきを漏もらした。

「精霊がこの場所の事を教えてくれたよ──ここは『ちどり公園』だって」

　それは東京湾の川崎方面に浮かぶ人工島にある公園だ。

「成る程……名は体を表し、そして体を現す事へと繫がります。土地の名前に朱雀と繫がる場所を選ぶ事で、相克による影えい響きようを減らしたんですね」

　と言うゼストに、

「いや、それだけじゃない……」

　と厳しい表情で刃更。

「ここには、もう一つ朱雀を助けるものがある」

　そう言って刃更は視線を横へと向けた。

　見み詰つめる先は、自分達の立っている公園の西側──その先に、巨大な施し設せつが建っている。

「あれは──…」

「──川崎火力発電所だ」

　こちらと同じものを見たゼストに、刃更は答えを告げながら思う。

　東京湾の海水を冷れい却きやく剤ざいに利用してなお、生じる炎の高熱によって電気を発生させている火力発電所──斯波はあの施設の存在を利用して、東京湾の『水』による相克に負ける事なく、朱雀の『火』属性の力を強めて顕けん現げんさせたのだと。そして、

【──────】

　翼つばさをはためかせる事なく夜空に浮かんでいる朱雀は、攻撃を仕掛けてくる事なくこちらを見下ろしている。それは守護聖獣としての性質もあるのだろうが、

　……ここで戦えば、火力発電所に被ひ害がいが出る可能性があるからな。

　この南地区を守護するため、自らを顕現させる役割を担になっている火力発電所が壊れるような真似はしないように斯波に設定されているのだろう。

　──とはいえ、そうなったら困るのは刃更達も同じだ。

　先程の首都高速三号線と同じで、朱雀を顕現させている地勢の力を削そぐ真似をすれば、斯波は利用価値が無くなった東京を破は壊かいという形で放ほう棄きしかねないのだから。

　しかし、それでもこちらはあの朱雀を倒すしかない。だから、

「──刃更兄ちゃん、ゼスト……行って」

　その事を誰だれよりも理解している胡桃が、静かな声こわ音ねでそう言って前へ出た。







　前へと一歩を踏ふみ出した胡桃は、その足を止める事なく朱雀へと向かって歩き出した。

「胡桃さん……」

　こちらの背中に放たれたゼストの呼び掛けに、胡桃は肩かた越ごしに背後を振ふり返る。すると刃更とゼストの二人がこちらを見詰めていて──だから胡桃は笑えみを浮かべながら、

「確かに顕現はしているけど……それでも東京湾が近くにある事に変わりはないから」

　そう言うと、真夜中の太陽のように夜空に浮かぶ紅の巨鳥を再び見上げながら、

「なら、地の利があるのはあたしの方──少なくとも、お姉や澪よりはずっとマシだよ」

　だから、と胡桃。

「早く行って……二人がここにいたら、アイツを倒せない」

　そう促うながすように告げると、

「……解わかった。無む茶ちやはするなよ」

　と、刃更がこちらを信しん頼らいするように言ってきて──だから。

「うん……任せて」

　胡桃が朱雀から視線を逸そらす事なく告げると、背後で地面を蹴けって駆かけ出す音が生まれ、刃更とゼストの気配が遠ざかっていく。

　そんな二人を胡桃は振り返る事なく背中で見送ると、やがて一つの魔法を唱えた。

　飛行魔法だ。夜空へと舞まい上がった胡桃は、朱雀と視線が同じ高さとなる位置で一いつ旦たん静止する。そして、

「アンタも霊獣だ。だったら、あたしが何を言っているかは伝わっているよね？」

　霊操術の籠手──そのスロットに嵌められている炎のエレメントを通して、野の中なか胡桃は眼めの前の朱雀へと呼び掛けた。

「空でやろうよ……この辺りが壊こわれるとお互たがいに困るでしょ」

　それに。

「その方が──お互いに思う存分戦えるだろうから」
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　胡桃に朱雀の相手を任せた刃更は、ゼストと共に湾わん岸がん線を北上した。

　──結界内で、五行の中央地区として設定されている内の一つである港区。

　その境界線を越こえた所で三度目の転移が発生し、刃更達は次の地区へと飛ばされて。

　そして辿たどり着いた先は、『水』属性の玄武によって守られている北地区だ。

「ここは──…」

　眼の前にあったのは、塀へいに囲まれた広い敷しき地ちを持ち、奥が暗いため黒のシルエットだけが浮かび上がっている、山のように巨大な施設。それを前にして眉まゆを顰ひそめたゼストに、

「──多分、北区のどこかだ」

　油断なく辺りを警けい戒かいしながら、東城刃更は己おのれの推測を口にした。

　──土地に四神相応をもたらすために必要な『山さん川せん道どう澤たく』。

　その中で北側と南側は、山川道澤の五行がそれぞれの方位に対応している四神の五行に対して『相そう克こく』の関係にあるという問題を孕んでいる。

　しかし──斯波はこの問題をクリアしていた。『火』属性の朱雀すざくが守護している南地区の『澤』──東京湾の『水』属性を、朱雀という鳥の存在を強める「ちどり公園」と、隣りん接せつしている川崎火力発電所によって『火』属性を強められる土地に神器を設置する事で相克にマイナスの問題を解消したのだ。そして玄武が司つかさどる『水』属性の北地区の山川道澤は『山』──それは『水』の流れを堰き止めてしまう相克関係の『土』の五行の地勢で、南地区と同じく相克の障害をクリアする何らかの仕掛けが必要な場所だ。だからこそ、

　……恐おそらく、北区で間違いない……。

　刃更は己の推測に一定の確信を持った。東京二十三区において、純じゆん粋すいな方位のみをその名にしている『北区』。それは北方を司る玄武を顕現する場所として最適だろう。

「成る程ほど……地名を利用する事で、山川道澤による玄武への相克を解消したのですね」

　と納なつ得とくの呟きを漏らしたゼストに、刃更は「多分な」と頷うなずきを入れつつ、

「でも、それだけじゃない筈はずだ……地名に因よる事で相克へ対処するなら、北区の中でも玄武が最も力を得られる場所を選ぶだろう」

　恐らく、この場所にも何らかの意味がある。

「土地の力を利用するとしたら、北区の最さい北ほく端たんでしょうか？」

「かもしれないな……」

　とゼストの推測に刃更が応じた──次の瞬しゆん間かん、

『────っ!?』

　刃更とゼストは、二人同時に息を吞のんで身構えた。

　不意に走った緊きん張ちよう──その理由は、眼の前にあった巨大な暗い建物のシルエットが、ゆらりと動きを見せたからだ。そして、次にズシンという重低音が生じて地面が震ふるえる。

　あれは建物ではない。ならばその正体が何かはもう考えるまでもなかった。

「玄げん武ぶ──…」

　暗くら闇やみの中に浮かび上がるようにして、顕現している状態にある北方を司る巨大な聖せい獣じゆうを前に、刃更がその名を口にすると、

「──刃更様、あれを」

　ふと、隣となりのゼストが視線であるものを指した。

　それは敷地を囲む塀が途と切ぎれている場所──眼の前の建物の入り口と思おぼしき正門だ。

　その右手、煉れん瓦が造りの塀に掛けられている黒色の看板に施設の名前が書かれている。

　縦向きに上から下へと綴つづられている文字は──『十じゆう条じよう駐ちゆう屯とん地ち』。それを見て、

「そういう事か……」

　自衛隊は、国を守る事を目的とした組織──つまりは守護聖獣の四神と概がい念ねん的てきに重なる部分を持った日本最強の存在である。また十条台という高台にある事で、北方の山川道澤である『山』という条件も満たしている。南関東に属するという方位上のマイナス要素を持った東京に展開した結界内での最北端に固こ執しつするよりも、四神の存在理由ともいうべき『守護』の特性を強める方が良いと斯波は判断したのだろう。

　刃更は素す直なおに認める──斯波は、先程からこちらの想像を超こえる意味や要素を含ふくんだ仕し掛かけを施ほどこしていると。そして現状、自分はまだそれを読みきる事ができていない。

　……でも。

『四神』によって、五行のバランスが取られた結界が展開されているのは紛まぎれもない事実であり現状である。そして南地区では、朱雀が山川道澤からの相克をものともせず顕現していたのだ。ならば、この北地区でも聖獣としての玄武が顕現しているのは当然の事であって、その仕組みについても自分達は理解する事ができている。

　無む駄だに驚おどろいたり、焦あせったりするのは愚ぐの骨頂。ここは斯波が先手を取って作り出したフィールド──ならばこちらが後手に回るのは自然なこと。それで相手が優位であるなどと頭の中を囚とらわれていたら、それこそ向こうの思う壺つぼである。それでは斯波を脅きよう威いに感じた事で思考を誘ゆう導どうされて、四神を奪うばわれ逃にげられてしまった時の二の舞まいになりかねない。

　その事はゼストも理解しているようだった。だから、

「刃更様──予定通り、ここは私にお任せ下さい」

　そう玄武を見み据すえながら、先を急ぐように促してくるゼストに、しかし刃更は無言を返す。これまでのように明確な言葉を返さなかったこちらに、

「…………刃更様？」

　どうしたのかとゼストが問うてくる。だから、

「相手は玄武だ……途と中ちゆうまで、俺も一いつ緒しよに戦った方が良いかもしれない」

　と、刃更は己の考えを口にした。そんなこちらに、

「……他ほかの皆みなさんと違ちがい、私では四神を相手にするには不足だとお考えなのですか？」

　不安げに見てきたゼストに対して、

「そうじゃない……お前の強さを信じていない訳じゃないんだ、ゼスト」

　刃更は首を横に振って告げる。

「ただ──玄武は、四神の中でも特別なんだ」

　何故なぜならば。

「他の四神と違い、玄武は亀かめの身体からだに蛇へびの尾おという二体の霊れい獣じゆうが組み合わさった存在だ。そのせいで、四神の中では最強だとする説もある」

　そして、と刃更。

「ここは斯波さんが、神器である『四神』を用いて作り出した結界で、魔ま族ぞくのゼストにとっては力を発揮しにくい空間になっている。他の皆と比べて、負担が大きいんだ」

　だから。

「身体の亀か、尾の蛇か……せめて、どちらかを倒たおすまでだけでも」

　と言うこちらに、

「そういう事でしたか……私を心配して下さっていたのですね」

　それまで曇くもらせていた表情に、ふっと笑みを浮うかべてゼスト。

「ですが──それならば、そのご心配は無用です刃更様。メイドは主あるじを支え、その望みを満たす助けとなるものです」

　そして。

「私は貴方あなたの……刃更様のメイドです。貴方の足あし手で纏まといになる事だけは、絶対に致いたしません。刃更様が主として私を信じ、命じて下さるのならば、私はメイドとして必ずやその期待に応こたえてみせます」

　それに、とゼスト。

「私のために刃更様をここで足あし踏ぶみさせてしまっては、結局は刃更様の足を引っ張る事になってしまいます。刃更様が仰おつしやっていた予測が全すべて事実だったとしたら。最も危険なのは、やはり──あの斯波という男なのですから」

　そこまでゼストがこちらを心配する理由を、東城刃更は理解できていた。

　──かつて徳川家康が、江戸の街作りに四神相応を利用した。

　その結果、二百五十年以上にも亘わたって続いた一つの時代を築き上げ、さらに今もこの国の中ちゆう枢すうとして栄えている街が作り出されている。

　……そして。

　斯波が今回設定した四神相応の規模は、徳川家康の比ではなく──さらに五行の相生による四神の顕けん現げんまで行なっているのだ。ただでさえ強大な力を持っている斯波が、四神を従え全ての力を司る存在になろうとしている。

　それは斯波を天上の存在へと──神々の領域へと至らせるだろう。そんな事態だけは何としても避さけなくてはならない。しかし斯波は既すでに強大すぎる力を持っている。こちらも随ずい分ぶんと力を付けているとはいえ、刃更一人で勝てるかどうかは未知数だ──そう考えている刃更に、こちらの瞳ひとみを見据えながらゼストが言ってくる。

「刃更様……それでも私は貴方を信じています。澪様に万理亜、胡桃さんや柚希さんと同じように」

　一息。

「貴方ならあの男を──斯波恭一を打ち倒し、彼の目もく論ろみを必ず止められると」

「ゼスト……」

　思わず彼女の名を呼んだこちらに、ゼストは「ですから」と微び笑しようを浮かべて、

「刃更様も私を──私達を信じて下さいますか？」

　そうこちらへ問い掛かけを放ってきたゼストに、刃更はしばし無言だった。

　しかし──やがて彼女の想おもいに応えるようにしっかりと頷くと、

「解わかった……ゼスト、主として命じる」

　東城刃更は静かに告げる。

「あの玄武をお前に任せる──だから、必ず勝て」

　すると、ゼストはメイドとしての至上の喜びに笑えみを浮かべて「はい」と頷くと、右の膝ひざと手を地面に付いた。そして次の瞬間、展開されたのは巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんで──直後、ゼストの足あし下もとの地面から生み出されたのは、玄武に勝まさるとも劣おとる事のない巨大なゴーレムだ。

　亀と蛇が組み合わさった玄武を二体とカウントするなら、これで数の上でも２対２で、

「──刃更様も、どうかご武運を」

　とこちらへ告げると、ゼストは背中の翼つばさをはためかせて一気に上じよう昇しよう。そしてゴーレムの肩かたに降り立つと、自衛隊駐屯地の敷しき地ち内に佇たたずむ巨大な玄武を見据えて、

「貴方に勝利せよと、主より命を賜たまわりました──行きます！」

　そうゼストが言うなり、ゴーレムが地面を蹴けって北方を司る黒の聖獣へと突とつ貫かんした。

　一方──刃更は、ゼスト達の戦いぶりを見る事なく駆かけ出した。

　主として彼女を信じると決めたからだ。だから、

『────────』

　背後から激しい激げき突とつ音が聞こえてきても、東城刃更は足を止めなかった。

　ただひたすら前だけを見て走り続けていく。

　この先にある──己おのれの戦場へと向かって。
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　走り出した刃更は、北地区を南下していった。

　地面を踏ふみしめる足に力を込め、肉体を前に飛ばすようにして蹴る事で生まれるのは、己の身を風にするような全力疾しつ走そうだ。

　そうしてあっという間に北地区を駆け抜ぬけて──そして外そと堀ぼり通どおりを抜けた所で、

「──────」

　刃更は白い輝かがやきに包まれた。空間転移が生じた事による発光現象だ。それは刃更が、とうとう最後の地区に──中央地区へと足を踏み入れた事を意味していて。そして、

「………………」

　白い輝きが収まった時、東城刃更は光の塔とうの前に立っていた。

　それは夜間、赤と白にライトアップされる電波塔。

　この街のシンボル──東京タワーだ。

「ここか……」

　東京の中心、中央に設定するに相応ふさわしい場所がこの地区には幾いくつかある。

　その代表格として挙げられるとしたら、皇居や国会議事堂がある。

　だが皇居は、かつて時の大将軍である徳川家康が、四神相応に則のつとった街作りを行なう際に中央の起点とした江戸城と同じ場所にあるものの、日本という国の象しよう徴ちようが住まう場所であって東京の街に縛しばられない。それは国会議事堂も同様で、あの建物も政治の中枢・日本の中枢であって、東京という街の中枢ではない。

　東京駅という可能性も考えられたが、あそこは中心というよりも玄げん関かん口だ。人々が留とどまる事なく流れ続けるという場ば所しよ柄がらも、五行の力を集める中央には相応しくない。

　……でも、ここは違う。

　この東京タワーは都心とされる場所にあって、かつ多くの人が集まる場所だ。

　また電波塔という増ぞう幅ふく装置である事も、五行の相生と通じる概念を持つ施し設せつと言える。

　電波塔にはスカイツリーもあるが、あちらは都心ではなく東側にあるため結界の中心に据すえるには不向きだし、人が多く集まっているのも日本一の高さを誇ほこる観光名所だからだ。東京タワーも観光名所ではあるものの、こちらは東京の象徴として人々の間に根付いており、正に現代の東京の中心と言っても過言ではない場所である。

　五行と四神相応を基もとにして作られた結界の中心地にして終着点──それがこの東京タワーだった事に、刃更が納なつ得とくを得ていると、




「……やあ、来たね」




　ふと薄うすい笑みを含ふくんだ声がした。見れば東京タワーの真下──この場所の中心地に佇む一人の青年の姿がある。

「斯波さん……」

　こちらを待ち受けていた彼の名を刃更は口にすると、

「聞きました……貴方の過去の事」

　そう言って、斯波の心の内を想いながら彼を見み詰つめる。

　もしも──自分が斯波と同じ生おい立ちだったら。あの場所に立っていたのは自分かもしれない。それ程ほどの事を、斯波は《バチカン》に──勇者の一族にされている。だが、

「それでも斯波さん……俺は貴方のやろうとしている事を止めます」

　斯波が譲ゆずれぬ想いを抱いだいているのと同じように、刃更もまた決して譲る事のできない大切なものがある。それを失うわけにはいかない──断じて。すると、

「へえ……その口ぶりじゃ随分と深い所まで聞いたみたいだね」

　と斯波。

「とはいえ長老達が君達に伝えるとは思えないし……となると修哉さんか、もしくは薫さんから教わったのかな？」

　と、そこまでを言うと斯波は笑みを深いものにして、

「全く……残ざん酷こくな事をするよね」

「……確かに《バチカン》の特務部がやった研究と、そのために貴方にした事は決して許されるものではないかもしれません。でも、だからってこんな……」

　と言う刃更に、

「あれ……やだなあ刃更、何言ってんのさ？　僕が言った『残酷』っていうのは、別に《バチカン》の研究や僕みたいな存在を生み出した事じゃないよ」

　と、あっけらかんと斯波。

「僕が言っているのは……君に僕の秘密を教えた、修哉さんや薫さんの事だよ」

「貴方を止めようとしている俺達にとって、必要な情報と判断したからでしょう。土ど壇たん場ばで貴方の口から聞かされて、動どう揺ようしてしまう事のないように……」

「その事については僕も異論や反論はないよ……ただ、あの二人は誰だれより最初に話さなければいけない筈はずの相手には、僕の事を伝えていない」

　そう、と斯波。

「──当事者である、迅さんにはね」

「それは……」

　斯波の言葉に刃更は表情を苦いものにした。

　その事は薫から斯波の話を聞いた際に、彼女から打ち明けられていたし、

　……それに。

　斯波が迅のクローンであるという真実を聞かされた時点で、薫や修哉が迅に言えなかったというのは想像がついていた話だった。

　自分のクローンを使って残酷な研究をしていた挙げ句、その悲劇の産物となった斯波を政治的な駆け引きの材料に使うような真似まねをしていたと聞かされたら、それこそ迅は《バチカン》や《里》を許しはしなかっただろう。最悪、迅が勇者の一族の敵に回って、激突していたとしてもおかしくはない。

　迅とウィルベルトの関係や、刃更の出生の秘密について知っているのは、当事者と一部の関係者だけだ。よって勇者の一族と魔族との間に結ばれた休戦協定は、迅の存在が魔族に対する有効な抑よく止し力りよくとなっていた事によるところが大きい。迅が勇者の一族と敵対した事を知れば、ウィルベルトでも魔族内の好戦的な勢力を抑おさえきれなかった可能性がある。

　迅が一族から離り反はんするリスクを考えた長老が、当時から迅と共に将来の長老候補だった修哉に斯波の秘密を話し、迅に真実が漏もれる事のないようにと伝え、そして修哉もそれを吞のんだというのは想像に難かたくない。もし先の大戦が続いていれば──刃更や柚希を始めとする子供達の世代も戦場に立つ事になっていた。大戦で一線を退くほどの重傷を負っていた修哉からしてみれば、娘むすめの柚希や胡桃を始めとする子供達を、命を落とす危険性の高い戦場へ送らずに済むのならと、苦く渋じゆうの決断でそれを吞んだのだろう。

　……けれど。

　そこまでは良い──薫からその話を聞いても、修哉や薫の苦く悩のうは理解できたし、仕方のない事だったのだろうと刃更も思えた。だが、刃更には一つ腑ふに落ちない点があった。

　果たしてあの迅が、修哉や薫が言わなかったくらいで、斯波の真実に気付かないなどという事があるだろうか？

「恐おそらく、親父おやじは斯波さんの事を……」

　と口にしたこちらに、

「うん……迅さんは僕の正体については知っているよ」

　肯こう定ていの頷うなずきと共に斯波が言った。

「だって──他ほかならぬ僕自身が、迅さんに《バチカン》がした事を話したからね」

「斯波さんが……？」

　それは刃更も想像していなかった、暴挙とも言うべき真相だ。

　──無論、刃更が迅を大切に想おもっている事は斯波も知っている。

　今の言葉も、こちらの動揺を誘さそうための作り話という可能性はある。

　……でも。

　東城刃更は想う──斯波の言った事は、恐らく真実だろうと。斯波の性格を考えた時、迅に真実を伝える真似を行なう事は充じゆう分ぶんに考えられるからだ。

「……親父は貴方あなたの話を信じたんですか？」

「勿もち論ろんだよ。あの人は単に強いだけじゃない。色々な事に聡さとい人だからね」

　だから、と斯波。

「僕が伝えるより先に、自分自身でも感じ取っていたとは思うよ。だから僕の話を聞いて『そうか』って言った後、僕に向かって何て言ったと思う？」

　当時を思い出したのか、斯波はどこまでも楽しそうに、

「『──で、お前の狙ねらいは何だ？』だってさ。僕が迅さんのクローンだっていう話は、《バチカン》や《里》にとっては不都合な真実だけど、僕にとっては切り札となり得うるものだ。だから、わざわざそれを迅さん相手に切った意図と、僕自身が何を望んでいるかの両方を迅さんは聞いてきたんだよ」

　凄すごいよね。

「自分のクローンが大量に造られて、実験が行なわれていたなんて話を聞いたのに、疑うどころか呆ぼう然ぜんとすらせずに、ノータイムでそんな事を言ってくるんだから」

　と斯波。

「いやもう最高だったよ……《バチカン》の研究所は結構な地じ獄ごくだったし、それなりに自分の生まれについては呪のろっていたけどさ。自分の元になったのがあの人だったっていうのは、僕にとっては唯ゆい一いつと言って良いくらいの喜ばしい事実だったね」

　まあ。

「同時に、迅さんをそれ以上に憎ぞう悪おもしたけど──何せあの人の力や存在は、アルバレオスを始めとする当時の特務部が、あれだけの禁きん忌きの研究に手を染めてしまうだけの魅み力りよくがあったって事なんだからね」

　そうした斯波の言葉に、

「………………」

　刃更は真相について理解しながらも、納得しきれない部分を残していた。

　──斯波の《バチカン》や《里》に対する憎にくしみは、ある意味では正当なものだ。

　だが、そうだとしたら──勝手に自分のクローンを造られ、残ざん虐ぎやくな研究が行なわれていた迅の怒いかりも当然であり、相当なものだろう。それなのに、

「どうして親父は……」

　それをぶつける事なく吞み込めたのか──刃更が解わからずにいると、

「迅さんは、どうして行動を起こさなかったのか……かい？」

　と、斯波がこちらを見み透すかしたように言った。

「そんなのは決まってるよ。一つは、親友の修哉さんが自分に言わずにいる理由を……いや、想いかな？　それを迅さんは理解して汲くんだのさ」

　そして。

「それ以上に大きかったのが──刃更、君の存在だよ」

「……俺が？」

「うーん……君は迅さんの事を凄く大切に想っているようでいて、迅さんが君の事をどれだけ想っているのかについては、しっかりとは理解できていないのかな」

　考えてもご覧よ、と斯波。

「もしも迅さんが、感情任せに自らの怒りを晴らすための行動を取れば……一番のしわ寄せはどこに行くと思う？　息子むすこの君だよ。それに《バチカン》へ向かおうにも、まだ幼い君を連れて行く訳にはいかないし、かといって《里》に君を置いて行けば人ひと質じちに取られるのがオチだ。頼たよれる相手はいたみたいだけど、《バチカン》や《里》に弓を引くような真似をすれば、一族に対する正式な裏切り者として世界中に手配される事になる。それはこの世界に居場所がなくなるのと同義だよ」

　それに。

「《バチカン》や《里》を滅ほろぼすような真似をすれば、当時の魔ま族ぞくのタカ派や保守派はこぞってこちらの世界に攻せめ込むチャンスと騒さわぎ立てただろう。そうなれば、たとえ穏おん健けん派のカリスマであるウィルベルトでも魔族を抑えきる事は難しい。いかに迅さんが強くても、一人でこの世界の全すべてを守るなんて事は不可能だからね」

　大変だよね。

「大切なものを持つ事と……そして、それを守り抜ぬく事はさ」

　という斯波の言葉に、

　……親父……。

　東城刃更は改めて思い知る。自分がずっと父に──迅に守られていたのだと。

　そんなこちらに、

「だから五年前……いや、そろそろ六年になるのかな。例の邪じや精せい霊れいのせいで起きた悲劇の後、迅さんが心置きなく一族を抜けられたのは、そうした事情があったからさ。何せ迅さんが守りたいものは、勇者の一族のままじゃ守れなくなっていたんだからね」

　と斯波。

「その気持ちは、もう刃更にも解るんじゃないかな……必要とあらば、一族と対立する事も辞さなくなっている今の君なら」

「………………」

　刃更が沈ちん黙もくで肯定を返すと、

「迅さんや刃更にとっての譲ゆずれないものは、きっと『家族』なんだろう……なら、勇者の一族にとって譲れないものってなんだと思う？」

　と斯波が問い掛かけを放ってきた。

「勇者の一族が何よりも守らなくてはならないもの……それが一体何なのか、君はきちんと理解しているかい？」

「それは、この世界を──」

「魔族の侵しん攻こうから守る事、かい？　だったら君は勘かん違ちがいしているよ」

　こちらの言葉に、暗い笑えみを浮うかべながら斯波。

「勇者の一族が守らなきゃいけないのは、この世界じゃない……自分達の使命だ。それはね、自分達の思う正義を自分達のやり方で行なうって事だよ。だから魔族の侵攻からこの世界を守るために必要ならば、どんな事だろうとやるし、逆に自分達の使命の範はん囲い外がいなら、何一つ救いやしない」

　だってそうでしょ。

「世界中で起きている戦争や紛ふん争そう。現代医い療りようでは癒いやせない難病。人が抗あらがえないような天災。勇者の一族が介かい入にゆうすれば、どれだけの人の命や心が救われると思う？　その気になれば、温暖化や砂さ漠ばく化かなどの自然環かん境きようの悪化にも歯止めを掛けられるかもしれない」

　だから、と斯波。

「もしもこの世界を守る事が使命なら……僕らの力はもっと多くの事に使われて然しかるべきなんだ。でも、勇者の一族はそれをしてこなかったし、これからもそうする事はないだろう。そこまでするのは自分達の使命ではないってね」

　でも。

「そんな欺ぎ瞞まんに満ちた正義や使命しか果たせないのに、勇者なんてご大層に名乗ってる連中なんて必要ない……そうは思わないかい、刃更？」

　そう語り掛けてくる斯波に、

「……斯波さんの考えは解りました。言っている事も解ります」

　刃更はそう言うと、自分がどう考えているのかを告げる。

「……でも、勇者の一族は間違いなく必要だ」

　一息。

「斯波さん──貴方は間違っている」

　断言の口調で、はっきりと否定の意志を突つき付けるように言い放つ。

「勇者の一族が、この世界に起きる全ての悲劇や不幸から人を守る事なんてできない……それができるなんて言う事の方が欺瞞ですよ」

　何故なぜならば。

「俺達は勇者の一族であると同時に人間です──俺達の手はちっぽけで、頼りなくて、いつだって守れるものは限られている。だから、守れるものだけは精せい一いつ杯ぱい守るんだ……それが人間ってものでしょう」

　そして、と刃更。

「この世界を守っているのは、何も勇者の一族だけじゃない。この世界にある脅きよう威いは魔族だけじゃなくて、医者や科学者、警察や軍隊なんかが国を守り、世界を守ってきた。いや……そうした直接的に何かを救う立場にいた人や組織だけじゃない。普ふ通つうの会社員だって、働く事で収入を得て家族を養い、同時に経済を動かす事で社会を支えている。別に意識してなくても、無自覚であっても構わない。たとえ、どれだけちっぽけな範囲や効果であっても。この世界に生きる誰だれもが、自分にできるやり方で、この世界を守っているんだ」

　そして、と東城刃更は言った。

「勇者の一族にとって、この世界を守る事は魔族の侵攻を抑おさえる事だった……それだけの話です。確かに欺瞞はゼロじゃないかもしれない。足りない部分があるのかもしれない。けれど──それでも勇者の一族は、確かにこの世界を守ってきた。時に選せん択たくを間違えた者がいたかもしれない。その罪は償つぐなわなくてはならないものだ。だけど、それでもこれまで勇者の一族は、この世界のために命を懸かけて必死に戦ってきた。その事実を否定する事は誰にもできない」

　一息。

「それが斯波さん──貴方あなただろうと」







　真っ直すぐに見み詰つめてくる刃更に対し、

「やれやれ……ロマンチストだね、刃更は」

　斯波恭一は、肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。

「僕に言わせれば、誰もこの世界を守ってなんかいない。皆みなが等しくこの世界を欺あざむき、滅ぼしていっている。だから僕のやろうとしている事の方が、真の意味でこの世界を救う事に繫つながると思うんだけど……まあ、こればっかりは平行線なんだろうね」

「ええ。俺からしてみれば、斯波さんのやろうとしている事は、この世界を滅びへと向かわせる行ないだ。俺は──俺達は、断じてそれを見過ごす訳にはいかない」

　だから、と刃更。具現化したブリュンヒルドをこちらへ構えて、

「俺達が、ここで貴方を止める──」

　そう言うと同時──刃更の姿がフッと搔かき消えた。

　対する斯波は笑みを浮かべると、

「そっか……それじゃあ」

　言いながら無造作に右の手を上げて──直後。

　ギィィィィィン！　と甲かん高だかい金属音が生じた。それは一いつ瞬しゆんでこちらとの距きよ離りを詰めた刃更が繰くり出したブリュンヒルドの斬ざん撃げきを、斯波が右の手の平で受け止めたもので。

　こちらが斬撃を防いだ事で動きが止まり、姿を現した刃更に対して斯波恭一は言う。

　それは決して譲る事のできない、互たがいの想おもいの行く果て。

「戦って決めるとしようか。僕らと君達……一体どちらがこの世界を救うのかをね」

　そう告げた次の瞬間──東京の中心で、この世界の運命を懸けた闘たたかいが幕を開けた。







　第２章　四神の先にあるもの
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　斯し波ばが作り出した五行の結界の東地区。

　自ら青せい龍りゆうの相手に名乗りを上げた野の中なか柚ゆ希きは、刃バ更サラ達を先へ行かせた後──とある判断を下し、ある行動を起こした。

　それは戦場の移動だ。東方を守護する青龍の五行は『木』属性。そんな『木』属性を相生によって増ぞう幅ふくできる『水』の気が溢あふれている江戸川を利用して青龍は顕けん現げんしている。

　──そんな場所に留とどまるのは、青龍を強めるフィールドで戦うという事だ。

　柚希が刃更と結んでいる主従契けい約やくは、主あるじと配下の信しん頼らいの絆きずなを強める事によって戦せん闘とう力を強化できる。そのため刃更達と共に《里》へ戻もどった時点で、既すでに準Ｓ級クラスにあった柚希の戦闘力は、セリスとの決けつ闘とうを控ひかえていた刃更とさらに絆を深めた事によってＳ級にまで至っている。

　……だけど。

　戦闘を始めてすぐに、野中柚希は相手の──顕現した青龍の強さを分ぶん析せきした上でこう結論づける。このまま、今いる場所で戦っていてはまず勝つ事は敵かなわないと。

　──よって戦場を移動する事は不可欠。

　しかし、江戸川が流れている一帯の江戸川区は川の名を冠かんしている地区だ。『木』属性の青龍に対する強い相生が起きないようにするためには、まずはこの辺り一帯から離り脱だつしなければ話にならない。

　とはいえ、選せん択たく肢しは限られている。結界内の東地区──即すなわち東京の東側は、『木』属性を相生によって増幅できる『水』の気が豊ほう潤じゆんな土地が占しめているからだ。

　江戸川区の南は、同様に川の名を冠する千葉県の市川市。そして隣りん接せつする浦うら安やす市も、かつては市川の一地区──行ぎよう徳とくの一帯に含ふくまれており、どちらも東京湾わんを埋うめ立てている。ただでさえ『水』の気が溢れているのに加え、昔あの一帯は塩田だった。塩は五行では『水』に属しており、或あるいはこの江戸川区よりも青龍と戦うには不向きな可能性がある。

　かといって西に隣接する江こう東とう区くも『江』──つまり川の意を名に持ち、臨海地区でもある土地だ。それでも、もしこれが結界内ではなく外の実空間だったなら、この江東区で戦うという選択肢もあった。何故なら江東区の北東には、亀戸かめいど浅せん間げん神じん社じやがある。

　霊れい峰ほう富士にある浅間神社と同じく、その祭神は木こ乃の花はな咲さく耶や姫ひめ──即ち柚希の霊刀『咲耶』に宿っている神霊なのだ。赴おもむけば『咲耶』を持つ柚希に戦う力を貸してくれただろう。

　……けれど。

　ここは結界の中であり、空間はあくまで複製されたもの。神社の建物を再現する事はできても、祀まつられている神霊までもが複製できている訳ではない。よって、行ったところで形だけの社があるだけで、何の意味もない。むしろ、「亀戸」という土地は水神が祀られているなど『水』の気で満ちているためかえって危険だ。

　四し神じんにおいて、『水』属性の北方を守護する玄げん武ぶが亀かめであるし、「亀戸」は「亀かめ井い戸ど」へと通ずる──即ちあの一帯は複数の『水』の要素を併あわせ持っている土地なのである。

　その点、北に隣接している葛かつ飾しか区くは、名前に川の要素は含んでいないものの、

　……でも。

　江戸川や荒川が流れている土地である事に加え、北の方角は五行では『水』属性だ。北へ行けばそれだけ『水』の気が強くなり、やはり相生によって青龍の力を強めてしまう。

　──しかし、方位が持つ五行の力は、青龍だけではなく柚希にも力を貸してくれる。

　青龍の『木』属性を弱める相そう克こくを行なえるのは『金』属性──それは西の方角だ。

　よって柚希が向かったのは西に隣接する江東区のさらに先。

　墨すみ田だ区くだ。あくまでこの東地区における西側でしかないが、それでも『木』属性の力が少しでも弱められるこの場所を、柚希は青龍を迎むかえ撃うつ場所として選んだ。

　──とはいえ、とにかく西側へ行けば良いという訳ではない。

　この『墨』は西せい端たんに流れている隅田川の『隅』が転じてなったものだからだ。そして、この隅田川はかつて徳とく川がわ家いえ康やすが山さん川せん道どう澤たくのために利用した川──よって両りよう国ごくの辺りまで行ってしまうと、再び『水』の気が増して青龍の力を強めてしまう。

　だから──柚希が戦う場所として選んだのはその手前。

　錦きん糸し町ちようだ。その中でも最も金属が多く存在しているのはやはり駅──その南口を柚希は選択。これは南口側の方が繁はん華か街がいとして栄え、巨きよ大だいなビルが建っている事。そして北口にある樹木の多い錦糸公園の『木』属性を避さけるためだ。

「ここなら……！」

　バスロータリーの歩道橋の踊おどり場に立ち、柚希は東の空を見上げた。すると、

【──────】

　星一つない暗い夜空に浮うかぶ藍あい色いろの龍が、柚希へと向かって突つっ込んでくる。

　──ここまで青龍を誘おびき寄せる事は、難しくなかった。

　青龍は、五行の結界の維い持じだけでなくこの東地区を守護する役割も担になっている。

　よって一度攻こう撃げきを仕し掛かけた柚希を完全に敵と定め、移動するこちらの後を追ってきた。

　己おのれに害をなす敵を──柚希を滅ほろぼすために。そうして、もはや眼前に迫せまりつつあった巨体の青龍に対し、柚希は歩道橋のアスファルトを蹴けって跳ちよう躍やく。直後、それまで柚希がいた場所に青龍が頭から突っ込み、盛大な破は砕さい音と共に歩道橋が破は壊かいされた。

　そんな青龍の上を取った柚希は、

「はあああぁぁぁぁあああぁぁぁあっ！」

　飛ひ翔しようするように宙を舞まいながら咲耶による連続斬ぎりを放った。その無数の斬撃の一つ一つが空気の刃やいばと化し、虚こ空くうを滑すべるように斬り裂さきながら青龍へと向かう。

　しかし──青龍へとぶつかる直前で、その巨体を守るように風の障しよう壁へきが展開。柚希が繰り出した斬撃の鎌かま鼬いたちの全すべてが弾はじかれた。それを見て、

「…………っ」

　柚希は表情を苦いものにする。

　──柚希は万応型剣けん士し。中・近距離で霊刀を駆く使しして相手と戦うスタイルだ。

　霊刀である咲耶の刃の『金』属性は、青龍の『木』属性に相克を行なえるため有効な攻撃となりうる。だから距離を詰つめて直接攻撃を行ないたいところなのだが、四神は五行の属性力を操あやつり攻撃を放つ事ができる。そして柚希は、澪みおや胡桃くるみ、ゼストのように魔ま法ほうを得意とはしていない。よって、

　……もし、下手へたに近付いたら。

　青龍の巨体から木や風を用いた属性攻撃が放たれた場合、咲耶を使用して障壁を張って対応せざるを得なくなる。攻撃のために近付いたのに、防ぼう御ぎよに回らなくてはならないのだ。

　だが──青龍はこの東地区の守護を使命としている。よって周囲に被ひ害がいが出るような遠距離攻撃は避けているようだった。今も、柚希だけを狙ねらって直接突っ込んできたのは恐おそらくそのためだ。こちらとしては、そういう青龍の攻撃を避よけつつ離はなれた場所から攻撃を行ない、少し距離を取って戦いながら勝機を見み出いだしたいところだ。

　しかし今、青龍はこちらが放った中距離攻撃──斬撃による空気の刃を弾いてみせた。

　それは、『木』属性の青龍が操れる風の方が、柚希の繰り出した空気の刃よりも強い力を有しているからだ。

　それは最初に戦端を開いた江戸川付近にいた時から感じていた事で、だからこそ柚希は青龍の力が少しでも弱まり、さらに『金』属性の気が多くあるこの場所を選んだのだが、

　……ここでも、まだ通じない。

　上空への跳躍によって近くのビルの屋上へと降り立った柚希は、攻せめ手を失いながらも状じよう況きようを正確に判断する冷静さを失わない。こうなると青龍と距きよ離りを詰め、向こうの攻撃を受けるリスクを承知で、直接斬ざん撃げきを見み舞まうという戦い方をするしかなくなってくるが、

　……だけど。

　しかし──柚希はその戦法へと踏ふみ出す事に躊躇ためらいを持っていた。

　ダメージを受ける事が怖こわいのではない。斯波によって顕現させられた四神を相手にしているのだ。無傷で勝とうなどというのはムシが良すぎる。それこそ相打ち覚かく悟ごで臨のぞまなければ倒たおせない相手だろう。

　──とはいえ、柚希は死ぬ訳にはいかない。それは何も、刃更と共に生きていきたいという感情的な理由からだけではない。柚希が命を落とせば、主従契約を結んでいる刃更の力もそれだけ弱まってしまう──それだけは絶対にあってはならない事態だ。

　自分達が倒さなければならないのは、あくまで斯波なのだから。

　よって柚希の相手は眼めの前の青龍ではあるものの、かといってこの守護龍に勝てば柚希の戦いが終わる事にはならない。この結界は斯波のフィールドである。たとえ命を落とさないまでも、青龍を倒すために力を出し尽つくしたところを狙われて、それで人ひと質じちになってしまったら──それこそ斯波と戦う刃更の命を危うくしてしまう。

　刃更だけではない。他の地区で戦っている皆みなも危険に晒さらしてしまうだろう。

　そんな事態だけは何としても避けなければ。すると、

【──────】

　急降下で歩道橋を破壊し、そのまま地面スレスレを飛んでいた青龍が、そこから一気に反転。再びこちらを狙って上じよう昇しようしてくる。そんな青の守護龍に対し、

　……焦あせっちゃ駄だ目め。

　柚希は心の中で己に言い聞かせる。先々のリスクを考えなければいけないのは、この結界が展開されている状態だからだ。もし斯波が結界を解いて四神を暴走させてきたら、その時は形なり振ふり構わず倒しにいけば良い。それを最後の手段にして、柚希がこの不利な状況下で青龍を倒す方法を模も索さくしていると、

『──────』

　不意に柚希に対して、語り掛かけてくるものがあった。

　音としての声を持たないその呼び掛けは、柚希の手の中にある霊刀によるもので、

「咲耶──…？」

　柄つかを握にぎる両手を通して感情が伝わってくる。どうか自分を信じて、もっと力を発揮させてくれと。共に戦ってくれている愛刀が示した、願うような意志──それは五行の成り立ちに縛しばられていた柚希に打開策を示してくれるものとなり、

「…──解わかった」

　柚希は己の霊刀に確かな頷うなずきを返すと、青せい龍りゆうに背を向けるなり駆かけ出した。そしてビルの屋上から屋上へと飛び移り、やがて大通りへと降り立つとそのまま疾しつ走そうを開始する。

　この東地区で最も青龍の『木』属性を弱められるであろう錦糸町の地の利を捨て。

『咲耶』に導かれるようにして──南へと向かって。

　──だから、この時の柚希はまだ気が付かない。

　己の背後──自分を追ってくる青龍の向こうに存在している異常に。

　実際の空間を複製した筈はずにも拘かかわらず、そこに在る筈の存在が失われている事に。
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　東地区で、青龍を相手に積極的に戦場を変へん更こうしていった柚希に対し。

　南地区の胡桃は、朱雀すざくとの戦場を大きく変える事はしなかった。

　──翼つばさを羽ばたかせる事で飛翔する鳥は、風と共に生きる種族である。そして風を含ふくむ『木』属性は、南方を守護する朱雀の『火』に対して相生を行なえる属性だ。

　炎ほのおを司つかさどる鳥の朱雀は、五行に照らし合わせて考えれば完成された個体と言える。

　そんな強敵との戦いにも拘わらず、胡桃が戦場を移さなかったのは、『火』属性の朱雀と遭そう遇ぐうしたのが、東京湾わんに面した臨海公園だったからだ。

　──『水』属性は、風を操れる『木』を育はぐくむ事で相生できる属性である。

　よって朱雀に対し、胡桃は『水』と『木』での対たい抗こうを選せん択たく──これにより、戦せん闘とうは必然的に空中戦となった。

　その上でぶつかり合うのは、あちらの『火』属性とこちらの『水』属性だ。

　当然、胡桃が朱雀に対して相克を行なえる。だからこそ、この南地区を胡桃が担当したのだ。しかし──それで朱雀との戦いが有利に運べたかと言えば、答えは否いなだった。

　戦闘は生き物だ。理り屈くつや理論通りには事は運ばない。

　朱雀との戦闘において、胡桃は幾いくつかの問題を抱かかえていた。

　その一つが、互たがいにそれぞれの属性を操る上で適した位置取りにあった。

『水』属性を操りたい胡桃としては、海面に近いほど魔法を発動させやすい──水は常に流れ、形を変えているため、操るのが難しい属性だからだ。よって、可能なら海面に触ふれながら水系魔法を使用して戦いたいところなのだが、

「っ───…！」

　海面スレスレを魔法で高速飛行していた胡桃は、思わず顔を顰しかめたものにした。

　その原因は、胡桃の周囲で爆ばく音おんと共に次々に生まれている巨大な水柱──朱雀が嘴くちばしを開いた口から放ってくる『火』属性の魔法の攻撃が次々に降り注いでいるからだ。

『火』属性を司る朱雀は、海面から離れたいため上空を定位置に選ぶ──そのため、胡桃が海面に近い位置をキープしようとすれば、常に上を取られてしまう。

　飛行魔法による回かい避ひと、水の障壁による防御を並行する事で辛かろうじて堪こらえられてはいるが、空中戦で上を押さえられている状態は致ち命めい的てきであり、

「…──このっ！」

　胡桃は飛行しながら身体からだの前後を反転させると、両の足裏で海面を滑るようにして水みず飛沫しぶきを撥はね上げながら霊れい操そう術の籠こ手てに意識を集中。水の精霊とコンタクトを取ると、足あし下もとの海水をコントロールし、大たい砲ほうの弾たまのように次々に発射する。

　それらは朱雀の『火』属性の炎えん塊かいを対空ミサイルよろしく迎げい撃げきし、さらにそれに止とどまらない。南方は『火』属性とはいえ、山さん川せん道どう澤たくのためこの辺りには『火』よりも『水』が溢あふれており、それらを利用する事で攻撃の手数で上回れるからだ。

　だが──胡桃の『水』属性の攻撃に対し、朱雀は何もしなかった。

　防御も回避もしない。だから、そのまま胡桃の水の大砲が朱雀へと命中し、

【──────】

　だが、朱雀には微み塵じんの変化も生じなかった。水の大砲が命中したと同時に、跡あと形かたもなく消え去ったからだ。それは朱雀の纏まとっている炎によるもの。超ちよう高温の五行の『火』の力が、胡桃の『水』属性の攻撃を無効化したのである。

『水』は『火』を消す相そう克こくを行なえる属性だ。だが五行の相克は、互いの属性の関係だけでなく質や量にも左右される。つまり、

「あたしがとっさに繰くり出すレベルの『水』属性の攻撃じゃ、攻撃までは防ぐ事ができてもアイツ自身にはダメージを与あたえられないって訳ね……」

　胡桃は海面スレスレを飛び、己を追ってくる上空の朱雀を見み据すえながら思う。

　今の戦い方では駄目だ──上を取られている状況的不利を解消するため、海面付近に留とどまる事を諦あきらめて上空で戦うか。或あるいは、回避を犠ぎ牲せいにする事を覚悟で飛行魔法を解き、足を止めて『水』属性の魔法に絞しぼって集中する事で攻撃の威い力りよくや精度を上げなくては。

　しかし──胡桃の選択は、そのどちらでもないものを強しいられた。

【──────】

　上空の朱雀が、巨きよ体たいを回転させながら両の翼を羽ばたかせて──その結果、視界を埋うめ尽つくすほど大量の焰ほのおの羽が、炎の尾おを引きながら胡桃へと目め掛がけて一気に降り注いできたのだ。上にも水平方向にも逃にげ場はない。かといって水の障しよう壁へきで防御しようにも、あの大量の焰の羽が水面にぶつかれば連れん鎖さ爆発を引き起こす。先さき程ほどこちらの水の大砲は、朱雀に当たった瞬しゆん間かんに蒸発してしまった。もし同じように、こちらの水の障壁を蒸発させられてしまったら──その瞬間に胡桃は終わりだ。

　回避も防御も深刻なリスクを伴ともなう。だから、

「────っ！」

　胡桃は第三の選せん択たく肢しを取った──それは回避と防御の両方だ。だから胡桃は、まず障壁を展開した。だがそれは水ではなく風の障壁。それを己おのれの周囲を覆おおうように全球状に構築すると、その状態で飛行魔法による高速移動を行なった。

　ただし、行なったのは急上昇でも水平移動でもない──下方向への急降下だ。

　そして胡桃が一瞬で海中へ──水深深くへと潜もぐったのと、朱雀の焰の羽が海面へと降り注いだのは同時。生じた無数の爆発による凄すさまじい衝しよう撃げきで海面が荒あれ狂くるい、超高熱の嵐あらしを引き起こすが、その影えい響きようは水中深くで風の障壁を展開している胡桃を脅おびやかす事はない。それどころか、海中へと潜った事で胡桃は水を操あやつりやすい状況下に身を置いていて、

「はぁああぁあああぁぁぁぁぁぁあああぁあああぁぁっ！」

　胡桃は左右に突つき出した両の手を、力を込めて胸の前で合わせた──すると水中で放たれた風が激しい水流を生じさせ、胡桃を中心にして巨大な渦うずが形作られる。

　そして合わせていた両手を、今度は天へと向かって振ふり上げた。すると海面から噴ふき上がったのは直径数十ｍの渦か状じようの水柱──それが、そのまま巨大な水すい龍りゆうへと変化するなり上空へと向かって一気に飛ひ翔しようする。朱雀を遥はるかに上回るサイズの水龍は、朱雀のさらに上へと舞まい上がると、そこから一転して急降下。巨大な顎あごを開けて朱雀へと迫せまると、朱しゆの霊鳥をそのまま吞のみ込んだ。

【──────】

　水龍の中で朱雀が身を暴れさせると、途と端たんに水龍の巨体の蒸発が始まるが、

「っ……そうはさせないよっ！」

　海中にいる胡桃は、朱雀が蒸発させる以上の海水を送り込む事で水龍の巨体をキープ。

　水龍に吞み込ませた朱雀を、そのまま東京湾へと引き摺ずり込んだ。

　そして、それと入れ替かわりで自らは海面を突き破るようにして上空へと緊きん急きゆう避難する。

　──『水』は『火』を相克する。さらに海中なら、朱雀に力を与える『火』の気が届く事もない。『火』を司る朱雀にとって、東京湾は毒の沼ぬまのようなものだ。その『水』の力は、朱雀の身体を蝕むしばむように克するだろう。胡桃は両手を真下の海面へと向かって突き出し、魔ま法ほうによる水龍の動きを、朱雀を封ふうじる巨大な渦へと変えながら、

「これで──……っ!?」

　朱雀の動きを封じた事で、己の勝利を引き寄せられた事を思いながら口にした言葉を、驚おどろきと共に吞み込んだ。水の牢ろう獄ごくと化した巨大な渦──その中心を突き破るようにして、燃え盛さかる焰の塊かたまりが宙へと飛び出してきたからだ。そして炎塊は、そのまま胡桃へと向かって一気に上昇してきて、

「くっ──…！」

　とっさに胡桃は身を翻ひるがえしながら飛行魔法を発動。どうにか回避に成功する。そして己の上を振り仰あおいだ胡桃は見る。胡桃が避よけたのは、朱雀の攻こう撃げきではなかった──朱雀自身だ。

　──先程、胡桃は海中へと退避する際に溺おぼれないよう風の障壁を周囲に展開した。

　それと同じ事を、今度は朱雀がやったのだ。ただし朱雀が展開したのは風の障壁ではなく、炎の障壁だったようだが。それでも、一時的に海水を遮しや断だんする事は充じゆう分ぶんにできるだろう。後はその隙すきに上じよう昇しようすれば海中からの脱だつ出しゆつは可能だ。

「あのまま行けると思ったんだけどね……」

　目前にあったと思われた勝利が幻まぼろしだった事に、胡桃は歯は嚙がみする。しかし、

「でも、まったく意味がなかった訳じゃないみたいだね」

　そう漏もらした胡桃の言葉は、強がりという訳ではなかった。見据える先の朱雀の身体は、先程までよりも明らかに縮んでいる。一時的にとはいえ、水龍によって吞み込み、海中へと引き摺り込んでいたのだ。大量の水による相克が、朱雀の『火』の力を削そぐ事に成功したのだろう。今の朱雀になら、先程は通用しなかった水の大砲もダメージを与えられるだろう。そうして少しずつでも『火』の力を削けずっていけば、程なく倒たおす事はできる筈──そう己の勝機を見み出いだした胡桃に対し、朱雀はある動きを見せた。

【──────】

　胡桃に対して急降下を行ない、まるで破れかぶれのような突とつ撃げきを仕し掛かけてきたのだ。

　──力が弱まっているとはいえ、流石さすがにまだ障壁で防げるレベルではない。

　最悪、こちらは障壁ごと焼き尽つくされてしまうだろう。

　しかし、無理に受ける事はせずに避ければ済む話だ。だから飛行魔法で朱雀の突撃を回避した胡桃は、そのまま朱雀の背に水の魔法による攻撃を行なおうとして、

「────っ!?」

　ギョッとなって息を吞んだ。朱雀が飛んでいった先にあるものが見え、朱の霊鳥の狙ねらいがこちらに対する突撃ではなかった事を理解したからだ。

　急降下した朱雀が向かった先。それは東京湾に設けられた大おお井いコンテナ埠ふ頭とうだった。

　そこには寄港中の複数の巨大コンテナ船や無数の工場があって──そして、そこへ朱雀が突っ込んだ瞬間、生じたのは焰を身に纏っている朱雀が衝突した事によって巻き起こった激しい連鎖爆発だ。

「っ……！」

　巨大な炎によって生まれた熱風のうねりを、とっさに胡桃は風の障壁を展開して防ぼう御ぎよ。

　すると眼下──空を焼いてしまう程に舞い上がった炎が、まるで意志を持ったように爆発の中心へと吸い込まれていった。そして、燃え盛る炎の塊かたまりの中から姿を現したのは、東京湾で最も巨大な埠頭に存在していた石油・軽油・重油が燃え上がった事によって生じた超ちよう爆炎をことごとく吸収し、己の力へと変えた朱雀だ。

　その身体は、当初を遥かに上回るサイズへと巨大化していた。それが見かけ倒だおしではない事は、放たれる炎のオーラから明らかで、

「成る程……暴走していない状態なら、色々と頭は回るんだね」

　これで朱雀の力は最初よりもさらに強大なものとなった。対するこちらは、精霊魔法のため魔力は消費しないものの、体力と精神力を消しよう耗もうする。それこそ先ほど朱雀すざくを捕とらえるために巨大な水龍を作り出したせいで、既すでにかなり消耗してしまっている。先程と同じ真似まねは後数回できれば良い方──しかも、それをしたところで今の朱雀に通用するとは思えない。今の朱雀なら、それこそ東京湾わんの水全すべてを蒸発させる事も可能だろう。しかし、

「──────」

　劣れつ勢せいにありながら、胡桃の声と瞳ひとみには微塵の揺ゆらぎもなかった。それは、この区域と朱雀の相手を任されているため。そして自分の勝敗如何いかんで、他の四神やバルフレアと戦っている澪達や、斯波の下もとへ向かった刃更の戦いに影響が生じる事を理解しているからだ。

　野中胡桃は思う──自分は何としても、あの神しん獣じゆうを倒してみせると。

　──先さき頃ごろ、魔界へと赴おもむいた際。

　胡桃は現魔王派との決戦のメンバーの一人として戦ったものの、敗北を喫きつした。

　胡桃の刃更への想おもいを利用した敵が卑ひ怯きような脅きよう迫はくを仕掛けてきて、それを噓うそか真実か見破る術すべがなかった胡桃は、力を発揮しきれずに負けてしまった。その後、魔神ケイオスが現れてからの混乱の最さ中なか、問題の敵については万ま理り亜あと共に撃げき退たいしたのだが、

　……でも。

　それでも胡桃が敗北した事と、それで皆みなの足を引っ張ってしまった事実は変わらない。

　だから、もう二度と負けられない。たとえそれが、自分よりも強い相手だろうと。

　──あの朱雀を、何としても倒す。

　そのために、野中胡桃は己の全てを賭かける。

「もう負けられないんだよ、あたしは……！」

　キッと正面を睨にらみ据すえながら叫さけぶと、胡桃は朱雀すざくへと向かって宙を駆かけていった。
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　東西南北の各方位を守護する聖せい獣じゆうの四神の中において、例外ともいうべき存在がいる。

　それが北方を守護する玄げん武ぶだ。

　他の四神と比べて大きく異なる点は二つ。

　一つは、その身が二体の霊れい獣じゆう──神亀と神蛇とが合わさっている事。

　そしてもう一つが名前。他の四神が『青せい龍りゆう』『朱雀』『白びやつ虎こ』と、「色」と「獣」によって構成されているのに対し、『玄武』だけが異なっている。

　頭の『玄』は「黒」を意味する言葉だ。それは北方の五行である『水』を表す色であり、構成として他の四神とも共通している。

　──しかし後半の「武」に、『玄武』の特異性がある。

　他の四神が、各自を表す「獣」をその名として末まつ尾びに持っているのに対し、『玄武』だけは『玄亀』でも『玄蛇』でもなく、「武」という言葉を置いている。

　実は二体の霊獣が合わさっている『玄武』は、その名にも二重の意味を持つ存在なのだ。

　頭の『玄』は「黒」という色とは別に、『蛇』としての意味も持っている。つまり一文字で「色」と「獣」の両方を表しているのだ。そして『武』は『亀』を意味すると同時に、もう一つ重要な意味を持っている。

　即すなわち──『武神』の「武」である。

　気き性しようの荒あらい「蛇」と、硬かたい甲こう羅らを持った「亀」による攻こう防ぼう一体は、正しく攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを同時に可能とするものであり、守護聖獣の四神において『玄武』は最も戦せん闘とうに特化した存在なのだ。だから、襲おそい来る巨きよ大だいな土人形──ゴーレムを前にして、

【──────】

　それでも玄武は微み塵じんも揺ゆるがない。確かに『土』は、玄武が司つかさどる『水』に対して相そう克こくを行なえる属性だ。こちらが発動する水の魔ま法ほうについても、先さき程ほどからゴーレムの肩かたに乗っている魔族の土系魔法によって防がれてはいる。

　──しかし、向こうの攻撃も玄武には効いていない。

　ゴーレムが繰くり出す拳けん撃げきや蹴しゆう撃げきは勿もち論ろん、地面からの──真下からの土系魔法についても、甲羅の中に収まる事で全すべて弾はじく事ができている。こちらを引っ繰り返せば有利になると思ったのか、何度か地面を隆りゆう起きさせてきたが、起き上がれなくなってしまうのは手足が短く、魔法を使う事もできない普ふ通つうの亀の話だ。手足が長く、水の魔法が使えるだけでなく、蛇もその身に持っている玄武には何の問題もない。

　そして、対する玄武の攻撃は『水』属性の魔法だけに止とどまらない。しなやかにして強きよう靱じんな筋肉と鋭するどい牙きばを持っている蛇は、その肉体全てが武器だからだ。

　よって巨大な両手の拳こぶしによるラッシュを仕し掛かけてくるゴーレムの攻撃を無視すると、

【──────】

　玄武は尾おの蛇の身体からだを一いつ閃せんして──直後、大気が炸さく裂れつした。鞭むちのように振ふるった蛇の身が、音速を超こえたのだ。と同時、ゴーレムの上半身が消失した。玄武の攻撃を受けた事で、粉々になって吹ふき飛んだのである。しかし、

【──────】

　玄武は戦闘態勢を解く事はしなかった。その代わりに宙を見上げる。すると、

「………………っ」

　ゴーレムの肩に乗っていた敵の女が、背中の翼つばさを羽ばたかせながら険しい表情でこちらを見下ろしている。とっさに飛ひ翔しようし、こちらの攻撃を回かい避ひしたのだろう。

　だが──空に逃にげれば安全だと思っているのだとしたら、それは大きな間ま違ちがいだ。

　それを教えるように、玄武は『水』の魔法を発動。そして生み出したのは水ではなく「氷」──玄武が守護する北方は、冬としての属性も持っている。よって水を氷にして、玄武はあるものを作り出した。上空の敵へと自らを飛ばす射出台である。

　玄武の前足の下から始まっているそれは、魔法によって磨みがき上げられ極限まで摩ま擦さつがゼロに近いものになっていて、

「っ────…！」

　ギョッとなった敵の女が、慌あわてたように多重の魔ま法ほう陣じんを展開するが玄武は構わない。

【──────】

　重心を低くするように身を縮めると、後ろ足で地面を蹴けると同時にさらに水の魔法を発動。後方へ向かって強きよう烈れつに水を噴ふき出すジェット噴ふん流りゆうを合わせた。

　──その結果として生じたのは、初動から音速を遥はるかに超えた超ちよう速度の射出だ。

　それは氷の射出台の斜しや面めんに何層にも亘わたって敵が魔法で生み出した硬こう質しつの黒曜石の壁かべを、薄うすい飴あめ細工のように粉ふん砕さいしながら一いつ瞬しゆんで敵の女へと迫せまり──そのまま直撃した。

　己おのれの身を超質量の大たい砲ほうの弾たまへと変えていた玄武の激げき突とつは、敵の肉体を跡あと形かたもなく破は壊かいする。そして上じよう昇しようを止めるため、水の緩かん衝しよう壁へきを生み出して自身を受け止めさせた玄武は、

【………………】

　水の緩衝壁を足場に、視界の天地を反転させた状態で違い和わを得た。

　玄武と敵の女とでは、肉体のサイズ的にも質量的にも大きな差がある上に、超高速で突撃を行なったのだ。自分は確かに敵の女を吹き飛ばした。だが、その感かん触しよくは明らかに生物の肉体のそれとは異なっていた。そう──それは、女へと至る前に玄武が粉砕した黒曜石の壁に近いもので、

【──────】

　そして玄武は、己の得た違和感が正しかった事を南西の空に見た。そこには、玄武が吹き飛ばした筈はずの敵の女の姿があり、

「──────」

　一いつ切さいの戦意を失っていない鋭い視線を玄武へと向けていた敵は、そこでこちらへと背を向けるとそのまま距きよ離りを取るように夜の空を飛んでいく。

　恐おそらく、先程のは彼女を模して作られた土人形だったのだろう。ゴーレムを操あやつれるのだ。自分の複製を操る事ができても不思議ではない。

　敵が向かった先は、夜の東京でも特に眩まばゆい光を放っている一帯だった。

　ただ逃げただけか──或あるいは、あの場所ならこちらに勝てると踏ふんだのか。

　──しかし、玄武はどちらでも構わない。

　自分の使命は、この北地区を守護する事。そして──害なす敵を討うち滅ほろぼす事だ。

【──────】

　だから玄武は再び氷を生み出すと、敵の後を追って夜の空を飛んでいった。




　　　　４




　西地区の砧公園では、二つの戦闘が同時に繰り広げられていた。

　一つは、野球場で行なわれている澪と白虎の戦い。

　そして──もう一つは、万理亜とバルフレアの戦いだ。

　──しかし今、成なる瀬せ万理亜の相手はバルフレアではなかった。

　公園内の芝しば生ふの広場──その中央にいる万理亜を取り囲むように無数に蠢うごめく異形の存在。

　魔神レギオンだ。

　形状はどれも同じで、大きさも均等。一体が二ｍオーバーの巨きよ軀くは、かつて万理亜達が倒たおしたあのヴァルガと同じくらいである。単体の強さはそれ程でもないが、しかしだからといって攻撃力が低いかといえば答えは否いなだ。太い腕うでから繰り出されるレギオンの拳は、それこそヴァルガと同程度の威い力りよくを有している。

　現在の万理亜はヴァルガと戦った時とは比べものにならないほど戦闘力を上げているため、そこまでの脅きよう威いではないが──如何せん数が多い。

　向こうの数は間違いなく百体を超えていた。高度な思考は持っていないようで、複雑なフェイントのような真似まねはしてこないが、回避ができずに防御を行なえばガードの上から体力を削けずられるし、もしまともに喰くらいでもしたら相応のダメージは避さけられない。

　だから。万理亜の戦い方は、必然的に一つの形へと収束していった。

　圧あつ倒とう的てきな数を相手に消しよう耗もうを抑おさえ、さらに生じてしまう隙すきを最低限に止めるそれは、極限まで動作の無む駄だを排はいしたもの。常に先々の展開を読みながら、並行して瞬間ごとに訪おとずれる状じよう況きように対する最適な動作を──攻撃と回避を行なうというものだ。

　砧公園の敷しき地ち内には林もあり、茂しげみや木々の陰かげに身を潜ひそめながら戦うのは多対一の状況では有効な手段ではあるが、その反面こちらにとっての死角も増えてしまう。

　そして、ここまで数の多い敵が相手の場合、その死角はむしろ単独のこちらにとって不利となるリスクだ。よって、万理亜は敢あえて見晴らしの良い広場に己の身を置いていた。

　そして群がってくるレギオン達に対し、

「──────」

　万理亜は常に足を止める事のない高速のフットワークを行なう事で、周囲から繰り出される巨大な拳の嵐あらしを紙かみ一ひと重えで避よけつつ、拳撃と蹴撃を繰り出し、さらに地面や虚こ空くうを打撃する事による範はん囲い攻撃も駆く使しする事で、次々にレギオンを蹴散らしていく。

　それを可能にしているのは、時に地面に振り下ろされた個体の拳や、こちらへ攻撃の機会を窺うかがっている個体の肩や頭をも足場にする事を厭いとわない、万理亜の柔じゆう軟なんな発想による的確かつ迅じん速そくな状況判断。敵は百体を超えるものの、それなりに巨体という事もあって、同時にこちらへ掛かかれるのは最大でも四体から五体までだ。だから、

【──────】【──────】【──────】【──────】【──────】

　四方と、さらに上から覆おおい被かぶさるようにして襲い掛かってくるレギオン達に対し、

「はぁぁぁぁあぁぁあぁぁ───っ！」

　万理亜は己の拳を足あし下もとの地面へと叩たたき付けて──それによって放射状に広がった衝しよう撃げき波はが周りにいた四体のレギオンを吹き飛ばし、さらに上から降ってきた五体目の拳をスッと身を水平へずらすように避けながら繰り出したのは左の上段蹴り。

　それを五体目の顔面──側頭部へと叩き込む事で、こちらに回避を許さなかった状況を万理亜はクリアする。さらに、地面を打撃する事で万理亜が放った衝撃波は、後列にいた十数体のレギオンをも始末していた。そうして生じた一瞬の攻防の空白の間に、止めていた息を深く吐はく事で呼吸を整えた万理亜は、

　……キリがありませんね。

　周囲に視線を巡めぐらせながら、置かれている現状は己に不利と冷静に判断する。

　戦闘が始まって既すでにそれなりの時間が経過し、倒したレギオンの数はとうに百体を超えている。だが──倒しても倒してもレギオンの数が減らない。バルフレアが展開している魔法陣から、次々と新たなレギオンが湧わき出てくるからだ。

　……恐らく。

　バルフレアを倒さない限り、レギオンの増ぞう殖しよくは止められないのだろう。しかし現状、万理亜は当のバルフレアの姿を確かく認にんする事ができずにいる。

　逃げたのではない。バルフレアには、この西地区で『白びやつ虎こ』を制御して結界全体の五行のバランスを取るという役割がある。それにレギオンのコントロールもあるのだ。

　恐らく先ほど一時的に姿を消した時のように、こちらに存在を知覚させないよう何かしらの能力を使用しているのだろう。存在を消している代だい償しようなのか、バルフレア自身が攻こう撃げきを仕掛けてこないのは不幸中の幸いだ。当てずっぽうで、何度か宙に対して虚空を打撃する範囲攻撃を行なったが、捉とらえる事はできなかった。もしかしたら、今のバルフレアとは干かん渉しようできないような状態になっているのかもしれない。

　しかし、それは同時にその能力を解除して姿を現せば攻撃は可能という事で──だから翼を持っている万理亜は飛ぶ事ができるものの、レギオンとの戦いで空へと逃のがれる事はできずにいる。下手へたに飛べば、こちらの死角に姿を現したバルフレアによる攻撃を受けてしまう危険性があるからだ。

　……何とかしないと。

　数の減らないレギオンに対して、万理亜の体力と精神力は有限だ。今はまだあちらの猛もう攻こうを捌さばき続けられているが、それもいずれは限界が来る。そして一度崩くずれれば、数で勝まさる向こうにそのまま一気に押し切られてしまうだろう。

　……それだけは駄だ目めです。

　先の現魔王派との決戦において、成瀬万理亜は敗北を喫きつしている。

　単純な勝敗だけで見れば、胡桃やゼストも負けてはいるが、胡桃が敗れたのは刃更を人ひと質じちに取られていると思って本来の力を出し切れなかったためだし、ゼストに至っては決着が付く前に胡桃の戦せん闘とうに介かい入にゆうして彼女を助けた事による不戦敗だ。

　二人には落ち度はない。そんな中、

　……私だけが。

　純じゆん粋すいに戦って、そして敗北をした。

　無論、万理亜の相手だった滝たき川がわの──ラースの実力の高さは折り紙付きだ。彼に敗北したからといって、万理亜の実力が他ほかの皆みなと比べて劣おとっているという訳ではない。

　しかし、それでも大切な戦いで負けた──その事実に変わりはないのだ。

　だから、今度こそ負けられない。

　これだけの数のモンスターを召しよう喚かんし続けているのだ。バルフレアもまたかなりの魔力を消費する筈。このまま諦あきらめる事なく戦い続けるのも一つの戦法だが、

　……でも。

　もしこの増殖自体が、バルフレアと契けい約やくしているレギオンという魔神の特性だったとしたら、バルフレアはおろかレギオン自身にも消耗はない。

　ならば、この戦せん況きようを打開するために必要な事は、バルフレアが姿を現すような状況を作り出し、彼を仕留めるというものだ。だが、そのようなチャンスはそうそう訪れるものではない。一度で決めなければ、間ま違ちがいなく万理亜が負けるだろう。

　そして先さき程ほど、バルフレアは万理亜が繰くり出した攻撃を魔法の障しよう壁へきによって防いでいる。

　今のままでは、恐らくバルフレアを倒す事はできない。

　──しかし、方法がない訳ではなかった。

　爆ばく発はつ的てきな身体能力の飛ひ躍やくが可能な術を、成瀬万理亜は持っている。それは万理亜の切り札──封ふう印いんを解除する鍵かぎを使った霊れい子し中ちゆう枢すうのオーバーロードだ。しかし、

「…………っ」

　成瀬万理亜は、どうしてもそのカードを切る事ができない。

　現魔ま王おう派との決戦で、万理亜がラースに敗北したのは、鍵を使った事で飛躍した力を持て余し、己おのれの肉体を操りきれなくなってしまったためだった。それは近接戦闘を得意とする万理亜にとっては致ち命めい的てきな欠点だ。あれ以来──解放状態のパワーに慣れるように、鍵による封印解除を行なった上で、刃更達と鍛たん錬れんを積んできた。これまで以上に強くもなれたし、レベルアップもしているとは思う。

　……でも。

　それはあくまで鍛錬での話だ。実戦ではない。そして今の万理亜達は、現魔王派との決戦以降、全力を試ためせるような実戦と遭そう遇ぐうする機会を持っていなかった。今こうして戦っているバルフレアのような高位魔族の中でもトップクラスの存在──そんな相手と、命いのち懸がけの戦いを繰り広げるような機会など、現状ではほとんどあり得ない。

　皮肉な話だった。自分達は狙ねらわれなくなるように魔界へと赴おもむき、澪を魔界の政治から解放して平へい穏おんを得た──その事が同時に、戦闘面での成長を停てい滞たいさせてしまったのだから。

　よって鍛錬は行なってはいても、実戦で己の成長を試すのはこれが初めてとなる。

　それは一種の賭かけのようなものだ。

　……ですが。

　そうした賭けは、相手や場合を考えて慎しん重ちように行なわなければならない。

　何故なぜならば──同じ砧公園の敷地内では、澪も白虎と戦っているのだ。

　……澪様。

　万理亜が今いる広場からは、群がるレギオン達の巨体の隙すき間まから、野球場で繰り広げられている澪と白虎との戦いの様子を窺う事ができていた。

　あちらもまだ、戦いは続いている最中だ。だから、

　……もしも。

　万理亜がバルフレアに負けたら──間違いなく彼は澪を次の狙いに定めるだろう。

　そうなったら澪は、白虎とバルフレアの両方を相手にしなくてはならなくなる。

　現状、レギオンが澪の方へと押し寄せていないのは、戦闘に介入すれば顕けん現げんしている白虎がレギオンまで敵と認識してしまうからだろう。しかし、万理亜が敗れればバルフレアは澪だけに意識を集中させる事ができる。そしてバルフレアは自身の存在を消す能力を持っているのだ。白虎と戦っている澪の一いつ瞬しゆんの隙を突ついて姿を現し、一撃で倒たおして再び能力を使用すれば、たとえ白虎に敵と認識されたところでバルフレアに危険はない。

　──無論、それは万理亜が敗北してしまった場合の話だ。

　澪ならば、こちらがレギオンとの戦いを凌しのいでいる間に白虎を倒せる可能性は充じゆう分ぶんにある。それを待って二人で一いつ緒しよにレギオンやバルフレアと戦えば、こちらが勝利を収められる可能性はぐっと高くなる。だが、

　……いいえ。

　そんな甘えた考えを、成瀬万理亜はすぐに己の頭の中から追い払はらった。

　万理亜が思いつくような作戦など、バルフレアは既に計算に入れている筈はずだ。

　勝利を収めるためには、自分がレギオンを倒し、バルフレアをも倒し、白虎と戦っている澪を助けにいく……それくらいの気き概がいでなければ、バルフレアに勝つ事はできない。

　そして──そうした展開を可能とする力を、今の万理亜は持っている。

　それは刃更達との鍛錬の中で新たに見み出いだしたもの。

　万理亜が手にした新たなる切り札──己のさらなる可能性だ。しかし、

　……チャンスは一度だけ。

　絶対に失敗は許されない。だから、

「──────」

　その切り札を使用するタイミングを見計らいながら、万理亜は再び動き出す。

　魔神レギオンと──その先にいるバルフレアを倒すために。




　　　　５




　中央地区での刃更と斯波の戦闘は、東京タワーから東の方へと場所を移していた。

　山手やまのて線と京けい浜ひん東とう北ほく線の線路が併へい走そうし、多くの高層ビルがひしめく一帯だ。

　平日の日中は多くの会社員で賑にぎわうこの街も、結界内では普ふ段だんのような多くの自動車や電車が行き交かう走行音などの、オフィス街としての息づきは行なわれていない。

　──しかし。辺りは今、静せい寂じやくとは真逆の状態にあった。

　腹の底から内ない臓ぞうを震ふるわせるような、重さを持った衝撃音が連続して響ひびいているからだ。街そのものが、まるで重低音をウリにした最新の音おん響きよう設備の整った映画館のようなサウンドを奏かなでている。

　絶え間なく生まれるその激音は、常にあるものを伴ともなっていた。

　直線的に吹ふき抜ぬける、鋭するどさを持った風だ。

　それは夜の街を駆かける刃更が生み出しているもので──そして左右の景色が流線形になる程の神速領域に身を置きながら向かう先には、薄うすい笑えみを浮うかべた斯波の姿がある。

　──この一帯を戦場に選んだのは刃更だった。

　その理由は、東京タワーの西側から北西にかけてを──各国の大使館が密集している麻あざ布ぶや虎とらノの門もんを避さけるためだ。

　この空間は斯波が作り出した結界である。実際の外の空間に影えい響きようが出ないように作られてはいるが、しかし空間内の東西南北の方位反転と、四神の逆転配置の問題がある。

　よって、もしこの戦いで刃更が斯波を追い詰つめれば、斯波は結界を解く事で四神を暴走させて東京を火の海へと変えるだろう。

　──そして、東京の街を破は壊かいできるのは何も四神だけではない。

　斯波がその気になれば、姿を消す際にこの辺り一帯を更さら地ちにする事など容易だ。そうして斯波によって各国の大使館が消しよう滅めつさせられれば、日本は深刻な外交摩ま擦さつに晒さらされる。

　東京だけではない。斯波は日本という国そのものをも人質に取っているのだ。

　無論こちら側──東側で戦っていたとしても、いざとなって結界を解いた斯波が大使館の林立する西側へと攻撃を放つ可能性はある。しかし、距きよ離りがあればそれだけ攻撃の着ちやく弾だんまでに猶ゆう予よが生まれる。それは、こちらが対応を行なえる時間を得られるという事だ。

　だが──斯波の立場からすれば、東京タワーの東側で戦うという事は、いざという時の保険を失う事を意味する。しかも斯波は、時間を掛かければそれだけ『四神』による相生によって力を増す事ができるのだ。本来なら、斯波がこちら側で戦う必要は──意味はない。それでも斯波が乗ってきたのは、東側で戦う事が彼にとってもプラスとなる効果があったから。

　刃更と斯波がいる中央地区──その五行は『土』である。

『土』属性を克こくする事が可能な属性は『木』であり、その方位は東。

　そのため東京タワーの東側に隣りん接せつしている芝しば公園や、さらに東へ行った所にある浜はま離り宮きゆう恩おん賜し庭園などは多くの樹木を抱かかえているため、この中央地区に対する相克の力を持っている。またこの辺りに建ち並ぶ高層ビルも、材質としては『土』や『金』属性であるものの、形質的には『木』属性だ。

『四神』からの相生によって、中央の『土』属性の力を増大させようとしている斯波にとっては、戦闘でこの辺りの『木』属性が減る事は大きなメリットとなるだろう。

　……それに。

　もう一つ、斯波がここでの戦いに乗ってきた別の可能性があった。

　それが東京タワーの東──芝公園内にある、浄じよう土ど宗しゆう鎮ちん西ぜい派はの大本山。

　増ぞう上じよう寺じだ。徳川家の菩ぼ提だい寺じであるこの寺は、かつての江戸の街において風水的に重要な役割を持っていた。山さん川せん道どう澤たくによる四神相応で最大限に利用した東西南北の方位力とは対照的に、可能な限りの力を抑おさえようとした方位がある──それが二つの凶きよう方位『表鬼き門もん』と『裏うら鬼門』だ。

　北東の『表鬼門』の方位力を抑えるために、江戸城の北側……上うえ野のに設けられたのが寛かん永えい寺じ。そして南西の『裏鬼門』を抑えるために設けられたのが、この増上寺だった。

　勿もち論ろん、それは江戸城を──現在の皇居を中心として考えられたものだ。斯波が中心に据すえた東京タワーからだと増上寺は東方に当たり、鬼門とはならない。

　……でも。

　北地区の自衛隊十条駐ちゆう屯とん地ちが、北方を守護する玄げん武ぶの顕現に力を貸したように、この結界空間内は概がい念ねん的てきな効力も発する事のできる特とく徴ちようを有している。

　そして増上寺が、江戸から現代に至るまでこの東京の中枢に対する裏鬼門を鎮しずめていたという歴史ある場所だという事に変わりはない。よって、もし増上寺が破壊されるような事になれば、東京という街そのものの風水的なバランスが崩くずれる事になる。それは必然的に中央地区の五行が乱れる事を意味しており、それは即すなわちこの結界空間全体の五行のバランスが崩れる事を意味している。

　──無論、この結界が壊こわれれば暴走した四神によって東京は壊滅させられてしまう。

　刃更としても、そんな事態は何としても避けなければならないため、戦せん闘とうで被ひ害がいが出ないように、増上寺や芝公園からはしっかりと距離を取っている。

　しかし斯波にとって、この増上寺がアキレス腱けんとなっている可能性は充分にある。

　……何せ。

　刃更が斯波の後を追って東京へと戻もどり、結界に侵しん入にゆうしてこの中央地区へ来るまでにはそれなりの時間が掛かっている。にも拘かかわらず斯波は、この空間の中心に対して相克を発している芝公園に対して何も手を出していなかった。

　それは、元は増上寺の境けい内だいの敷しき地ちだったこの公園に手を出す事で、裏鬼門を鎮める効果が薄れ、五行のバランスが崩れる事を嫌いやがったからと考えれば筋は通る。

　──とはいえ、これらは全すべて可能性の話だ。

　下手へたな思い込みは思考の視野を狭せばめ、意識の死角という名の隙すきを作る。

　確実に言えるのは、斯波が結界を解いた時に各国の大使館を破壊させ難にくくしているという事で──そして、それだけで良い。それだけで刃更は全力で戦える。

　だから東とう城じよう刃更は行った。

　風よりも速く駆けながら、斯波へと一気に迫せまっていき──そしてブリュンヒルドを振り抜けば刃が届くという間合いまで、あと三歩まで迫ったタイミングで、

「………………っ！」

　刃更は大きくサイドステップを一つ入れた。すると斯波の瞳ひとみが、こちらの動きに反応して動き──その瞬間、

「──────…！」

　刃更は一段速度を上げながら逆サイドへ跳とんだ。すると僅わずかに遅おくれて斯波の両眼が刃更を追ってきて、

「──────」

　そのタイミングで刃更は、逆方向へさらなる速度でサイドステップを行なうと、斯波の視界から完全に姿を消した。そして相手の左斜ななめ後方へ──死角へと回り込むと、

「──────っ！」

　踏ふみ込んだ右足を支点に、己おのれの身を独楽こまのように高速で回転。靴くつ底ぞこでアスファルトの地面を焦こがしながら、逆横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放った。

　極限の速度まで研とぎ澄すまされた剣けんは、斬ざん撃げきをあらゆるものを断たつ事を可能とする鋭い剣閃へと昇しよう華か。そして──そんな刃やいばが向かった先にいる斯波は、刃更はおろかブリュンヒルドの剣身さえ視し認にんできていない。

　入る。

　そう思った刃更の瞳は、自身の予想とは異なる結果を見た。

「──っと危ない」

　斯波が弧こを描えがくようにスッと右手を払うと、それは完全な防ぼう御ぎよとなり、死角から繰くり出した刃更の斬撃は、斯波の長い髪かみにすら掠かする事なくあっさりといなされる。

　──戦闘が始まって以降、勝負を急ぎたい刃更は全力で向かって行っている。

　しかし、そんなこちらに対して斯波はずっと余よ裕ゆうで対応していた。

　ブリュンヒルドの刃を立てたこちらの攻こう撃げきを、斯波は素す手でで捌さばききっていて。

　東城刃更は思う──かつてゾルギアと戦った時のようだと。

　刃更の斬撃に対し、ゾルギアは剣で音も立てずに受け流した──あれに近い状じよう況きようが、斯波によって行なわれている。

　だが──現在の刃更はゾルギアにあしらわれてしまった頃ころとは違ちがっている。

　あの時は澪達の力を借りてようやく撃退したゾルギアも、今の刃更なら一人で圧あつ倒とうする事ができるだろう。

　──にも拘わらず、刃更の攻撃は斯波には通用していない。

　それは、刃更と斯波の間にそれだけの実力差が存在しているという事だ。

　だが今は、ゾルギアと戦った時のように澪達の──仲間の助けは得られない。

　彼女達もまた、それぞれの場所で、それぞれの敵と戦っているからだ。

　……いや違う。

　彼女達の助けを得られないのではない。彼女達は四神やバルフレアと戦う事で、既すでに刃更を助けてくれている。

　そして──刃更の役目は眼めの前の斯波を倒たおす事だ。

　そのために、戦闘の最さ中なかにある刃更は今、一つの対処を行なう必要に迫られていた。

　渾こん身しんの斬撃をいなされた後の対応だ。

　──狙ねらいとは異なる軌き道どうに攻撃を逸そらされると、僅かに体勢が崩れたものになる。

　それが、不意のタイミングで行なわれたものならば尚なお更さらだ。

　だから、僅かに身体からだを宙で泳がせてしまった刃更は、

「っ────…？」

　思わず息を吞のんだ──視界を覆おおうようにして、黒の色しき彩さいがすぐ眼の前まで迫ってきていた。それが斯波の足である事を眼が捉とらえ、脳が理解すると刃更の思考が状況を把は握あくした。

　右手を払はらう事でこちらの斬撃を防いだ斯波が、そのまま身体の動きを連ならせる事で攻撃へと転じてきたのだ。

　繰り出されたのは、左足を振ふり抜く蹴しゆう撃げき。膝ひざから下が陽炎かげろうのように揺ゆらめいて見えるのは、スピードタイプの刃更の動体視力を上回っているからではない。

　恐おそらくは──これが斯波の能力だ。だから、

「くっ──おおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ」

　本来ならば不ふ可か避ひのその攻撃に対し、刃更はいなされた斬撃をそのまま強ごう引いんに振り抜く事で対応。ブリュンヒルドの剣身は虚こ空くうを薙いだだけで終わるが、その重みによって生じた反動は刃更の身を横へ傾かたむけ──さらに刃更は自らも身体を右へと巻き込みながら捻ひねった。ヴォンという空気を薙ぐ音が耳横を抜け、左ひだり頰ほほが嫌な風を感じる中、

「へえ……ブリュンヒルドで受けないんだ」

　と楽しそうに斯波が言った。

「随ずい分ぶんとこっちを警けい戒かいしてくれているんだね、刃更は」

　その言葉に刃更は思う──当然だと。

　──高たか志しは、斯波の攻撃を防いだ筈はずだと言っていた。

　にも拘わらず、高志は薫かおるの治ち癒ゆ魔ま法ほうでさえ効かないようなダメージを負わされた。

　恐らくは斯波の持つ力の効果なのだろうが、現状刃更はまだその正体が何かを見定められていないのだ。下手に受ければ、その瞬しゆん間かんに戦闘不能に陥おちいりかねない。

　だからとっさに右へと回転させた身を勢いに乗せ、側転からバク宙へと繫つなげる事で斯波との距離を取った刃更は、

「はああぁあぁぁあっ！」

　後方へと跳びながら、連続してブリュンヒルドの剣閃を放った。

　大気を斬きり裂さく事で剣閃と同じ数だけ生じた真空の刃が、一気に斯波へと向かい──しかしその全てが、ステップさえ踏まない上体の身のこなしだけで避よけられる。

　──だが、そうなるのは刃更も承知の上。

　斯波が避けた事で後方へと抜ぬけた真空の刃は、地面に当たる前でギュンと浮ふ上じようすると、そのままあるものを斜めに斬り裂いた。それは斯波の後方に建っている高層ビルだ。

　角度を付けて断ち斬られた左右のビルが、蠢うごめくような音を立てながら斯波へと向かって倒れていく。それを見て、

「やれやれ……人の結界の中だと思って無む茶ちやするね」

　と苦く笑しようした斯波には余裕があった。ビルの落下速度は、斯波なら充じゆう分ぶんに逃にげて回かい避ひが可能なもので──しかし、東城刃更はそれを許さない。

「──────っ！」

　両手で持ったブリュンヒルドを、離はなれた場所にいる斯波へと向かって大上段から振り下ろした。

　それは《無次元のバニシング執行シフト》ではなく──そして生じたのは先代魔王ウィルベルトの血族だけが持つ真しん紅くの波動。

　──現魔王派との決戦で、レオハルトを一撃で圧倒した重力波の斬撃だ。

　あの時はシェーラの薬を借りる事で放てたこの技わざを、今の刃更は既に自分の意志で繰り出せる。《里》で行なったセリスとの戦闘で、ベルフェゴールの霊れい子しを使用した事で、己の魔の力を使いこなせるようになっていたからだ。

　このまま重力波で圧おし潰つぶせるなら良し。もし耐たえられたとしても、動きは封ふうじられる筈。その間に、真空の刃で断ったビルが斯波を下した敷じきにする。しかし、

「────…っ？」

　次の瞬間、東城刃更は思わず息を吞んだ。

「これが例の重力波か……バルフレアから聞いてるよ」

　そう斯波は平然と言うと、あろう事か刃更の重力波の効果範はん囲い内にいながら、一いつ切さいの影えい響きようがないかのような動きでスッと右の手を上げたのだ──まるで片手でビルを受け止めようとでもいうかのように。

　──だが、いかに斯波といえども手でビルを支える事など不可能だ。

　一体何を──そう思った刃更の眼の前で、答えが出た。斯波の右手が落下してきた巨きよ大だいなビルに触ふれる直前、彼の掌てのひらから土色の陽炎が一気に解き放たれ、

「──────」

　バシュンっという突とつ風ぷうが生まれたかのような破は砕さい音と共に、斯波へと倒れたビルがコンクリートはおろか、支柱に使われていた鉄骨まで粉々に吹ふき飛んだ。




　　　　６




　東城刃更は、斯波がビルの全てを砂状へと変えたのを目まの当たりにして、

　……そういう事か。

　そこに斯波の持つ能力の正体を見た。

　──斯波が放ったのは魔法ではない。

　彼が使用したもの──それは恐らく『氣き』だ。

　精霊のような高次存在が放っている魔素や魔力に対し、『氣』は世界に自然と漂ただよっているものだ。五行とは、そうした自然から生まれた五つの『氣』の属性力を利用するものだ。

『氣』はこの世の森しん羅ら万ばん象しように宿るもので、そしてそれは人も例外ではない。

　ただし人や物に宿った『氣』は、その存在が持つ霊子に影響されて『気』となる。

　勇者の一族の中には、己の体内にある『気』を戦せん闘とうに用いる事ができる者もいるが、その数は非常に少ない。神族の加護や精霊達の力を借りている勇者の一族が得られる異能力は、基本的に四大属性がベースとなっているからだ。

　そして数少ない気功術の使い手も、自らの体内にある『気』を操あやつって戦う事しかできない。そしてその色は、勇者の一族が持つオーラと同じ緑色である。

　……だけど。

　たった今、斯波が解き放ったのは間違いなく『氣』だった。

　その色が茶ちや褐かつ色しよくだった事から東城刃更は確信する──斯波が使用したのは、この中央地区の『土』属性の力だと。

　恐らく──斯波は『氣』を操る事ができる、特とく殊しゆな『氣功格かく闘とう士』なのだろう。

　五行の結界空間を構築したのは、相生や相そう克こくだけでなく、斯波自身が『氣』を吸収できるからに違いない。それは五行の相生による力の増大の効果を最も得られるという事だ。

　……成る程ほどな。

　完全にスピードで上回っている刃更の攻撃に、斯波が完かん璧ぺきに対応できていた事もこれならば頷うなずける。『気配』や『殺気』もまた、『気』の一種だからだ。

　そして斯波の攻撃を防いだ筈の高志が、致ち命めい傷しようを負ってしまったのも、斯波が氣功術の使い手であるならば説明がつく──否いな、むしろ高志の状態を先に見ていたからこそ、刃更は斯波の能力の正体に気付く事ができたと言うべきか。

　体内に『氣』を取り入れる事ができるなら、外へ放つ事ができてもおかしくはないし、

　……それに。

　一いつ般ぱんの気功術使いも、極きわめれば触れた対象に『気』を通す事ができるのだ。自分の体内への出し入れが自在に行なえる斯波なら、それこそ触れた相手への出し入れや操作ぐらい容易に行なえるだろう。

　それは中・遠えん距きよ離り攻撃だけでなく、近接戦闘においても有効となる技だ。

　突発的に斯波との戦闘に突とつ入にゆうした高志には、残念ながら斯波が特殊な『氣功術』の使い手だという真実に辿たどり着く事は不可能だっただろう。

　──しかし今、刃更は斯波の能力の正体に辿り着いた。

　だからこそ、ようやく斯波に勝利するための手を考える事ができる。

　……この分だと。

　恐らく斯波は、刃更が持つ切り札にも気が付いているに違ちがいない。

　セリスとの戦闘で使用した、あらゆる物理・魔法による干かん渉しようを弾はじく『万有斥せき力りよく』。

　その効果により、あの戦いを見届けるために使用されていた視覚魔法の効果も跳はね返していた筈だが、斯波なら『氣』を感じる事である程度の察しを付けていてもおかしくない。

　……それと。

　恐らく斯波は、刃更がセリスと戦った時は使えなかった《無次元のバニシング執行シフト》を、今は使える状態に戻もどっている事にも感づいているだろう。

　あの戦いで刃更が《無次元の執行》を使えなかったのは、十神である長谷はせ川がわと契けい約やくを結んだ事で、刃更の中に流れる神族側の母の血──ラファエリーネの血が強く出て、霊子のバランスが崩くずれた状態にあったからだ。

　だが刃更は、セリスとの戦いで『万有斥力』を使用した際に使用したベルフェゴールの魔力によって、自らの霊子のバランスを整えていた。だからこそ、『白びやつ虎こ』を用いた《無次元の執行》で高志の体内にあった歪ゆがみを散らす事ができたのである。

　既すでに《里》を離れていた斯波には、その事は知る由もない筈だが、

　……でも。

　対たい峙じしているだけで、斯波は刃更の『気』を感じ取る事ができるのだ。ならば、《里》でセリスと戦った時と今とで、刃更の体内の『気』に変化が生じている事に気が付いていると考えた方が良いだろう。そうしてこちらの状態は筒つつ抜ぬけの一方、

　……恐らく。

　あの余よ裕ゆうから見るに、斯波はまだ切り札を隠かくしている。

　──そして現状、こちらはそれを推測する事しかできない。

　だが、戦場において敵の切り札の可能性や危険性を認にん識しきしておく事は有用だが、かといって思考を囚とらわれ過ぎては逆に危険となる。恐れは即そく断だんが必要な戦闘の思考を揺らがせるし、推測を思い込みにしては実際と異なった時に対応が遅おくれてしまうからだ。

　よって、なるべく多くの可能性に対応できるように思考をフラットにしておく必要がある。戦闘において冷静さが重要となるのはそのためなのだから。

　そうして思考を平静なものにしながら、東城刃更は現状を判断する。

　──間違いなく自分が不利だ、と。だがそれは悲観ではない。その事実をしっかりと認識してからでなければ、勝つ事はできないからだ。

　実力差は歴然。切り札もこちらは読まれ、相手のものは解わからない。

　だが東城刃更は構わない。

　これまでもそうだった。潜くぐり抜けてきた死闘では、いつだって相手の方が上だった。

　それでも──刃更達は逆境を乗り越こえてきた。

　だから、東城刃更は己おのれの全すべての可能性を駆く使しして斯波を倒す手を考えて。

「──────っ！」

　思い付いた時にはもう、それを実行に移していた。

　こちらの視線の先で笑えみを浮うかべている逆境に──己の倒すべき相手に勝つために。
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　錦糸町から南へ向かった柚希は、追ってくる青せい龍りゆうの攻こう撃げきを避よけながら疾しつ走そうを続けた。

　──霊刀『咲さく耶や』の刀身は鋼はがねであり、『金』属性である。

　しかし、斬ざん撃げきによって空気の刃を生み出す中距離攻撃では、『木』属性の象しよう徴ちようで風をも操れる青龍を倒すには至らない。

　そんな柚希を『咲耶』が導いたのは、墨田区の南──一度は柚希が戦場の候補から外した江東区内の一角だ。青龍に相生の効果をもたらす『水』属性に溢あふれるこの地域は、こちらにとって不利となる場所である。しかし、

「…──そういう事だったの」

　野中柚希は、なぜ『咲耶』がそんな場所へと自分を誘いざなったのか──その理由に気が付く事ができていた。錦糸町から南西へと向かうにつれて、『咲耶』の刀身が輝かがやきを増し始めたからだ。それは『咲耶』の力が高まっている事を一いち目もく瞭りよう然ぜんで教える現象で、だから柚希はさらに疾走の速度を上げると、青龍を置き去りにするように己の愛刀が導く方へとひたすら駆かけていき──そして辿り着いたのは、地下鉄東とう西ざい線の門もん前ぜん仲なか町ちよう駅。

　その南を、東西へと流れている大おお横よこ川がわだ。

　霊れい刀とう『咲耶』に宿る神霊、木こ乃の花はな咲さく耶や姫ひめ──その名に含ふくまれている花とは桜の事である。

　そう……『咲耶』もまた『木』属性の武具なのだ。そしてこの大横川の川辺には、無数の桜の木が植えられていて──それが、柚希が青龍を倒すための鍵かぎ。

『咲耶』の刀身の鋼が持つ『金』属性による相克を利用しようとすれば、接近して直接青龍に対して攻撃を行なわなければならず、魔法による攻撃を食くらうリスクがある。

　かといって離はなれた所から斬撃による空気の刃を放っても、『木』属性で上回っている青龍が展開する風の障しよう壁へきを破れない。同じ『木』属性同士ならば、力が上回った方が勝つからだ。それは四神である青龍が操れる風と、『木』属性の力の凄すさまじさを物語っている。

　……でも。

　野中柚希は思う──自分の愛刀である『咲耶』もまた、素す晴ばらしい霊刀であり名刀だと。

　武器として単体の力は、四神である『青龍』には一歩譲ゆずるかもしれない。

　だが『咲耶』は柚希を使い手として選んでくれて、これまでに何度となく危機を助けてくれてきた──いつだって共に戦い、そして共に成長してきたのだ。

　主従契約を結んでいる刃更や、共に生きる事を決めた仲間の澪達だけじゃない──野中柚希と霊刀『咲耶』の間にも、確かな絆きずなが存在している。そんな自分達の絆は──共に得た力は、ただ斯波に使われているだけの『青龍』に負けるようなものではない。

　……そうだ。

　青龍に勝つために必要だったもの──それは付け焼き刃ばの相克による攻撃ではない。

　自分の愛刀を信じる事。そして、『咲耶』によって使い手として選ばれ、共に成長を続けてきた自分自身を信じる事だ。

　だから大横川の両岸の桜並木を一望できる石いし島じま橋ばしの上で、

「──────」

　野中柚希は、手にしている『咲耶』へと己の意識の全てを集中させた。すると、

『──────』

　こちらに応こたえるように『咲耶』が輝き出し──さらに、まるで連れん鎖さするようにして周囲にも変化が生まれ始める。三月の下げ旬じゆんに差し掛かかったものの、例年よりも開花が遅れると予想され、まだ蕾つぼみばかりだった桜の木々が一いつ斉せいに咲さき乱れ始めたのだ。

　石島橋の上──眩まばゆい光を放つ『咲耶』を柚希が構えると、その刀身が夜の大横川の水面に映り、神こう々ごうしい輝きで世界を照らす三日月が夜空に浮かんでいるかのように見えて。

　そして──とうとう辺りに生えている無数の桜は全て満開になり、辺り一帯を薄うす紅べに色いろの輝きで包み込む。そこへ、

【──────】

　柚希の後を追ってきていた青龍が北の空に姿を現した。

　向こうは既に、こちらの居場所を認識している。辺り一帯に自分と同じ属性の『木』の力が増ぞう幅ふくしていて、その中心に柚希が立っているのだから当然だ。

　しかし、野中柚希は構わない。

「咲耶──…」

　そう静かに放ったこちらの呼び掛けに、『咲耶』が生じさせたのは一いち陣じんの風。

　それが大横川を駆け抜ぬけると、無数の桜の花びらが風に乗って夜空へと舞まい上がった。

　そして渦うずを巻いた桜色の旋せん風ぷうになると、そのまま石島橋の上にいるこちらへ結集──『咲耶』の刀身へと一気に吸い込まれていき、

『──────』

　銀色の『咲耶』の刀身が桜色へと変化──さらに真しん紅くへと染まっていって。

　それを見た青龍の動きは速かった。こちらへ向かって　巨きよ大だいな顎あごをガパっと開き、

【──────】

　次の瞬しゆん間かん──咆ほう哮こうと青と緑の閃せん光こうが吐はき出された。







　青龍は、己の敵と定めた少女に対して『木』属性のブレスを放った。

　周囲の桜の木を利用した攻撃ではなく、己の体内にある力を使用したのは、少女の持っている霊刀が辺り一帯の桜の木を支配して、青龍の干渉を許さなかったためである。

　威い力りよくは全開──これまで己の守護する地区への被ひ害がいを抑おさえるために控ひかえていた強力な攻撃を形なり振ふり構わずに繰くり出したのは、それだけ敵の少女の危険度が増したからだ。

　そして青龍の放った全力のブレスは、この辺り一帯もろとも少女を吹ふき飛ばす。

　その筈はずが──青龍の放ったブレスが何かを吹き飛ばす事はなかった。

　地上から発射された紅の奔ほん流りゆうが、こちらのブレスに激げき突とつしたからだ。

　それは敵の少女が繰り出した斬撃と共に放たれたもので、

【──────】

　青龍が目まの当たりにしたのは、先ほど少女が放った空気の刃を、こちらの風の障壁が弾はじいた時とは逆の現象。青龍が放ったブレスを、少女が繰り出した剣けん閃せんに乗せて発射された真紅の衝しよう撃げき波はが押し止とどめ──さらには押し返し始めていて。

　それは少女の力が、こちらの力を一時的に上回った事を意味している。

　だから青龍は方針を転てん換かん。吐き出している『木』属性のブレスを風へと変へん換かんし、さらに圧縮を行なって──それにより生み出したのは超ちよう硬こう度どの障壁。吐き出したブレスを全て一点に集中する事で展開した絶対障壁ともいうべき風のバリア。そこへ敵の少女が放った衝撃波がぶつかり、空間そのものを震ふるわすような巨大な爆ばく発はつが巻き起こる。

　──だが、それでも風の絶対障壁によって、青龍は完全な防ぼう御ぎよに成功した。

　こちらにダメージはない。そして相手がまた同じ攻撃を放つには、再び周囲の桜の木々から力を集める必要がある──その時間を、青龍は与あたえない。

【──────】

　青龍はブレスの発射態勢に入りながら、風の絶対障壁を解いた。そして、まだ敵の少女が放った衝撃波の爆発によって漂ただよっている桜色の爆ばく煙えんを吹き飛ばすようにして再びブレスを解き放とうとして──しかし、できなかった。青龍がブレスを放つより先に、敵の少女が爆煙を突つき破ってこちらへと肉にく薄はくしていたからだ。

　少女の持っている霊刀は、青龍と同じ『木』属性である──風を操あやつる事は可能だろう。

　だが、もし風の飛行魔ま法ほうを使っていたら、同じく風を操れる青龍は少女の接近に気が付いていた。にも拘かかわらず、少女の接近を許した──その理由を青龍は見る。

　地上から青龍へと向かって、桜色の道ができていた。

　それは桜の花びらを、絨じゆう毯たんのように敷しき詰つめる事によって生まれた階段だ。

　少女が放った衝撃波の軌き道どうに沿って作られ、さらに爆煙がブラインドになっていたため視覚的にも捉とらえられず、青龍はその存在に気が付けなかった。さらに辺り一帯に『木』の力が満ちているため、少女が接近してきている事も察知できなくて。

　己の思考の上を行かれた。そう理解した時にはもう、敵の少女は桜の花びらの階段の最上段を踏ふみ切り台にして跳ちよう躍やくし、青龍の背後へと抜けていた。

　擦すれ違ちがいざまに横よこ薙なぎの剣閃を繰り出し、青龍の巨大な身体からだを水平に断たち斬きりながら。
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『火』属性が司つかさどる南地区。

　大井コンテナ埠ふ頭とうを爆発させ、その炎ほのおを吸収した朱雀すざくは、夜の空を駆けながら思う。

　──自分と、敵である少女の戦いの決着は間もなくだと。

　こちらが『火』属性の力を強化した後──東京湾わん上空で繰り広げられている朱雀と霊操術の使い手の少女との戦せん闘とうは、程ほどなく互たがいの攻撃の応おう酬しゆうから、逃にげる側と追う側の立場が固定された一方的なものとなっていた。突撃を仕し掛かけるこちらに対し、当初は少女も回かい避ひの後に『水』属性の攻撃で反撃をしてきていたのだが、力を増したこちらにダメージを与えられない状態が続くと、程なく少女は朱雀から逃げ回るだけになった。

　それでも、こちらの周囲をチョロチョロと飛び回る少女の速さは大したもので、朱雀はまだ彼女を仕留められずにいる。それはこちらが炎えん塊かいや焰ほのおの羽といった中・遠えん距きよ離り攻撃を行なっていない事も原因だろう。

　──そうした攻撃を朱雀が放たずにいるのは、『火』属性の力が強まりすぎたためだ。

　ここまで力が増幅してしまうと、下手へたをすれば自分が守護の役目を負っているこの南地区に深刻な破は壊かいが生じてしまう。それこそ、先ほど放った焰の羽を再び降らせるような真似まねをすれば、今度は東京湾が蒸発して四神相応を行なう山さん川せん道どう澤たくの地勢が崩くずれてしまいかねない。

　よって朱雀は、飛行での突撃を続けていた。今の状態なら、掠かすめるだけで敵の少女を消し炭にできる。ただ風の扱あつかいはどうやら向こうの方が得意らしく、飛行速度では上回られているため回避を許してしまっているのが現状だった。

　だが、そんな少女の動きも徐じよ々じよに鈍にぶくなってきている。当然だ──掠めただけで即そく死しは避さけられない緊きん張ちよう感かんを強しいられ続ければ、人の身である少女の消しよう耗もうは尋じん常じようではない。

　見れば少女の表情が明らかに苦しいものになっていた。疲ひ労ろうの色が隠かくしきれず、その顔は焦しよう燥そうに歪ゆがんでいて、

「っ──…！」

　それでも、必死にこちらの突撃を避け続けている──だが、それももう長くは続かないだろう。遠からず、少女が飛行魔法を維い持じできなくなるのは明白だ。

　そして──そうなった時が、この戦いの決着。

【──────】

　朱雀は巨大な翼つばさを羽ばたかせ、夜の東京湾上空を朱しゆ色いろに燃やしながら少女へとその身を躍おどらせていった──その時だ。

「────っ！」

　朱雀が向かう先──宙を飛んでいた少女が、こちらに対して魔法を繰り出した。

　しかし、朱雀は構わない。今の自分は最も早はや、東京湾の水全すべてを使った攻こう撃げきで相そう克こくを受けたとしても充じゆう分ぶんに耐たえられるし、風を操る『木』属性は相生でこちらの『火』を強くする。『土』は属性的にこちらが少し弱いものの、この東京湾上空で『水』の相克よりも強力な『土』属性の攻撃は不可能。残るは『火』だが、コンテナの爆発の炎を吸収した事で互いのパワーバランスが激変したのを目の当たりにしている少女が使ってくるとは思えないし、もし使ってきたとしたらまた吸収すれば良いだけだ。

　相手の少女は霊れい操そう術の使い手のため、五行とは別の精霊の力を借りる事もできるのだろうが、少なくとも彼女の籠こ手てから感じられる波動は、これまでと同レベルのもので脅きよう威いとは思えない。今のこの南地区には、朱雀を上回る力を持った精霊は存在しないのだ。

　よって朱雀は問題ないと結論づけた。

　そんなこちらに、少女が発動したのは風の魔法だった。『火』属性の朱雀に対しては相生となる『木』属性に含ふくまれる力だ。だから、

【──────】

　朱雀はそのまま少女へと向かって突っ込んだ。そして少女の生み出した風が朱雀の炎をさらに燃え上がらせ、その華きや奢しやな身体を塵ちり一つ残さず燃やし尽つくす。

　そうなる筈だった──だが次の瞬間、朱雀の全身を襲おそったものがあった。

　それは激しい衝しよう撃げきだ。まるで地面に激突したかのような──否いな、今の朱雀なら大地を蒸発させる事さえ容易に行なえる。この上空で、何かにぶつかるということ自体が有り得ない。だから、

【………………？】

　いったい何事かと思考を混乱させた朱雀は、そこでようやく気が付いた。

　いつの間にか──己おのが身に纏まとっていた筈の灼しやく熱ねつの炎が、完全に消え去っている。







「…──上手うまく行ったみたいだね」

　野中胡桃は、己の策が成功した事に胸を撫なで下ろした。

　そして──改めて炎を失った状態の朱雀を見み据すえる。その状態は、胡桃が仕掛けた朱雀に対する間接的な攻撃によるもの。

　この戦闘で、胡桃は攻撃のためには朱雀の『火』属性に対して相克を行なえる『水』属性を。そして飛行魔法のために風を操れる『木』属性を使用していた。

　対する朱雀は自らが司る『火』属性による攻撃と、燃え盛さかる翼を羽ばたかせる事で気流を生み出し、空を飛んでいて──そうして繰り広げられた戦闘の中で、胡桃が一つの可能性へと思い至った出来事があった。

　それは胡桃が巨大な水龍を生み出し、朱雀を東京湾へと引き摺ずり込んだ後の事。

　──あの時、朱雀は風の障しよう壁へきではなく炎の障壁を生み出して海中から脱だつ出しゆつしてきた。

　その姿が、風の障壁を生み出す事で海中に留とどまり、入れ違いで海上へと退避した自分と重なって──だからこそ思い付いたのだ。

　朱雀を風の障壁で囲む事で、朱雀の炎に必要なある物を奪うばい去れるのではないかと。

　それは酸素だ。

　……普ふ通つうなら。

　魔力を用いた元素系魔法や、精霊の力を借りる事によって生まれた魔法の炎を生み出すのに酸素は必要ない。それは異なる法則によって生み出されたものだからだ。

　しかし、朱雀が──この結界内で斯波や四神達が用いている『五行』は違う。

　五行はこの世界に存在している自然を利用する事によって力を発動させるものだ。

　相生によって力を増ぞう幅ふくできるなど強みがある反面、化学法則には縛しばられる。

　そう──あの凄すさまじい朱雀の炎も、酸素を燃ねん焼しようする事で生み出されているのだ。

　それを使い切らずに済んでいるのは、やはり『木』属性の東地区から、『火』属性であるこの南地区へと相生の力が流れ込んでいるからだろう。

　よって、胡桃はその酸素の供給を断つために朱雀の周囲に風の結界を張った。

　あれほど凄まじかった炎だ。中の酸素など一いつ瞬しゆんで燃え尽きた事だろう。

　その結果が今、胡桃の眼めの前にある。炎を失い、ただの巨きよ鳥ちようとなった朱雀が。

　……これで。

　あの風の障壁を破壊しない限り、消えた炎が灯ともる事はない。

　だが炎を失った今の朱雀に、胡桃の障壁を破る力はない。

「ったく……とんだ焼き鳥だったね。いや、飛んだ焼き鳥かな」

　そう胡桃は嘆たん息そく混じりに呟つぶやくと、左手の霊操術の籠手に意識を集中した。

　使うのは勿もち論ろん──『火』属性の朱雀に相克を行なえる『水』属性のエレメント。

「──アンタがあたしに勝てなかった理由を教えてあげる」

　野中胡桃は左の手の平を翳かざして、

「戦闘経験の差……それも敗北を知らなかったからだよ」

　そう告げると同時──海面から発射された無数の水槍が、結界ごと朱雀を貫つらぬいた。
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　北地区において、玄げん武ぶとの戦闘を行なっていたゼストが目指した場所がある。

　最初の北区十条台から方位にして南西──豊と島しま区くが誇ほこる繁はん華か街がい。

　池いけ袋ぶくろだ。

　そのＪＲの駅の真上へと至ったゼストは、

　……ここならば。

　玄武との戦場に選んだ相応ふさわしさを、ゼストは思う。

　──以前、ゼストは刃更達と共にこの街を訪おとずれた事があった。

　魔界で現魔王派との戦いを終えた後、ゼストまで一いつ緒しよに暮らすようになった事で手て狭ぜまになった東城家は魔法による地下増築を行なって──そして住む者が増え、広くなった家に必要になるのは新たな家具と家電である。

　ゼストは、穏おん健けん派より魔界で産出した金を換かん金きんした特別な口座を預けられており、東城家の家計事情は末代に亘わたって安あん泰たいとなっているが、あのお金は穏健派のラムサスやシェーラが、澪を想おもい、刃更達への感謝の気持ちとして用立てたものだ。

　何よりも、ゼストは刃更の──東城家のメイドである。無む駄だ遣づかいは許されない。

　よって家電を購こう入にゆうする際に、刃更達と皆みなで都内でも家電の販はん売ばいにおいて優すぐれているというこの池袋を訪れており、それが今回の玄武との戦場として使う事に繫つながっていた。

　刃更と共に訪れた思い出の場所をより深く知りたいという思いから、その成り立ちから現在の在り方についてまで、家に戻もどってから調べたからだ。

　まず最大の理由は、やはり先程まであった土地的な問題──北区という地域と、自衛隊駐ちゆう屯とん地ちという玄武の力の源となっていた場所を離はなれられた事だ。

　……おまけに。

　先程までいた辺りには柚希のいる東地区にもあった隅田川が流れていた。移動中の刃更達の話では、隅田川はかつて江戸の街を風水都市にした徳川家康が四神相応の山川道澤に利用した一級河か川せんだという。流れる水には五行としての力も強く備わっているため、あの一帯は玄武にとってどこまでも有利な土地だった。

　とはいえ、この北地区は言わば玄武のホームグラウンド。この地区にいる限り、ゼストの不利的状じよう況きようは変わらない。それでも玄武と戦う上で、土系の魔ま法ほうで相克を行なえるゼストが最も不利を少なくできる要素がこの池袋にはあった。

　それが、ゴーレムに利用できる巨大な建造物の存在だ。

　最初の北区十条台は高台のため、地中には土が豊富にあるものの、それはあくまで玄武の『水』の気が強く満ちた土だ。だからこそ、先さき程ほどのゴーレムでは有効なダメージを与あたえられず、逆に玄武の攻撃によってあっさりと破壊されてしまった。

　……ですが。

　この池袋は向こうと比べれば『水』の気は少ないし、地名は豊島区──そして島は『土』によって構築されているものだ。『水』の玄武と相対する場所としては、恐おそらくこの辺りが最も相応ふさわしい。

　──積極的な戦せん闘とうを避けて、時間稼かせぎを行なうという消極的な作戦もなくはなかった。

　刃更が忠告していたように、玄武は強大な存在だ。おまけに、この結界内は四神によって構築された神的な空間のため、純じゆん粋すいな魔族であるゼストは力を発揮しにくくて、戦い始めてすぐにゼストは己の不利を痛感する羽目になっていた。

　だが──この北地区は、斯波と戦うために刃更が向かった中央地区に繫がっているのだ。よって他の地区で戦っている澪達も、それぞれの相手を倒たおせば刃更を追って必ずこの北地区を訪れる。だから誰だれかが来てくれるのを待ち、合流を果たして共に玄武を倒すという手段は恐らく正解の一つだろう。

　──だが、ゼストがその選せん択たく肢しを取る事はなかった。

　それでは自分は、本当にただの足あし手で纏まといになってしまうからだ。

　刃更達が《里》へと赴おもむいた際──ゼストと万理亜は同行する事ができなかった。

　勿論それは魔族であるゼスト達が付いて行く事で、勇者の一族を刺し激げきしたり、刃更達にとって不利な印象を抱いだかれる事のないようにするためだ。仕方のない判断だったと思うし、既すでに理解も納なつ得とくもしている。

　……ですが。

　それでも自分が、肝かん心じんな時に何の役にも立てなかったのもまた事実だ。

　それなのに、今度は誰かが駆かけつけてくれるのを待つというのか。

　四神と戦っているのは何もゼストだけではない──刃更を斯波のいる中央へと行かせるために、自分達はそれぞれの地区に留まり四神と戦う事を選んでいるというのに。

「あり得ませんね……そのような情けない話は」

　そうゼストが呟いた瞬間──夜空から降ってきた黒の巨体が、轟ごう音おんと共にゼストのいる池袋駅の東へと落ちた。落下点となったのは、池袋のランドマークの一つ。

　サンシャイン水族館だ。

　衝撃と共に大量に溢あふれ零こぼれた水──それを己の身体からだへと吸収し、力へと変えたのは、

「…──玄武」

　池袋駅の上──宙に佇たたずみながらゼストは見る。巨大な力を持った北方を司つかさどる四神を。

　己の敵を。すると、

【──────】

　亀かめと蛇へび──玄武を構成する二体の霊れい獣じゆうの瞳ひとみがこちらを捉とらえた。

　だからゼストは、新たにゴーレムを作り出す事でそれに応こたえる。

　今度は二体──先程は一体のゴーレムで、防ぼう御ぎよを行なう亀と攻こう撃げきを行なう蛇の両方を相手にしようとしたため破は壊かいされてしまったが、同じ轍てつは踏ふまない。

　よってゼストが作ったのは鎧よろいを身に纏い、剣けんと盾たてを持った白と青の騎き士し。

　その基もととしてゼストが選び、使用したのは「西武池袋本店」と「東武百貨店」だ。

　そうして生み出した二体のゴーレム「西武」と「東武」を従えて、

「──行きます」

　そう告げると同時、ゼストは背中の翼つばさを羽ばたかせて玄武へと向かって宙を駆けた。

　それは勝負を決めるための突撃だ。

　一体ではなく二体のゴーレムを同時に操あやつるというのは、単純に二倍の消しよう耗もうで済む訳ではない。二倍の作製魔力と、二倍のコントロール魔力とを掛かけ合わせなければならず、四倍の魔力と精神力を消費する。

　当然ながら長くは保もたない──だが、長引けばそれだけこちらが不利になる以上、ここで勝負を懸かけるしかない。

　そうして玄武へと向かって飛行するゼストを追い抜ぬくように、

【──────】【──────】

　こちらの左右を「西武」と「東武」が駆け抜けていき、玄武へと仕し掛かけたのは挟きよう撃げきだ。

　──最初に一体で戦った時は、まるで歯が立たずに一撃で破壊されたゴーレム。

　その力の差は、単純に二倍にしたからといって覆くつがえせるようなものではない。

　しかし──「西武」と「東武」が同時に仕掛ける事で、先程と異なる展開が生じた。

　こちらが玄武を押し始めたのだ。二体のゴーレムによる斬ざん撃げきの嵐あらしに対し、

【──────…！】

　玄武は防戦一方に陥おちいっていた。とはいえ剣を持たせたからといって、「西武」と「東武」の攻撃力が、最初のゴーレムと比べて大きく勝っている訳ではない。これは戦う上での選択肢の数の差と、こちらの攻撃の質の変化によるものだ。

　攻撃と防御の役目を、それぞれ蛇と亀とが分けて担になっている玄武に対し、「西武」と「東武」は各おの々おのが剣と盾を持っており、二体とも攻撃と防御を行なえる。つまり玄武は攻防のスタイルが一つしかないのに対し、こちらは四通りの攻防を行なう事ができるのだ。

　さらに二体の霊獣が組み合わさっている玄武には、蛇と亀の二つの思考が存在している。そのため一瞬ごとにそれぞれの置かれている状況が変化すると、判断に差が生じてしまい、反撃に出るタイミングが摑つかめないのだ。無論、有う象ぞう無む象ぞうの雑ぞう兵ひよう達の大軍が相手なら、一ひと纏まとめにして吹ふき飛ばす事はできるだろう。だが自分と同等サイズの相手を二体同時に相手にするとなるとまるで勝手が違ちがってくる。

　一方──「西武」と「東武」は、あくまでゼストの命令に従っているため思考系統は一つしかなく、混乱するような事はない。

　とはいえ蛇の身体はかなり長く、先程のように鞭むちのように振ふるえば盾の上からでも「西武」と「東武」を破壊する事は可能だろう。あの攻撃にはそれだけの威い力りよくが充じゆう分ぶんにある。

　……でも。

　それはできない筈はずだとゼストは確信する。

　それが二つ目の理由──こちらの攻撃の質の変化だ。

　ゼストが「西武」と「東武」に剣を持たせたのには、きちんとした意味がある。先程の蛇が放った攻撃を見て、その特性を把は握あくした上で行なった対応なのだ。しなりを利きかせながら超ちよう速度で相手を打撃するあの攻撃は、高い威力を持つ反面、危険を有してもいる。

　……何故なぜならば。

　鋭するどい刃やいばが立てられた状態の対象が相手だと、その勢いから自らを切断してしまう羽目になるからだ。これが防御を担当する亀の方なら砕くだけるのは刃の方だろう。

　しかし蛇が司るのは攻撃だ。その身体に絶対の防御力はない。よって、

「……………………」

　池袋で最も天高く聳そびえるサンシャインシティビルの屋上の端はしに佇み、己おのれの操る「西武」「東武」と玄げん武ぶの戦闘を見ながらゼストは思う──これで準備は整ったと。

　……後は。

　タイミングを見計らい、仕上げを行なうだけ──と戦いの結末を見み据すえた時だった。

　地上の戦闘の局面が不意に変化したのは。

【──────】

　まず最初に生じたのは、太いながらも甲かん高だかい玄武の雄お叫たけびだ。そして直後、

「あれは──…？」

　驚おどろきの声と共にゼストが見たのは、玄武を中心に発生した強力な冷れい却きやく現象。それは池袋の街の一角を瞬またたく間に氷こおり漬づけにする──玄武の近くにいた「西武」と「東武」も一緒に。

　そうしてこちらのゴーレムを氷像へと変えた玄武が、

【──────】

　ゆらりとこちらを見た──そう思った瞬間にはもう、その巨体が眼前に迫せまっていて。

「っ────…！」

　とっさにゼストは真上へ飛ひ翔しようし、玄武の突とつ撃げきをどうにか回かい避ひ。しかし、

　……あ……。

　こちらが回避すると同時に、一気に頭を出したのだろう。

　ゼストが避よけた先──上方から、巨大な蛇の頭が口を開けて迫ってきている。







　玄武が行なったのは、己の操れる全すべての水を一気に噴ふん出しゆつする事による自己射出だった。

　──敵の女は、先程のこちらの攻撃を見てゴーレムに剣を持たせる対策を立ててきた。

　だから玄武は、相手にとって初見の技わざを連続して行なったのだ。こちらが空を飛ぶには、氷の射出台が必要だと考えているであろう敵の不意を突つくために。

　とはいえ、使用した二つはどちらも消耗の激しい技だ。敵には一度、土人形の複製によって騙だまされてもいる。よって失敗のないよう、今度はしっかりと本物である事を確かく認にんした。そして、この辺りで最も高い建物の上に立っていたのが間違いなく敵本体であると確信した上で、玄武は自己射出を行なった。とっさに避けられた場合についても想定して。

　それが──蛇の口で対象を吞のみ込み、口に入れるなり敵を氷結してバラバラに嚙かみ砕くというもの。だから敵に逃にげられないよう、目め一いつ杯ぱいに蛇の口を開いた玄武は、

【──────…!?】

　次の瞬しゆん間かん、己の身に起きた事に驚きよう愕がくした。

　一つは自己射出による超速度で突撃した己の巨体が宙で静止している事。

　そしてもう一つは、敵を吞もうと開いた口が閉まらない事だ。

　何故か──その理由を玄武に教えたのは、眼めの前からした静かな声。

「──二体のゴーレムを相手にするより、直接私を叩たたきに来る事は解わかっていました」

　そう言ったのは、こちらと同じ高さの宙に佇む褐かつ色しよくの肌はだの女で、

「そして、斬きられるリスクがある事を知り、己の身を鞭にした先程の攻撃を避けた貴方あなたの仕掛けてくる攻撃が、どのようなものになるかについても」

　だから。

「私に対するその攻撃を利用させて貰もらいました──絶対の防御を誇ほこる貴方を倒すために」

　そう言った女の言葉の意味を、玄武は既に身を以もつて理解していた。

　自己射出による突撃が受け止められた事と、口を閉じられなくなっている事。

　その両方が、一つの現象によって行なわれていたからだ。

　玄武の二段攻撃を防いだもの──それは形を変えた超高層の建物。先さき程ほどまで敵の女が立っていた白はく亜あの巨きよ大だい塔とうを構成していた土が、全て砂へと変わって玄武の蛇の口の中から体内へと急速に流れ込んでいっている。口を閉じられないのは、砂の密度が凄すさまじく、玄武の顎あごの力では文字通り歯が立たないからだ。

　──否いな、恐らく仕掛けはそれだけではない。

　確かに巨大とはいえ、この建物に使用されている土だけで玄武の突撃が止められる訳がない。たとえ『土』が『水』の流れを堰せき止められる相そう克こくの属性だとしてもだ。

　玄武は確信する──敵の女は、こちらの突撃を受け止めるために、この建物を大地そのものと合一させたのだと。

　そしてもう一つの目的が、玄武を倒たおすための攻撃への転用だ。玄武の絶対防御は、あくまで外側からの攻撃に対してのもの。内側からの攻撃までは防げない。

　だから玄武の体の許容量を超こえる砂を──相克の『土』属性を体内へと流し込む事で、内側からこちらを破は裂れつさせるつもりなのだ。

【──────…！】

　させてたまるか、とばかりに亀の方が体内へと入ってきている砂を吐はき出そうとするが、

「──無む駄だです」

　そうして玄武が亀の方の口も開くと、敵はそちらからも砂を流し込み始めて。

　すると程なくして、生じ始めたのは何かが軋きしむような耳みみ障ざわりな音。膨ふくらんでいった玄武の身体が、甲こう羅らの中に収まりきらなくなってきていた。

　その頃ころにはもう、玄武は全く身動きができない状態になっていて。そんなこちらに、

「池袋は、かつて存在していた池を埋うめ立てる事で成り立った土地……つまり、ある意味では水を殺した土地です。貴方への相克として、これ以上の土はありません」

　そして。

「……私は刃更様のメイドです。貴方に食べられる訳にはいきません」

　だから、と敵の女はこちらへ向かって言い放つ。

「代わりにこの地の土をどうぞ──貴方の全てが埋まり、溢あふれてしまうまで、たっぷりと召めし上がっていただきます。主あるじである刃更様より、貴方の相手を仰おおせつかりましたので」

　亀かめと蛇へび──双そう頭とうの口から流し込まれる砂に串くし刺ざしにされるように、夜空で磔はりつけにされた玄武は、最も早はや限界が間近に迫る中、どこまでも淡たん々たんとした声を聞く。

「それが刃更様のメイドである私にできる──貴方へのもてなしです」

　そう敵が言い終えた瞬間、玄武の身体からだは限界を超えて送り込まれた土によって、硬かたい甲羅もろとも内側から破裂した。
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　西地区で万理亜が切り札を使用するチャンスを窺うかがいながらレギオンと戦い続ける中。

　成瀬澪もまた、同じ砧公園──その野球場で白びやつ虎ことの戦いを続けていた。

　西方を守護する白虎の五行は『金』。それは炎ほのお系魔ま法ほうを得意とする澪からしてみれば、相克の対象属性である。

　にも拘かかわらず戦せん闘とうが長引いているのは、万理亜とは別種の苦戦を強しいられているからだ。

　──澪の魔法が通じない訳ではなかった。

　現魔王派との決戦において、澪はルカの使し役えきする高度戦術用英えい霊れいの肉体を灼しやく熱ねつ魔法で蒸発させて勝利した。そして魔界から戻もどって以降も、刃更と同じ屋根の下で暮らしている澪は、他ほかの少女達と共に刃更へと屈くつ服ぷくする機会が何度もあって。

　今の澪の魔力は、間違いなく現魔王派との決戦の時より上がっている。この空間は『四神』による神的な空間のため、魔族の血を引いている澪の魔法の威力は制限されてしまっているが、それでも顕けん現げんしている白虎に充分通用する威力を有している筈だ。だから、

「────っ！」

　白虎に対し、澪は次々に火か炎えん魔法を使用しているのだが、

【──────】

　しかし、白虎にダメージを与あたえる事はできなかった。火炎球を連続して放っても、白虎の足あし下もとの地面から炎の柱を噴ふき上がらせても、上から無数の炎の槍やりを降り注がせてもだ。

　──それは速度の差が原因。

　澪の魔法の発動速度を、白虎の反応速度が完全に上回っており、回避を許してしまっていた。ならば回避不能の広こう範はん囲い魔法を……と思うのだが、しかしそれもできない。

　何故なら白虎は、内野グラウンドからほとんど動かないのだ。

　そしてその中央──ピッチャーマウンドには、本体である霊れい槍そうの『白虎』が刺ささっている。そのため下手へたに範囲攻こう撃げきなど使おうものなら、

　……あの霊槍自体に、ダメージを与えてしまいかねない。

　この空間は神器である『四神』によって構築されている。先程バルフレアが『コピー白虎』を引き抜ぬいた時のように、もし神器の方の『白虎』に何かあれば結界が解けてしまう。

　……そんな事になったら。

　斯波が東京の街を人ひと質じちにするため、この結界は実空間とは方位を反転して展開されているのだ。結界が解ければ『白虎』だけでなく、他の『青せい龍りゆう』『朱雀すざく』『玄武』もたちまち暴走してしまう。そして、少なくとも最初に出た東地区では、恐おそらくは江戸川のどこかであると判断されるものの、神器の『青龍』がどこにあるかは判明していなかった。

　南地区の『朱雀』や、北地区の『玄武』もそうだ。『白虎』のように、目に見える場所にあるかは解らない。よって、もし暴走した状態で四神が顕現したら、即そく座ざの対応ができない可能性がある。そうしてこちらの対応が遅おくれている間に、東京の街は火の海となり壊かい滅めつしてしまうだろう。

　かといって──こちらから距きよ離りを詰つめる訳にもいかない。何故なぜなら、

【──────】

　こちらの攻撃の合間を縫ぬって、白虎が咆ほう哮こうを放った──すると白虎の身体から半月状の刃が無数に発射され、四方八方から異なる軌き道どうで澪へと向かって飛来する。それを、

「…──くっ！」

　ある物は火炎球で相そう殺さいし、またあるものは炎の障しよう壁へきで蒸発させるなど、澪は防ぼう御ぎよを強いられる。ある程度の距離を取っているから反応できているが、距離を詰めればとてもじゃないが対応できなくなる。全身に炎を纏まとい、攻撃と防御の両方を行ないながら突っ込むという手もなくはないが、

　……でも。

　足下からの魔法でも避けられてしまうのだ。間ま違ちがいなくこちらの飛行魔法よりも、白虎の反応速度の方が速いだろう。

　だから、どうにかしてピンポイントの攻撃で白虎を倒さなければいけないのだが、

「……参るわね、本当に」

　澪は呻うめくように、己おのれと白虎との相あい性しようの悪さを思った。相手と距離を取り、強力な魔法で攻撃を行なう澪は、スピードタイプの相手を苦手としている。

　まだ刃更に出会ったばかりの頃──東城家のリビングで、澪が出て行くように告げた時の刃更には一瞬で距離を詰められ、ブリュンヒルドを突き付けられ。

　今回の斯波よりも先に、長老達の許可を得て霊槍『白虎』を持ち出した勇者の一族の青年──早はや瀬せ高志と戦った時は、万理亜の力を借りても時間稼かせぎしかできなかった。

　無論、まだ実戦経験が乏とぼしかった頃の話だ。

　だが──あの時の無力感を、守られるだけだった己の情けなさを、澪は忘れた事はない。

　……そうよ。

　澪はチラりと野球場から西の方を見る──するとこちらの視界の端はしでは、バルフレアが生み出した無数のモンスターと戦っている万理亜の様子が見えた。バルフレア自身の姿は見えないが、恐らく近くにはいるのだろう。存在レベルで姿を消せる能力に、無む尽じん蔵ぞうにモンスターを生み出せる魔法。それだけでも充じゆう分ぶんに脅きよう威いだが、現魔王レオハルトの副官を務めていた高位魔族だ。相当に頭も切れるだろう。

　──これまで、成瀬澪は何度となく万理亜に助けられてきた。

　最初に養父母を殺され、ゾルギアに連れ去られそうになった時から、肉体的にも精神的にも救われてきた。──だが、逆はどうだろうか。

　果たして澪は、万理亜を助けてあげられた事があっただろうか。いつだって、万理亜は誰だれよりも傍そばにいて、澪に寄り添そってくれていた。

　だけど、そんな万理亜を助けるのはいつだって刃更で……ゾルギアとの戦いでシェーラを人質に取られて苦しんでいた時も、魔界でルキアに命令違い反はんの責任を問われた時も、澪は何もしてあげられていない。ゼストが新たに東城家で一いつ緒しよに住むようになった事で、自分の居場所が無くなってしまうのではと万理亜が不安に陥おちいった時にしたって、彼女の心を救ったのは刃更で、澪とゼストは追つい随ずいしただけだ。よって、

「…──今だよね」

　成瀬澪は思う──今こそ自分が、万理亜の助けとなってあげたいと。

　そして二人で……否、皆みなで刃更の力になりに行くのだ。だから、

「行くわよ──…」

　成瀬澪は告げる──倒すべき相手の白虎と、それ以上に己自身へと向かって。

　そして澪が、とある魔法を発動させた次の瞬しゆん間かん。

　澪を中心に高速回転の強風が吹ふき荒あれた。

　その結果生じたのは、野球場のグラウンドの砂を巻き上げた黒い渦うず。

　竜たつ巻まきだ。







　霊れい獣じゆう白虎は、眼めの前の敵が漆しつ黒こくの砂すな嵐あらしの渦を展開したのを見た。

　恐らくあれは、こちらに対して何らかの攻撃を行なうためのものだろう。

　──しかし、西方を守護する白の霊獣は脅威を覚えない。

　敵が操あやつっている風は、五行では『木』属性──それは白虎の『金』による切断の相そう克こくが行なえる属性だ。さらに巻き上がっている砂は『土』属性であり、こちらは白虎の『金』に相生を行なえる。よって白虎が『金』属性の攻撃を放てば、あの風は断たち斬きられ、さらにこちらの金属の刃やいばは『土』の力を吸収してより強力なものとなり、敵の少女を斬り裂さくだろう。

　だからそうしようとして──しかし、白虎が攻撃を放つより先に生じたものがあった。

　世界を白く染める眩まばゆい輝かがやきと、巨きよ大だいな炸さく裂れつ音だ。

　──だが、それは副次現象。発生したのは強大な雷かみなりで、竜巻の中心へと落ちていた。

　恐らく──否いな、間違いなく敵の仕し業わざだ。帯電し、プラズマを放っている竜巻を前に、俄にわかに相手の意図を摑つかめずにいた白虎は、しかしすぐに己の身を以もつて敵の狙ねらいを知る事となった。見えない何かの力によって、敵の生んだ竜巻へと強力に引き寄せられたのだ。

　巨体を宙に浮うかされた白虎は、これまで敵の魔法を回かい避ひしていた己の瞬発に近い速度で吸い寄せられた。

【────…！】

　止まろうにも、宙に浮かされた事で足が地面に届かず制動ができない。だから、とっさに前方へ魔法で金属の壁かべを生み出し、激げき突とつしてでも止まろうと試みるのだが、それも叶かなわない。生み出した鋼鉄の壁までもが、渦の方へと吸い寄せられてしまったからだ。

【………………！】

　ならば、と歯を剝むいた白びやつ虎こは己の全身に鋭するどい金属を生やした。

　引き寄せられるのを止められないなら、いっそ自らの肉体を刃に変え、この引力をそのまま敵を断ち斬るための勢いとして利用する。

　そして──渦に激突する直前、白虎の瞳ひとみがあるものを見た。

　それまで漆黒だった竜巻の渦が真しん紅くへとその色を変えたのだ。

　──と同時、白虎を引き寄せる力が消失した。

　しかし、既すでに慣性によって宙を引き寄せられていた白虎に止まる術すべはない。

　頭から突つっ込んだ白虎の巨体が、一いつ切さいの音を立てずに消失した。

　蒸発したのだ。







　成瀬澪が白虎を己へと引き寄せるために使用したもの。

　それは磁力だ。そのために澪は、まず魔法で己の周囲に風の渦を生み出した。

　そしてグラウンドを巻き上げる事で、砂鉄を含ふくんでいる土をコイル状に練り上げると、渦の中心にいる自分へと風系統の雷らい撃げき魔ま法ほうを使用。それによって己を強力な電磁石へと変えた澪は、無尽蔵に体内から金属を生み出せる白虎を強ごう引いんに吸い寄せたのだ。

　風も雷も、白虎の五行である『金』によって相克が可能な『木』属性──しかし『木』は、同時に燃え上がる事で『火』の力を増大させられる相生が行なえる属性だ。

　だから白虎が渦に接せつ触しよくする直前で、澪は灼熱魔法を使用。これにより竜巻を超ちよう高温の渦へと変え、白虎が触ふれた瞬間にその肉体を蒸発させたのである。そして、

「ふう……」

　白虎に勝利した澪は、嘆たん息そくと共に魔法の発動を解いた。

　……これで。

　まずは自分に任された役目を一つ果たす事ができた。

　──だが、まだ戦いが終わった訳ではない。

　この戦いはまだ続いている──そう思い動こうとした瞬間だった。

『…──澪様っ！』

　遠くから響ひびいた万理亜の呼び掛かけに、澪は反射的にそちらを向いた。

　だから一瞬だけ気付くのが遅れる。万理亜の声が澪の勝利を祝福するものではなく、こちらへ危機を知らせるものであった事に。

　そして澪は、万理亜が悲鳴を上げた理由をその眼で見た。

　万理亜が戦っている異形のモンスター。その一体が眼の前にいて、その巨大な右の拳こぶしは既にこちらへと振ふり下ろされ──すぐそこにまで迫せまっている。
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　澪へと迫る危機を目まの当たりにした瞬間。

　一瞬で極限状態へと突とつ入にゆうした万理亜の思考が加速した。

　──こちらの声は、ギリギリの所で間に合いはした。

　だが、それだけでは充分ではない。通常時の澪なら、充分に反応できるタイミングだし、澪の魔法ならレギオンの一体くらいどうとでも倒たおせる。

　しかし、今の澪は白虎を倒すため、自分自身へと雷撃魔法を落とした直後だ。とっさの反応は遅おそくなるし、それこそ魔法のための意識の集中も難しくなっている。

　澪が自分自身を中心にではなく、離はなれた場所に竜巻を生み出し、そこへ雷を落とす方法を取らなかったのは、攻撃だけでなく防御も行なうためだろう。

　もしあの竜巻の外にいた場合、何かで白虎が攻撃を──たとえば竜巻と澪を直線で結んだ延長線上に金属の刃を生み出すなどしていたら、生じている強力な磁力で引き寄せられた鋼鉄の刃によって澪が切断されてしまっていた可能性がある。

　そのリスクを考こう慮りよして、炎ほのおの障壁を展開しておくような事はできなかった。

『金』属性であるこの西地区で、相克されてしまう『木』属性の風と雷の魔法──その威力を、白虎を強引に引き寄せられる程ほどのものにする必要があったからだ。よって防御に割さく力は最小限に抑おさえなければならない。

　先程のあれは、苦肉の策での完勝だったのである。

　……いけないっ！

　自分ならばレギオンの攻撃を受けてもどうにか耐たえられるが、澪はそうはいかない。

　虚きよを衝つかれた状態でまともに喰くらえば、一発で致ち命めい傷しようになる。

　──だが、レギオンに命じたバルフレアが卑ひ怯きようなのではない。

　これは実戦なのだ。恐おそらくバルフレアは──あの男は、澪と白虎の戦いがどうなるかについても、あらゆる可能性を想定していたのだ。

　それに──澪は白虎と、万理亜はバルフレアと戦うというのは、こちらが勝手に決めた分担だ。そんなこちらの都合に、向こうが律りち儀ぎに合わせる義理も必要もないだろう。バルフレアにとっては、万理亜も澪も、等しく斯波の目的を阻そ止ししようとしてくる敵なのだから。

　よって──誰かが悪いというのなら、バルフレアの相手をしていた者だろう。

　あの男に、澪を攻こう撃げきさせる余よ裕ゆうを与あたえてしまった者。

　そして澪に、白虎との勝負を急がせてしまった者。

　彼女にそんな無理をさせてしまった──万理亜だ。だから、

　……どうすればっ!?

　万理亜は刹せつ那なに思考を焦あせらせた。今から走って駆かけつけられる距きよ離りではない。

　かといって鍵かぎを使用して封ふう印いんを解除する暇ひまなどもっとない。

　だけど。それでも澪を──大切な家族を助けなければならなかった。

　何としても。だから、

「っ……あああああああああああああぁぁぁ─────っ！」

　成瀬万理亜は無意識の絶ぜつ叫きようと共に、反射的に己おのれの右拳を地面へと振り下ろしていた。







　レイスの能力で存在を消していたバルフレアは、そんな万理亜を見て、

　……無む駄だな足あ搔がきを。

　静かに冷れい笑しようを浮かべた。

　広場にいる万理亜と、野球場にいる澪との間にあるのは決して短い距離ではない。

　いかに万理亜の拳が強力であろうと、地面を駆け抜ぬける途と中ちゆうで衝しよう撃げきの威力は弱まる。

　恐らくレギオンの個体を破は壊かいする事はできないし、

　……それ以前に、たとえ奇き跡せき的てきに威力が保たれたとしても。

　万理亜の放った衝撃波があちらへ到とう達たつするより、レギオンの拳が澪を捉とらえる方が先だ。

　間に合わない。だから澪はもう倒したものと判断し、この隙すきに万理亜を攻撃するようにレギオンに命じようとしたバルフレアは、

「っ────？」

　しかし、そこで有り得ないものを見る。

　万理亜が拳で地面を撃うっても、衝撃波が起きる事はなかった。

　──だが、その代わりに生じていたのは真紅の輝き。

　そして直後、万理亜を中心に巨大な紅の波動が展開されると、その範はん囲い内──万理亜の周囲にいたレギオンが、不可視の力によって押し潰つぶされた。

　澪を襲おうとしていた個体も含めて、一体残らず全すべてだ。

「まさか……」

　それがどういう力によるものかを理解しているバルフレアは、だからこそ驚きよう愕がくを得た。

　成瀬万理亜が──重力魔法を使用したのだ。







　そして。

「万理亜──…？」

　澪もまた自分が助かった事と、万理亜が発動させた力に呆ぼう然ぜんの驚おどろきを得ていた。

　すると視線の先、拳を振り下ろした状態で顔を上げてこちらを見た万理亜が、

『……澪様……良かった……』

　微かすかな笑えみと共に彼女の口元が呟つぶやくように動いて──その小さな身体からだが、ふらりと横へと揺ゆれる。だから、

「…──万理亜っ」

　慌あわてて澪は飛行魔法を発動した。

　そして、先ほどこちらへ警告を放った万理亜と同じように、澪は己を間に合わせる。

　地面に倒れかけた万理亜の小さな身体を、ギリギリの所で抱だき留めたのだ。その上で、

「────っ！」

　万理亜を抱き締しめながら、澪は敵の攻撃に備えるように周囲への警けい戒かいを行なった。

　だが──もう新たなレギオンが姿を現す事はなかった。恐らく澪と万理亜の二人を相手に戦うのは不利と悟さとり、バルフレアが撤てつ退たいしたのだろう。

　少しだけ緊きん張ちようを解いた澪が、腕うでの中に搔かき抱いだいた万理亜を視みると、

「………………」

　強大な力の奔ほん流りゆうを放った代だい償しようか、それとも澪を助けられた事に安あん堵どしたのか、いつの間にか万理亜は意識を失っていた。その呼吸は穏おだやかで、だから澪は嘆息を一つすると、

「でも……今のは一体……？」

　そう疑問の呟きを漏もらした。

　だがその問いに対する答えはない。

　幼いサキュバスは、澪を守る為ために力を使い果たして意識を失っていて。

　そしてその周囲──砧公園の地面には、巨きよ大だいなクレーターが穿うがたれている。
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　中央地区で再開された刃更と斯波の戦せん闘とうは、それまでとは異なる形になっていた。

　刃更が戦い方を変えたためだ。

『氣き功こう格かく闘とう士』であり、『氣』の吸収だけでなく放出も可能という斯波を相手に刃更が選んだのは、『消しよう滅めつ剣けん閃せん』を軸じくに使用した中距離戦闘だった。

　これで、もし斯波が先程ビルを吹ふき飛ばした時のように気功波を放ってきても、回かい避ひや消滅剣閃での迎げい撃げきが行なえる。

　かといって、刃更が有利になったかと言えばそんな事はない。

　斯波が両手から発する『氣』は、刃更の放った消滅エネルギーさえ軌き道どうを逸そらせるもので、斯波の周囲は破壊できても本人にはまるでダメージを与えられない。

　距離を取りたい刃更と、詰つめたい斯波──両者の戦いが続けば、戦場が移動していくのは必然で、図式としては次し第だいに刃更が追い詰められていく格好になっている。

　──だが、これで良いと東城刃更は心の中で思った。

　この戦い方も、戦場の移動も、全ては斯波を倒すための準備──布石だからだ。

　そして。

　刃更は追われるフリをしながら、斯波をある通りへと誘さそい込んだ。

　それは増上寺へと向かって、市街地を西から東へ走る参道──大だい門もん通どおりだ。

　互たがいの位置関係は、背後を振り返った刃更が西に、追ってきた斯波が東に立ち相対するというもの。

　しかし互いに交こう錯さくさせた視線は、刃更は見上げ、対する斯波は見下ろす角度のもの。

　これは地面を駆けていた刃更に対し、斯波は周囲のビルの屋上を跳とぶようにしながらこちらを追ってきていたからだ。

　現在、参道にある増上寺の旧総門を背に通りに立つ刃更に対し、斯波は世界貿易センタービルと文化放送の局舎ビル──メディアプラスの間を結ぶ歩道橋の上に立っていた。

　そして、その状じよう況きようを作り出す事に成功した刃更は、

「へえ……成る程ね」

　視線の先──笑みを浮うかべて佇たたずんでいる斯波が、こちらの意図を読んだかのように言ったのを聞いた。そう──この位置関係なら斯波の攻撃を制限する事に繫つながる。増上寺や東京タワーが破壊され、中央地区の『土』属性に歪ゆがみが生まれたり、展開している結界に影えい響きようが出て綻ほころびが生じるような事態は、斯波としても避さけたいからだ。

　結界が壊こわれれば逆転配置した四神によって東京の街を破壊できるが、あくまでそれは斯波にとっては最終手段である。斯波としては、刃更達を排はい除じよして五行の相生による『氣』の力を吸収し、自らの力を今以上に──絶対的なものにする事が目的だろう。

　よって、この位置関係を保てば斯波が『氣』の奔流を刃更へと解き放つ事はしにくい筈はず。

　──しかし、この状況には大きな穴がある。

　この戦い──勝負を急ぎたいのはあくまで刃更であり、五行の相生による『氣』の力を吸収する事で力を増す事のできる斯波は、本来追う側に回る必要はない。

　それでも斯波がこちらを追ってきたのは、互いの実力差による余裕もあるのだろうが、

　……恐らくは。

　それ以上に、刃更が向かっていた先に斯波にとっても破壊されたくない東京タワーと増上寺があったため、見過ごせなかったのだろう。

　とはいえ、逆転配置された『四神』によって東京の街が壊かい滅めつするような事態は、刃更の方が避けたいのだ。だからこそ、消滅剣閃を放っても『裏うら鬼き門もん』を抑えている増上寺や、空間の中心になっている東京タワーを破壊して結界に影響が出るような事のないよう、そちらを背にして立っている。

　しかし──刃更がそうして増上寺や東京タワーへ被ひ害がいが出ないように背を向けている以上、斯波はその弱みを突つく事ができる。

　刃更によって増上寺や東京タワーが破壊される恐れがないのなら、それこそ斯波がわざわざ自分にとって不利な場所で戦う意味や必要はないからだ。

　だが──そう斯波に思わせるところまでが刃更の作戦で、

「っ─────…！」

　次の瞬しゆん間かん、東城刃更は動いていた。

　前方へと向かって──斯波へと向かって一気に駆け出したのだ。
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　斯波恭きよう一いちは、自身へと向かって刃更が疾しつ走そうを開始したのを見た。

　……おや？

　どういう事だろう、と斯波は思った。

　──刃更は、斯波の能力が『氣功術』である事についてある程度察しを付けた筈だ。

　だからこそ、こちらと距きよ離りを取っての戦い方へと変えてきたのだろう。この通りに来たのも、より距離を取って戦いやすい位置関係を作り出す事が狙ねらいだった筈だ。

　……それなのに。

　刃更は今、自分からこちらとの距離を詰めにきている。

　だが、刃更は破れかぶれの特とつ攻こうを行なうようなタイプではない。そう見える事はあっても、そこには何かしらの理由が──勝利へと繫げるための意味が含ふくまれている。

　──だとしたら、それはいったい何か？

　その答えは、すぐに斯波の視線の先で明らかになった。

　こちらへと地面を駆かけていた刃更が、突とつ然ぜん真しん紅くのオーラを纏まとって──次の瞬間、その姿が搔き消えたのだ。
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　東城刃更は、己おのれの速度を爆ばく発はつさせていた。

　音を遥はるか後方へと置き去りにする程ほどの超ちよう神速の領域へと刃更を至らせたのは、疾走を行なう足裏に発生させた反重力によるもの。

　セリスとの戦いでも使用した『万ばん有ゆう斥せき力りよく』を、刃更はこのタイミングで使用した。

　──実力で上回られ、さらに切り札まで持っている可能性のある敵に勝利する方法。

　それは、敵がそれらを見せる前に倒たおしてしまう速攻だ。

　そして歩道橋にいた斯波の眼前に一瞬で移動し、右斜ななめ下から斯波の胴どうを狙う斬きり上げの体勢に入っていた刃更は、

「…──セリスちゃんを倒した時の力だね」

　まず斯波の声を聞き、次に彼の口に笑みが浮かんだのを確かく認にんして──そして見た。

　斯波の手から肩かたにかけてを、金色の粒りゆう子しと共に白の手てつ甲こうが覆おおったのだ。

　神聖な色とは裏腹な、禍まが々まがしいその形状に、

　……これか！

　刃更が即そく座ざに、この手甲が斯波の切り札である事を悟ったのと、斯波の両腕の手甲──その排はい気き口のような形状の箇か所しよから、先程ビルを吹き飛ばした時とは比べものにならない量の『氣』が吹き出したのは同時。素す手でのままでは『万有斥力』による超神速から繫げる形で繰くり出したこちらの剣閃を捌さばききれないと判断したのだろう。

　そしてこちらへと両手を構えた斯波が取ったのは、手甲を纏った左手でこちらの攻こう撃げきを受け流し、右手でこちらへ拳けん撃げきを叩たたき込める体勢。あれだけの『氣』の量を叩き込まれれば、その瞬間に刃更の敗北が確定してしまう。しかし、

「はあああぁぁぁああぁあぁぁぁぁあっ！」

　東城刃更は構う事なくブリュンヒルドを振ふり抜ぬいた。

　だから斯波は当然のように、大量の『氣』を纏った左手でこちらの斬ざん撃げきを捌きに掛かかり、ブリュンヒルドの剣身が斯波の左の手甲から生じる『氣』の奔流に触ふれた瞬間、

「────っ？」

　斯波が驚おどろきの顔を見せた──その理由が、刃更と斯波の間で起きていた。

　斯波の左の手甲が放っていた『氣』が霧む散さんしたのだ。

　それは、刃更が繰り出した剣閃が《無次元のバニシング執行シフト》だった事による現象だった。

　斯波は、こちらが《無次元の執行》を使える状態に戻もどっている事に気が付いていた。

　そして恐おそらくは、『万有斥力』という切り札についても。

　にも拘かかわらず、この局面で刃更が斯波の意表を突く事に成功したのは、刃更がブリュンヒルドを片手で持っていたからだ。

　──《無次元の執行》は本来、武器を両手で持つ事で発動できる技わざだ。

　斯波は、いざという時に刃更が《無次元の執行》を使ってくる事を想定し、こちらが片手持ちから両手持ちへと切り替かえる動きだけは見み逃のがさないようにしていたのだろう。

　だから刃更は、片手持ちで《無次元の執行》を繰り出したのである。

　──しかし、これはぶっつけ本番の技ではない。

　魔ま界かいでの現魔王派との決戦を経て、それでもこちらを狙ってくるような敵は間ま違ちがいなく《無次元の執行》を警けい戒かいし、研究してくる。そんな敵に対応できるようにするために、密ひそかに片手でも発動させられるように刃更は鍛たん錬れんを行ない、天元を断たつ事で行なえる完全消去までは不可能ながらも、不完全な弾はじき散らしならば充じゆう分ぶんに行なえるようになっていた。

　長谷川との契けい約やくの影響で霊れい子しのバランスが崩くずれていたため、セリスとの決けつ闘とうでは結局使用する事はなかったが──だからこそ今、斯波への有効な一撃となっている。

　そして。

　刃更の片手持ちの《無次元のバニシング執行シフト》が、斯波の左ひだり腕うでの手甲が纏っていた『氣き』へのカウンターとして霧散させた事で、行なわれたのは互いの武器による直接の激げき突とつ。

　結果、生じたのは金属同士がぶつかり合う事で響いた歪みを伴ともなった甲かん高だかい激音だ。

　武器の強度は、ほぼ同等──その結果、斬撃を弾かれた刃更と、本来の『氣』による捌きとは異なる受けになった斯波の体勢もまた同じ程度に崩れていて。

　しかし、

「──悪いね」

　眼前、斯波が笑えみと共に繰り出してきたのは右の拳撃──斯波の方は最初から二段構えの攻撃を行なうつもりだった。

　そして。

《無次元の執行》で霧散させた左腕と違い、右の手甲は大量の『氣』を纏っている。

　そんな斯波に対し、

「────っ！」

　後から動いた刃更は、再び『万有斥力』を発動。ブリュンヒルドの剣けん身しんの背に反重力を発生させて、返す刀で繰り出した横よこ薙なぎの速度を加速させ──さらにそれに止とどまらない。

　斯波が『氣』を手甲へと纏わせているのと同じく、刃更もまた『万有斥力』の反重力を凝ぎよう縮しゆくしてブリュンヒルドの刃やいばそのものへと纏わせた。その結果として生じるのは、あらゆる物理・魔法を弾く絶対防ぼう御ぎよと反重力による範はん囲い攻撃を備えた攻防一体の斬撃。

「おおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　東城刃更は喉のど奥から裂れつ帛ぱくの気合いを[image: ]ほとばしらせながらブリュンヒルドを振り抜いて──互いの攻撃がぶつかり合った結果、大たい砲ほうの発射音にも似た轟ごう音おんと共に片方が吹ふき飛ばされた。

　そして東城刃更は、一瞬で斯波の姿が小さくなったのを見た。

　──だが、宙を水平に飛ばされたのは斯波ではない。

　刃更だ。

「っっがあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁっ!?」

　何故なぜと思う間もなかった。

　歩道橋の上から宙を西へと飛ばされた刃更は、参道にあった旧総門、そして通りの突き当たりにある三さん解げ脱だつ門もんを破は壊かいし、さらに増上寺の敷しき地ち内へと突っ込んで。

　そのまま巨きよ大だいな本ほん殿でんの施し設せつへと激突し、その衝しよう撃げきで全すべてを吹き飛ばした。
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　そして。

　本殿を破壊した事で舞まい上がった砂すな埃ぼこりが収まっても、東城刃更は地面に倒れ伏ふしたままだった。大量の『氣』を放っていた斯波の手甲──その打撃を浴びた事で、身体からだの自由を完全に奪うばわれてしまっていて、

「ぅ……ぐ、ぁ……っ！」

　苦く悶もんの声を上げながら俯うつぶせの体勢で地面の上を藻も搔がく刃更の周囲にある瓦が礫れきは、斯波に吹き飛ばされた刃更が激突した事で破壊された大だい殿でんだ。すると、

「僕が『氣』を操あやつれる事には気付いていたみたいだけど……当てが外れたね刃更」

　刃更が激突して上半分を吹き飛ばした三解脱門を通り、大殿前の階段を上ってきながら斯波が言った。

「確かに『氣』は放つにせよ、直接の打撃にせよ物理攻撃の一種に分類する事ができる。だから君は、セリスちゃんとの戦いでも使用した物理・魔法攻撃を全て弾き返す絶対防御を使った」

　でもね。

「刃更のその能力って……先代魔王の妹である母親から受け継ついだ重力系の能力に、ブリュンヒルドに霊子を吸収した枢すう機き院のトップの魔法力を掛け合わせたものだよね？」

「っ────…？」

　笑いながら『万有斥力』の仕組みを完全に見み抜ぬいた斯波の言葉に、地面に倒れたままの状態の刃更が驚きに身を震ふるわせると、

「その様子じゃ、僕に見抜かれた理由が解わかっていないみたいだね……まあ、だからそうなってるんだろうけど。恐らく君は、『氣』と『魔力』が全く異なるものだと思っているね。でも、それは半分正しくて半分間違ってる」

　良いかい？

「『氣』は万ばん物ぶつに存在するもので、『魔力』にも含まれている。『魔力』はね、『氣』の一種なんだ……だから、君が発動した絶対防御にも『氣』は存在している」

　そして、と斯波。

「この魔ま拳けんを装着した状態なら、僕は『氣』を持つあらゆる存在に『氣』を通す事ができるんだ。だから君の全てを弾く魔力の絶対障しよう壁へきと、この魔拳の全てに『氣』を通す矛む盾じゆん対決は、こっちの勝ちだったんだよ」

「っ…………！」

　地面に倒れたままの状態で、どうにか身体を動かそうとしながら刃更は思う──要は互たがいの切り札をぶつけ合った結果、自分は地面に倒れ伏し、斯波は笑みを浮うかべて佇たたずんでいるという事なのだろうと。

　──だが同時に、だからこそ解らない。

　この増上寺を──東京の『裏うら鬼き門もん』の抑おさえを破壊すれば、中央地区の『土』属性のバランスが大きく崩れるリスクが生じる。そして『氣』を感じ取れる斯波ならば、自分が顕けん現げんさせていた四神が澪達によって倒された事にはとっくに気が付いているだろう。

　そんな結界内の東西南北の五行が弱まっている状態で、『土』属性の中央に大きな歪ゆがみが生まれれば、結界内のバランスが崩ほう壊かいして相生の効果が得られなくなりかねない。

　そして。

　斯波ならば、刃更を飛ばす方向など幾いくらでも変えられた筈はず。

　つまり──斯波は増上寺を破壊するつもりで刃更を吹っ飛ばしたという事だ。

　──いったい何故か？

　その答えを、東城刃更は声で聞いた。

「──どうやら上手うまくいきそうだね」

　そう斯波が深い笑みを含ふくませながら言ったのと同時、ある事が起きた。

　辺り一帯が──黄金こがね色いろに輝かがやき始めたのだ。
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　青せい龍りゆうを倒した後──野中柚希はすぐに移動を開始していた。

　目指したのは勿もち論ろん、刃更が向かった中央地区だ。

　そして西地区で白びやつ虎ことバルフレアを撃退したという澪と万理亜の二人と合流を果たすと、まだ意識が戻らない万理亜を抱だきかかえた澪の飛行魔法で一気に南地区へと移動。

　そこでは胡桃とは合流できなかったが、朱雀すざくの姿がない事から胡桃が先へ進んだものと柚希と澪は判断。そのまま北地区へと向かった。

　すると、北地区でも既すでに玄げん武ぶとの戦せん闘とうは終わっていて──柚希達が先へ急ぐと、刃更のいる中央地区との空間境界の前に立つ胡桃とゼストを見つけて合流を果たした。

　──しかし、互いの無事を喜んだのは一いつ瞬しゆんだ。

　胡桃とゼストは、柚希達を待っていた訳ではないのだという。

　ならば、どうして刃更の下もとへ向かわなかったのか──その理由を、柚希はすぐに自らの身を以もつて体験した。眼めの前にある空間の境界壁へと伸のばした手が弾かれたのだ。ここまでは通り抜けられていた筈の空間境界が、まるで結界のようにこちらの侵しん入にゆうを阻はばんでいて、

「だったら──…！」

　ならばと柚希は『咲さく耶や』を具現化すると、抜ばつ刀とうから剣けん閃せんへと繫つなげる斬撃を放った。

　斬きれ味としては最も高い、居合いにも似た柚希の鋭するどい剣撃だ。しかし眼の前の空間境界に当たると、音もなく吞のみ込むようにしてその衝撃を吸収してしまう。

「私や胡桃さんが物理・魔法の両方で試ためしても、同じでした……恐らく、東西南北の境界を塞ふさいでいたものと同じ絶対障壁でしょう」

「そうなると、あたしの重力系魔法でも干かん渉しようはできないって事ね……」

　ゼストの説明に、万理亜を抱きかかえたまま言った澪が、

「──でも、だからってここで指を咥くわえて待っている訳にはいかないわ」

　と強い意志を込めた瞳ひとみで言って、だから柚希達も頷うなずきを返した。

　この先に刃更がいるのだ──ならば何としても自分達は行かなくては。

　だから柚希達は、中央地区へと入る方法を話し合う。

「中央の『土』属性に対して相そう克こくを行なえるのは、東の『木』属性だよね……向こうからなら干渉できないかな」

　と言う胡桃に、

「しかし、東地区と中央地区の境界で空間が捻ねじれて、西地区へと繫がってしまっています。逆に干渉ができず、通り抜ぬけてしまうだけなのでは？」

　と問うゼストに、「いいえ」と首を振ふったのは澪。

「確かに普ふ通つうの攻こう撃げきじゃ、そのまま抜けてしまうかもしれないけど、あたしの重力系魔法なら次元そのものに干渉できる。捻れている空間に穴を開けられるかもしれない」

　その提案に、

「……多分、それは止やめておいた方が良い」

　と柚希が首を横に振ると、自然とその場の視線がこちらへ集まった。

　だから柚希は反対した理由を告げる。

「捻れている空間に強ごう引いんに干渉したら、どんな現象を引き起こすか解らない。中央へ入れるようになるだけなら良いけど、捻れが連れん鎖さ的てきに解消された結果、その内側にある中央地区の空間を破壊するような次元振しん動どうが発生してしまう可能性もある」

　一息。

「それこそ、この結界そのものが壊こわれてしまう可能性もある」

　その結果、引き起こされるのは逆転配置された四神の暴走だ。

　そうした事態にだけはならないようにと、自分達はここまで顕現した四神と戦い、倒たおしてきたのに、それでは何の意味もない。

「そっか……ごめん、良いアイディアだと思ったんだけど」

　と悔くやしそうに項うな垂だれる胡桃の肩かたに、柚希はそっと手を置いて、

「そんな事はない。胡桃のお陰かげで良い方法を思い付いた」

「っ──本当ですか、柚希さん？」

　刃更が心配なのに、誰だれよりもここで長い足あし踏ぶみを強しいられていたため焦しよう燥そう感かんを募つのらせていたのか、こちらの言葉に身を乗り出すようにして言ってきたゼストに、

「うん……多分行ける筈」

　と、同じように一刻も早く刃更の下へ駆かけ付けたいと思っている柚希は頷いて、

「そのためには、まず──…」

　と自分の考えを話そうとした柚希は、そこで不意に言葉を切った。

　視線の先──中央地区の空に、とあるものを見たからだ。

　そんなこちらの様子に、澪達も同じ方角へ顔を向け、

「──────」

　柚希と同じものに気が付き、息を吞んだ。それは空間境界の向こう側──中央地区に聳そびえ立つ東京タワーにいつの間にか生じていた異変。

　赤と白の電波塔とうに、限りなく金に近い巨きよ大だいな黄色の龍が巻き付いている。
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　黄金色の輝きの中、東城刃更はふと己おのれの身体が脈動しているのを感じた。

　……っ、これは……？

　体内の気の流れを完全に破壊され、内臓にも深刻なダメージを負っている刃更の心臓は現在、その鼓こ動どうを激しく乱れさせている。

　しかし刃更が感じる脈動は、己の心臓によるものではなかった。脈動は規則正しいテンポを刻んでおり、しかも刃更の下──地面そのものから生じている。

　まるで大地そのものが胎たい動どうしているかのようだった。

　そして東城刃更は、辛かろうじて顔を上げる事によって見た。

　──それは斯波の真の狙ねらい。

　三百ｍオーバーの高さを誇ほこる鉄塔に、巨大な身体からだを巻き付けた黄色い龍の姿があり、

「あれは……まさか……」

　その存在を脳のう裏りに浮かべ、呻うめくように言った刃更に、

「そう──『黄龍』だよ。刃更も知ってるでしょ？　あれがどういう存在か」

　斯波が口にしたのは、四神を司つかさどる長おさともいうべき神しん獣じゆうの名だった。

　──四神とは、それぞれが東西南北の方位を守護する四体の霊れい獣じゆうの総そう称しようだ。

　彼らは方位だけでなく四季の象しよう徴ちようでもあり、春は東方の青龍、夏は南方の朱雀、秋は西方の白虎、冬は北方の玄武が担になっている。

　方位と季節──その両方に関係する数は四であり、だからこそ四神が存在している。

　──しかし、五行は万物に当て嵌はめられる思想である。

　現に四神もそれぞれ青龍は『木』属性を、朱雀は『火』属性を、白虎は『金』属性を、玄武は『水』属性を司っている。

　そのため五行は、方位と季節についても五つ目を存在させていた。

　──方位は中央。そして季節は、四季の移り変わりである土用だ。

　そして中央と土用の象徴こそが、四神の長の黄龍なのである。皇こう帝ていなどの権けん威いの象徴ともされているこの龍は、『土』属性のため大地を走る地脈に干渉する事が可能で、活断層や火山でなくとも地じ震しんや噴ふん火かなども発生させられる絶対的な存在だ。

　そして、その範はん囲いは日本だけに止とどまらない。なぜなら『土』属性の土は、地面を指すものではなく、大地を──言わば地球そのものを指すものだからだ。

　そして地脈は、地球全体を走る血管のようなものだ。よって黄龍さえその気になれば、コントロールできる範囲はそれこそ世界全土に及およぶ。

　……そういう事だったのか。

　確かに黄龍を利用すれば、海を渡わたる事なく日本にいながらにして遠く離はなれた《バチカン》や、他地区を管かん轄かつする勇者の一族に対して攻撃を行なう事が可能となる。

　勇者の一族に復ふく讐しゆうしたい斯波にしてみれば、これ以上の存在はない。しかし、

「っ……一体どうやって……？」

　全身に走る激痛と、生じる呼吸困難に耐たえ、力を振り絞しぼってどうにか立ち上がった刃更は、それでもまだ信じられない。何故なぜなら──斯波が現在使用している神器としての『四神』には、黄龍を顕現させる力がないからだ。

　五行思想という力の考え方や、黄龍の存在については何も斯波だけが知っているものではない。よって、もし黄龍を顕けん現げんさせられるなら長老達がとっくにそうしているし、逆に《バチカン》を始めとする他の地区の勇者の一族は、日本の《里》に世界中に影えい響きようを及ぼせるような神器を持たせるような状じよう況きようを許しはしないだろう。

　だからこそ、日本の《里》が所持していた『四神』には五行による五属性ではなく、火・水・土・風の四大属性が割り当てられていたし、神器の数自体も四つだった。

　斯波はそれを強引に五行へと変へん換かんしたようだが、《里》や《バチカン》もそうした転用の可能性やリスクについては間ま違ちがいなく確かく認にんや検討を行なっていた筈はずだ。

　それなのに今──刃更達の前に、黄龍は確かに顕現している。

　──可能性があるとしたら、黄龍が権力の象徴であるという点か。

　黄龍は、古代の中国において一部の皇帝に力を貸すために現れたとされているし、

　……それに。

　日本でも四神相応によって都が作られた平安時代──宇う多だ天皇の在位時に黄龍の出現が確認されたという。黄龍は王の中でも選ばれた存在にその力を貸し与あたえる存在だ。

　つまり、

「……斯波さんが、黄龍に選ばれたのか？」

　これまでの歴代の長老や、英えい雄ゆうと呼ばれた存在でもなく……それこそ最強の勇者だった迅じんでもなく、勇者の一族を滅ほろぼそうとしている斯波に対して黄龍は力を貸そうとしているというのか。信じられない想おもいで呟つぶやいた刃更に、

「やだなあ……そんな不確かな可能性に賭かける訳ないでしょ」

　と斯波がこちらへと笑った。

「確かに、単純な戦せん闘とう力だけで言えば僕は特異な存在かもしれない……でも、それだけで王のような権力者とは言えないでしょ。実際に黄龍の加護を受けたという皇帝達の中には自ら武芸を嗜たしなんでいた人もいたけど、それでも純じゆん粋すいな戦闘力なら本人よりも腕うでの立つ配下の将がいた筈だ」

　だけど。

「黄龍が力を貸したのは、あくまで王に対してだった……だったら僕なんかより、《里》の長老達の方がよっぽどその手の存在には近いよ」

「だったら……どうして」

「解わからないかい……？」

　理解が及ばないこちらに、斯波は笑えみを深めて言った。

「黄龍は四神の長で、中央を守護する存在なんだ……この場所が危機的な状況に陥おちいっていると判断すれば、顕現しても不思議はないでしょ？」

「それは……」

　確かに斯波の理り屈くつは納なつ得とくできるものではある。

　……でも。

　実際には、この中央地区に危機は存在していない。斯波はこちらを──刃更を圧あつ倒とうしているのだから。この状況の一体どこが危機だというのか。そこで、

「っ───…？」

　東城刃更はある可能性に思い至り、とっさにある事を行なった。それは斯波との戦せん闘とうに突とつ入にゆうしてから意識のリソースを割さく事ができず、行なえていなかった主従契けい約やくの位置把は握あくだ。すると澪と柚希が、北地区のゼストと合流を果たしていた──それも刃更達のいる中央地区へと繫つながっている空間境界付近に集まっている。恐おそらくは万理亜と胡桃も一いつ緒しよだろう。そして──それは彼女達が、結界空間内の東西南北の五行の属性力を弱める事に成功したという事だ。これはこちらの作戦が上手うまく進んでいる事を意味するものだが、斯波や四神達からしてみれば当然逆の状じよう況きようとなる。よって愕がく然ぜんと共に、

「……澪達が……四神を倒したから……？」

「そう……この場所が危機に陥っていると判断するのは、君でもなければ僕でもない。四神だ。そしてその判断を下す彼らは、顕現させていた己の分身ともいうべき霊獣体を成瀬澪や柚希ちゃん達によって全すべて撃げき破はされてしまっている……これ以上の危機はないよ。たとえ僕が、どれだけここで刃更を圧倒していようとね」

　そう言った斯波の説明は、綺き麗れいに筋が通っている。

　──だが、通っているからこそ納得がいかない。

　斯波が語った状況は、確かに黄龍を顕現させる状況としては必然にも近いものではある。だからこそ、その必然に《里》の長老達や《バチカン》を始めとする他の地区の勇者の一族が思い至らない筈がない。黄龍が出現しないようあらゆる可能性が検討された中には、間違いなく斯波が口にした状況もあっただろう。

　それなのに一体どうして──と、刃更が疑問を払はらえずにいた時だった。

「やっぱりね……刃更、君は勘かん違ちがいをしてるよ」

　斯波がそう楽しそうに言ったのは。
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　斯波恭一は、事態が摑つかめずにいる刃更へと教える。

　なぜ黄龍が顕現しているのか──その秘密を。

「君も長老達や《バチカン》も、『状況』だけでシミュレートしているから解らないのさ。それは黄龍の力の凄すさまじさや、その影響力を考こう慮りよして、どうすれば顕現させずに済むかという立場と視点で考えている事の弊へい害がいだよ」

　でもね、と斯波。

「僕は、どうすれば黄龍を顕現させられるかで考えている……だから『状況』ではなく『条件』で考えたんだ。どうすれば黄龍を呼び出せるかってね」

　選ばれし才覚を持った権力者が現れた時。

　守護すべき中央が危機的状況に陥った時。

　四神の長たる黄龍はその姿を現す。

　だがそれは何も、その時に黄龍が生まれたという訳ではない。黄龍という四神の長は既すでに存在していて、それが『条件』を満たした時に姿を現すのだ。

　ならば、そうして一つずつそれらの条件を、より完全に近い状態で満たしていけば良い。

「僕が五行による結界空間の中心に東京タワーを選んだのは、何も東京という街における建造物としての象徴性だけじゃない……この東京タワーが、都内でも屈くつ指しの高さを誇っていたからだよ」

　何故なら。

「龍は天に棲すむ存在だからね。よって黄龍を顕現させる……というより降ろすと言った方が良いかな。そのためには、この東京タワーは打って付けなんだよ」

　だから斯波は、結界内のスカイツリーについては排はい除じよしておいたのだ。

　東京タワーを最も天へと通じやすい場所とするために。

「でも、それ以上に東京タワーは黄龍を呼び出すのに最適な場所だった……それこそ、ここじゃなきゃ有り得ない程ほどにね。単に都心に建てられているってだけじゃない……ここは五行の風水都市である江戸の街において、ある重要な役割を担っていた場所だ」

　と斯波。

「先刻の反応だと、刃更も増上寺が江戸城の『裏うら鬼き門もん』を抑おさえるために使われていた事は知っているよね？　『鬼門』が凶きよう方位とされる理由は諸説あるけど、ポピュラーなのは、『鬼おに』が……不幸をもたらす存在が侵しん入にゆうしてくるからで、鬼払いのために清め鎮しずめる事で塞ふさぐ必要があるというものだ。上野の寛永寺とこの増上寺は、表と裏の『鬼門』を塞ぐために利用されたと考えられているけれど……でも実際は違う」

　では何か。

「『鬼門』が凶方位なのは、『鬼門』から『裏鬼門』へと抜ぬけるルートが神々の通り道であり、人がそこを遮さえぎる事を良しとしないからというものもあってね……これは神社仏閣の参道において、中央は神々の通り道であり、清せい浄じように保つ事で通りやすくするために人は端はしに避よけて歩くべきというのと同種の考え方だ」

　つまり、と斯波。

「四神相応によって江戸城を中心に作られた江戸という五行の風水都市では、神々は江戸城の北東から南西へと抜けるようにして通っていた事を意味する。そんな中、増上寺の役割が、実は神々が通りやすくするためとは真逆の目的で使われていたとしたら？」

　即すなわち。

「江戸城へと──中央へと入ってきた『とある神』を、そのまま内側に閉じ込めておくために『裏鬼門』を塞いだのだとしたら」

「神を閉じ込めておく……それじゃあ？」

　ハッと息を吞のんだ刃更に、斯波は笑みと共に正解を──真実を教える。

「そう……黄龍だよ。王の権威の象しよう徴ちようである神の龍は、平安時代の宇多天皇の時だけじゃなく、江戸時代にも降臨していたんだ。そして徳川家康は、黄龍を自分の下に留とどめておく事に成功した。増上寺で江戸城の『裏鬼門』を……神々の出口を塞ぐ事によってね。そして孫の家いえ光みつの時代に、江戸の風水都市としての機能はほぼ完成した。彼は寛永寺を建てて『鬼門』を塞ぎ、今度は他の神々が入って来られないようにしたんだ。日本の八百やお万よろずの神々の中には、災害や天変地異をもたらす凶神も……鬼と呼ばれる存在もいるからね」

　それと前後する形で、家光が風水と陰おん陽みよう道どうの手法を駆く使しした日につ光こう東とう照しよう宮ぐうの建こん立りゆうも行ない、江戸の北方の守りを固めたのは有名な話だ。

　これらによって、徳川家は長きに亘わたって権威を振ふるい続ける事ができたのである。

「そして今、黄龍を閉じ込めていた増上寺は破は壊かいされ、出口は開かれた。東京タワーは、かつての増上寺の境けい内だい──墓地の一部だった土地に建てられたものだからね。こうして降臨しやすい状態と状況を用意してやれば、黄龍も顕現しやすいでしょ」

　だから──斯波はわざと四神を顕現させ、刃更達に倒たおさせたのだ。結界内の方位を実際のものとは反転させ、四神の暴走というリスクによる危機感を煽あおって。

　刃更が来るまでの間に増上寺を破壊せず、このタイミングで行なったのは澪達が四神を倒し、より黄龍が顕現しやすい状況となるのを待っていたため。

「けどそれだけじゃまだ不十分だからね……だから『依より代しろ』を用意したんだ」

「依り代……──まさかっ？」

「そうさ、ゲオルギウスだよ」

　ハッとなった刃更に、斯波は笑う。

　そして視線を向けたのは東京タワーの真下──タワーを支えるために組まれ、地面へと固定された四本の脚あしを頂点として、引いた対角線が交わる中心部分。

　タワーの真下にある観光施し設せつ『フットタウン』の屋上に、『青』『赤』『白』『黒』の四色の気が流れ込んでいるのが見えた。

　恐おそらくあそこに突つき立てられているのだろう──神しん剣けん『ゲオルギウス』が。

「黄龍が司つかさどる五行の『土』属性は、他ほかの四属性が流れ込む事によって生まれたものだ……だから四つの属性を同時に使用できるゲオルギウスは、黄龍を顕現させる依り代としてはこれ以上ない素材だったんだよ」

　とはいえ。

「ゲオルギウスが使用できる四つの属性は、あくまで火・水・土・風の四大属性だけどね……でも高志を使い手として選び、僕に従う事を拒こばんだ『白びやつ虎こ』の代わりに、他の四神から同調の圧力を掛かける事で白虎のコピーに変化するくらいだ。四神が揃そろった状態で、火・水・木・金の属性力を流し込めば、自分が求められている役割へ変わってくれる」

　何せ、と斯波。

「そもそも本来のゲオルギウスは、農耕の聖人だ……『土』属性と相あい性しようは良いんだよ」

「っ……なら、《里》から姿を消した時に白虎を置いていったのは」

　もはや愕然となった刃更に、斯波が言った。

「うん。最初からこの計画には四神だけじゃなくゲオルギウスも必要だったんだ。でも僕が無理に従わせようとして、それで白虎が壊こわれちゃったら元も子もないからね。だから君に持ってきて貰もらう事にしたんだ」

　でも。

「僕を追うために本物の『白虎』を使う方法を思いついた時、それが僕の狙ねらいである可能性については刃更も解わかっていた筈はずだよ。だけど君の前でゲオルギウスを『白虎』のコピーに変化させる事で、あくまで僕はゲオルギウスを代用品として利用しているように見せかけられる。だからバルフレアが抜いた後、君の意識からゲオルギウスは外れた……だからあそこにある事にも気付けなかった」

　だけど、と斯波。

「落ち着いて考えれば、別の視点にも気が付けた筈だよ」

　そもそも『四神』はずっと《里》にあったのだ。目的が『四神』だけなら、さっさと奪うばって逃にげれば済む話だった。それなのに、

「僕はこのタイミングを選んだ……そして僕の目的が《バチカン》への復ふく讐しゆうである事を薫さんから聞いた君なら、僕が動いた理由は君達が《里》へ来たからではなく、《バチカン》が派は遣けんしてきたセリスちゃんにあったんじゃないかってね」

　或あるいは刃更なら、そこからゲオルギウスを利用した黄龍の顕けん現げんという斯波の狙いに思い至れたかもしれない。

「まあ、そうさせないように、こっちも君達が《里》へ戻もどってゴタゴタしている隙すきを突いたと見せかけていたし」

　それに、と斯波。

「《里》から出る時、セリスちゃんに勝った後に行なわれる筈だった僕との戦せん闘とうが回かい避ひできた事で、気が緩ゆるんで僕から注意を逸そらして……その結果として僕が自由になったと煽っておいたからね。お陰かげで今度は、僕や『四神』に注意が向いたでしょ？」

　そして。

「そうして僕を警けい戒かいしたからこそ、逆に君は僕だけに集中できない状態に陥おちいった……何せ僕と戦うのは君だけじゃなく、君が何よりも大切にしている女の子達もなんだからね」

　魔ま界かいの現魔王派との決戦で、刃更があそこまで大だい胆たんに枢すう機き院のトップを暗殺できたのは、迅という保険がいたからだ。もしも自分が失敗した時は、迅が何とかしてくれる──そうした精神的な余よ裕ゆうが、刃更の思考を冷静に徹てつさせる事に寄き与よしていたのだろう。

　だがその反面、決戦の開始時には戻れず、結果として自身の不在を利用された事で胡桃が重傷を負わされる羽目になった。その事を刃更は悔くいた筈だ。

　そんな中──今回は迅は不在で、しかも直近で斯波に思考を誘ゆう導どうされ四神を奪われてしまっていたのだ。斯波に対して抱いだいた危機感は、そのまま今度こそ澪達を失ってしまうのではないかという焦あせりとなって、刃更の冷静な思考を蝕むしばんだ事だろう。顕現している四神やバルフレアの相手を澪達一人一人に任せるしかない状じよう況きように追い込んでやれば尚なお更さらだ。

「まあ……こっちもリスクとして、君が『白虎』を用いて僕を追うという方法を思い付けなかったり、思い付けても『白虎』に力を借りられなかった場合があったんだけど」

　信じていたよ。

「君なら絶対に大だい丈じよう夫ぶだと……高志を救う事で、たとえ一時的であろうと白虎に自分の存在を認めさせると。そのために、高志を殺さないように手加減したんだからね」

　そして──刃更は見事に斯波の期待に応こたえ、見事に踊おどってくれた。

　全すべてはこちらの思おも惑わく通りに。だから、

「お礼を言うよ、君達のお陰でこうして黄龍を呼び出す事ができた」

　斯波が冷れい笑しようを浮うかべて酷こく薄はくに告げると、

「────────」

　こちらに対し、刃更は無言のままある動きを見せた。

　ブリュンヒルドを再びその手に具現化し、こちらへ構えを取ったのだ。
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　東城刃更は、自分達の行動が斯波の目的を果たす助けとなってしまった事を悔やんだ。

　だが、

　……まだだっ！

　それ以上に強く抱くのは、まだ終わりではないという想おもい。

　──黄龍はまだ、完全に顕現した訳ではない。

　他の四属性からの力の流入が足りていないのか、或いはやはり結界を展開した斯波が刃更を圧あつ倒とうした事で、この中央の危機レベルが低いと判断されているのかまでは解らないが。

　……でも。

　少なくともまだ決着が付いてしまった訳ではない。

　──過去、黄龍が力を貸した皇こう帝てい達の治世も、基本的にはその国に限定されていた。

　斯波の狙いが、自分を生み出した《バチカン》への復讐ならば、それだけの力を黄龍に注ぐ必要がある。まだ止められるのだ──ここで斯波を倒しさえすれば。

　刃更がそう己おのれを奮い立たせていると、

「そんな状態でまだ戦うつもりなんだね……その心意気は大したものだけど、一つ大切な事を忘れているんじゃない？」

　と言うなり、斯波は虚こ空くうにあるものを映し出した。

　それは澪達の映像だ。彼女達が発している気を把は握あくする事で、その姿を再現しているのか、映像は時おり陽炎かげろうのように揺ゆらめく。しかし、澪達の姿は先ほど刃更が主従契けい約やくによる位置把握で感じた北地区とは異なる場所にあって、

「賢かしこい娘こ達だね。黄龍が顕現しかけているのを見るなり、南方地区に移動してる。この中央の『土』属性が相そう克こくを仕し掛かけられるのは、『水』属性……彼女達のいた北方地区だからね。しかもあの様子だと、南側を選んだのはこの中央に対して相生が行なわれている『火』属性を利用するつもりみたいだ。しかも、君達が魔界から連れて帰ってきたあの褐かつ色しよく肌はだの女魔族は、この中央地区と同じ『土』属性の魔力を持っている」

　へえ、と斯波。

「成瀬澪の炎ほのお系魔法による『火』属性の力を、胡桃ちゃんの精せい霊れい術で仲立ちして、あの女魔族へと送る事で、南方地区からこの中央地区に行なわれているのに近い相生の状態を作り出し、属性力の流れを利用して中に入ってくるつもりか……うん、悪くない考え方だよ」

　だけど。

「残念だったね……五行は、別に相生や相克しかできない訳じゃない。この中央の『土』属性を、『火』属性の南方地区へぶつける事は普ふ通つうに可能なんだよ」

　だから、斯波は笑えみを冷たいものにしながら、

「ほら黄龍、四方を統すべる君なら見えるだろう……君の配下である四神を倒し、この中央へと来ようとしている敵の姿が」

　と顕現しつつある黄龍を見上げると、

【──────】

　金色の輝かがやきを放つ四神の長おさは、首を傾かしげるようにしてぐるりと巨きよ大だいな頭を回転させた。

　敵のいる方角へ──南へと向かって。そして、

「さあ、君がどういう存在なのかを僕に見せてくれ……この中央を守護する君の力を」

　そう斯波が告げると、黄龍が発する輝きが一気に増していく。それを見て、

「止やめ──…！」

　反射的に飛び出した刃更の叫さけびは、しかし途と中ちゆうで搔かき消された。

　黄龍がその巨大な顎あごを開き、口から轟ごう音おんを伴ともなう閃せん光こうを解き放ったからだ。

　四神の長にして最強の霊れい獣じゆうが、敵へと向かって放った全てを薙なぎ払はらう咆ほう哮こう。

　それは、この中央へと入ってこようとしていた脅きよう威いを。

　澪を、万理亜を、柚希を、胡桃を、ゼストを──辺りもろとも一いつ瞬しゆんで吞のみ込んだ。
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　黄龍の放った攻こう撃げきは、南地区の北側──中央に近い一帯を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしていた。

　防ぐ事はおろか、逃げる事も敵かなわない絶対にして無む慈じ悲ひなその咆哮は、地面を消し飛ばし、日本という国の形をも変えてしまっている。東京の南側の一部が消失し、生じた底の見えない巨大な穴へと大量の海水が滝たきのように流れ込んでいた。

　局所的に、首都直下型の大だい震しん災さいの発生被ひ害がいを遥はるかに上回る破は壊かいが生じたのを見届けた斯波恭一は、薄うっすらとした笑みを浮かべながら言った。

「やれやれ……自分達だけでも助かるように、各方位に配置されている四神を抜ぬくなり破壊するなりして、結界を解けば良かったのに……それをしなかったのは、外の通常空間に被害を出さないようにするためだったんだろうね」

　告げたのは刃更と共に生きていく事を誓ちかい、しかしそれが叶かなわなかった少女達への感想。失われた命に対する、斯波なりの鎮ちん魂こんの言葉。

「良い娘達だったね、刃更……自じ慢まんの彼女達だったでしょ」

　そうしみじみと告げた斯波の言葉を半ば遮さえぎるようにして、[image: ]ほとばしったものがあった。

「っ……斯波あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!」

　それは砕くだけんばかりに奥歯を嚙かみ締しめていた刃更の口が開くと同時に放たれた、激情を伴った叫びで──次の瞬間、斯波の視界から刃更の姿が搔き消えた。

「へえ……今日イチの速さだね。ダメージのある身体からだだっていうのに」

　軽い感かん嘆たんの言葉を吐はいた斯波は、

「──でも、それじゃあまだ僕には届かない」

　装そう甲こうを纏まとった左手で円を描えがくようにスッと払った──その動作は、斯波の視覚による知覚の不可能領域へと達した刃更が繰くり出した必殺の斬ざん撃げきを難なく受け流す。

　さらに生まれた円軌き道どうは左手から右手へと連なり、カウンターへと繫つながって。

「ご苦労さま刃更……もう良いよ」

　そう告げながら放った右の掌しよう底ていは、刃更の胴どうへ吸い込まれるように入った。

　と同時、斯波は己の『氣き』を刃更の体内へと叩たたき込んだ。腹から背中へと衝しよう撃げきが抜けた瞬間、刃更の全身に斯波の放った『氣』が駆かけ巡めぐり、ビクンと身体を震ふるわせた刃更は、

「──────…」

　苦く悶もんの声すら上げる事なく、白目を剝むいて斯波の足あし下もとに頽くずおれた。

　そして、それっきりもう二度と動く事はない。今度こそ間ま違ちがいなく戦闘不能だった。

　だが──まだ死んではいない。だから、

「さて、と……僕も君と同じで心配性しようなんでね」

　斯波は眼めの前に倒たおれ伏ふしている刃更の背へ、右の手を翳かざした──そして掌てのひらに『氣』を集中させると、眩まばゆい輝きが光球へと集束していって、

「さよなら刃更──…」

　別れの言葉と共に斯波は刃更に止とどめを刺さす──その筈はずだった。

　──だが、斯波の攻撃が刃更へと放たれる事はなかった。

　その直前で、刃更の姿がふっと消え去ったからだ。

　しかし、それは先ほど刃更が見せた超ちよう速度によるものではなかった。東城刃更はもう動けない。その事実が覆くつがえる事だけは絶対にないからだ。

　ならば答えは一つだけ──この場に新たに介かい入にゆうしてきた存在がいるという事。だから、

「へえ……よくここへ来られたね」

　斯波恭一は笑みと共に己の背後を振ふり返った。すると、

「──────」

　そこに、傷付き完全に意識を喪そう失しつしている刃更を抱だきしめながら佇たたずむ存在があった。

　戦場には相応ふさわしくない程ほどの壮そう絶ぜつな美しさを湛たたえて。

　長谷川千ち里さとがそこにいた。
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　長谷川千里は──アフレイアは、傷付いた刃更をその腕うでの中に搔き抱いだきながら思う。

　──刃更と契約を結んでいて良かったと。

　少し前、長谷川は刃更と二人だけの温泉旅行へ出で掛かけ、そこで彼に己の正体を明かした。そして全てを受け入れてくれた刃更に、何もかもを捧ささげたい想いから宿しゆく泊はくした旅館に加速空間の結界を展開──そこで長期間に亘わたって刃更と二人きりで過ごして。

　その結果、結ばれた二つの契約によって、今の長谷川は元十神という高位神族の身でありながら、刃更に完全に服従し使し役えきされた存在となっている。そして長谷川が刃更と結んだ内の一つが主従契約だった事もあり、今では刃更の位置を把握できるようになっていた。

　だから刃更が《里》へ向かった後も、彼の位置は常に感じていて──そして、都心を中心に展開された巨大な結界と、それを追うようにして刃更達が通常の公共交通手段では不可能な速度で戻もどってきた事を感じた長谷川は、自らの役やく所どころを刃更の切り札にして密ひそかに行動を開始。『白びやつ虎こ』を用いて東地区から入った刃更達とは別の方法で──刃更のためにのみ使用できる十神の力を行使して結界内へと侵しん入にゆうを果たしていた。

[image: ]

　長谷川が入ったのは、この中央地区へと至る北地区から。

　──刃更と契約を結ぶ事になった時、長谷川は彼と共にとある場所を訪おとずれた。

　日光だ。そして契約のための加速空間を展開した旅館を訪れる前に、長谷川は刃更と共に二つの神社で参拝を行なった。一つは、刃更との縁えんを強めた二ふた荒ら山さん神じん社じや。

　もう一つは──徳川家康を主祭神とする日光東照宮だ。

　そして参拝を行なった結果、神族である長谷川は徳川家の加護を大量に手に入れる事ができていた。そうして江戸の北方を守護していた日光東照宮の神気を得た事で、この五行の結界の北側から気取られる事なく侵入する事に成功したのである。

　そうして今、ギリギリの所でどうにか刃更を救出する事ができたのだが──しかし、今の刃更の状態はとても間に合ったとは言えないようなものだった。

　心臓の鼓こ動どうはどこまでも乱れ、さらに徐じよ々じよに弱まっていっている。

　それは流血を伴わないものの、間違いなく致ち命めい傷しようで、

「……よくも」

　己おのれの存在理由ともいうべき少年の命が今まさに尽つきかけているという現状に、長谷川は怒いかりで思考を沸ふつ騰とうさせ、神気を膨ふくれ上がらせながら刃更を害した相手を睨にらみ据すえると、

「あらら、すっかり殺気立っちゃってるね……おっかないなあ」

　と糸目の青年が──斯波恭一が肩かたを竦すくめてみせた。

「良いのかい？　仮にも十神が特定の人間にそんなに肩入れして……ああ、それともそういう血筋なのかな？」

　その口元に余よ裕ゆうの笑みを浮うかべて、

「君の従姉いとこが迅さんに肩入れして、自分が封ふう印いんされてしまう事を覚かく悟ごの上で刃更を産んだのと同じように……」

　一息。

「──ねえ、アフレイア？」

　まるで全すべてを見み透すかしたように言い放ってくる斯波に、

「……私が刃更に手を貸す事を咎とがめるというなら、お前こそどうなんだ？」

　長谷川もまた真っ向から言葉を返す。

「お前からは、私の知っている存在の霊子反応を感じる……今から二十年前、人間界へ赴おもむいたきり行方ゆくえが解わからなくなった十神のひとりのな」

　スッと目を細めて、

「その両りよう腕うでに装着している武具──レギンレイヴだな？」

　こちらが放った指し摘てきに対し、眼の前の青年はこちらへ軽く両腕を広げてみせながら、

「その通り。流石さすがは元お仲間だね……十神レギンレイヴは今、魔ま拳けんとなって僕と共に在る」

　そう言って、斯波恭一は笑った。

「二十年前の、あの時からね──…」
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　…──二十年前、《バチカン》が行なっていた禁きん忌きがある。

　東城迅のクローン計画だ。そして──その背後にはひとりの神族がいた。

　全てを主導し、特務部のアルバレオスらの後見として力を貸していた最高位の存在。

　それが十神の一角──レギンレイヴだ。

　──しかし、斯波の能力が予想以上に増大した事で手に負えなくなると、レギンレイヴはそれきり姿を消していた。アルバレオスらは、彼が神界へ帰ってしまったとばかり思っていたが──ところが真実はそうではない。

　そもそもの順番が違うからだ。

　斯波の存在が手に負えなくなったから、レギンレイヴは姿を消したのではない。

　レギンレイヴの姿が消えた事が、斯波の力の異次元ともいうべき増大に繫がったのだ。

　その事実から導き出される真実は今も、斯波と共に存在している。

　……懐なつかしいね。

　斯波恭一は、己が生まれ変わった二十年前の出来事を今でも鮮せん明めいに覚えている。

　──無む尽じん蔵ぞうに穢けがれを受け入れられる斯波の『器うつわ』としての素質は、十神であるレギンレイヴにとっても非常に興味深いものだった。

　それこそ自分だけのものにしてしまいたいという欲望に駆られてしまう程に。

　だからレギンレイヴは、アルバレオスら勇者の一族には黙だまって、斯波の中にある穢れもろとも、その能力と霊子を存在ごと凝ぎよう縮しゆく──あらゆる穢れを取り込み、力へと変えられる神具へと変える計画を進めていた。

　全ては──自らが十神の頂点に立ち、長きに亘って不在となっている至高神となるため。

　──だが、レギンレイヴには見誤っていた事があった。

　一つは、斯波が己の中に取り込めるのは穢れだけではなかった事。

　もう一つは、斯波の『器』としてのポテンシャルが規格外──否いな、完全に想像外の次元のものだった事だ。

　それは致ち命めい的てきな誤算。そして──斯波自身は、そうした己の能力に気が付いていた。

　だから、その後に起きた全ての事象は必然。

　レギンレイヴが、自らが作り上げた両拳武装の核かくとして斯波を吸収しようとして──しかし反対に、斯波が自らの中へとレギンレイヴを取り込んだのである。

　そして十神の力を得た斯波は、一族でさえ手を出せない禁忌の存在となった。

　──使い手を選ぶ筈の四神や、神しん剣けんゲオルギウスがどうして斯波に従ったのか。

　──選ばれし者にしか力を貸さない筈の黄龍が、どうして顕けん現げんしたのか。

　その答えは全て真実の中にある。

　斯波恭一という存在の内側で──穢れの深しん淵えんの奥底へと吞のみ込まれた真実の中に。

　よって斯波にとって、眼の前の長谷川は──アフレイアは別段恐おそろしい存在ではない。

　今の斯波は、レギンレイヴだけでなく四神を司つかさどる黄龍の加護をも得ているからだ。

　だから長谷川に対して笑えみを向けて、

「……それでどうするんだい？　大切な刃更を傷つけられた事が許せないって言うなら、ここで始めても一向に構わないよ？　流石に十神と正面きって戦うのは初めてだけど」

　そこで彼女の腕の中にいる刃更に視線を移して、

「もうすぐ死ぬ刃更を肴さかなにしながら戦うっていうのも趣おもむきがあって面おも白しろそうだ。君のその殺気と怒りが、どれほどのものか是ぜ非ひとも思い知らせて欲しいね」

　と告げると、

「……良いだろう」

　と長谷川。

「ただし──それは今でも、私の手によってでもないがな」

　そうこちらへ言うなり、刃更を抱いた長谷川の姿が一いつ瞬しゆんで消失した。

「あれ……威い勢せいの良い事を言っておいて逃にげるのかい？」

　と斯波がからかうように言うと、

『…──心配するな。すぐに思い知らせてやる』

　風に乗った長谷川の声がこちらへと告げた。

　それは確かな意志を込めた言葉で、

『私の──私達の想おもいが必ず貴様を滅ほろぼすと』







　第３章　主従契約の行く果て
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　喪そう失しつしていた意識を回復した際、時に軽い記き憶おくの混乱が伴ともなわれる。

　それが今まで見た事のない場所であれば尚なお更さらだ。

　だから──まるで舞ぶ台たいの幕をゆっくりと上げるように、少しずつ瞼まぶたを開いていった時、

「────…？」

　成なる瀬せ澪みおは、己の置かれた状じよう況きようをすぐに理解する事ができなかった。

　しかし状況は解らなくとも、状態を理解する事はできる。

　──澪がいたのは、見慣れない部屋の巨きよ大だいなベッドの上だった。

　キングサイズ……否、それ以上の大きさのフレームとマットレス。恐らくは特注品の類たぐいだろう。ゼストの魔法によって新設された東とう城じよう家の地下に導入した、全員で寝ねられるサイズのベッドによく似ている。そう思った矢先、

　……え？

　成瀬澪はふと気が付く。似ているのではない──これは自分達が使用している、東城家の地下に設置されているあのベッドだ。

　間ま違ちがいない。仰あお向むけに寝ているため、天地が逆さまになっている視界の中、ヘッドボードに使用されている巨大な一枚板を見れば、特とく徴ちよう的てきな節の形が完全に一いつ致ちしていた。そんな東城家のベッドが今──見慣れない部屋に置かれていて、澪はその上にいる。

「……どういう事？」

　まだ思考をぼんやりとさせたまま身を起こした澪は、そこでようやくある事に気が付いた。ベッドの上にいたのは澪だけではない。澪と一いつ緒しよに東城家で暮らしている他ほかの少女達の姿もあった。澪を挟はさむようにして左右にいたのは胡桃くるみとゼストだ。

「………………」「………………」

　眼めを閉じている二人は穏おだやかな呼吸をしている──多分、眠ねむっているだけだろう。つい今しがたまで澪がそうしていたのと同じように。そう思ったこちらに、

「…──澪様っ！」

「良かった……気が付いて」

　声を掛かけてきたのは、巨大なベッドの足あし下もとの方にいた二人だ。

「万ま理り亜あ……柚ゆ希き……」

　そんな彼女達の名を呆ぼう然ぜんと呼んだ澪は、

　……あ……。

　そこでふと思い出したのは、意識を失う前までの己おのれがおかれていた状況。

「…──そうだ、あたし達」

　刃バ更サラと斯し波ばが戦っている中央地区に入るために、全員で南地区へと移動して──相生の流れを利用してどうにか侵しん入にゆうできないか試みていた。しかし突とつ然ぜん、眩まばゆい光の奔ほん流りゆうに吞み込まれると、視界と共に意識までもが真っ白になった。

「あの光は一体……」

「──恐らく、中央に出現していたあの黄龍が放った攻こう撃げき」

　呟つぶやくように言った澪に、即そく答とうの速さで柚希が言った。恐らく先に意識を取り戻もどした万理亜と共に、状況の分ぶん析せきと整理を行なっていたのだろう。

　しかし──もし敵の攻撃だったとしたら、自分達が助かったのは一体何故なぜなのか。

「……あたし達、捕つかまったの？」

　考えられる可能性を、澪が疑問にしながら問うと、

「はい……恐らく。柚希さんと、この部屋から出られないか試ためしてみたのですが」

　と万理亜。

「ドアも窓も、触ふれても全く動かないんです。壁かべや床ゆか、天てん井じようも含ふくめて破は壊かいできないか試してみたのですが、私達ではどうにもできませんでした」

「私の『咲さく耶や』の斬ざん撃げきも、万理亜の拳の衝しよう撃げきも通らない……」

　と悔くやしそうに言った柚希の言葉を聞いていた澪は思う──この二人が全力で試しても駄だ目めだったとしたら、恐らく自分の魔ま法ほうでも破壊する事はできないだろうと。

　……もし、どうにかできるとしたら。

　そう──この状況を打開し得うる方法を澪は知っている。だからこそ、

「刃更……そうよ、刃更はっ？」

　自分達が助けに行こうとしていた少年の姿がない事に、慌あわてて万理亜と柚希に問うも、

「……解わかりません。この部屋にいるのは私達だけです」

「主従契約の位置把は握あくもできない……」

「そんな……」

　無念の表情で言う二人に、澪が愕がく然ぜんの声を漏もらす。すると、

「でも……私達の主従契約はまだ生きてる」

　と柚希。

「だから──刃更も絶対に生きている筈はず」

　そう確かな口調で言った時だった。

　完全に閉とざされていた、澪達のいる部屋の扉とびらが不意のタイミングで開いたのは。

「「「っ────…!?」」」

　突然の事に、澪たち三人は息を吞み──しかし即そく座ざに構えを取った。万理亜と柚希が前衛を固め、澪はまだ意識が戻っていない胡桃とゼストを庇かばう。すると、

「…──それだけ動けるなら、問題はなさそうだな」

　そう笑みを含んだ声と共に室内へと入ってきた者がいた。それは澪達が知る存在で、

「長谷はせ川がわ先生──…」

　聖ひじりヶが坂さか学園が誇ほこる美しすぎる養護教きよう諭ゆの突然の登場。しかし、そうした彼女の素す性じようは澪達にとっての安心材料とはならない。自分達はこの部屋に閉じ込められていたのだ──それも、恐らくはこの長谷川によって。よって表情を緩ゆるめないこちらに、

「まあ、そうだろうな……お前達が警けい戒かいするのも無理はない」

　と長谷川は苦く笑しようして、

「というよりも、むしろそれくらいでないと困る……この状況を冷静に判断できない者に、刃更の力になる事などできはしないからな」

「刃更の力って……」

「──どういう事？」

　長谷川が口にした言葉に、澪と柚希がその真意を問うように彼女へと尋たずねると、

「こういう事だ」

　そう言うなり、長谷川はパチンと指を鳴らした。するとドアのある壁全面がスッと透とう過かして、壁の向こうの様子が見えるようになった。

　隣となりの部屋にもベッドが置かれていた──そして次の瞬間、

「…──刃更っ！」

　澪はとっさに驚おどろきの声を上げた。隣りん室しつのベッドに刃更の姿を見たからだ。

　その瞳ひとみは閉じられていて、どうやら眠っているようだった。すると、

「私が駆かけ付けた時──刃更はあの斯波という男に殺され掛けていた」

　と長谷川。

「何とか助け出してその場を離り脱だつしたが……既すでに致ち命めい傷しようを負わされた後でな。たった今まで、状態を安定させるための治ち癒ゆを行なっていたところだ」

　その言葉に、

「……先生が、刃更を助けてくれたんですか？」

　と澪が問うと、長谷川が答えるより先に口を開いた者がいた。

「待って下さい。その言葉が真実であるという証しよう拠こは？」

　万理亜だ。







　成瀬万理亜は、長谷川を睨にらみ据すえながら言った。

「貴女あなたはあの斯波という男の仲間で、刃更さんと私達を捕とらえたという可能性だって考えられます」

　そして、それだけではない。

「先ほど柚希さんが位置把握を行なった時は、刃更さんの居場所を感じ取れませんでした……あの刃更さんが本物かどうかも怪あやしいです」

「成る程ほど、道理だな……ならば、もう一度試してみると良い」

　長谷川に促うながされると、主従契約を結んでいる澪と柚希が顔を見合わせた。そんな二人に、

「……お願いします」

　と万理亜が告げると、二人は同時に瞳を閉じた──そして次の瞬しゆん間かん、

「っ────」「───…！」

　澪と柚希は同時にハッとなり、即座の動きで透すけている壁の向こうの刃更を見た。

「……澪様？」

「感じる……間違いないわ。あそこにいるのは本物の刃更よ」

　こちらの問いに、澪は確証の言葉を返してくる。すると、

「刃更の治ち療りようが一段落するまで、余計な邪じや魔まが入らないようにこの部屋に特別な封ふう印いんを施ほどこしていたんだ……お前達が私を警戒するだろう事は解っていたからな」

　と長谷川は言ってきて、

「……………………」

　しかし、それでも万理亜は警戒を解く事をしない。刃更が本物でも、長谷川が本物かどうかはまだ何の確証もないし、

　……それに。

　たとえ長谷川が本物だったとしても、味方かどうかは解らない。

　そうして用心を続けるこちらに、

「疑うたぐり深いのは良い事だ……この状況では、それだけ色々な可能性に頭が回っているという事だからな。しかし、私に本物か偽にせ者ものかを問うというのなら、お前達自身はどう自分を本物だと定義づけるつもりだ？」

　と悠ゆう然ぜんと長谷川。

「敵のひとりである高位魔族は、姿を変える事に長たけている……そしてお前たち五人は黄龍の相そう克こくに吞のみ込まれ、全員が一度は意識を失っている。眼を覚ました時、五人共が一緒にいたため疑う事をしなかったようだが……お前達の中に敵が化けて潜もぐり込んでいる可能性をどうやって否定する？」

　という指し摘てきに、

「……成る程」

　万理亜は納なつ得とくの頷うなずきを行ないながら一つの動きを見せた。

　それまでの構えを解いたのだ。




　　　　２




　長谷川千ち里さとは、眼めの前の幼いサキュバスが警戒を緩めたのを見た。

　それは恐おそらく、こちらを信用した事によるもので、

「やれやれ……私は演技が下手へただな」

　別に澪達を嫌きらったり敵視している訳ではない。何よりも刃更を愛いとしく思っている長谷川が、刃更の大切にしているものを本気で害する事などあり得ない。

　しかし──黄龍の相克に狙ねらわれた澪達を助け、斯波やバルフレアに気付かれないようにこの空間内に保護していたせいで、刃更の下へ駆け付けるのが遅おそくなってしまったのも事実である。結果としては、自分は刃更を救い出す事には無事成功したし、危険だった容態も安定させる事ができたし──澪達の立場なら、いきなり現れたこちらに対して警けい戒かい心しんを抱いだいてくれない方が困る。逆に、もしあっさりとこちらを信用するような素そ振ぶりを見せていたら、それこそ長谷川は澪達に対する評価を本気で下げていただろう。

　それこそ刃更が澪達を大切にするのは構わないし、彼女らが刃更と一いつ緒しよに生きていく事を止める事まではしないが──共に戦う事だけは絶対に認めない程に。

　……とはいえ。

　長谷川は澪達の命を助け、斯波との戦せん闘とうで窮きゆう地ちに陥おちいっていた刃更を助け出したのだ。

　さらに体内の気を乱されて死にかけていた刃更の命も救った。

　刃更の治療に完全に集中するため、澪達への事情の説明を後回しにし、彼女達が邪魔をしないようにこの部屋に閉じ込めたのは確かに長谷川ではあるものの、こちらは澪達が意識を失っていた間、死線を彷徨さまよう刃更の治癒をずっと続けていたのだ。

　刃更を救う事は長谷川自身にとって絶対に果たすべき事じ項こうだったため、恩に着せるつもりは全くないが、とはいえ過度な警戒や敵視をされるのも不ふ愉ゆ快かいだった。

　それでつい、少しだけ意地の悪い事を言ってやったのだが、

　……まあ。

　そんな真似まねができたのも、刃更の容態を無事に安定させられた事で精神的な余よ裕ゆうを得られたからなのだが。

「──今のやり取りの、どこで私を味方と判断したんだ？」

　と長谷川が問うと、万理亜は肩かたを竦すくめて、

「最初に眼を覚ましたのは私だったんですが……貴女に指摘されるまでもなく、澪様達が本物かどうかの確かく認にんを私はすぐに行なっていたんですよ。サキュバスである私は、夢を覗のぞく事ができますからね」

　そして、と万理亜が隣に視線を送ると、

「次に私が眼を覚まして……念のために『咲耶』に頼たのんで、万理亜を含ふくめて全員が本物かどうか改めて見み極きわめた」

　と柚希。

「結果は全員シロ……少なくとも私達の中に敵はいなかった」

「そうだったんだ……」

　と事情を知った澪に、万理亜は「ええ」と頷いて、

「あのバルフレアという男の変化魔法は相当なものでしたからね……念のために」

　そう告げられた澪は、状じよう況きようを把は握あくしたのだろう。長谷川へと視線を向けてきて、

「長谷川先生……もし貴女が敵なら、あたし達がおかしな動きをしないか監かん視ししていた筈はず。だけど、先生は万理亜達の行動を把握していなかった。それは恐らく貴女の言っていたように、先生は刃更の治療に掛かかりきりになっていたから。それなのに」

　そこまでを言うと、こちらに対してスッと頭を下げた。

「疑ってすみません……そしてありがとうございます。あたし達がここにいるという事は、恐らく先生は刃更だけでなく、あたし達の事も助けてくれた──違ちがいますか？」

　と言う澪に、長谷川は思わず苦笑した。それは澪達を認める優やさしい笑えみで、

「気にしなくて良い……私の方こそ、意地の悪い事を言ってしまってすまなかったな」

　元より澪達を責めるつもりはない。ただでさえ頭が切れる上に、謎なぞの能力を有していた斯波が相手だったのだ。結果としては刃更でも対応できなかったのだし、澪達が自分で自分の身を守れなかったとしても仕方がない。四し神じんをきちんと倒たおし、バルフレアを撤てつ退たいさせられた彼女達は、自分達の持ち場と責任をしっかりと果たしている。

　それでも斯波には──思考で上回られてしまったが、

　……とはいえ。

　それも無理のない事だ。向こうが隠かくしていた切り札が四神の長おさたる黄龍と、十神のレギンレイヴの力では、流石さすがに対処のしようがなかっただろう。すると、

「先生……先生がどうして私達を助けてくれたか聞いても？」

　と柚希に問われた長谷川は「そうだな」と頷くと、しかし思案を少しして、

「話してやりたい気持ちもあるが……それについては刃更と交かわした約束がある。その件については、できれば刃更が眼を覚ましてからアイツの口から語って貰もらった方が良いだろう」

　だから、と長谷川。

「代わりにお前達の置かれている現在の状況を、私が把握している範はん囲いで教えよう」
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　野の中なか柚希は、澪と万理亜と一緒に長谷川の説明を聞いていた。

　柚希達はまだ斯波が展開した五行の結界空間の中におり、ここは東地区に長谷川が構築した特とく殊しゆな二重結界の中であるという事。

　柚希達を襲おそった光の洪こう水ずいは、やはり黄龍の攻こう撃げきであった事。

　黄龍を生み出す媒ばい介かいとして、セリスのゲオルギウスが利用された事。

　さらに今も、五行の力の相生によって黄龍の力は増大を続けている事。

「これは推測だが……あの斯波という男は、黄龍を完全な状態に覚かく醒せいさせ、世界中の地脈をコントロール可能な状態にしようとしているのだろう」

　と長谷川。

「そうなったら、東京はおろか地球全土があの男の支配下に置かれる事になる……だが、恐らく別に真の狙いがあるのだろうがな」

「真の狙い……？」

　と柚希が問うと、長谷川は「ああ」と首しゆ肯こうして、

「多分だが……あの斯波という男は、最終的には黄龍を自分の中に取り込むつもりでいるのだろう。黄龍という自分以外の存在に頼たよるのではなく、その力を得る事で自らの存在をより絶対的なものとするために」

　とはいえ。

「それにはまだ、しばらくの時間的な猶ゆう予よがある筈だ」

「どうしてそう言い切れるんですか？」

　と尋たずねる澪に、

「力は強大になればなるほど、コントロールが難しくなる。自分の中にある力でさえそうだというのに、それが外から取り込んだものならば尚なお更さらだ。急激な力の変化によって体内でのバランスが崩くずれ、下手をすればそれまでの己おのれの力さえ使いこなせなくなる危険性がある」

　だから、と長谷川。

「結界内に障害が残っている間は、黄龍を吸収するような真似はしない筈だ。やるとしたら、私達を完全に排はい除じよするか、それに近い状況を作り出した時だろう」

　とはいえ。

「かといってこちらが逃にげ続けていれば良いかと言えば、そういう訳でもない」

　見ろ、と長谷川が言った途と端たん──天てん井じようが巨きよ大だいなスクリーンとなった。そこには東京タワーに巻き付いた黄龍が映し出されており、その姿を確認した柚希が、

「……大きくなっている？」

　北地区や南地区で見た時との変化に眉まゆを顰ひそめると、

「ああ……お前達に相克を放った時点では、顕けん現げん率は十％といったところだった」

「あれで十％──…」

　長谷川の説明に、信じられないと言わんばかりに澪が言った。そんな彼女に、

「残念ながらな……そして今のあの黄龍は、既すでに五十％を超こえている。時の皇こう帝ていに力を貸すために実体を現した本物が、顕現率に換かん算さんすれば三十％にも満たないと言えば、どれ程ほどのものか解わかるだろう。完全な状態になれば、いよいよ手が付けられなくなりかねない」

「だったら、早いところ何とかしないと……！」

　と声を上げた万理亜に、「落ち着け」と長谷川。

「先ほど言ったように、力は強大になればそれだけコントロールが難しくなる。黄龍が完全な状態となるには、まだ相当の時間がある。逆に、今の状態で行ったところでこちらは返り討うちに遭あうだけだ」

　何故なぜならば。

「黄龍も問題だが……それ以上にあの斯波という男の方が厄やつ介かいだ。何せ奴やつは、強力な魔ま拳けんを持っている」

「魔拳……？」

「そうだ。刃更の魔ま剣けんブリュンヒルドと同じように、あの斯波という男の手てつ甲こうは、コアに特別な存在の霊れい子しが用いられている」

　こちらの問いに、長谷川が頷きながら言った。

「しかもあの男の魔拳に宿っているのは、神族の中でも最高位の十神だったレギンレイヴという男の霊子だ。純じゆん粋すいな武具としての力を比べれば、刃更のブリュンヒルドや……野中、お前の霊刀『咲さく耶や』などとは比べものにならない次元の力を有している。そして刃更が、あの男との戦闘で重傷を負ってしまったのもそのためだ」

　それに。

「お前達は顕現した四神を倒しはしたが、既に相生によって失われた力は回復し、前よりも力を増している。黄龍を完全体にするために、他の四神を顕現させる事はしないだろう。だが、仮にお前達全員で掛かる事で、運良くあの男を追い詰つめる所まで行ったとして……そうなれば奴は間違いなく結界を解いてくる。四神相応のための山さん川せん道どう澤たくに合がつ致ちした土地は、何もこの東京だけではないからな」

「……それは駄だ目め。そんな事になったら、私達はもう斯波さんを追えなくなる」

　もし東京が壊かい滅めつするような事になれば、《里》はその責任をこちらへ押し付けるだろう。

　そして、そんな《里》の振ふる舞まいを《バチカン》もまた支持する筈だ。

　斯波という禁きん忌きの存在を共有する事で、一族内の権力を得てきたこれまでと同じように。

　……そして。

　こちらは『白びやつ虎こ』を強ごう引いんに持ち出した事になっているのだ。柚希に胡桃、そして刃更は粛しゆく清せい対象に、そして澪・万理亜・ゼストの三人は消滅対象になるのが目に見えている。

「つまり……私達があの男を倒すためには、やはり四方に配置されている神器としての『四神』についてもどうにかしないといけないんですね」

　と言った万理亜の声は重いものになっていた。

　当然だ──今の斯波は、中央から全すべての地区に対して黄龍による相そう克こくを放てる状態にある。目的は黄龍の力を取り込む事なのだろうが、柚希達が『四神』をどうにかしようと動けば、即そく座ざにこちらを排除しに掛かるだろう。黄龍を完全体にするのは、障害を取り除いてからでも遅おそくはないのだから。そうした想像以上に厳しい状況に、

「…………………………」

　室内に自然と沈ちん黙もくが下りる中、「あの……」と声を上げた者がいた。

　澪だ。

「あの……先生、訊きいても良いですか？」

　と窺うかがうように長谷川を見て──そして言った。

「先生が刃更やあたし達の事を助けてくれたのって……今回が初めてじゃないんじゃないですか？」
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　成瀬澪は、こちらの問い掛けに対して長谷川が表情を変えたのを見た。

　それは眼めをスッと細めたもので、

「……何故そう思うんだ？」

　と尋ね返してきた長谷川に、澪は自分の推測を告げる。

「先生は、あたし達が防げなかった黄龍の相克の中からあたし達を助け出し、刃更が敵かなわなかった斯波恭きよう一いちから刃更まで救い出してくれた……そしてまだあの斯波って男の結界内にいながら、アイツが手出しできないような空間も作れている。そんな先生の力は、間ま違ちがいなくあたし達よりも上……」

　しかし。

「あたし達が……ううん、刃更が命いのち懸がけの危険な戦いに直面したのは何も今回が初めてじゃない」

　最初に滝たき川がわと戦った時。白虎を持った高たか志しと戦った時。ゾルギアと戦った時。

　今でこそ戦せん闘とう能力は上がっているものの、それらの戦いは当時、そのどれもが自分達よりも強い相手と繰くり広げた死闘だった。それこそ命を落としていてもおかしくない程の。

「なのに、これまでは静観していて、今回だけ力を貸してくれたって考えるのはおかしい……むしろ、これまでにも何らかの形で力を貸してくれていたと考えた方が自然です」

　そう告げた澪に、

「………………」

　長谷川は何も言わなかった。ただ、その表情には悠ゆう然ぜんとした笑えみが浮うかんでいる。

　それを肯こう定ていの微び笑しようと澪は受け取り、

「それこそ──体育祭の時とか」

　と、一つの例を挙げた。

　準備段階から発生した、正体不明の敵による謎なぞの襲しゆう撃げき事件──あの一件の真犯人は、澪達の担任だった坂さか崎さき守まもるだった。坂崎は刃更の事を狙ねらっていて、鬼おに塚づかを操あやつって竜たつ巻まきの魔法で体育祭を滅め茶ちや苦く茶ちやにして混乱を招くと、澪や柚希を不意打ちで気絶させ、胡桃を人ひと質じちにして刃更を脅きよう迫はく。刃更も窮きゆう地ちに陥おちいったものの、どうにか坂崎を倒たおす事ができた……それが澪達の知っているあの一件の顚てん末まつである。

　だが、あの戦いの舞ぶ台たいは聖ヶ坂学園──あの時、あの現場には長谷川もいた。

　……それに。

　坂崎に気絶させられた澪達が眼を覚ますと、そこは保健室だった。

　長谷川の話では、校舎裏で倒れていたところを見つけて保健室まで運んでくれたという事で、それだけを聞けば説明としておかしい所はない。長谷川は養護教きよう諭ゆなのだ。生徒が倒れていたら、まず保健室に運ぶだろう。

　──だが、それは長谷川がただの一いつ般ぱん人だった場合の話だ。

　長谷川は澪達以上の力を有していて、こちらを守ってくれる存在である。そんな彼女が澪と柚希を保健室へと運んだのならば、それは今回と同じく保護の目的と考えるのが自然だろう。

　……或あるいは。

　それこそ澪達を気絶させたのは坂崎ではなく、長谷川だったという可能性すらある。

　同じように気絶させられた胡桃が人質にされたのに、澪達は放置されるというのは不自然だ。無論、多すぎる人質は意識の散さん漫まんに繫つながるが、刃更に言う事を聞かせるなら見せしめにもう一人くらいは人質にしても良いだろう。その方が、単なる脅おどしではない事を刃更に教えられるのだから。すると、

「……まあ、そのくらいなら話しても構わないか」

　長谷川はフッと小さく笑って言った。仕方ないとばかりに、

「刃更には、これまでにも何度か知ち恵えを貸した事はある……アイツに守護の力を与あたえた事もな。ただ、これまでの危機を乗り越こえて来られたのは、あくまで命を賭として戦ったお前達の力だよ……それを疑う必要はない。そして確かに坂崎の件では、私も介かい入にゆうをした。だがそれは、あの一件が私にとっても関かかわりのある例外的な問題だったからだ」

　と、過去の手助けを認めた長谷川に対して澪は問う。

　美しすぎる養護教諭の瞳ひとみをジッと見み据すえて、

「なら──先生が、刃更と主従契けい約やくを結んだのも体育祭の時ですか？」
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　眼の前の澪から発せられた問い掛かけに、長谷川千里は驚おどろきを得ていた。

　澪は、長谷川と刃更が主従契約を結んだタイミングを尋たずねた。

　それは先程の「これまでにも自分達を助けてくれた事があったのでは？」という質問とは根本を異にするもの。長谷川と刃更の間において、主従契約が結ばれている事を確定事じ項こうとした上で放った問い掛けだ。

　長谷川が今回の件に介入した事から、これまでについてを改めて思い返して体育祭の一件について違い和わ感かんを覚え、それなりの推測を導き出す事は不可能ではない。しかし長谷川と刃更は、互たがいの関係については秘密にしてきた。そして、その秘密の中には二つの契約についても含ふくまれている。だからこそ、長谷川は刃更の切り札となり得たのだ。

　だが、これまで長谷川が澪達に話した情報の中に、その秘密へと辿たどり着けるものはない。とはいえ澪の瞳は、こちらにカマを掛けてきている者のそれでもなかった。

　……だとしたら。

　長谷川千里は確信を得ながら告げる。澪を見据えながら、

「そうか……成瀬、お前と刃更との主従関係は、もうそこまで至っているんだな」

　相手の位置を把は握あくする力は、主従契約による副次効果の一つだ。

　しかし主従契約が進むと、主あるじの意志で配下に自分の居場所を知られないようにする事ができる。それは主従の──主と配下の関係が深まった事で強まる、立場の差によるものだ。

　だがそれは、主側の位置把握の能力の発展形である。主従契約によって力が強まるのは、主だけではない──配下もだ。よって配下側にも、位置把握の能力の発展形がある。

　主が危機に陥った時のみ、たとえ主が配下に位置を隠かくそうとしていたとしても、主の位置を知る事ができるのだ──窮地に陥っている主の下もとへと駆かけ付けられるように。

　それは主のためと確信できるなら不敬となる筈はずの行こう為いでも主従契約の呪のろいが発動しない事とも繫がるもの。主に対して絶対の服従を誓ちかった配下にのみ許される特権だ。

　──しかし、主従契約を結んでいる場合、主の方が配下よりも力が強い事が多い。

　そのため、主の危機に配下がそのまま駆け付けるだけでは、窮地から救い出せない可能性が少なくない。よって、配下側の位置把握にはもう一つの力がある。

　それが、同じ主に忠誠を誓っている他の配下の位置についても感じ取れるというもの。

　よって澪は──或いは柚希もだが──感じ取ったのだろう。黄龍が放った相克のエネルギー波に吞のみ込まれる直前、急速に近付いて来る自分達以外の刃更の配下の存在を。

　……仕方ないな。

　これではもう誤ご魔ま化かす事はできない。長谷川と刃更の関係について澪達に話すのは、刃更の方が良いのだが──ここで下手へたに長谷川が拒こばむような逃にげや誤魔化しを行なって、それでこの後の事に支障が生じては本ほん末まつ転てん倒とうだ。だから、

　……すまないな、刃更。

　まだ隣りん室しつで眠ねむっている年下の主に心の中で謝ってから、長谷川千里は告げる。

「私が刃更と主従契約を交かわしたのは、およそ二ヶ月前──お前達が魔界から戻もどって少し経たってから。目的は、かつてレギンレイヴと同じ十神だった私の力を貸してやれるようにするためだ」

「十神って……じゃあ貴女あなたは神族って事ですか？」

　と驚きの言葉を漏もらした万理亜に、

「その辺りの説明は、そこの二人が起きてからにしよう……少し長い話になるし、これは彼女らにとっても大事な話だ。何より、お前達が既すでにそこまで主従を強めているというなら、刃更が眼を覚ます前に話しておきたい事が……いや、話しておくべき事が他ほかにもある」

「話しておくべき事？」

　こちらが言い直した言葉を、オウム返しに問うてくる柚希に、長谷川は、「ああ」と頷うなずいて言った。自分と同じように、刃更と主従契約を結んでいる少女達を見回しながら。

「お前達には覚かく悟ごを決めて貰もらう──あの斯波恭一という男を倒すために」
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　…──東城刃更の眼を覚まさせたのは、全身に走る鈍にぶい痛みと息苦しさだった。

「……っ……はぁ、くっ……？」

　すると、視線の先にあったのはどこか見覚えのある天てん井じようで──ぼんやりとした視界の中、自分が仰あお向むけに寝ねている状態にある事を理解した。

　だから、自身がそうした状態にある原因を思い出すように記き憶おくを遡さかのぼった刃更は、

「っ────…！」

　すぐに思い出した。感情任せに斯波へと斬きり掛かった結果、逆にカウンターを叩たたき込まれ、意識を断たたれてしまった事。

　そして。思わず激情に走ってしまうほど、こちらから冷静さを奪うばった原因についても。

　失われてしまった、大切な存在についても。だから、

「──────────」

　刃更はゆっくりと身体からだを起こした。すると、やはり自分はどこか見覚えのある部屋のベッドの上にいる事が解わかり──しかし、最も早はやそんな事は関係ない。

　どうにか身体は動かせる。ならば、やるべき事は一つだ。

　よって刃更は瞳を冷たいものにすると、己おのれの倒すべき……否いな、殺すべき相手の下へ向かおうと、ベッドから下りようとして──そんな刃更よりも先に部屋の扉とびらが開いた。そして、

「刃更っ……良かった、意識が戻ったのね？」

　こちらを見るなり、そう言ってベッドにいる刃更の下へと駆け寄り、そのまま抱だき付いてきた少女がいた。それは刃更が失ってしまった筈の少女──大切な家族の一人。

　成瀬澪だ。

「澪……黄龍の攻こう撃げきでやられたんじゃ……」

　思わず呆ぼう然ぜんと問うこちらに、

「うん……危ないところだったんだけど、でもどうにか助かったの」

　と、いったん刃更から身体を離はなし、こちらと視線を合わせながら澪。

「他の皆みなも無事よ……もう大だい丈じよう夫ぶ、ここは安全な場所だから」

　そう優やさしく語り掛けてくる少女に、

「…………そうか……」

　刃更は思わず彼女をギュッと抱き締しめた。

　溢あふれ出る感情を我が慢まんできなかったからだ。だから、

「っ……良かった、無事でいてくれて」

　と刃更が己の想おもいを告げると、

「……うん」

　こちらの腕うでの中にいる澪が、そっとこちらを抱きしめ返してきて──そのまましばらく刃更の腕の中にいてくれる。そして、やがて落ち着きを取り戻した刃更が、

「他の皆は……？」

「うん、ちょっと待ってて……今、呼んでくるね」

　そうこちらへ言うと、澪は部屋を出ていった。

「………………」

　そんな澪を抱き締めた温ぬくもりが残る手を見み詰つめていた刃更が、改めて安あん堵どに胸を撫なで下ろした──その時だった。

　澪が出て行った扉の向こうから響ひびいた轟ごう音おんが、刃更のいる部屋まで大きく揺ゆらしたのは。

　それは凄すさまじい衝しよう撃げきが生じた事を意味するもので、

「…────澪っ!?」

　刃更は慌あわててベッドから飛び降りると、体内に残る痛みに顔を歪ゆがませ、右足を引きずりながら、それでも己の身体のダメージに構う事なく部屋を出た瞬しゆん間かん、

「っ──きゃあぁあっ！」

　悲鳴を上げた澪がこちらへと吹ふっ飛ばされてきて──とっさに彼女を受け止めた刃更は、まだ上手うまく身体を動かせないため床ゆかに尻しり餅もちをつくも、

「くっ……大丈夫か、澪っ!?」

　顔を上げて無事を確かく認にんする。そんな刃更に、澪は「ええ」と頷きを返してきて──しかし彼女はこちらの方を見てはいなかった。だから刃更も同じものを見る。すると、

「やあ刃更──こんな所に隠れていたんだね」

　衝撃で壁かべや窓が吹き飛び、床に残ざん骸がいや破は片へんが撒まき散らされた部屋の中央に佇たたずんで、薄うすく笑っている青年がこちらを振ふり返った。

「斯波さん……っ！」

　その名を口にしながら、急いでブリュンヒルドを具現化しようとした刃更は、そこで気が付く──斯波の足あし下もと、彼を中心に俯うつぶせで床に倒たおれ伏ふしている四人の少女の姿があった。

「万理亜……柚希……胡桃……ゼスト……？」

　四人の名を呼ぶ声が呆然と震ふるえてしまうのは、彼女達が夥おびただしい量の血の海に沈しずんでいたから。そして、四人は刃更の呼び掛けに反応を示す事はなかった。

　その状じよう況きようが何を意味しているのかを、東城刃更は知っている。

　助かった筈の大切な存在が──その命が、今まさに奪われたのだ。

「っ、よくも……っ！」

　ギリッと歯を食い縛しばった刃更は、膝ひざをついたままブリュンヒルドを具現化した。そして、

「澪……ケイオスの時にやったアレをやるぞ」

　刃更が口にしたのは、魔界での決戦において魔神ケイオスを撃退した時の方法。

　澪が重力魔法でブラックホールを生み出し、そこへ刃更が重力波の斬ざん撃げきを重ねる事で対象を次元の狭はざ間まへと送り込む連係攻撃だ。ケイオスが相手の時に力を貸してくれたレオハルトはいないが、

　……やるしかない……っ。

　あの攻撃以外に斯波を倒せる方法が見つからない。ならばどうにか二人で成功まで持っていく。そう覚悟を決めた刃更に、

「……解ったわ。任せて」

　澪が頷きを返してきて──そして、その身体に真しん紅くのオーラが立ち上り始める。

　そして。

「────…っ！」

　東城刃更は弾はじかれたように動いた。こちらが狙ねらっているのは、澪と呼吸を合わせて行なう二段攻撃だ。先手を取らなければ、繰くり出すタイミングさえ摑つかめない。

　だから行く。室内における彼ひ我がの距きよ離りを一瞬で詰つめたこちらに、

「やれやれ……つい先刻死にかけたばかりだっていうのに威い勢せいが良いね」

　と苦く笑しようしながら、斯波がこちらへレギンレイヴを装着した右手を振るった──禍まが々まがしいオーラを纏まとった裏拳に対し、

「はああぁぁぁああぁあああああぁあっ！」

　刃更は両手持ちしたブリュンヒルドを一いつ閃せんした──《無次元のバニシング執行シフト》だ。

　天元を見定められないため完全消去はできないものの、それでも刃更の繰り出した斬撃が斯波のオーラを弾き散らす。

　そして右の拳を振り抜ぬいた事で斯波の右半身に隙すきが生じて──そこを狙って、澪が重力魔法を放つ──そういう手て筈はずだった。だが、




「──危ないなあ、握あく力りよくがちゃんと戻ってない状態で武器を持ったりしちゃ」




　オーラが舞まい散った状態で、それでも斯波は右の裏拳を強ごう引いんに振り抜いてきて……そして刃更の両腕は、その力を受け止めきれない。だから次の瞬間、刃更の手からブリュンヒルドが飛んだ──刃更の耳を掠かすめるようにして背後へと。

「……え……？」

　その軌き道どうの先にあるものを東城刃更は知っている。

　だから、呆然と共に振り返り──そして見た。

「──────」

　己の魔ま剣けんに──ブリュンヒルドによって、胸を貫つらぬかれてしまった澪を。

「そんな……っ」

　慌ててブリュンヒルドの具現化を解くと、澪は糸が切れたように床へと頽くずおれた。

　急いで駆かけ寄った──そして抱き起こす。

　──だが、刃更は彼女の名前を呼ぶ事ができない。澪は最早、こちらへ応こたえられる状態にはなかったからだ。ブリュンヒルドが貫いたのは澪の胸の中心──生命を司つかさどる心臓だった。そこを、ブリュンヒルドの巨きよ大だいな剣身で貫かれたのだ。

　即そく死し──その二文字で己の思考を完全に静止させた刃更に、

「だから、危ないって言ったのに」

　と背後から笑えみを含ふくんだ声が来る。

「でも、ブリュンヒルドは斬った相手の霊れい子しを吸収するんだし……ある意味じゃ不幸中の幸いかもね。何せ、これでまたその魔剣の力は強まったんだ。僕への勝算も少しは増えるでしょ。君の役に立てて、彼女も喜んでるんじゃないかな」

　その言葉を、刃更は聞いていなかった。

　耳には届いている。しかし頭の中には入ってこない。代わりに、

「────────」

　刃更は澪の亡なき骸がらを床に寝かせると、ゆらりと立ち上がり背後へと振り返った。

　そして斯波の姿を瞳ひとみに捉とらえた時にはもう、再びその手にブリュンヒルドを具現化していて、

「………………ぉ」

　絞しぼり出すように漏もらした己の声が、いつしか叫さけびに変わっていた事にも気付かない。

「おおぉぉぉぉぉおおおぉぉぉぉおぉぉぉぉぉおぉおおおおおおおおおおおおおぉぉおぉおぉぉぉぉああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁっ！」

　憎ぞう悪おと共に己の力の全すべてを解放して、東城刃更は《無次元のバニシング執行シフト》を放った。

　だが──今の刃更は、正常な思考において働く意識のリミッターを外した状態にあった。

　その結果もたらされるのは、無次元シフトを行なう消しよう滅めつエネルギーの暴走。

　──それは正しく、あの日の悲劇の再現だ。

　だから膨ふくれ上がった消滅エネルギーが、刃更を中心に吹き出そうとして、

「…──おっと」

　しかし消滅エネルギーが解き放たれる直前で、斯波はあっさりと姿を消した。

　──だが、完全に暴走してしまった力を止める事は最早できない。

《里》の悲劇の時と同じように、消滅エネルギーが自分の大切なものを消し去ろうとも。

　だから暴走した消滅エネルギーに、澪達までもが吞のみ込まれていき、




「…──刃更っ！」

「っ────…！」




　不意の呼び掛かけに──刃更は反射的に身体からだを震わせ、瞳を大きく見開いた。
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　成瀬澪は、ベッドで眠ねむっていた刃更をとっさに揺り起こしていた。

　あの後──長谷川から状況の説明を受けた澪達は、胡桃とゼストが眼めを覚ましてから、改めて五人で長谷川とこれからの事について話をして。

　そして全員で意思を同じものにすると、刃更の意識が戻もどるのを待った。

　長谷川の話では刃更の治ち療りようは既すでに終わっており、後は体力の回復が行なわれれば自然と眼を覚ますとの事だった。

　だから長谷川に頼たのんで、五人で刃更の傍そばに──彼の眠るベッドの脇わきにいたのだ。

　澪達は刃更を助ける事も、治療する事もできなかったけれど……だからこそ、せめて傍にいたかった。先ほど眼を覚ました澪達が、姿の見えなかった刃更の無事を案じたように。彼が眼を覚ました時に、自分達の事で心配や不安を抱いだかずに済むように。

　しかし──見守っていた澪達の前で、眠っていた刃更に変化が生じた。

　酷ひどくうなされ始めたのだ。

　──澪達はこれまでにも、悪夢にうなされている刃更を何度も見てきた。

　かつて刃更と迅じんが勇者の一族である事をやめる原因となった、一族の《里》を襲おそった凄せい惨さんな悲劇は、当事者たちの心に深い傷を負わせた。

　そして、刃更はあの事件の一番の当事者だった。そのため刃更は、今も深い後こう悔かいと罪の意識を抱き続けていて──よって当時の事を悪夢として見てしまうのは必然だった。

　とはいえ共に暮らし、刃更を大切に想おもっている澪達としては悪夢を見ないようにしてあげたかった。サキュバスである万理亜などは、それこそ夢を操あやつる能力を有している。

　悪夢除よけの薬なども作れると、万理亜は刃更に何度か提案をしていた。澪達も、刃更が苦しまないように万理亜の薬を飲んではどうかと勧すすめた。

　すると刃更は感謝を示すものの、澪達の提案については断ってきた。

　その理由について刃更は話してはくれなかったし、澪達も深く聞く事はしなかったけれど──恐おそらく刃更は、悪夢に苛さいなまれる事であの悲劇と向き合い続けているのだろう。

　だから、もし自分がうなされていた時は、そのままにしておいて欲しいと刃更に頼まれたら、澪達は断る事ができなかった。

　大切な存在の穏おだやかな寝ね顔がおは幸せをくれるが、辛つらそうな寝顔は見る者の胸を苦しくする。主従契けい約やくを深める屈くつ服ぷくの流れで、同じベッドで眠ってしまった時に刃更が悪夢にうなされるような事があった時には、静かに抱だき締しめてあげる事もできたが……それでも約束があるため澪達にはそれ以上の事はできず、苦しそうにしている刃更の寝顔をただ見守り続ける事しかできなかった。

　かつての悲劇に相対し続ける刃更に、澪達もまたそうして向き合ってきたのである。

　──だけど、今回はただ見ている事などできなかった。

　刃更の浮うかべる苦く悶もんの表情は、とてもそのままにしておけるようなものではなくて……だから万理亜が刃更に触ふれて彼の見ている悪夢の内容を確かく認にん。

　刃更を苦しめている夢が、自身の力が及およばなかったせいで斯波によって澪達を失ったというものである事を聞いた澪は、とっさに刃更へと呼び掛けながら彼をその悪夢から救い出していた。刃更との約束を違たがえながら、それでも主従契約の呪のろいが発動しなかったのは、それが最善であるという確信が澪の中にあったからだ。他ほかの皆みなが咎とがめなかったのも、きっと澪と同じ気持ちだったからだろう。そして、

「……………………」

　澪の呼び掛けに眼を覚ました刃更は、呆ぼう然ぜんとこちらを見てきて、

「…………澪……？」

　と身を起こした刃更に、

「……刃更、大だい丈じよう夫ぶ？」

「解わかりますか、刃更さん？」

　心配そうに柚希と万理亜が尋たずねると、まだ悪夢から意識を切り替かえきれていない刃更は順に二人へと視線を移していく。そんな刃更を見て、

「刃更様……」

「刃更兄ちゃん……良かった」

　ゼストと胡桃が安あん堵どの表情を浮かべた。そんな二人の事も見た刃更に、

「もう大丈夫よ刃更。危ないところだったけれど、貴方あなたもあたし達も助かったの」

　成瀬澪は、間ま違ちがいなくこれは現実である事を教える。

「そして、ここにあの斯波って男は来ないし、あたし達は殺されてもいない……だから」

　安心して──そう澪は言おうとして、しかしできなかった。

　刃更の左目の端はしから溢あふれた一筋の涙なみだが、頰ほおを伝っていたからだ。
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　東城刃更は、今度こそ自分が意識を取り戻せた事を理解できていた。

　自分が確かに現実にいる事を教えてくれたのは、他でもない主従契約の位置把は握あく。

　それにより眼の前の澪達が本物だと確かめる事ができた。ならば契約を結んでいない万理亜と胡桃についても間違いなく本人達である。

　──今の悪夢は、東城刃更が最も恐れている事態だった。

　だから、それが本当に夢であった事に安堵を得た刃更は、

「…………？」

　ふと、こちらを見ている澪達の顔に驚おどろきの色がある事に気が付き、そこでようやく自分の状態を理解して、

「……っと、悪い」

　と涙を拭ぬぐうと、心臓の荒あらい鼓こ動どうを落ち着かせるように嘆たん息そくを一つした。すると、

「…──眼が覚めたようだな」

　刃更達のいる部屋の扉とびらが開き、室内へ入ってきたのは長谷川で、

「先生……どうしてここに」

「長谷川先生が、刃更とあたし達の事を助けてくれたのよ」

　という澪の言葉に、即そく座ざにおおよその状じよう況きようを察した刃更が、

「そうか……ありがとうございました、先生」

　と感謝の言葉を告げると、

「礼を言う必要はない……私はただ当然の事をしただけだよ」

　長谷川はふっと笑みを浮かべて言ってきて──そんな長谷川の事を、澪達もまた自然に受け入れている。だから、刃更は澪達を見ながら、

「……もう俺と先生の事は？」

　と尋ねると、五人は頷うなずきを返してきた。そして澪達は、長谷川から彼女が神族であり、刃更に力を貸してくれている存在である事と、主従契約を結んでいる事についても話して貰もらったと言った。刃更が意識を失った状態にあった以上、長谷川も正体を明かさない限り澪達に信じて貰う事はできないと判断して、己おのれの素す性じようを明かしたのだろう。

　それでも、刃更の出生の秘密についてまでは話す事はしていないようで、

　……そうか。

　刃更の生まれについては迅達のプライベートに関かかわる上に、人間・神族・魔ま族ぞくの三種族間に跨またがる非常にデリケートな問題である。何せ刃更は勇者の一族最強の英えい雄ゆうと、歴代最強の魔王ウィルベルトの妹と、神族最高位の十神という三者の間に生まれた子供なのだ。

　下手へたに話せば、刃更の抱かかえる存在的リスクに澪達を巻き込む事になる。よって長谷川は己の素性を話すに止とどめ、刃更の出生については、澪達に伝えるかどうかも含ふくめて、自分ではなく刃更自身に判断と決断を預けてくれたのだろう。

　ただ命を助けてくれただけではない──長谷川はそうして刃更の事と、刃更が大切にしている澪達を気き遣づかってくれたのだ。その事をありがたいと思いながら、

「すまない……今まで黙だまっていて」

　刃更が澪達に謝ると、

「……謝らなくて良い」

　と首を横に振ふったのは柚希だ。

「刃更が私達に黙って長谷川先生と主従契約を結んだのは、そうしておいた方が良いと判断したからで……そして、それは正しかった」

「ですね。現に私達は危ないところを助けられている訳ですし」

　うんうんと頷きながら言う万理亜の隣となりで、胡桃が苦く笑しようしながら、

「まあ、話しておいて欲しかったって気持ちがないって言ったら噓うそになるけどね」

　でも。

「刃更兄ちゃんがあたし達には言わなかったからこそ、この人は切り札として動く事ができて、こうしてあたし達や刃更兄ちゃんを助け出せたんだもん。文句は言わないよ」

　と長谷川を見ながら胡桃。するとゼストも「そうですね」と頷きを一つして、

「予あらかじめ刃更様から、彼女との関係や契約について話していただいていたら……私達は気持ち的には楽になれたかもしれません」

　しかし。

「それでもし、彼女を頭数に入れた策であの斯波という男に挑いどんでいたら、我々は助かっていなかったかもしれません……我々が自由に切れる切り札ではなく、こちらの危機に際して独自に動く存在だったからこそ、私達は今こうしていられるのでしょう」

「だから気にしないで刃更……秘密や隠かくし事は別にあっても良い。あたし達の関係はそんな事で揺ゆらぐようなものじゃないし、何でも話す事が信しん頼らいなんて勘かん違ちがいしていたらとっくにあたし達は死んでるわ」

　だけど、と澪。

「これでもう長谷川先生があたし達に力を貸してくれる存在である事は、あの斯波って男にも完全に把握されている……だからあたし達は、その事をきちんと理解した上で戦わないと。そうじゃないと、あの斯波って男には勝てないわ」

「……そうだな」

　その通りだと刃更は頷いた。

　──自分達の戦いはまだ終わっていない。

　何としても斯波を止める──そのために自分達はここまで来たのだから。
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　そして刃更は、澪達に長谷川を交えた上でこれからの対応を考え始めた。

　刃更達がいるこの空間は長谷川の作った特とく殊しゆな結界で、

「時間の流れの速さについては？」

「それは外と──あの男が展開している空間と同じ速度だ。十神であるレギンレイヴの力に加え、『氣き』も操れる奴やつの感知から逃のがれるためには周囲の空間に溶とけ込む必要があるからな。気付かれない状態を維い持じするだけでもかなりの力を割さいているのが現状だ」

　刃更の問いに、長谷川が言った。

「そして申し訳ないが……これ以上、私の方で直接的な手助けをする事はできない。前に話しているように、私自身は十神の立場を捨てた時にその力の大半を制限されてしまっている。確かにお前のためなら力を使えるが……レギンレイヴを吸収しているあの男は、十神に近い存在になっている」

　だから。

「そんな奴への攻こう撃げきは、私に掛かけられている制限に抵てい触しよくしてしまうんだ……先ほど成瀬達やお前を助ける事はできたものの、奴と戦うために力を振るう事はできない。この結界空間も、あくまでお前達を守るためのものだからこそ構築できているものなんだよ」

「いえ……充じゆう分ぶんです。だとしたら、それを逆手に取れば良い」

「どういう事です、刃更さん？」

　と尋ねてくる万理亜に、

「俺達を連れて逃にげただけでなく、完全に姿を晦くらます事のできる結界まで展開できているんだ……斯波さんは間違いなく先生の事を警けい戒かいする。だけど、斯波さんは先生の制限についてまでは詳くわしく知らない筈はずだ」

　何故なぜなら。

「斯波さんがレギンレイヴって十神を吸収したのは俺が生まれる前……つまり長谷川先生が十神の立場を捨てる前の事だからな」

「その割には、斯波さんは彼女の正体にすぐ気付いたみたいだけど？」

「それは吸収したレギンレイヴの知識や記き憶おくを受け継つぐか何かしていたからだろう。そして斯波さんは森しん羅ら万ばん象しようの気を操あやつれる。先生の気を読んで、正体に気が付いたとしてもおかしくない。でも、それ以上の事までは解らない筈だ」

　胡桃の疑問に刃更は答えて、

「だから斯波さんには、先生の存在が俺達の切り札であると思っておいて貰った方が都合が良い。それで俺達へと向く意識が……注意や警戒が少しでも散さん漫まんになれば、それが勝機へと繫つながる」

「だとしたら……先生にはこの結界に留とどまって貰った方が良い」

　と柚希。

「そうすれば斯波さんは、先生の動きを摑つかめない……より警戒させられる筈」

「……だな。お願いできますか先生？」

「ああ……それでお前達の助けになるのなら」

　刃更の言葉に長谷川は頷いて、

「しかし、残念ながらそれだけではまだあの男を倒たおすには足りないだろう……奴は今も五行相生によって黄龍の力を増大させている」

「──黄龍の顕けん現げん率は、現在はどれくらいなのですか？」

　そう問い掛けたゼストに、長谷川は窓の外を見ながら、

「間もなく七十％といったところだ……先ほど言ったように、力は強くなる程ほどコントロールが難しくなるため、上じよう昇しようの速度は徐じよ々じよに落ちていっているが、とはいえいつまでも猶ゆう予よがある訳ではない」

　恐おそらく。

「完全体になるまで残り五十時間程だろう……しかし、時間を掛ければ完全体に近付かせてしまうため、それだけ黄龍を倒す事は難しくなる。かといって」

「あたし達に相そう克こくの攻撃を放った時の顕現率が十％だったって話だし、今さら急いで突つっ込んで行ったところで勝ち目はないでしょうね……」

　という澪の言葉に、

「……………………」

　刃更は無言になると、自然に室内を静せい寂じやくが包んだ。

　それは、有効な対たい抗こう策を見み出いだす事ができないために起きた沈ちん黙もくだ。

　──刃更と戦った時の斯波には余よ裕ゆうが感じられた。

　恐らく斯波自身、まだ何かしらの手札を持っているのだろう。

　それが一体どういうものかを読む術すべは、刃更達にはない。

　……どうする。

　斯波を倒す方法が全くない訳ではない。

　消しよう滅めつ剣けん閃せんをまともに当てれば斯波だろうと黄龍だろうと消し去れるし、手段だけで言うなら澪と協力して行なうケイオスを倒した時の重力波の相乗発動もある。

　……でも。

　如何いかんせん斯波の戦せん闘とう力が高すぎる。おまけに斯波は、傍そばに黄龍まで従えているのだ。

　この状況であのシビアな発動条件の攻撃を成功させられるとは思えない……というより、そもそもその状況に持っていけさえしないだろう。下手をすれば、先ほど見た悪夢が現実のものになってしまいかねない。

　……それに。

　逆転配置をされている『四神』への対応の問題もある。それをせずに先に斯波を倒そうとすれば、人ひと質じちとなっている東京の街が崩ほう壊かいさせられてしまう。

　黄龍を顕現させて完全体に近付けている現在、聖せい獣じゆうとしての四神を顕現させる事はしていないだろうが、五行の相生が行なわれ続けている事を考えると、神器としての各『四神』の力は先程よりも強まっていると考えるべきだろう。そうでなければ、黄龍の顕現率が上昇する訳がない。それはつまり、最悪の事態に陥おちいった時の被ひ害がいがより大きなものになってしまうという事だ。

　……さらに。

　あの高位魔族バルフレアも未いまだに健在なのだ。

　よって最初と同じく、澪達五人に『四神』とバルフレアの対処を任せざるを得ない。

　だが──そうなると斯波と黄龍の相手は、刃更一人で行なわなければいけなくなる。

　先程よりも強い斯波と黄龍を相手に、自分一人で……その状じよう況きようの過か酷こくさに、

「………………っ」

　東城刃更はギリっと奥歯を嚙かみしめた。

　──絶対に諦あきらめるものかと思う。

　だが状況はどこまでも困難で、敵の強さはこちらを遥はるかに上回っている。

　……何よりも。

　斯波の頭は刃更よりも切れるのだ。こちらがどう動くかなど、斯波はお見通しだろう。

　黄龍が完全体になるのをただ黙だまって待つ筈がない。向こうも何かしらの手を打ってくるだろう。そんな斯波を倒すには、向こうの思考を完全に上回るような奇き策さくか、こちらの狙ねらいを読まれた上でなお打ち倒せるような絶対の策で挑むしかない。

　だがそんな都合の良いものなどある訳がない。

　……どうすれば……っ。

　考えれば考える程に刃更は思考を追い詰つめられていった──その時。




「…──方法はある」




　そう希望の言葉を放ったのは──長谷川。

「あの斯波という男は、五行の相生というエネルギーの増大循じゆん環かんを利用している……それに対抗するには、こちらも同種の方法を行なうしかない」

「同種の方法……？」

　と問うこちらに、「そうだ」と長谷川は頷うなずいて言った。

「幸い成瀬達は五人いて……さらに四人は四神とも相対している」

　だから。

「そんな彼女らに五行の各属性を担になって貰もらい、お前にその力を流し込む事で……お前の体内で五行の相生を行なうんだ」
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　長谷川千里が確信と共に告げたのは、刃更達に残されたたった一つの可能性だった。

　そうした長谷川の言葉に、

「っ……そんな真似まね、やれるんですか？」

　俄にわかには信じられないとばかりに言った刃更に、

「理り屈くつの上ではな……ただし、そのためにはお前と成瀬達、六人の間に力の流れを循環させる繫がりを構築する必要がある。だが幸いにもお前達は、その下地になり得うるものを既すでに持っている」

「俺達が……？」

　驚おどろきを見せた刃更に、長谷川は「ああ」と肯こう定ていして言った。それは、

「──主従契けい約やくだよ」

　そう──主あるじと配下となる者同士の魂たましいを結びつけ、絆きずなが深まる事で双そう方ほうの戦闘力を上げられるあの契約は、両者の間に不可視の繫がりを構築している。位置の把は握あくが行なえるようになるのもそのためだ。ただし、

「残念ながら、それだけでは足りない……お前達の主従契約の深さは、既に限界に近い領域にまで達している。これ以上の伸のび代しろが見込めない主従契約の繫がりを利用して相乗を行なったところで、増大する力の量はたかがしれている」

「な……ならどうすれば？」

　と尋たずねてくる刃更に、長谷川千里は告げる。

「主従契約の『誓せい約やく化』──という話を覚えているか？」

「『誓約化』って、前に滝川が言っていた……？」

　と思い出したように言う刃更に、

「そうだ……配下の主に対する忠誠度が限界を超こえた時に生じるそれは、言わば主従関係における究極の到とう達たつ点だ。私も、お前が滝川と焼き肉店で話していたのを耳にして初めて知ったのだが……気になって調べてみたところ、誓約に至る条件は三つ存在するらしい」

　長谷川は指折り数えるようにして、

「一つ目に、忠誠度が既に限界まで高まっている事。二つ目に、未み来らい永えい劫ごうに亘わたる絶対の忠誠を求める主に応こたえる形で、配下が己おのれの心と躰からだの全すべてを捧ささげなければならない。これにより誓約化が行なわれるんだよ……契約のように破は棄きする事のできない、絶対にして永遠の主従関係が結ばれるんだ」

　ただし命は除く──死んでしまっては主の力となれず、元も子もないからだ。

　しかし、逆に言えば命以外の全てを捧げる必要があるという事で、

「心と躰の全てって……まさか」

　ハッとなった刃更に、「そうだ」と長谷川は言った。

「成瀬達の全てを永遠に自分のものにするという強い意志の下もとで、お前が彼女らの純潔を奪うばう事……それが誓約化の条件だ」







　長谷川の言葉に、しかし東城刃更は「まさか」と反論した。

「そんな馬ば鹿かな話がある筈ないでしょう……もし本当に、そんな事で究極の力が得られるというなら、今までに幾いくらでも前例が出ている筈です」

「成功例が数える程しか存在せず、伝承レベルの話として止とどまっている理由は幾つか考えられる。それが三つ目の条件──タイミングだ」

　と長谷川が言った。

「言っただろう……忠誠度が限界まで高まっている必要があると。だが、絶対的とも言えるようなプラトニックな主従関係でもない限り、配下の純潔がその時まで守られているというケースは有り得ないし、かといってそこまでの想おもいがあるならそもそも純潔を奪う、捧げるといった事にはならないだろう。大たい抵ていは、もっと早い段階で主によって奪われるものだ。そして仮に互たがいの想いが本気であったとしても、忠誠度が限界まで高まらない限りは絶対の覚かく悟ごなど持ち得るのは不可能だ。必ずどちらかが不足する」

　何故なぜならば。

「主従契約は、基本的には主となる者の能力特性によって結ばれる。だが呪のろいを受けるリスクや強制的な側面もある事から、配下は百％完かん璧ぺきな忠誠は抱いだきにくいし、精神操作系の能力特性なら、配下の忠誠が呪いによる紛まがいものに思えて主の方が信じきれない」

　さらに。

「サキュバスやインキュバスのような催さい淫いん特性を利用するような主なら、それこそ配下の純潔など戯たわむれに奪ってしまう。そうした難しさがあるから、誓約化まで至れる者はいないんだよ……お前達の関係は、数多あまたある主従契約の中でも奇き跡せきだ。そして、その奇跡を使う時は今をおいて他ほかにない」

　という長谷川の言葉に、

「いや、でも……っ」

　刃更は躊ちゆう躇ちよを得ながら澪達を見た。先さき程ほどから彼女達はずっと黙り込んでいる。

　いきなりこんな話をされて、困っているのだ……そう思い澪達の表情を窺うかがった刃更は、

　……え……？

　とっさに思考を固まらせた。澪達の表情は落ち着いていて、まるで長谷川の言う誓約化のためにするべき行こう為いを完全に受け入れているようだったからだ。

　だが──普ふ通つうならばそんな事は絶対に有り得ない。だから、

「まさか──…」

　ハッとなったこちらに、長谷川は「そうだ」と頷いた。

「お前が眠ねむっている間に、彼女達にはこの話をして……既に覚悟を決めて貰った」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、

「─────っ！」

　反射的に刃更は、長谷川に向かって叫さけびかけた──勝手な真似をするなと。

　──しかし、言えなかった。長谷川に対して、反論する術を持っていなかったからだ。

　刃更は斯波を倒たおす事ができず、長谷川に自分だけでなく澪達の命まで救って貰った。

　そして現在──未だ斯波に勝利する手を考えられずにいる。勝機すら見み出いだせていない。

　しかし、長谷川は刃更達に勝利のための手段と可能性を語っているのだ。

　さらに、その方法は刃更達の覚悟次し第だいで実現できる。

　──ここまで来て、刃更は自分達の関係を誤ご魔ま化かしたり、澪達がこちらに抱いてくれている気持ちから眼めを逸そらすつもりはない。もしも刃更が本当に望んだら、澪達はきっと応えてくれるだろう──そう確信できている。

　何故ならそれだけの関係を、既に自分達は築いているからだ。それは恐おそらく長谷川も同じで、刃更が抱だきたいと言えば喜んで自らを捧げてくれるに違ちがいない。

　それでも、そんな彼女達だからこそ、男である刃更もそうした欲望を抱きながらも最後の一線を越こえる事はしてこなかった。自分だけならばまだしも──彼女達にまで二度と後あと戻もどりできない道を歩ませてしまうような決定的な事はしたくなかったから。

　口で責任を取ると言う事は簡単だし、実際にその覚悟が刃更にはある。だが、責任を取ったかどうかの判断を自分自身で行なえば、そんなものはただの自己満足だろう。

　──主従契約は、正しく呪いのようなものだ。

　互いの絆や力を強める反面、自分のために、相手のために、仕方がないのだと正気を奪っていく。既に刃更達の関係は普通とは大きく外れ、その価値観や関係性は変容していっている。刃更達の関係を、心の底から祝福してくれるような存在はほとんどいないだろう。打ち明ければ差別や偏へん見けんの眼に晒さらされ、厳しい誹そしりを受ける事は避さけられない。

　それなのに──誓約化まで行なってしまったら、本当にもう後戻りができなくなる。

　だから、刃更はすぐに決心できなくて、

「………………っ」

　ギュッとベッドのシーツを握にぎり締しめた──そんなこちらの手に重ねられたものがあった。

　澪の手だ。そして、見れば彼女は表情をどこまでも穏おだやかなものにしていて、

「……これまで刃更が、どうして最後の一線だけは越えようとしなかったのか、あたし達は解わかってるよ。あたし達の事……いつだって大事にしてくれたよね」

　優やさしい声こわ音ねで語り掛かけてくる。

「同時に刃更が不安な気持ちでいたのも解ってる……あたし達も、自分が変わってしまう事は怖こわいから。だけど、あたし達にはもっと怖い事があるの」

　それはね、と澪。

「…──刃更と、一いつ緒しよにいられなくなる事だよ」

「澪……」

　刃更は思わず名前を呼んだ。

　彼女が泣いていたからだ。しかし澪は涙なみだを拭ぬぐう事なく、声と華きや奢しやな肩かたを小さく震ふるわせながら、こちらへの言葉を止めない。

「その事を考えたら怖くて、怖くて、どうにかなりそうになる……刃更に譲ゆずれないものがあるように、あたし達もそれだけは譲れないから。だから、刃更とあたし達の事を殺そうとしているあの男には絶対に負けたくないの……あんな男に、あたし達の未来は絶対に奪わせない」

　だから、と澪。

「あたし達は、もう普通の人とは違う道を歩んでいる……今ならまだ戻れる可能性が少しはあるのかもしれないけど、それで死んでしまうくらいなら、あたし達はこのまま進む事を選ぶわ。それは絶対に間違いじゃない筈はずよ」

　笑う。

「未来の事は、あの男を倒してからゆっくり考えましょうよ……大だい丈じよう夫ぶ。皆みなで一緒にいられるなら、大抵の事はきっと乗り越えられるわよ。だって、あたし達はこの世界の危機を救うんだもの……怖いものなんて何もないわ」

　それに。

「刃更はあたし達の事を誰だれよりも想ってくれているから、後戻りができなくなる事を心配してくれているけれど……でも、あたし達が他の誰かのものになるなんて絶対に許せないって思っているでしょ」

「それは……」

　澪の指し摘てきに刃更は言葉を詰つまらせた。

　──その通りだった。

　最後の一線を越えれば、自分はもう澪達に普通の幸せをあげる事はできなくなる……そんな思いから躊躇ためらいを得ていた一方で、他の男に奪われるくらいならとずっと思っていた。たとえその男が、彼女達に普通の幸せを与あたえられるとしてもだ。

　すると、

「…──あたし達もね、同じ気持ちなんだよ」

　という澪の言葉に、万理亜と柚希、胡桃とゼストの四人も肯こう定ていの笑えみを浮うかべる。

　もう──刃更以外など絶対に考えられないと。

　そして澪は、とうとう決定的な言葉を口にした。

　願うように。

「お願いお兄ちゃん──あたしを、あたし達を抱いて」
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　東城刃更は、何よりも大切にしたいものがあった。

　己おのれの全すべてを懸かけて守ると決めた者達だ。

　だからこそ、誰よりも彼女達を幸せにしたいと願っていた。

　しかし──このまま行けば、自分達は普通の人達の理解や常識から外れ、祝福を受ける事の叶かなわない道を突つき進むしかなくなってしまう事を理解していた。

　──だから怖かった。

　だけど。

　今、彼女らは──澪達は、刃更より先にその道から後戻りできなくなる境界線上に立って、こちらへと手を差し出している。

　どうかこの手を取って……この道をこれからも一緒に歩んで欲しいと。

　そうして己の生き方を定めた瞳ひとみでこちらを見る澪達に、

「……………………」

　刃更はゆっくりと両の瞳を閉じていった。

　そして。

「────────」

　次に眼を開けた時には──東城刃更にはもう迷いはなかった。

　澪達と共に主従契けい約やくの先へ行く事を決めたのだ。







　エピローグ　結ばれる者達の誓約
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　そして──刃バ更サラが覚かく悟ごを決めてくれた後。

　成なる瀬せ澪みおは、万ま理り亜あと共に彼のベッドへと上がった。

　これから澪は、とうとう刃更に抱だかれる瞬しゆん間かんを迎むかえる。

　しかし、それが二人きりではなく──かといって魔ま界かいで現魔王派との決戦前に五人一いつ緒しよに屈くつ服ぷくした時とも違ちがい、万理亜だけが一緒にいる事にはきちんとした理由があった。

　──澪達が刃更に抱かれるのは、恋こい焦こがれ続けた想おもいを満たす事が目的ではない。

　否いな、それも確かにあるのだが──これまで守り続けていた一線を越こえる事を決めたのは、あの斯し波ば恭きよう一いちに勝つためだ。よって刃更に抱かれる事で、澪達は主従契けい約やくを主従誓せい約やくへと昇しよう華かさせて力を増大させると同時に、刃更の中に澪達それぞれが担になう五行の属性力を流し込み、彼の体内で相生を行なうのだ。

　そして澪達がそれぞれ担当する五行の属性は、対四し神じんの際に相そう克こくとして相対した属性を優先すべきという観点から、澪が『火』、胡桃くるみが『水』、ゼストが『土』となるのは決定した。柚ゆ希きも顕けん現げんした青せい龍りゆうと戦っているのだが、当初は相克の『金』属性で挑いどんだものの、最終的には青龍と同じ『木』属性で上回る事によって倒たおしている。

　一方、残る万理亜はバルフレアを担当していたため、四神の相手はしていない。

　よって柚希と万理亜が担当する属性については、様々なものを五つの属性へと分類する五行思想において、二人が『金』と『木』のどちらと因果の結びつきが強いかで判断した。

　すると、サキュバスの洗礼の際に使用している「瞳ひとみ」が『木』属性に当たるため万理亜を『木』属性とし、柚希は霊れい刀とうの担い手として当初の『金』属性を担当する事となった。

　その上で、刃更をより強化するために最も効果的な相生の流れを汲くむ必要がある。

　敵である斯波は、自身を強化するために『黄龍』が司つかさどる中央地区の『土』属性に最も力が注がれるように結界を構築している。つまり斯波の結界空間内の五行相生の流れは、『金』を始まりとして『水』・『木』・『火』と流れていき、『土』へと至る順で循じゆん環かんしている。

　よって──こちらはそれに相克を行ないつつ、刃更が得られる力を大きくするというのが最善だ。その結果、刃更の中に力を流す属性の順番は、『火』・『木』・『水』・『金』・『土』の流れで行なう事になった。

　──これは、本来の相生とは逆転の流れである。

　だが、自分達が行なうのは単なる相生ではない──刃更の体内で力を増ぞう幅ふくさせる事を目的としたものだ。よって、たとえば『火』属性が入っている所へ、『土』属性を加えたとしたら、相生の効果で『土』は強まるものの、代わりに先に入れた『火』は強化の──相生の原料となった事で弱まってしまう。それでは意味がない。

　澪の『火』属性が入った刃更の力を増大させるためには、万理亜の『木』属性を入れる事で、先に入れた澪の『火』を燃え上がらせ──そして『木』の力も加わった刃更の力を育てるために、胡桃の『水』属性を足し、『水』の力が入った刃更の力を大きくするために、水を生み出せる柚希の『金』属性を入れる。そして『金』の力が加わった刃更の力を大きくするために、『金』を生み出せるゼストの『土』属性の力を入れる。

　つまり、刃更の中へ先に入れた属性に対して順に相生を行なっていくのだ。

　──実は、これと同じ事を無意識にやっている者達がいる。

　かつて風水都市だった江戸の街の中心である江戸城──その現在の姿である皇居の周囲を走っているランナー達だ。

　出発地点である桜さくら田だ門もんは南──そこでまず『火』の属性を己おのれの中へ入れて力とし、そこから反時計回りに走る事で、順に『木』[image: →]『水』[image: →]『金』の属性を入れていき、四つの属性を経た事で中央の『土』を生じさせ、そして周回を重ねる事で彼らは無意識に力を増していっている。反時計回りに走るというルールが生じた事や、あの場所に多くの人が集つどうようになった事には、そうした人知れぬ理由があったからだ。

　──だが、これだと後から入る属性力が相生の副作用で弱まってしまう弱点がある。

　ただ走るだけならば特に問題はないが、斯波との戦いに挑まなくてはならない自分達はそうはいかない。よって誰だれかが己の担当する属性の力を刃更へと与あたえている間、次に入れる属性を担う者が、先に入れている者の身体からだに触ふれておく事で、後から入る属性力が弱まらないようにした。つまり、澪ならば単にそのまま自分の担当する『火』属性の力を刃更に与えるのではなく、『木』属性である万理亜によって自身が相生された状態で、刃更の中へと『火』の属性力を流し込む事にしたのだ。

　これにより刃更へより強大な力を与えられるだけでなく、たとえば次の万理亜の時は、先に澪の『火』属性が入っている事で弱まりやすい万理亜の『木』属性を、次の胡桃に触れられている事で『水』属性による相生を受けられるため、弱める事なく刃更へと与えられるようになる。

　よって刃更に抱かれる者と、次に抱かれる者が同時にベッドに上がり、他の三名は自分達の担当五行による干かん渉しようが起きないよう、部屋から出て待機する事になった。

　だから今──澪は、刃更と万理亜の二人と共にベッドにいる。そして、

「はぁ……ん、お兄ちゃ……んっ……ちゅっ、んぅ……お兄ちゃん、はぁあぁっ♥」

　澪は現在、刃更と向かい合って互たがいの舌をいやらしく絡からめたキスに夢中になっていた。

　──吐と息いきに甘い声が混ざっているのは、服の上から胸を揉もまれているからだ。

　主従契約を交かわして以降、澪は刃更によって凄すさまじい快楽を与えられ、数えきれない程ほどの絶頂を刻まれる事で屈服してきた。そのほとんどが、弱点の胸を攻せめられてのものだった。

　そうして刃更の手でいやらしく開発された事で、どんどん敏びん感かんになった澪の胸は、ひたすら快楽に弱くなっていて──布越ごしでも頭が蕩とろけそうな程の快感を澪へもたらしてくる。

　それこそ、刃更が本気で澪を屈服させようとすれば意識が飛んでしまう事もありえる程だ。

　だが、そんな事になる前に先へ進む必要があって──だから澪は刃更とキスをしながら、彼の服を脱ぬがし始めた。そして刃更の協力も得ながら慣れた手付きで彼を裸はだかにすると、今度は澪の胸を揉んでいた刃更の手が、こちらのセーラー服のネクタイを解いてファスナーを開いていく。降ろされていくファスナーのスライダーがいやらしい曲線を描えがくのは、澪の胸がそれ程までに大きいからだ。刃更によってすっかり開発された澪の胸は、感度だけでなくただでさえ豊かだったサイズをさらなる大きさへと至らせていて……今では刃更と初めて会った頃ころに持っていた服は、全すべて着られなくなってしまっている。

　そしてファスナーを一番下まで降ろされると、澪の前が完全に開かれて、

「……んっ……」

　澪は思わず身を小さく震ふるわせた。キスをしながら胸を揉まれていた事で澪の躰からだは甘い熱を帯びていて、それが室内の空気に晒さらされた事で心地ここちの良い寒気を得たのだ。

　すると刃更は澪のセーラー服の内側へと手を入れてきて──後はもう脱がすのは簡単だ。鎖さ骨こつに沿って内側から外側へと手を滑すべらせれば、肩かたと腕うでを抜ぬく事ができる。しかし、

「──刃更さん、澪様の服を最初から全て脱がしてしまうのは止やめておきませんか」

　そこで、澪を相生するために背後からこちらを抱き竦すくめていた万理亜が言った。

　これまで主従契約における、性や快楽の手て解ほどきをしてきた幼いサキュバスからの提案に、澪の服を脱がそうとしていた刃更が手を止めて、

「けど……それじゃあ服が汚よごれるんじゃ」

　と疑問を返した刃更に、

「それならば大だい丈じよう夫ぶです。長谷はせ川がわ先生には確かく認にんを取りました」

　と万理亜。

「この空間は、単に敵から隠かくれるだけでなく、刃更さんと私達の関係を深めるためのものです。よって肉体と精神以外のもの──衣服やアクセサリーの類たぐいは空間内に入った時点で状態が一度保存されているそうなんですよ」

　だから。

「この部屋を出て隣となりの部屋へ……私達が最初に眼めを覚ました部屋へ行けば、衣服などはこの空間へ入った時の状態に戻もどるそうです」

「そうなのか……でも、だからってわざわざ服を着たままする必要はないんじゃないか」

　と言う刃更に、

「普ふ通つうに結ばれる分には、勿もち論ろんそうです……しかし今回は刃更さんと澪様の関係を、これまで以上に絶対的なものにしなくてはなりません」

　ですから、と万理亜。

「少しずつ脱がしていけば、徐じよ々じよにより深い羞しゆう恥ちを得る事はできますが……一気に脱がしてしまったらもうそれ以上はありませんからね。ひとまずは服の心配よりも、刃更さんと澪様の関係が確実に主従誓約へと至れるようにする事を最優先に考えるべきです」

「……成る程な」

　と刃更は納なつ得とくしたように言うと、

「澪も……それで構わないか？」

　とこちらに尋たずねてくれる。だから、

「うん……お兄ちゃんの好きにして」

　澪が従順な頷うなずきを返すと、

「大体……もう手て遅おくれですしね」

　背後で笑えみを含ふくんだ声で言った万理亜が、こちらの横に回るとゆっくりと澪を押し倒すように仰あお向むけの状態に寝ねかせて──そして万理亜にスカートを捲めくり上げられた澪は、

「あっ……やぁ……んっ」

　恥はじらいの声を上げながら微かすかに腰こしをくねらせた。単に刃更に下着を見られたからではない──澪は自分が穿はいているショーツがどういう状態になっているのかを理解していた。

　それは万理亜の言う通り手遅れで、刃更に胸を揉まれながらキスをされた事で反応した澪のそこは既すでに女の蜜みつを溢あふれさせてしまっていて、穿いていたショーツのクロッチ部分は言い訳できない程に濡ぬれてしまっていた。そんな澪に、

「ふふっ……今の澪様は、きっと世界で一番感じる処女ですね」

　と万理亜が艶つやっぽく笑った。すると、澪のそうした状態を目まの当たりにした刃更が、

「……っ……」

　こちらを見ながらゴクリと喉のどを鳴らして──すると、既に露あらわになっていた刃更のモノが、みるみる大きく立ち上がり、今にもはち切れそうなほど膨ふくらんでいって、

　……凄すご、い……。

　その迫はく力りよくと雄お々おしさに澪は圧あつ倒とうされて息を吞のんだ。刃更のそこは、これまで見たどんな時よりも大きくなっていて──成瀬澪は思う。今から自分は、あれを入れられてしまうのだと。

　──主従契けい約やくを結んだばかりの頃は、こうして刃更に抱だかれる事になるだなんて澪は思いもしていなかった。

　それこそ本当なら澪が主あるじで、刃更が配下になる筈はずだったなんて今ではとても信じられない。

　……でも。

　ゾルギアとの戦いを終えた頃から、いつかは刃更に抱かれるのだろうと思うようになって。

　魔ま界かいへ……現魔王派との戦いへ赴おもむく頃には、相手は刃更しか考えられなくなっていた。

　そして決戦のため──現魔王派の本ほん拠きよ地ちへ赴いた際、用意されたゲスト用の居館で五人一いつ緒しよに刃更に屈くつ服ぷくする事を選んだ時にはもう、刃更のものになる準備はできていた。

　だから。

　これから自分達が越こえるのは最後の一線ではなく、新たな関係へと至るスタートライン。

　そして今──とうとうその瞬しゆん間かんが訪おとずれる。

「………………」

　刃更が無言で右手をこちらの腰へと伸のばし、澪のショーツの端はしに指を掛かけると、ゆっくりと引き下ろし始めて、

「…………ん」

　応じるように澪は軽く腰を浮うかし、左の足を抜いた。

　その時にはもう、万理亜は澪に膝ひざ枕まくらをしてくれていた。

　それは主従契約を交わしたあの日の夜の再現だ。その事を思いながら、

「お兄ちゃん……」

　澪は恥じらいの微び笑しようを浮かべながら、刃更に抱かれやすい体勢を取った。

　両手で左右の膝ひざ裏うらを持って脚あしをいやらしいＭ字に割り開き、己の大切な場所を晒したのだ。







　東とう城じよう刃更は、眼の前で澪のそこが露わになったのを見た。

　──澪の裸は、これまでに何度も見ている。澪のそこを見るのも初めてではない。

　これまでにも下着の中までは挿そう入にゆうを行ない、澪の敏感な場所を擦こすり上げるなど、最後の一線の手前までは幾いく度ども行なってきていた。だから澪の躰の事は、或あるいは澪以上に知っているかもしれない。でも、

「っ────…」

　今までと違ちがい全てを許されている状じよう況きようは、刃更にこれまでにない興奮をもたらした。

　見れば、澪の首には主従契約の呪のろいが発動している事を示す首輪のような痣あざが浮かび上がっている。恐おそらく刃更に対して抱いだいた余りに強い羞恥が、後ろめたさになってしまっているのだろう。そこまで澪が強く想おもってくれているという事実は、ますます刃更を昂たかぶらせた。

　──澪の入り口は、一見しただけではどこか解わからないほど狭せまく小さかった。

　本当なら、舌で舐なめる愛あい撫ぶでたっぷりと濡らしてあげるのが有効な前ぜん戯ぎなのだろう。

　だが、刃更が澪にそれをする訳にはいかない──口での愛撫は奉ほう仕しになるからだ。

　よって配下の澪が刃更に対してする事は何の問題もないが、主である刃更が澪にする事は避さける必要がある──少なくとも主従関係を究極のものにしなければならない今回は。

　──しかし、刃更が舌による愛撫で澪を感じさせる必要はなかった。

　快楽ですっかり淫みだらな色に充じゆう血けつした澪のそこは、既に充分すぎるほど熱く濡れてとろとろになっていたからだ。その光景は壮そう絶ぜつに淫らで──だから、

「………………」

　吸い寄せられるように刃更が己の先せん端たんを宛あてがうと、くちゅっといやらしい音が鳴った。

　澪の女の入り口はもう、完全に刃更を受け入れられる状態になっていた。

　後はもう、必要なものはお互いの気持ちだけ──覚かく悟ごだけだ。

　そして、それはもう刃更も澪もとっくにできていて、

「……………………」

「……………………」

　無言で見つめ合った刃更と澪は、二人でこれまでの先へと進んだ。

　刃更は痛いくらいに大きくなっている己おのれのモノを、ゆっくりと澪のそこへと押し込んでゆく。

　すると、

　……あ……。

　入れようとしてすぐの所で、刃更の先端が弾だん力りよくのある抵てい抗こうに触ふれて止まった。

　その正体を東城刃更は知っている。

　刃更のモノの侵しん入にゆうを阻はばんだのは、澪が持つ乙女おとめとしての純潔の証あかし。

　──これまでは、何があろうとここで引き返してきた。

　それが二人の関係をギリギリの所で押し止とどめていた。

　そうしてお互たがいに大切にしてきたものを──今、東城刃更と成瀬澪は破る。

「行くぞ──…」

「……うん。来て、お兄ちゃん」

　こちらの呼び掛けに、澪は微笑を浮かべてコクンと頷いてきて。

　だから刃更は、己の下半身に体重を掛けながら腰を前へと進めていった。

　押し込む。

　すると抵抗していた澪の純潔の証が、徐々に刃更の侵入を受け止めきれなくなって。

　そして。

　ぷつんと何かが切れたと思った瞬間、刃更のモノがずぷっと奥へと進み、

「やっ……あぁ……っ」

　澪が濡れた声を上げながら、ビクンと躰を僅わずかに強こわ張ばらせた。

　と同時、刃更の先端がとろけそうな熱にキュッと締しめ付けられるように包まれて、

「…………っ……」

　ごくりと喉を鳴らした刃更は、視線を下へと落とした。すると刃更の先端は確かに澪の中へと埋うまっていて……そして竿さおの両側からじわっと滲にじみ出てくるものがある。

　それは世界で一番綺麗な赤色で──だから。

「──────っ」

　東城刃更は、背筋がゾクっとするような達成感と背徳感を得た。

　…──たった今、自分は澪の処女を奪うばったのだ。

　その事実に、刃更は思わず身み震ぶるいをする。一方、

「………………っ」

　澪はギュッと眼を瞑つぶっていた。だから、そんな彼女に自分達が至った事を伝えようとして──しかし、刃更はそれを止めた。まだ浅すぎると思ったからだ。

　自分達は初めてなのだ。これで本当に澪と結ばれたかどうかなど解らない。

　すると澪を膝枕している万理亜と眼が合って、

「──────」

　彼女もまた「まだだ」と瞳ひとみで言っていた。だから、

「………………」

　東城刃更は、自分と澪の状態を確かなものにするために腰を前へと進めてゆく。

　すると二人を遮さえぎるものはもう何もなくて──これまで何の侵入も許した事はなく、まだ拡ひろがり方さえ知らない窮きゆう屈くつな澪の中をこじ開けるように、刃更は己のモノを奥へ奥へと押し入れていった。

　すると初めてにも拘かかわらず、澪の中はまるで熱された生キャラメルのように蕩とろけていて、

「っ……ぁ……！」

　いやらしく絡からみ付いてくるその気持ち良さに、刃更は思わず呻うめきを漏もらしながら、それでも己のモノをズブズブと澪の中へと吞み込ませていった。

　そして。

　やがて根元まで押し込むと、刃更のモノの先端があるものに触れた。

　それは、今度こそ本当の行き止まり──成瀬澪の最さい奥おう部だ。

　ここまで来ればもう間ま違ちがいはない。だから、

「澪……」

　東城刃更は、澪にその事実を教えるために彼女の名を呼んだ。







　刃更に名前を優やさしく呼ばれた澪は、ゆっくりと瞳を開けていった。

　すると刃更がこちらをジッと見み詰つめてくれていて、

「……入ったよ」

　その短い言葉だけで、成瀬澪は全すべてを理解する。

　──自分はもう処女ではない。東城刃更のものになったのだと。

　その事実に、思わず震えるような悦よろこびがいっぱいに溢あふれて、

「っ…………」

　気付いた時にはもう、澪は涙なみだを流していた。そんなこちらに、

「痛かっただろ……大だい丈じよう夫ぶか？」

　と刃更が心配そうに尋たずねてくる。だから、

「ううん、平気……嬉うれしいの」

　澪は笑えみと共に首を横に振ふり、自分が流しているのが嬉し涙である事を教える。

　──無論、痛みがないと言えば噓うそになる。だが、我が慢まんできない程ほどのものではなかった。

　当然だ。幾いくら初めてとはいえ、これまで経験した命いのち懸がけの戦せん闘とうで受けたダメージに勝まさるような痛みが生じる筈がない。すると、

「刃更さん、澪様……お二人共とうとう結ばれましたね」

　穏おだやかな声の祝福の言葉と共に、膝枕をしてくれている万理亜が、澪の涙を優しく指で拭ぬぐってくれる。そして、

「……どうです澪様、見えますか？」

　促うながすように言った万理亜は、澪のスカートへと手を伸ばして捲めくり上げた。

　すると枕の上に座った状態の万理亜に膝枕されている事もあって、軽く顎あごを引くと澪は己と刃更の結合部がどうなっているかを見る事ができた。

　──しかし、刃更のモノが入っているかどうかを視覚的に確かく認にんする事はできなかった。

　澪と刃更の下半身が、ぴったりと密着していたからだ。それでも確かに澪の中に──奥にまで何かが入って内側から拡張している感覚があった。さらに互いの毛が絡み合うように触れ合っている状態は、もはや絶対に間違えようのないもので、

　……す、凄すごい……あたし、本当に刃更のを全部受け入れて……っ。

　澪はまだ信じられない。

　刃更に対して己の手や口、胸を使用して何度となく奉仕をしている澪は、彼のサイズがどれだけ大きいかを知っている。よって入らないという事はないだろうが、行けても途と中ちゆうまでだろうと思っていた。それなのに、澪のそこは確かに刃更のモノを根元まで咥くわえ込んでいて──その事に驚おどろきを得ていたこちらの心を見み透すかすように、

「主従契けい約やくの能力特性がそれぞれであれば、誓せい約やくの形もそれぞれ異なるものとなるのは必然です。そして澪様たちは、サキュバスの催さい淫いん特性で刃更さんと主従契約を結びました」

　だから、と万理亜。

「己の全てを主あるじに捧ささげる事で誓約へと至れるというのなら、澪様達は主である刃更さんに真に満足して貰もらえる状態になったという事……今の澪様は身も心も、刃更さんを最も悦ばせる事のできる存在になっているんです。入りきらないなんて事がある筈ないですよ」

「噓……それじゃあ……？」

　万理亜の言葉に、澪は思わず呆ぼう然ぜんとなった。

　──自分は、刃更に抱だかれる事で彼のものになるものだとばかり思っていた。

　だが──そうではなかった。

　澪のそこは、刃更に抱かれる前から、もうとっくに彼のものになっていたのだ。

　その真実を理解した瞬しゆん間かん、途と端たんに澪の腰こしの奥から熱い感覚が膨ふくれ上がり、

「やっ……あぁっ、ふあぁぁああああぁあんっ♥」

　それが快楽だと理解した瞬間──澪は全身を甘く強張らせた。知らない内に自分がどういう存在になっていたのか……その事実を思い知った事で達してしまったのだ。一瞬で眼めの前が真っ白に染まり、下腹部の辺りをいやらしく痙けい攣れんさせた澪の中で快楽の波が過ぎ去ると、

「っ……はぁっ……あぁ……ん……はぁ♥」

　澪は甘い吐と息いきを漏らし、徐じよ々じよに視界に掛かかった白い霧きりが晴れてゆくのを見ながら己のした初めての絶頂を思った。刃更に挿そう入にゆうされた状態で絶頂に至った──その事実に、澪の中で震えるような幸せが湧わき上がる。

　だから──澪はぼんやりと刃更と視線を合わせて、

　……あ……。

　そこである事に気が付き、自分だけが幸せを感じていた事を恥はじた。

　──もしも愛を確かめ合うだけなら、ここで止やめるという選せん択たく肢しもあっただろう。

　主従契約を結んでいるとはいえ自分達は本物の家族に近い存在で、何よりも刃更は澪達に対して優しさや思いやりを常に持ってくれている。

　それが主従契約を深めるために淫みだらな行ないをしている時であろうとも。

　だが──愛や優しさは既すでに手にしている。

　自分達が欲しいのは……手に入れたいと願っているのはその先。

　絶対とも言うべき誓約だ。

　よって澪は己の全てを捧げて、何もかも刃更のものにならなくてはならない。

　心と躰からだの全部で──魂たましいで永遠を誓ちかうために。

　何よりも、澪の中へ挿入されている刃更の剛ごう直ちよくはまだ硬かたく膨れ上がっていて、まだまだ澪の事を求めていた。

　だから──成瀬澪は己の主となる青年に全てを許す言葉を告げた。




「お願い、お兄ちゃん……あたしの事、百回殺して……っ♥」




　どうか思うがままに、好きなだけ自分を貪むさぼって欲しい──そう刃更に懇こん願がんした。

　そんな澪に対して、刃更は一番嬉しい反応を見せてくれた。

　理性を手放したのだ。そして、

「っ…………あああぁっ！」

　刃更が一気に腰の抽ちゆう挿そうを開始した。それはまだ処女を失ったばかりの澪には激しすぎる動きだった。しかし、

「はあっ、んっ……ふぁんっ♥　お兄ちゃぁん……あぁっ……はあぁぁっ♥」

　初めての時は痛いだけ──そんなのは噓だった。

　澪はもう刃更の全てを受け入れられる存在となっていて……だから熱の塊かたまりが奥まで突つき抜ぬけてくる感覚に、澪は女に生まれてきた事をひたすら悦ぶ事しかできない。

　これまで澪は、弱点の胸を刃更に攻せめられて何度も絶頂し、その度たびに彼に屈くつ服ぷくしてきた。

　──だが胸が澪の弱点ならば、いま刃更のモノで擦こすられている場所は女の弱点だ。

　そして──澪は間違いなく女だった。だから、

「やあっ、あぁん♥　ふぅっ、んぁあぅ♥　はぁ、ぁあっ……あああぁぁあぁぁっ♥」

　澪は己おのれを奥まで突かれる度に腰を淫らに揺ゆらめかせ、夢中になって刃更のくれる快楽に溺おぼれていった。やっと触ふれ合えた互たがいの粘ねん膜まくはどこまでも敏びん感かんで、澪達の腰の動きに合わせて淫らな巡めぐり合いと擦すれ違ちがいを繰くり返すと、程なく刃更が澪へと突き入れる度に、二人の結合部が「くちゅ♥　くちゅ♥」といやらしい音を立て始め──そこからあっという間にジュプっ、ジュプっと淫らな水音へと変わっていった。そして、

「そろそろ、上は裸はだかになりましょうか……」

　と言った万理亜に、澪はセーラー服を脱ぬがされブラジャーを剝はぎ取られた。

　すると露あらわになった澪の胸は、その先端をぷっくりと張り詰めさせていて……刃更が腰を突き入れる動きに合わせて、澪の大きな胸がぶるんぶるんと円を描えがくように揺れて、いやらしく波打つ。そんな澪の両胸を刃更が鷲わし摑づかみにするように捕つかまえにきて、

「やあっ♥　あぁん……ふぅっ、んぁあっ♥　はぁん、ふぅっ……ふあぁぁっ♥」

　屈服させるように胸の形を変えられながら、澪は乱暴に揉もみしだかれ──その度に刃更の下で何度も腰を跳はねさせる。そんな激しい快楽に吞のまれる中、

　……え……？

　澪は自分の中で徐々に刃更のモノが熱く膨れ上がってゆくのを感じた。
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　──それは刃更の限界が近い事を報しらせるサインだ。

　だから湧き上がる官能に完全に思考を蕩けさせていた澪は、それでも己の両足を交差するようにして刃更の腰に回し、ぐっと結合部を密着させて互いの距きよ離りをゼロにした。

　それは眼の前の青年のものになる事を誓った女の本能だ。

　完全に刃更のものになるためには、彼の全てを受け入れる以外の方法を知らなくて──そんなこちらの想おもいに、刃更はしっかりと応こたえてくれた。

　互いに密着を求めると、自然と正常位が屈くつ曲きよく位いへと変わり始め……刃更の肩かたに澪が両りよう脚あしを乗せると、彼はこちらへ覆おおい被かぶさるようにして結合を限界まで深めてきて、

「澪っ……お前は、俺のものだっ！」

　激しい抽挿を行ないながら、強い語気で叩たたき付けるようにこちらへ叫さけぶ彼に、

「っ……うんっ、あたしはお兄ちゃんのっ……お兄ちゃんのものっ……はあぁああぁっ♥」

　澪もまた、激しい快楽に身を震わせながらガクガクと頷うなずき、夢中で刃更の言葉を肯こう定ていして。

　そして──とうとうその瞬間が訪おとずれた。

「澪……っ……ぁ！」

　こちらを呼びながら刃更が一番奥まで……澪の子宮の入り口まで彼のモノを突き入れてきて──と同時、刃更のモノがドクンっと暴れるように脈打った。

　すると激しい脈動と共に、自分の躰の一番奥に熱いものが広がってゆく感覚を得た澪は、

「あぁっ……はぁあっ、あぁああぁああああぁあぁぁああぁああぁあぁぁあ────っ♥」

　自らも激しく絶頂しながら理解する──自分は今、刃更に中出しをされているのだと。

　それは怖こわいくらいに甘美な感覚で、

　……凄い、ドクドクして……っ。

　自分の中で、刃更のモノが気持ち良さそうに震えているのが解わかる。

　すると澪の躰の奥で、子供を宿す場所があっという間に刃更の精でいっぱいにされてしまったのか、逆流してきた白はく濁だく液が二人の結合部から勢いよく溢れて、

「あっ……あぁ……はぁ、ん……ああぁ……んっ♥」

　恍こう惚こつの吐息を漏もらしたこちらに、刃更がゆっくりと覆い被さるようにしてキスしてきて、

「ん、ちゅ……んぅ♥　ふぁ……ぁむ、ちゅる……れる……はあぁ♥」

　澪は自分からも刃更を求めるように、己の舌をねっとりと絡からめてゆく。

　そして。

　互いの唾だ液えきをたっぷりと交こう換かんし合った長い長いキスの後──ゆっくりと刃更のモノが、澪の中から引き抜かれていった。

　すると余りにも凄すさまじい絶頂の余よ韻いんで、まだ思考を蕩とろけさせたままでいるこちらに、

「ほら澪様……まだですよ」

　膝ひざ枕まくらをしてくれている万理亜が、優やさしく窘たしなめるように言った。その言葉に、

　……あ……。

　いつの間にかこちらの顔の真横に刃更が来ていて……そして澪の中から抜かれたばかりの彼のモノが、いやらしく濡ぬれた状態のままになっているのを見た。

　だから澪は、ゆっくりとした動きで己の口を刃更のそこへと寄せてゆき、

「はぁっ……んっ……ちゅぷ……はぁ……ちゅる……んぅ……♥」

　そして、ぴちゃぴちゃと音を立てながら舐なめしゃぶり、彼のモノを綺き麗れいにしていった。

　刃更が解き放った精と、澪が溢あふれさせた女の蜜みつとがいやらしく混ざり合った液体を滴したたらせていた刃更のモノは、思わず身み震ぶるいしてしまうほど淫らな味がして──いつしか刃更のモノを口に含ふくんだ澪が、唾液と共に己の口内に溜たまったトロリとした液体を飲み干した瞬間、

「澪────…」

　刃更が驚おどろいたようにこちらを呼んだ。その視線は澪の首へと注がれている。

　すると澪の首の辺りに真っ赤な光の粒りゆう子しが舞まっていて──次の瞬間パッと弾はじけて消えた。

　それを見た万理亜が、

「本当に誓せい約やくへと至れるなんて……おめでとうございます、澪様っ」

　興奮したようにこちらへ呼び掛けてくるが、しかし澪は聞いていなかった。

　今の澪にとっては、刃更のモノを綺麗にする事の方が大事で……だから夢中になって彼への奉ほう仕しを続けていった。

　そして──そんな刃更のモノが抜かれたばかりの澪の下の口からは。

　たっぷりと出された刃更の白濁液が、トクトクといやらしく溢れ出している。




　　　　２




　黄龍の顕けん現げん率が百％に至るまでおよそ五十時間。

　休息や作戦の立案なども考こう慮りよした結果、澪たち一人一人が刃更に抱だかれる時間として設定されていたのは五時間だ。

　そして今、間もなく澪の五時間が終わりを迎むかえようとしていた。

　──無事に主従誓約が結ばれた後も、刃更は澪を何度となく抱いていった。

　その方が、澪の中にある『火』の属性力を取り込む事ができるからだ。

　既に一度、澪の中で射精した事で、刃更達にはもう怖いものなど何もなかった。

　刃更が敏感な場所を攻めてやると、その度に快楽を極きわまらせる澪が可愛かわいくて……己を昂たかぶらせる衝しよう動どうに従って、刃更はひたすらに澪へと絶頂を刻んで。そうして五時間の間に、それこそ澪が言っていた百回をゆうに超こえる数の絶頂を刃更は彼女へと刻んでいった。

　当然、刃更も何度となく己の精を解き放っていたが、それでも刃更の興奮が収まる事はなかった。この空間は、刃更が澪達と誓約を結ぶために長谷川が構築したものだったからだ。

　だからどれだけ澪の中で果て、中だけでなく彼女の全身を真っ白に染める程ほどの量を放出しても、刃更に限界が訪れる事はなかった。そして、

「あ……はぁ……ん……ぅ……♥」

　とうとう澪は限界を迎えてしまったのか、恍惚を極めてとろんとしている状態になった。

　だから、そんな澪の頰ほおをそっと刃更が撫なでていると、

「…………刃更さん……」

　澪とはまた違う──刃更を慕したう五人の少女達の中でも、最も幼い躰からだ付きの万理亜がこちらを呼んだ。少し前から澪への膝枕を止めていた万理亜は、刃更の事を待ち侘わびていて。

　さらに、

「刃更兄ちゃん……」

　万理亜へ相生を行なうため、新たにベッドへと上がってきた胡桃は、澪の様子に当てられたのだろう……既すでにその瞳ひとみを官能に潤うるませている。

　そんな二人に、

「………ああ」

　刃更は頷くと、ゆっくりと彼女達の方へと近付いていった。

　──そう、まだ終わった訳ではない。ようやく五分の一が済んだだけだ。

　これではまだまだ足りない。

　自分達の力も──そして『誓約』も。




　だから東城刃更は止まらない。

　澪にしたのと同じように。

　大切な少女達を一人残らず己のものにするまで。

　斯波恭一を倒たおし──己の譲ゆずれぬものを守り通すために。







　あとがき




　既に本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。

　前巻のあとがきで「次は新しん妹まいシリーズ史上、最も壮そう大だいなスケールになり、少しお時間をいただく事になりそう」というお話をしていましたが、実は当初の予定ではこの一○巻で本編を完結させる予定でした。ところが、プロットの段階で既に一冊程の分量になってしまいまして……流石さすがに一冊に収めるには長すぎるため、構成の調整を行ないました。

　それでは、本巻の内容について少し。思い返せば初代の担当さんから、「最終巻で刃バ更サラと澪みおが結ばれる」という構想をいただいて、とうとうこの巻でそのシーンを描えがく事ができました。昨今は簡単に主人公とヒロインが一線を越こえる作品が結構ある中、ある意味では硬こう派はを貫つらぬいてきた刃更と澪達もようやくという感じで、作者としても感無量です。

　ただシリーズを進めていくと、他ほかのヒロイン達の事も好きになってくれている読者さんの声も多くあり……どうにか彼女たち全員が刃更と結ばれる展開にしつつ、新妹シリーズのラストを飾かざる大きな舞ぶ台たいを作れないかと模も索さくした結果、今回の東京タワーを中心にした巨きよ大だいな『五行』の結界というアイディアへと辿たどり着きました。澪たちヒロインは五人だし、既に作中に出していた『四し神じん』も『五行』に割り振ふられているし、正にこのシリーズに相応ふさわしいのではないかと。そして、次の一一巻が『新妹魔ま王おう』シリーズの本編最終巻になる予定です。実はもうラストのシーンは書き終わってまして……後は力を得た刃更達の反はん撃げきと、当然ながら斯し波ばも何もしない訳もなく、最後の激げき突とつが繰くり広げられる事になります。

　当然、冒ぼう頭とうは引き続き万ま理り亜あたちと結ばれている所から始まりますのでお楽しみに！

　──では、本作の関係者の皆みな様さまに謝辞を。ニトロプラスの大おお熊くまさん、今回も超ちよう迫はく力りよくのイラストの数々をありがとうございました！　カバーのダークな感じから、澪と結ばれている所まで最高でした。そしてみやこ先生、コミック版の連れん載さいも同時期に刃更と澪が結ばれるという事で、シンクロニシティに驚おどろいています！　木き曽そ先生は、『新妹・嵐あらし！』の連れん載さい終しゆう了りようお疲つかれ様でした＆ありがとうございました。次回作も私的には楽しみにしています！

　アニメの方も二期のソフトが最終巻まで発売されました。スタッフの皆さん、ありがとうございました！　あと今回も担当さんや関係各所には進行で多大なご迷めい惑わくを……本当にすみません。そして──書店さんと本書を購こう入にゆうして下さった皆さんには最大級の感謝を。

　では、次の一一巻もどうぞよろしくお願いします！


上栖綴人　　




































カバー・口絵・本文イラスト／大熊猫介（ニトロプラス）

カバー・口絵・本文デザイン／濵﨑正隆（NARTI;S）
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